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イ克直~ヨ行/

待 感 エ レ ペ 戸 グ
包 動 階 段 グ ム ウ 工 ー グ

出 出血盟主均三 ＧｾｾｾＢｩｾｾ｜ｦ ＮｾＺＮＺ［＠ ［ＺｾＧｾＱｩ ｾｾＡＮＢＡ［［ｾｦｬ Ａ，＠ Ｏｾ 可二古方言宗京芳志表号罵意高蒋罵 ｅ
東 京 大 阪 制 度 刷 仙 台 札幌 日 来 製 他 府

建刻恥もミ主埜散に定 ｾｉ 漆駄に

グ三〆ヲヲ ･ｰ､ 必ｾＨ酬開板Ｉ

内装に

-i炉

大

分

物

産

館

(

大

阪

争ー

外装 lこ

-
録

筋

)

この9ト サ ン ウ オ ー ル 耐 酸 渡 板

吋 ン ウ オ ー ル 耐 巌 厚 板

サ ン ウ オ ー ル 耐 酪 看 板

サンエナメル玉業K. K. 説話率指iZ説日JAZZ詩句首i|持

も御用命を御待ちします



御用命 ｬｾ 東西代理屈へ御願いします

トラックレール

及

ガイドレール

6 尺 9 尺 12尺

曲 リ レ ー ル

ボ ー ル 入

単車・複車

ローヲ一入

2 連 3 連 用 天 井 受 側 面 受

エプロン付プレート付ガイドローラー

ガ レ ー ジ 格 納 庫

倉 庫 ・ 間 仕 切 等

其 の 他 附 属 品 一 切

株式会紅三省製作所 ?ffi153T111iEi

特 許 オリごす二シ Pl Iレメタノし製

製・凡

邑又

柄、色 ・雨押類 ・ダタト並臭突顎

業 l侍許 オ日エ γ タノレ ペシチレ ーター

造 計

ロcロ 特許オリエンタノレ スカイライ ト

版 施

目 i 特 許 特 殊 墨 痕 材 「 セ ラ F タイト」
売 ヱ

特 許 庁ザエ γ タノレ アスブ下ノレトブロツグ

間

関

簡

臨

闘

関

闘

閣

劇

智

オリI ンlf，L/lf'l 製造株式会I l t

本 社 並 工 場 兵庫県尼崎市大物北口 包 括 尼 崎 926 ・927呑

東京支庖並工場 埼玉県北足立部族同] 四七五九 包 括 蕨 252若手

東北支庖並工場 福島県郡山市外富久山町久保国 電話郡山 267番

九 州 出 張 所 沼岡県八幡市西本田j 七丁目 電話
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建材優良証明発行の件

ロ

ロロ 名

製造社名

タクミ瓦

立工産業株式会社

昭和28年 8 月13日提出の資戦につき本委員会に於て審査の結果下記特徴に依り

28年11 月13日附を以て優良証明を発行した。

1. 特に屋根瓦の型を変へる事なく在来の瓦、 スレートに簡易に適用し得る

而J風上の新工法である。

2. この工法は実用に適し旦つ経済的であるつ
以 上

社団法人 自 本 建 築 協 会 建 材 審 査 委 員 長 置 塩 章

委員会規程抜書E

本証明の有効は発行日より一ヶ年間でーある。

優良証明に対する責任は本委員会に提出された現品について負うものである

が本粧明を不正に利用し叉は本証明に関し:本会の名替を汚損する行為ありと

認めた時は直ちに取消し通知を発すると共に会誌の外一般に共官公表する

貴 闘下審査中のものは浅野スレート KK、大波、ノj 、波、網代型三種、T ' X耐ア

ルカリ塗料、エマルリシ γ 防水剤、スタツコ壁材、スタ γ ダー ドメタル、エ

pr !I ミ 瓦

タグミ瓦 1 号 軒 端

タグミ瓦唆羽 1 号

パーライト 、防水、屋根材 、ヤハズラス金属タイル板等で、ある。此内浅野スレ ート、 スタ ヴコ、 スタ γ ダー ド

メタル金属タイル板は審査を終り近く笹明を発する運びである。

女斯界向上発達のため多くの建材関係者の受審申込を歓迎している。 ( 建材審査委員会)

… … 一 一 一 …

上記の外本年証明を発行したものは下記の通りである。

K K 片 山 鉄 工 所 ラ テ イ 19'!車釘〕

住 友 化 工 材 K K デ コ ラ ( メラミ γ プラスチッグ板)

朝 日 産 業 K K キルコート じ殺虫塗斜)

K K 門 田 製 作 所 緩止ボールトナット

日 興 産 業 K K ホモゲンホルツ (人造木材)

f句既往発行した証明に対し再審受理して有効期間一ヶ年延長を認め再発行したもの次の通りである。

関 西 ペ イ ン ト K K タイネン工事 (防火塗糾〕

ナニヲ克株式会社 ナニワ S 瓦

田島応用化工 K K 三星印石綿ルーフイング

同 社 三星印アスフアルトタイル

以 上



A  

ヨ君;

l:I::. 

E ヨ

南 街 会 館 新 築 見 学 会

十二月の見学を竹中工務庖の御好意に依り 、協会、学会近畿支部、士会の三会連合の見学会で下記要領で開催

致します。何卒多数御参加下さし 、。

時 12月11 日( 金摺日 ) 午後3 時

集合場所 ナ γ パ駅前南街会館入口前

会費 不要但し本会会員に限る。会員章着用の事

参加団体 白木建築協会、日本建築学会近畿支部、建築士会

建築概要 設計 ・施 工 竹 中 工 務 底 、地下 2 階、地上 6 階、建築面積 656坪13 延面積 3342坪74 府 高 25米 9

最 高 34米 8 大劇場 1500席( 南街劇場) 小劇場 500席 ( ミユジッグホ ール〕 地下劇場 1200席

〈難波東宝) 6 階大食堂予定

日本建築協会会勢委員会委員長 浅 沼 猪 之 吉

一 … … … 一 一

人 事 事会 旋

人を求められる向は、

学歴、年齢等希望条件と勤務先、待遇等採用についての要点をお知らせおきf下さし、。

職を求められる方は、

履歴書に給与等希望要項を記しお届けおき下さし、。

以上何れも木会事務局長宛の王将。該当事項発生の時相方に御連絡いたします。 c. 務局長〉

日、一………一一一……、、一一一一一……

会費分割払込みに就て

会費の払込みは奇帯書

に伺う事が出来ません。集金には非常な困難を来たし延いては諸事業の運営に影響する所が多いのでらり ます。

協会から請求を待たずにおお、込下さる場合は一ヶ月叉は 2 ヶ月等随意分割結構です。本会よりの請求は整理上

3 ヶ月叉は 4 ヶ月分等に分割いたします。請求を受けられた方は御面倒ですが、振替口座大阪 39975替を御利用

折返し御払込み願いますの( 主計理事1

会員倍加に御協力下さい。

今年度本委員会の事業は見学、講演、映画会等開催の科会員t曽加を企画しております。会勢発展のため会員各

イ立は只ー名の新入会者御紹介に是非街i協力御原しますc

入会案内申込カードは10月号搬入、1 f f11利用下さし 、作

会勢委員長 浅 沼 猪 之 吉

ごでででご之江 水 害 特 集 号 頒 布 ニニニコ

10月 ・11 月は水害特集号として合併発行しましたn 衡l覧のi通り平素の凡倍頁に集録した九州、和歌山、京都方

面被害写真其他記事は貴重な参考資料であるとの好評を得ておりますので糟刷り頒布中です。会員各位は拡〈周

知と頒布方に御協力お慨します。

定価送:糾失 ￥120. 00 会員紹介一部 ￥100 ∞ 
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建設資料便覧義行迫る

立 1な 女

今春来準備中の上記発行については目下委員の手許で鋭意整還に努め 8 月より印刷

に着手12月発行の運びに進捗している。内容は仮設、土工、杭打、肪水、鉄骨、問、瓦

タイル 、石材、木工、左官、金属、建具、塗装、内装、硝子、コ γ P リート 、屋根、

管工、電気、設備等20余額自に豆り失々の部門につき簡結した梗板を記し各関係業者

350余の案内欄を附し一般設計、施工、技術家並に学生諸習の参考となる様編集され

ている。 B 5 型装帳上製約 7∞頁で相当高価になる見込みであるが、建築協会が記念

事業中の大きな企画の最終を飾るものにふさわしいと信じ、広く各位に御すすめする。

昭和28年12月 1 日

日 本 建 築 協 会 州 五 年 記 念 事 業 出 版 委 員 長 尾 崎 久 助

O 向今春発行以来好評を博している「大阪附近地質図表」￥1，200. 00 で発売中。

建 材 陳 列 場 開 設

所 市内東区北浜 5 丁目 日建設計工務 K . K . 玄関横一午前 9 時~午後 5 時

八月一円から開設した建材陳列場は漸次展示品の整備が完了した。 スペースの関係で充分のケ ースが取れなし、が

時々展示品を更新する事とし将来の完成を期しております 。 何卒御観覧の上御指 ｩ ｾ と御援助を願います 。 現在展

示社数50社。 日 本 建 築 協 会 ・ 関 西 建 材 会

編 集 記

一一 …、、一、、、、、、へ…一一一… 一一一一一

T  

本年度の編集委員会は年初以来内容充実に一段の努力が続けられ、殊に10月号は水害特集をものして好評を博

する等、大変な張切り方であるが、残念ながら発行日が毎月薪しく遅れ会員各佼に申訳ない次第でもある。

一面、会の機関で定められている雑誌予算のJ砕を諸に超過し、台所を預る方としては何とかして決算迄; 土妻を

合せる為非常に悩まされている。 あちら立つればこちらが立たず、 もっと経済面が箆かであったらとつ くづ く貧

乏のつらさを感ずる。飛んだ所で楽屋裏をさらけ出したが此の状態では赤字決算は必然であるので目下事務局は

出来る限り集金英他増収に努めている 。 止 ｴ 機会に会員の皆さんに特にお願い申上け ・ ｴＮＺＮＮｾ 、のは会員噌加、広告閣収 、

会費払込み等に一層の御協力と御支援を煩したし、。

10月、 11月号は経費の パヲンスや発行期日の挽回等のため合併号とした事を諒とされたし、つ

本月号は35年記念事業委員会とタイア ップ合同編集の下に本会35年記念史特集号として、平素の約三倍の頁を

以ておめみえしt':" n 但し記念史の性質上内容は手合ど記録で埋. まっており 、一見興趣湧 く所な〈無味乾燥、との声も

あるべく 、叉多年各事業に尽力され、会に関心の深レ方からは余りに圧縮され物足りなさを痛感されるさ卒、見る

人により積々の感想を抱かれる事と思われるが、春風秋雨35星霜を関みした吾等の団休の会応きが今円迄なさんと

してなし遂げられなかった事が不充分ながらまEに一応まとめられた事は意義ある事であり 、殊に雑誌索引と 共に

事業の記録は古い方の想出となり 、新人には明日への躍進の参考となる事と居、われるの終に非常な難事業で、あっ

たこの資戦作成に衡援助頂いた委員並悶係各伎に誌上から厚く御礼申上げます。 大和事務局長

e-.
‘

s

・
向
w

‘
‘
‘
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第 一 生 命 ビ ル デ イ ン グ

設 計 第 一 生 命 ピ Jレデイング管理部

施 工 株式会社 竹 中 工 務 庖

概 要

建 築 全世1 大阪市北区犠周囲J 2

敷 地 面 積 725坪10

建 築 面 積 建ｾ 617. 01坪 延 坪9，042. :n坪

Ｈ他に地下道連 絡 通路 Ｗｬ ｾＩ

構 進
鉄筋鉄骨コ γ グリ{ ト進

階 数 地 下 3 階地上12階 培農イサ

高 さ 標準地盤よ b バラベット迄 41米23

同 上 塔 屋 上 端 迄 48米80

深 さ 同 上 基 礎 下 端 迄 12米30

工 程 昭和26年 2 月 2 日 地 鎮 祭

I{ 
11月15 日 時幸函沈下始式

。27年 1 月初 日 潜 函 セ ッ ト 完 了

"  
6 月30 日 コγ t/ リー 1・打主主 了

。11月17 日 12階認 可

。11月18 日 9 階迄竣ヱ

。28年 5 月20 日 12階竣工



階 男U 坪 数

t菩 屋 2 階 54. 20 

11 1  階 63. 94 

1  2  - 2 階 600. 90 

1  階 617. 01 

地 1  階 691. C6 

地 2  階 325. 80 

地
，EJ  、

階 68J . 4J  

合 計 Ｙ ， ＰＴｾＮＳＱ＠

国 国

.  .  

， 

基準，: ;

‘  

.  .  

1 階

1 ア ー ケ ー ド

2 瓜 除

3 ホ ー ノレ

4  エレベータ ーロ

ピ ー

5 貸 事 務 室

6 銀 行

7 専 門 大 庖

S 地 下 街 入 口

9  自動車用リ フ ト

J O ラ γ プ ウ ェ イ

11 リフト管理人室

12 中 庭

地 下 1階

1  ラ γ プ ウ ェ イ

2 自 動 車 リフト

3 守 衛 室

4 従 幾 員 休 憩 室

5 倉 庫

6 電 話 機 械 室

7 ビ ヤ ホ ー ノレ

8 特 別 室

9 専 門 大 18

10 名 物 食 堂

11 王聖 書皇 室

12 地 下 連 絡 通 路

基 準 階

1 エ レ ベ ー タ { ロ ピ {

2 湯 沸 室

3 便 所

4 分 也 事産 室

5 貸 事 務 室

階

1 エレベ ー タ ー ロ ピ -

2  t易 古都 会

3 使 所

4 分 ' 庖 盤 室

5 自動車 リフ ト機械室

6 銀 行

7 大 阪 市 商 工貿 易

相談所

務 所

2  

F宮

対

!

?

h

コ

8 貸

F昔

2  



12階談話室

12階会議室

1階表玄関入口よりロピ ーに つづくところ



特 集

創 立 3 5年 記 念 史

社 団 法 人

日 本 建 築 協 会
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会 長 竹 腰 健
ｾｬＺｉュ

】'"

大正 6 年本会が弧々の声を挙げてより昨春を以て満35年に相当したので、これを記念する

為、会員各位並に大方の御支援を得て各種有意義な事業が遂行された事は同慶の至りであ

る。一口に35年と云えば誠に簡単であるが過ぎ越し方を顧みれば、この星霜を閲みて今日

を迎えるには幾多の苦難や迂余幽折があり先輩のなみなみならぬ努力と苦心のあとが偲ば

れて感慨浅からざるものあり、先賢各位に深く敬意を表する次第である。此間木会 が成し

来った大小各般の事業や調査研究事項は広範多岐に亙り多くの業献を挙げているが、これ

らを耳元纏めた記録は今日迄なされていなかったのである。偶昭和16、17両年に亙って挙行

された創立25年記念事業に際し、廿五年記念史出版の議が起り、記念史編纂委員会が設け

られ当時多くの委員各位が分担、 大項を取橿められていたが種 々の事情で遂に刊行の運び

に至らなかったのは誠に遺憾で、あった。吾々は昨年挙行の35年記念事業の経過を記録する

と共に、之を報告するは何回の時代にか誰かがなすべき4;: 柄であると考える。此処に於て

今回35年記念事業中にこの事 を取入れ、地質調査表、建設資料便覧につぎ、升十五年記念史

編集を加え、先輩の意志を継ぐ事 とした。爾来出版部会で十年前調査せしものを基準とし

て之に追補すると共に、その後の十年間の記録蒐集に努めたが、何分にも 35年聞に亙るの

で相当兎大な量となった。理想としてはこの資料を忠実に詳記し単行本として広く配布し

たいのであるが、之がためには非常な経費を要する上更に多くの日子を費し今回も叉出版

の機会を逸する慣れがあり、加うるに資料の保管に困難を来たし散失の危倶も多分に考え

られるので、此皮は一応之等の記録を要約保有する一つの方法として、本会35年間の大貌

を知る程度に止め、会誌に掲載する事 とした。記念出版部会に於ては此の方針の下に再三

検討短縮の結果漸く稿を終えたので、琵に「建築と社会」十二 月号を期して升州1十. 五年記念特集

号として出脹する運びとなつた。記する処審カか当ならず奥趣叉予涛奪き嫌いなしとはしないが、一

読3部5年の会歴を知るに足り久、木会が建築を通じ社会に貫献する回的とその使命を一貫して

果し続け今日に及ひ

員が是非一瞥を与えられ先賢の業績を偲ひび. つ L 明日の新しい前進の参考に供され、之を契

機に益々健全な発達を遂げ将来輝かしい五十年史、百年史の出版を期待する次第である。



記念、史編集について

本史の編集を射されたのは昨年 4 月であった。然るに

本部会は此外、地質調査図表と建設資料便覧の二大出版

も諜せ られ ており 、何れ も大きな仕事で非常に面倒、且

つ手数のかかるものばかりで・あったので、返々と して進

捗せず今日に至ったのである 。 此問 地 質図表は ＲＰ ｾ 手前出

版のものを改訂i自制i し、昨年中は専ら原稿の作成に没頭

本春漸く 出版を凡た。本史は昨年度を準備期間と し、 本

年 1 月より本緒的に指手、10年前即ち創立25年記念事業

で調査取組事められた災料を基本として、それを再調補足

すると共に、其後の10年間の調査と資料の整斑に当った

併し、本会は創立以来殆どピノレ住い で然も転々する事前

後 7 園、一定の倉庫を有しない上、年々増額する溢須の

保管に悩まされ、品事! j i えの臣室毎に盤理処分されたものもあ

り特ヰ戦時中密類の線開や戦後朝円ピノレ事務室の縮少と

五どに伴う分室設震など、繁雑混乱に際しt処分されたり 、

叉散逸したものもあった。斯様な次第て・議類の盤備に一

貫性がなく 、此度の資料集収には少なからぬ困難が伴い

非常な苦心と労力が設やされたのである。

幸にも 「建築と討会」が創刊号から保存さ れていたの

で、話。中の記事を只一つの頼りとして之を中心に諸事業

や経路を辿り連絡流獲する外 、 永 ｾｦ ＿ｬｩ ｢ 続の大和常務理事

の記憶をも参考に極々の面から検討集積した結果、木夏

に至り一応の資料を監事めたが、之は相当大部のものであ

った。然るに本会主主に記念事業の予算に一定限度があり

遺憾乍らこの資料金部を採録する4I が不可能となったの

で、止むなく短縮に諸手 、首iJ 後四l叫に迂って怖を;(frにし

最後に 25 項目と 12 委員会、 3 幹lIS会 に別 ち約 200 頁に

圧縮し漸く絡を終えた。

これがため、歴代会長、冨! 陰長等、役員のi面影、陸' 年

評議員、委員、幹事氏名、物故先賞各{立氏名等写真、事

務所並に雑誌表紙の変透や記録の一部を割愛した外、雑

誌索引を出来る限り簡略し、なお、各会活動内容共の{ 出

動向は極力安点のみを記し、一応35年間先霊長各位の努力

と其の足跡が偲ばれ得、会歴の全貌を矧る程度に止めた

萄は説者諸賢の衡 ｬ 話Ｈｾを傾いたい 。 斯様な経過の下に一

応の取まとめをしたもので検討十分ならずi逆て記畝内容

も不備にして正降を期し聖堂い点も多 く、充分の意を尽 し

得なかったが、之を完備するには筒年余の日子と多くの

経費を必要とするので、吾々は汗された範囲内に於て最

慈の微力を起し10年時i ] 残された先輩の選定、を継承不充分

/ 戸ら英の立を果す事とした。

終りに{ 也の編集司母iと共に献身的努力をされた部強委

員立主に突行に当られた分科委員各位_;]j，: びに大和常務理事

に感謝の意を表する。

創立 3 5 年記念事業山版部会長

尾 崎 久 踊
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内 訳

第 1 回 懐 旧 談 ( 28.6. 23 於高麗橋吉兆〉

第 2 回 回 顧 と 将来 を 語 る (28. 7. 16. 於 大 阪 グ ラ プ )

第 3 回 協会 の過去 と 将 来 ( 28. 8. 13. 於産経会館〉

… … … … … 一 一-一 …  

懐

出席者 ( 敬稔略目音I1蹟)

池田谷久吉，井よ福蔵，今林彦太郎，小笠原祥光，置

筏章， 竹腰健造， 東畑謙三， 中西六E! s，' ｾｉＧ 劉ｼ民次郎

( 司会) ，古塚正治，松井貴太良1¥，松件消之助，松本

儀八，大和栄衛常務理事，沖因遺記長

束t岡 本協会は年々発展の途をたどり昨年度で35周年を

迎え色々記念著諜を遂行いたしました。最後に残され

たのは出版丈となり本年の継続事業となっておりま

、・‘

LZJ  

第 1 図 座 談 会
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l日 員炎

す。本日は協会35年の基礎を造られた先輩の方々に過

去の歴史なり 、思い出話なり 、或は協会のあり方等、

面白い布益なお話をして頂きたし、。会場がせまくて行

届かないが、ゆっくりとくつろいて‘ 頂きたい。それで

は中釦' さんに司会をお搬し、 L 、た します。

中野 副会長の街u首名により司会をさせて頂きます。

今円集られた方は昭和 17. 8 年頃迄j ( f 41活躍なされたフJ

が多い。その辺りを中心に思い出話を願いたい。術協

会の進み方に御指導を与えて頂けたら幸であります。

お集りの万で小笠原さんが一番お占いと思いますが如

何でしょうか。創立当時のお話・を一つ。

松 井 小笠原さ んは何年に来られた。

小笠原 大i E 5 年の春です。

小笠原 布、の J 己憶としては大正 6 年に協会に夕、っていた

が、片岡さんが主人公になられ、その頃は2Q人か30人

しか居なかった。 日本の建築屋は一人よがりだ。一つ

我々のグループを造って啓象しようというので出席し

たのが始めです。

松井 協会の出来たのは大正 6 年。私は明治39年に来た

が、その時」ーキナ会が出巣た。木潔会は東大の建築を

出た人達の会で・あったが、オキナ会はそれと同じ様な

もので東大を出たものの会であった。主Lの記憶では神

戸のがj合浩蔵さん、大阪のがI合幾次さん、宗さんが凡

えて居る 。奈良に加護谷さん、京都の武田さんは大分

あとで、片岡さん、 日高さんが居られた。

中野 オキナ会は長い間続いたので・すか?

松井 大正 6 年迄。私は大正 3 年東京に行き、大正 7 年

に帰って来たが、僕の居ない間比協会が出来た。



中野 関西建築協会から日本建築協会と変ったその理由

は ?

小笠原 別に理由はない。

松井 始め関西建築協会と して出来た。

古塚 協会は片岡先生の歴史を語る様なものだ。

大和 小笠原先生は、大同覧会当時随分尽力された様で・

すが悼覧会当時の展望をどうぞ… … 宣伝鯛盟主で隊を

かけて廻られたそうですね。

小笠原 博覧会から協会が世間に認められた。プヲ γ を

練って始めたのが 、 ＱＰ 月頃でｾ我歩中であったが、主

くやったと思う。約30戸建てたが、各戸に全部たの子

を一人づつつけて、大阪市の有名人を全部よんだ。始

め陣覧会坊をどうするか、大きさをどうするか、 どん

なものを作るかが問題になったが、専門の人をやとっ

て通路の巾から陳列坊の間口を決めた。 道は 1 間半、

広いのは 2 聞とし、主手兵や宣伝は大メLの大きいケ{ ス

を借りて陳列した。 3 人答って色々プラ γ を決めよく

やったと思う。あとで武田さんが来て、やればやれる

ものだと云われた。

会期を10月一折、迄延期 し、東京の建築さ学会、建築土会

20人ばかりを宝塚に招待し、料理屋に泊めて色々なも

のを引張り込んで騒いだ。陣覧会の総裁は後藤伯爵に

頼んだ。そんな事で「関西でこんな事をやっている」

と有名になった。こ の時から采ltf王折衷が始められた。

中野 そんな住宅k ! j 覧会は当時日本になかったのか?

小笠原 なかった。最初のものであった。

大和 当時25万円程寄附が集ったそうで・すね。

今林 あんな規模の立派なものはないよ。 1戸 1 万 2 、

3 千円で暖房装置もあった。

松弁 金に糸目はかけなかった。

東畑 最近、あそこえ行ったが、大きな住宅ばかりそろ

っている。今桜ケ丘といって大きな桜が多L 、。t . ，れが

協会でやったものだと聞いて全く結いた。

池田谷 あそこに行ったのは当時の文化人の代表者であ

った。新興の文化住宅であった。

大 和 協会の事務所は随分転身しているが、最初は今橋

辺り次に中之島日綿附近の片岡事務所に一時世話にな

ったと古い会員の伊東宗太郎さんがよく去われていた

が. . . . . . 。

小笠原 京町掘の不動ピノレにあったが片岡事務所で・は会

合をやった事はない。会合は不動の 3 階でやった。

中野 小笠原さん、今の桜ケ丘の博覧会で飛行機で宣伝

したとあ Q が、飛行機からピラでもまかれたのです

ヵ、

小笠原 いや、 ピラはまかなし、。自動卓で廻った。

中野 容附金額は。

小笠原 始めは16万円であった 3 僕が集めて報告したの

だが、だんだん追加して20万円を突破した。金は主と

して請負業者ーから集めた。片岡さんは 1 万円出し:た。

大きい金は皆負から小さい金は会員が50円、30円と出

し合った。

大和 その他に懸賞設計募集室与をやった。

今祢 陣覧会で土地を択ぶのに金がかかった。

小笠原 北川留吉が土地を周旋して只った。その時に金

がなくて凶り円本生命から借りた。

中野 それから見ると今の協会はまだるっこいと lfJ わ.1 L  

るだろう。松井さんも ｬ ＡＺｩｾ、から何かお話を。

松弁 その時分、東京に陪ったから記憶になし、。 私は無

精で甚だ申; . wないが。

今綜 私は大正 5 年の 1 月に:;!<dこ。一寸務めるのは鰍な

頃であった。: ; ; t 藤進さんが神戸に/ t . られたが、 手伝っ

てくれと云われたので、今から見ればのんきな訴だが

がJめるのを延ばして手伝いをやった。私は発会当時か

ら居ったが 、小 笠原さんの云われた事を大休ｉＧｪｾ上ける

と、fほ初J片岡さんの名前で会合をやるからU¥て米いと

云われ、 40人他行ったが出て j札ると災(1テ γ デ γ パフ

パブに会合がある織だが、もっと団結しなければな ら

ん、 とのさII だった。大体オキ) - 会は毎ノk脳同に .lu' 町l捌

のカツー乙ーに集るのだが、大先輩ばかりで、 A ¥' ジ必

とやるのはぷらんというi 1 ・で我々は大会をやった そ

の時の大将が竹版さんで、彼をけしかけて、斗ヤ) - 会

で小さくなって L るのはが，らんからとやったが、それ

が片岡さんの感情を容したらしし、。 とにかく個々にや

るのはよくないと云う献だ。この時に、松田イJl f'rーさん

が居た。こ れは変った人で付附さんに正面から楯つい

て意見を述べたと思う。最初僕の居る市役所に'J 、谷J :l

が借って ｬｴｊＮ 会の仕事も手伝 った。この頃片 岡さんが ｾｉ

心で建築物法が出来た。最初の博覧会に至る迄、協会

で骨を折ったのは建築物語で、各国の建築条令や論文

を綱訳しろ 、 と云うわけで割り当てられてやった。 最

初の雑誌から見ると各号とものっている。そ の中に建

築物法と都市計踊法が出来た。協会はその間質献した

わけだ。

中野 その時分から雑誌がゐったか?

今 林 始 め は 関 西 建築雑誌といって今凡られたら、文 は

まずく間違いもあるが、突際片手間にやった、片岡さ

んが部下を使ってやられた傑なものだ。

中野 池田谷さんは古い時分からやられた線だが。

池田谷 今林、古塚、松本さんと } 絡にやった。

中野 発会当時から住宅博覧会までのお話が出てレるが

その当時のとっておきのお話をどうぞ。

大和 電塩さんはその当時兵庫県に肘られましたね。

量増量 魁任したのが問治43年、それ迄陸軍に賠った。創

立の| 燦のお話が出たが、片岡 さんを中心に して会を作

る準備をしていたが、都市計画法がなくては不可んと

云われ、それが当時の第ーの問題であった。 それをそ
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の時分に作ったのは片岡さんの努力であると思う。

中野 創主総会は活滋で‘ あったと思うがその記憶は。

今抹 記憶にない所を見ると 別に変った事はなかったの

だね。

量塩 会頭に後藤新平をつれて くる予定だった。

大和 当時は会頭制で、片岡高| 陰頭になり 、会頭は後藤

氏の予定で空席のままにしてあった。

古啄 私は大正12年に入ったので‘ そんなに古くはないが

入った時は僕等の活動期で盛んに使われた。私のやっ

たのが 5. 6 年その後松本さんが長くやられた。仕事と

ししは緑ケ丘の住宅展。私は代表者として挨務をやっ

た。その時分は時事新報が入って居た。緑ケ J王住宅地

は今そのまま残っているが桜ケ丘ほどの建物でないが

は地! 形的には緑ケ丘の方がよし、。あの時分は 2千部位

の雑誌を出した。

大和 その当時は協会がさかんになって来たので選挙に

関心が持たれた。総会で学校別の会員数で割り当てた

ものだが、投票用紙を間違って二枚送って古塚さんか

らやられた事がありますね。

吉塚 死んだ池田さんが、とっちめられた事がある。あ

れは公会堂で- ゃった時だったね。

中野 会が発展したからで、すね。

池 田 谷 昭 和 8 年頃が登り坂であった。雑誌も「建築と

社会 l になっていた。大判になって図版なども 10貞で

豪遊なものだった。会員の数が一時停頓し、長い間 I

，5∞から 2，α)() 位だったが日本の仕事1 . J . ' 世界に負けな

い様にやろうと云うのが一貫した流れで・あった。社会

に建築をにじみ込ませようと努力した。

大和 松室、坪弁誠ーさんの時代でしたね。

池図谷 編鱗の職員で、江村君が居たが、会長がこう云つ

たから等と会長をかきに活て居たので、皆でくびにし

ようと決議した事があった。

古塚 僕等も会長に怒られたね。建築家が設計料を貰え

る織になったのは一体誰のおかけ' だ、 と怒られた。

沼田谷 会長が当時肪火建築と云う mに力を注がれたが

公会堂で協会として講演会をやったのが続いている。

吉塚 爆量産をやられたら日本の建築はーたまりもない事

を僕は云った事がある。

巡回谷 震災の当時、僕は役所に居ったが、片岡会長に

見てこいと云われて皆で‘ 行ったが、あとで報告演説会

をやった。

吉塚 委員を24. 5名作って講演会をやった事もある。大

正12年の惑だった。

絵本 大亙14年 b 月30日、但馬方閣の震災には篠原、斉

藤と私と片岡会長の命によって行った事を覚えて居

る。写真は篠原、斉藤は補助、私が調査と云う事で、

写真も相当縁った。殆んど 2∞ 枚位繰った。あとで協

会から突設を貰うのに気がひけた位綴ったが、片岡さ
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んからこんな写真なら録らん万がましだと怒られてガ

ツカり した事を覚えている。会会堂で報告演説会を

やったが、案外満員の状況で会長も喜んで、これが建

築家の社会奉仕だと覚められて前の怒られた償いをし

Tこ。

中野 井上さんは随分古くからやヴて居られた様だが。

井上 私はfil 会から飛行機に采った。当時飛行機に乗る

には 5 円安るが協会から出して賞い只で、乗った 、軍か

らも 2 人来て居たが飛行機を背景にして写真を綴って

から上って行ったが、始めてなんで、之が最後になる

かも知れんと恩った。その後色々 と感想を省いた事を

' 見えている つ背 の原始時代の穴陪時代が再び来るであ

ろうと: 野いた事を' はえている n

中野 防空演習をやったのは協会の事業ですか。

弁上 協会の事業です。大阪に小さいパラツグを建て、

上から慨深梯を怒し、どう消すかの防空演習であった

が、 Ｓ ＰＰ 匁認の弾を Ｒ 皮ＱＧ Ｎｦｬｾ したが、首弾で次に何か

の方法で発火させ消火演習した。その時大佐と少将で

あったが来て興味を持って凡ていた。軍部と協力して

やっていたが箪は非常に力を入れていた。耐火、防火

等色々考えていた。

中野 この辺から松井清之助さんの時代になりますね。

必弁〈消) 大正1MF大同ピルと思うがとりあえず協会に

入った。その頃ーは池田谷さんが先輩で会長をボイコツ

トした事があった。いわば、協会の第一次の閉塞，切、

まあ シユノレジ ペシした時代で協会としては活動してい

なかったc その時分、会員は少 く訟は当時安い月給で

1円50銭の会裂は高すぎると考え、 1 円にしたらどうか

と中沢さん等と協力した事がある。始めは会議がj止ら

なくて困ったが、会員を崩せばし、L 、じゃなし、かないう

事でやった。その後協会を朝日ピノレに移したがそれは

片岡先生の留守中の事であった。新しい会員は先生に

反感を持っていたのではないかと思うが、私は建築行

政に居った関係上先生の題自には心から協力しようと

恩った。当時市役所は中西さんなど節々たる主張中が協

会と協力していた。役員は大体出身学核によって比例

配分していた。それから協会の仕事にもお互に力が入

って行った様で、その中に日本で防空体制が強化され

る会員は憎える、会費は安くなる 、事業は活滋になる

で・昭和10年に大防空演習をやった。先づ都市武装促進

委員会を作り、池田さんが長になって擬装に闘した事

をやろうというわけだ。その頃は 6 人しか乗れない飛

行機に誰れを采せるかが問題になったが、結局三ペ γ

に分けて調査した。昭和 7 年 7 月10 日でーあった。所が

市内では 5∞m 程度の高度であったから、サアツ{ と

すぎて了うから擬装もなにもあったものではなし、。上

ってもせいせ' い2，∞Om位だから擬装の研究には役立

たなかったと思う 。 1，0∞ l n の上空で京都を廻ったが



わかるのは御所位であとは道路がよく目坊っ。そんな

時に意見をはいた惑もゐるが、家の形ヵ: 変ったものが

あれば目立づ。 コγ トラストの強いものは目立つと結

論したがその結果は立派な単行木となって出た。

古啄 その時は大学の先生にもだいぶ采ってもらった。

中野 それから後は中間さん、あなたの仕事になるが、

戦争中の若しい時代を育てて来られたが、あなたが入

られたのはいつ頃ですか?

中西 彩、はさ7・生の頃学会に入っていたが、大阪に居れば

大阪の会に入らねばならんと思って大i E 8  ｾｆｾＧｻＢ 生で入

った。で大月rr正10年不動ピノレ時代陳列場開設とあるが

どういうわけで寸ーか。

大和 不動ピノレ時代見本を持って芸名る人が多くなり棚を

作ったのが陳列場開設の始りとなったのです、IllIr列場

などまとまったものでなくほんの凡木棚. と云う事で

す。

中西 私も} 寺町会委員の末慌をけがしたが、昭和 9 年朝

円ピノレに陳列j劾を創寂したいと思って大規模に 4 階で

始めは ω 降、後 Ｑ ＵＮＶ￞ｾ 拡張した 。 場長に松井さん、こ

れは東ー玖に対抗して‘ 出来たのだが、それについて思い

11¥す事は、池田突さんを擁して新しい別のE陳点列場を作

られTた4 ので‘干平μl

が州l出臼3来長るの』は主Uし、けない、 と云ったが会長は動物閑にだ

って虎や象も陪る、大きなものと 、兎や狐伎の小さな

ものもある。一額類どけなら誰も見に行きはしない。

ほっておけ、と云われて引下った ｾＱＫ を覚えている 。 そ

の頃大分お手伝いをした。松 nさんの云われた傑に会

費 1 円に賛成し、我々だけで金曜会を作り会長に会費

値下を要求した事がある。常務会では色々心配して謄

たが会長はほっとけ、 と云われたっ会長は何でも独断

でやって憎られたが細かい所にも気を配って屈られた

1初こ思う 。

中野 それはいつ噴の話です。

中西 H日為1に人ってからの話ですの

松弁 現了Eの会員の教は?

大辛口 4，α治名位。

中野 それで十丈皆さんに協会のこれからのゐり方などに

ついて御意見を伺いたいのですが。

中西 紅、は例の学会との学併問題。 これは伊藤滋さんが

始めて n 火を切られた。学会、協会は同じ様な仕事を

していながら名前と場所がｾう位いで会員がグプって

いる。 この際合併しようという訳でまとめ役としてI " l

火を切った。伊政さん、それに池田、中沢、私、それ

から会長の竹腰さん、東京は田辺泰、浜田、武宮など

が集った。斡旋委員が交代で議長をつとめる事になっ

たっ所が議長、となると各々向分の方の利主主に すf つので

砿は対立したのてーは仕事が出来ない。学会、協会を打

って一九として新しし、建需の析体制j運動をするのだ、

と断って議長をつとめた事がある。一番もめたのは名

前て¥どっちも学会、協会の名前はおいて欲しい、 と

いうm: がまとまらず、最後に小林会長は自分の任期中

にまとめる積りで‘ 努力されたわけだ。で結局円本建築

学会という名前に務付いたが、戦争がひどく 、敵間放

台湾沖に現る 、 とし、うのでそれ所ではなくなった。

現在の耐え両者を一つに合わして新しい団体を捧

える王将がよいと考えているが、竹日要会長は経済団体も

がlえてやったノ与がよい、と云われるので合併問題から

私は手を号 ｉ ｾ 、た 。

中野 只今のお認は将来の問題にふれたが大先識の方に

協会のこれからの夜り方、行き万についてうかがいた

し、。

松井 今のお話の経済団体を加えるには ?

中野 協会は今迄個人会員本位で来たが、更に建築に関

係あるいろいろの人を含んだ間休を加えて大きな総合

的な団体にするということです。

. 畑 事の坦りは経済的な原因で団休会員を多く緩める

方が経済的にうまくゆくのでやまないか。 パランスシ・ー

トを見ても殆んど雑誌代になっていたが、社会宣伝仕を

するためにももっとお金が要るとし、うのでその方向に

進んだわけですね。

中野 併し反l前には同休会員の中にも『個人会員のしつ

かりした方が中に入って協会を迎営して行く 。そんな

人も肘って欲しし、』と反って| 舟休会員の方から意見が

11i ておりますっ

. 畑 建築士会は協会と性絡が似て、学会、協会、土会

と3 本になっているが、何とかしなければならんと，思

う。

今林 合併問題とか学会支部を作る問題とか云われるが

ほんとうの理想は一つのものとして完壁なものにする

事だと思う 。地方によって条('1 がちがうが、それはそ

れぞれのグループの中でやる織になったらよいと思う

先す. つものは金であり、今だとメンパーは必ずダプノレ

合併ｼ甘 ｉｾ の切実な問題はそれであった 。

古場合併したら雑誌に今の協会の憾なものを君主頁入れ

たらよし 、。

賞復兵庫県でも建材会、学会、協会があり建築会は視

雌の意味で何でも建築' 会について来るのでどうしても

つぶしては困るというので有統していると思っている

が、会長がV. なので自分の窓志が余り出せない。

今林 大同団結して一つにしてやって行くべきだ。

松本 一つになって年-会を含めばよし、。

中野 協会をノミきなものにしてですか。

今株 本部が一つで金もそこに :lJ i るからあとは観院会な

ど地方々々でやればよし、。会に令部関係すれば会費も

ばかにならん。 よその学会はどうか。

松弁( 消〕 例えば土木学会などは一つだが、その中に港

1  1  



湾とか橋梁とかある。本質上一本にする事は不可能で 西の会員が全部ボイコツ トしたらよいと脅い て怒られ

あると思うが。 た事がｾる。

今線 建築学会でも或程度それに悩んでいるのではない 池田谷 我々建築家が社会から一本立ちになると中央に

か、共通の引で悩んでいるのではないか ? 対してもよい事と思う 。私は色々の所え行ったが協会

松井( 向学会はあってもよい。協会の支部を東京に作 の司喋がよいと云えば財閥は協力すると思う。建築は

ればよし、。 新聞と同じで数が多L 、。大集団を作って中央え出て質

今綜 矢政大同問結がよいと思う。 うとよい。

古啄 僕も同級だ。 吉間軍 参議院議員の選挙でも建築家が団結すれば20人や

置塩 出来るかどうかが問顕だc 30人は代; 表者として出せると恩う。それなのに『いや

中西 東京の考え方をうまくまとめてもらわんと難か し あそこの社長が立候補 したから』 とか何 とかで受けつ

い。私が東京え行ったときに 『建築協会はだんだん発 けなし、。案外封建的な所がある。

展をたどり主な所には全部支部を澄いているが、東京 弁上 いや 、 建築家稜仁 Ｃｾ の強いものはない。

だけにないので東京え支部をおくから宜しく 』と云つ 小笠原 此間生コ γ グリート の見学があったが、たしか

たら怒られた引がある。支部を東京に置く事は東京で 昭和 8 年に委員会を作って 1∞ 万円の予算で生コ γ グ

受けつけない。アイツ本心で云っているのかと怒られ リートの配給会社をつくることを協会の委員会で研究

た。東京のプJ がうまく行かんとね。 したことがあっt.:. o 今 日漸く突現した事は感慨深い。

今椋 東京以外の地方の与え方は同じだと思う。全国の 中野 では此辺で終りたし、と存じます。( おわり〉

金を集めてそれを東京のー部の人が運営している。関

、 Ｂ、 、 ｶ 、 ｷ ‘ 、知 、 Ｎ 、骨 旬、ＢＢ‘ ＮＮ，ＮＮＮＮＮＮＮＮｶ 戸ＮＮＮＮＮ刊、内向山内ＭＭ司同 ｊ、仰旬 、 幅削 、、前日 内向 ‘ ・ ＢＢＢＧ～ ν 、 、 ｶ ・ ｎ 崎 、 、、、、 ＮＮＮＮ Ｎ悼内ｾ穐炉、炉、，ＮＮＮ，ＮＮ、Ｍ， 、 ａ 、、、 ‘市州、ｾ

第 2 同座談会

回 顧 と 将 来 を 語 る

出 席 者

青木友一、 i安海治平、大下11院三郎、竹l原健造、東畑謙

三 、中野順次郎 〈司会Ｉ 、政 ｲｩ ｾ 正ー 、 三浦茂 、泌中 一

良、大和常務理事、1仲間必記長:

東畑 Ｓ Ｕ ｾｦ の ｔ ｊ ｔ 業を終了 し 、 出版事業だけが残されたの

ですが、これを機会に今後協会をどう運営して行くか

? としづ引をお話闘いたL 、。先般大先輩のプj 々に創立

係 2 ｾ ｬ ｬ 陀談会
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当時かりのお話をいろいろ して頂いたが本日は協会の

中興の祖とでもいうか、今後ともお願いする有力な j

y パーの方々にそれ以後の事、協会の歴史なり将来な

りを沼澄にお諮問L 、たい。中野さんに司会をお願いし

ます。

中野 街1手許のプリ γ そを差上げたが前回は創立当時か

らの古いプJ にお訴を願った。このプリ γ トで言えば昭

和15. 6年迄の大きな問題をとり上げた。今日は戦争当

時J ! 日ち昭和18年頃から活躍された方がお祭りになっ

たが、皆さん元気な方ばかりなので将来の抱負なり

ト筏のあり方なども合めて大いに語り大いに聞いて

お互にぶちまける様な座談会としたい。昭和16. 7年

戦時体制といわれ防空休市lJ なども強化されたが三浦

さん如何ですか。

三浦 戦争当時のτ1+は忘れたが14. 5年頃クラプが廃止

になった。その移関係したのはセ討の方で陳列所の

方ばかりゃったがあれが復活したらよいと思う。

中野 ( / 7 プと陳列所を一緒に したのは?

三浦 いやグラフは昭和 7 年朝円ピノレに移転して間も

なく出来た。

藤木 タラプはもっと早かった。

大和 空製がひどくなったので燃えるものは書類でも



片付けると言われた。 18. 9年後は談話室になった。

中野 陳列場は有効だったね。

三浦 今頃、時々材料の事をききに行くが分らん。新 し

い材料の紹介などよいと思うが。

大和 青木さんも見えて居るからそれは叉あとに殺り 、

合併問題であなたの覚えているのを一つ。

三浦 25周年の頃の事はよく覚えている。私は常務をや

っていた。昭和 17 年で戦争が勝つと思って居た時分

だ。その時分に合併問題もあって東京といろいろやっ

た噴だ。あの時1130人だったかな っ

竹腰 3. 40名で、東北で、の会だったね。あの時分は学会と

の交渉が割合密接だった。

中野 三浦さんが若くで活躍なさったのは昭和17. 8年頃

で したね。今 もお若いが。

三浦 あの時分はほんとうに協会らしかった。今は僕は

余り出て居ないが、余りひろがり過智ている。

竹腰 あの時分は陳列場であり 、集合場所で・あったから

集られた。今はその時分と途った味もあるが。

大和 集りにくい事もあるがどうぞひとつ出て来て下さ

ぃ。出て来れは味もわかると思う 。時間的に出にくく

なっているらしいが。気軽に' * たいが上役に言いにく

くて昔みたいに出られないといっている人が相当多い

様だ。協会の会だけは出て頂く係に社長さんなり上司

の方にお願いしたい。あの時分は三浦さんは時間割で

定った様に存在u だった。

竹腰 考えて見ると今の人は一寸削 口になったね。あの

時分は温泉もよく廻った。

三浦 中沢さんと 、今の中西さんと同年で必息の強い述

中ばかりだった。同じ年生れは共通点がある。E設中さ

んはおとえE しかったねっ

書官中 さあ考えを外に出すか出さんかでね。

中野 合併問題は ?

大和 今円残って居られるのは滋中、竹腰、滝沢さん。

二人なくなられてね。 5 人が協会の代表だったが。

中野 あと( プリント ) の方にもあるが三浦さんと厳中

さんはInJ じ仕事をたくさんやって討られる隊だが。

三f浦雨 違うな勺将棋ば力か3 り好きで

穴和 碁、J将守棋それに Fダ、 y ス、俳句、南商都もノパ， - も一

部設けた。

中野 グラブの閉鎖理由は ?

三浦 部屋はあった。金がなかった。経済的な理由だ。

協会でも止めてくれといっていた。

中 野 幹事; 和jでやっていたね。

大和 第 1 団幹事長の設楽さんが金を集められた。

中野 会言1・がうまく行かなかったのか、戦争になってか

ら?

三浦 いやずっ と前だ。今でも同じだろう。金が集らん

よ。基本金がないの

竹腰 基本金をもっている所はないよ。

中野 合併問題で会長さん、薮中さんはお詳しいが、そ

もそもの始まりからうかがいたし、。 あれは学会から持

ちかけられたのか ?

大和 そうでない。建築の新体制問販から飴まった。

竹腰 その頃は' I l i 休箭uばやりで学会が京都でゐったとき

東京の内田会長が片岡さんと大議論をやった。協会も

学会も| 吋じ隊な仕事をしている。協会は社会にサービ

スするのをモットーにしているつさす会は当1・問ばかりや

っているとウケが悪いので協会の仕事の真似をし出し

た。叉協会も学問的な事をやり出し、両者がだんだん

似て来たので、新体制の問題が起きて来た3 学術の問題

を先にするか社会に奉仕する事を先にするかで内田さ

んと片岡さんの聞に激論があり物別れになった。それ

が始まりでその後体制の問題があり話し合う事になっ

た。私は協会創立のメ γ パーには入っていなかった。

外国から帰えって来たばかりで ';f';¥' 、し、入っていなか

った。片岡さんから呼ばれて「建築家は個人主主主的傾

向がありこれでは発展しない。建築白休としても国家

に対して尽さねばならん J とやられた。それから入っ

たが不燃心で''/1 I); i } って来たのが大正 6. 7  ｾドであった

が住友に入うた。

大和 朝日ピノレに移った頃から出て頂くJ j . f が多くなった

竹腰 片岡さんは生涯を通じてサービスばかりだったが

私はそうはし、かなかった。片岡さんに説教を喰ってや

っと引仮り l甘されたが。

薮中 あなたはその時分副会長で‘ 私など大分怒られた。

竹腰 それから防空演習をやって次に合併問題はどっち

でもよかったが合併 しない方がよいと思った。片岡さ

んの立向はそうで、ない。闘土ではなかったが片岡さん

の云う通りに動いて居た。

中野 小林政ーさんが出て来て会長と会食したね。

大和 斡旋委員の案に任せるｾＫが小林さんが削て来ら れ

共通りになったっ

竹腰 片岡さんが今迄の案は打ち切ると。

大和 このままで11 ' こうとし、う唱になった。

竹腰 片岡さんは出て来ないので僕一人でやっている係

で憎まれおだった。片岡さんに躍らされていた。

中野 協会の委員では ?

竹腰 一番うるさいのが吉田君、 よくねばったね。選手

だった。

中野 合併で一帯問題になったのは名前か ?

薮中 いや、休$J、形式だ よ。 H 本の為によい事だ。和

気蒜々のうちに話をつけようと別れたがあとがうるさ

い。向うの会員は 1 万 2 千、こっちは 3 千だ。駁収す

ると L 、う考えだ。こ ちらは商売しているのが多くー伺

の島でも大名だとし、う気持だったから。

中野 合併ならよし、。l段収なら嫌だ、 という事だったの
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か?

竹腰 日本建築学会と日本をつけ協会を学会にしたらー

字しか遣わん。 日本はお前の方のものだ。 といって。

薮中 協会を学会にせ よ。字数から云っても俺の方は日

本とつけるから二字ーだがお前の方は協を学にかえるだ

けで一字だといってね。

中野 名前でし、し、名前が見つかれば合併したかも知れな

し、ｾ､Ｎ 。

大和 片岡、小 称、中西三者の会合で最後的には学を入

れることで決定したが戦争で・それ所ではなくなった。

薮中 三 月頃朝日ビノレかアラスカで集ったとき伊藤君

が、大阪ばかりでやってよい、 と去っていた。

竹 原 経済連合会で云っても関西経済連合会は10人受付

見たいな形でやっていたが、日経連から人れと云われ

たが皆反対した。大阪、東京は経済的にも考え方がち

がう 。 ローカノレにも遣う 。大阪は大阪でなければなら

んと 。 これは学会、協会の話によく似ているが、東京

の学会に似たものを大阪でも一つあった方がよいと片

岡さんが会長で21年頃そのお話があった。それ以来合

併問題は消えた形て‘ あった。

中野 私共は戦争後にその経過報告をきいた。

竹腰 円経連も関経連も両方別々にやっている。関経連

の方がむしろ活躍している。東京がこっちに支部を作

ったが成り "5J. たない。戦後は逆にアメリカの方針が絶

ち切る" 11. になっているので日経j車、関経庄が分れた事

もあろうが関経連は独自の方針をもっている。それか

ら先は皆が知っている様に岸田君が会長だったが協会

は協会、学会は学会の行き方があり矛盾しないと。

薮中 学会は学会で、協会は協会で行こう 。大阪に学会

の支部を作るから援助せよ、と訴があったね。

中野 片岡さんが亡くなって竹腰さんが始めて会長にな

られた時、協会の性絡等についていろいろ問題が為る

事を理事会で云はれ、総会では発表されましたか。

竹腰 私がそれを云いIi . ¥したのは、学会と同じ性絡のも

のをこちらでも作っている 。国家、社会にサービスす

る事を主としてやるなら支部でもよいではないか。

中野 ゲ'ra要さんが会長になった時、云われたのをきいた

竹腰 蔽中、伊西君も云った。

事責中 何か性絡を変えなければいけないと 。

大和 戦後非常に会が困難になった時、竹腰さんが会長

になられたときに、こんな会では駄目だ、機構改革を

せんといかんという事で、日建の祭でしば しば会合さ

れた。

竹腰 協会をそんな性絡にかえる事は問題で片岡さん数

十年の歴史をかえる事になるので、前の国民長をやった

人の意見を全部きいて廻った。役員はしなかったが寅

敵された人々の意見もきいた。薮中君とは特に二、三

人で集った事もあった。
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事宮中 25周年で支部を作る事で、技術者だけ集ったので

はいけなし、。関係のある人を全部集めなければならん

と。

竹腰 革命的な事をやらんとなり立たん。 リエスタブリ

ツシユする事で- ゃった。非難も大分あった。協会の事

をよく理解して居る人は賛成してくれたが客観的な目

で見ている人は反対された。

事苦申 蕨木さんなど皆に集って貰った時大休の話はつい

て居たが、ふんぎりがついていない。あの時は石田さ

んに、訴が決っていないぢゃないか、と一本いかれた

事を覚えている。

中野 その時の会合は相当集ったか。

藤木 4 、50人集った。

薮中 大休よかりそうで、集ったね。

藤木 戦争で思想の変った ｾ ｦ が原因だ 。 その後すらすら

行った。予算を35万でいったからね。

大和 70万とかL 、ておこられた。

藤木 ー口百円は少いという話も出た。

大和 ゲI綬先生の一大事業として会に残る大きな改革で

した。

竹腰 あのまま行けばつぶれるところはなかったか。

事ま中 学会の行き方、協会の行き方があるから性格をは

っきりする事はよい事だ。

中野 戦後の特筆すべき事項ですね。

竹腰 こんな形を作っておくと将来の逓営方法によって

大きなものになる。

薮中 回会連台、学会、建築士会それぞれの考え方もあ

ったが協会だけは三つを一緒に した様な考え方だった

大和 それから新定款作成で薮中さんの仕事も大きく残

るものだ。朝 円ピルのせまい所で‘ 突に烈心だったっ

中野 現在の規定は薮中さんが作ったのかと恩ったが、

藤木さんもよく関係して居られたのですね。

3実海 随分何回もやりましたね。

藤木 あれで彩、は大分賢くなった。えらそ うに去って い

るとす ぐ「背はこ うだ」と 薮中さんに云われたものだ

竹腰 薮中君はこればかりやっているが、これでメ シを

喰えるのかと思って府たよ 。

中野 その時分の薮中さんはこわかった。

重宝中 定款第 1号にかし、てある様な会員が 1 号会員で第

2 号に相当する椴なのが第 2 号会員で団休会員という

話もあった。

中野 機構改革は定款改正に依って生れたのか。

竹腰 定款改正は商法に合して作った。

中野 それから雑誌が復活したね。

大和 雑誌を復活するのに大淋さんが委員長になられ第

1 回だけは有斜で会員に分けた。

中野 青木さん。建材会 と協会の関係を一つ。

青木 建築協会に我々は賛助会員として入会した。建材



屋で潤みがせまく会費だけ納めて発言権はなかった。

9 年に陳列場が出来た時に我々は陳列させて貰った。

当時私や古い連中は之ではいかん、我々だけで建材協

会を作ろうと蛍恨崎ピノレに造りその後四 ｴｾ Ｑ｝ 場を作り 、

大 )TI¥' I J つを会長とし、440- 450人程京阪神で鎮めたが

協会と対抗する様、で面白くないと協会の大和さんまbた

りが斡旋にI l ¥られた。池田突さんが10iFに会長になり

建築は三身一体とならなけれはならん市をゴわれたそ

の後市変が始まり 、東京、名干守尿、大阪の建材協会が

軍需省の命令で一体となれと J はれ大阪から理1 f を出

して東京へ行ったが戦争か激しくなり 、織田の陳列場

も焼失し 、戦後我々も正会員にして頂いたので一人前

のレ ベルに引き上けて貰ったわけだn 大和さんあたり

がらり 'tj りになるのは叙しいと名簿を何りに集めて協

会の中で建材部を作り ｕｾ っているが 、 それだけでは仕

耶にもならず、その後竹股会長から会を作って大々的

にやってはどうかと云われるので関同建材会をf ドっ

た 。 今はお Ｐ 入者Ａ会員が哨えた 。 お願いし ｴＮＺ｟ｾ 、 Ｇｊｾ は建

材会は協会民で肉体会員で入っている建材会として

も或程度む献しているから建材会員かI凶えればそのま

ま協会も同休会員が憎える; ; t になるので何かいし、対策

1: ' 与えて欲しし、。例えば併l僧業者十こ対しても協会から

建材会にスれ、とし、う引を n って頂けば会員も附える

ポになるの最 ili 腕71] 場を H 建から無料で拝f/ 号、小 さく

ても常設陳列場をおいてーかどの陳列坊も復活させ研

究中である勺

中野 建材会員は自動的に協会員か。

青木 そうだその巾から会廷を協会にtJ . 、っている。

大和 1U" 誌を送っているから入って貯はんと沌絡上都合

かJ氾在色1叩L、のでで、向d動:功b的に入るt悌予

事薮5中 建ｾＮ会の会員になれというのはよいカがＺ、孜々とし

ては玉 {i ff.t，情、変な会員でもJ ; l ) ーれば工合がJ怠いので、

ギベ， ｽγ テ ィ がなければ事 ｸ 々としてＺｚｾｾ、にくい 。

青木 我々は附併業者の方を笹戒する力で会員では妙な

者は 1，けないの

重要中 ］ドヤジ γ テ ィ するｾＺｲを宣伝した方がよいよ 。

竹 腰 昆: より質だ。根本; 思念というか、 A1H司会を作れと

いったが建築協会は或意味で 1.tJl¥雰i迎合会をJ [ji にもっ

て将来行くカがよくはないか。業8; - のプJ にはその会が

あるし、設計する方にもその会がある。協会に入って

いる上に外の会を作る事は ei はんプJ かよいが〉将来

の理fUとして会場をもって、技術者の会、官庁技術者

の会、学校の会、業者の会 t.r_ どの連合会に持って行く

方がよくはないか。

薮中 今はその傾向にあるので、はないか。

浅 海 イii[ か，設備協会に f主旗をひるがえしている様な気持

がする。延築協会の: 設備郎門を強化するのか当然であ

るのに最近独向の歩みたしている何これで・は費用がか

かる。専門の人も置かねばならん。何か協会に対する

反旗でないか。 協会と して一寸物足らん心持がする。

今日偶然に米閤の文化 協会の人の挨拶で建築協会は国

家の有力な諮問機関であると賛辞があったがどうだろ

うか。この間三越で会があった時、丁度私の隣りに 中

小企業の人が居ったが講演をきいてから{ 中間と「鉄筋

コ y ! / リートは我々には手がつけられんと思って居た

が、 これなら出来るぢゃないか」といっていた。

竹腰 全体を考えず局部的な事を考えて会を作るl ! . + はあ

り1'Jる。同時に背が連絡をとって行く協会がある事を

忘れずに居・ればよい。見方を広くして反肢をひるがえ

すなどと考えず皆で協力して行くのだと考えれば会は

いくつあってもよいと思う 。設備協会も協会のある事

を忘れんで述絡して行く大局観をもってやればよいと

思う。諸問機関とかゴわれたが協会はー実際やってい

る。協会もさ:{ : 会と一緒にやって来たが社会的にf I i : 要な

政府の必問機関として働いている事は事実だの

藤木 渡j [l先4そが委員長で者H市不燃化の問題などやった

のは大きなn献だ。

*畑 先般ー総建設大臣が大阪に来られた時、直按話し

たかI期分応えていた微だ。

事責中 建都界令: 外; がそう考えている。

j受海 両iJ の話の続きだが大衆は「仕様ない」と思いやす

い。局限された納助でなく 、会が有力に働らきかけて

もう少し金をとって大衆がもっと建築出来る織に出来

んだらうか。加護谷さんは昨年大分県の営締罰浪をや

られたか関川館のイ上明で砿共仕事をさせて貰った。こ

ちらから/ l ¥した図:衰をみて、 こんな図書寝では駄目だ、

i育せといわれて微復して直したが、その後すぐきまっ

た。それは加護谷さんの力もあろうが昔は建築で押し

の強L 、人が多かった。現在は建築家が考慮、しているの

ではないか。例えばこんな会合でも大l阪波 F ラプの部慶

を{伯首背. りんとい lげTなし、φカか、と思うと; f : J ，

竹 腰 会貫鮮館 ｦｬ は万全の｛叩 ｴＧｩ 附を整えてかカか、らんと韓蛾在カか、 しｾ い， ρ 、、 。

藤木 当呼"会のE建E宅築誌5会宅官館Rは ?

敷中 もらったのだ。

竹 腰 建築会館の問題をこの際考えて見ると建設会館が

あるのにもう一つ作るのは工合が思し、。現花連設会館

を主休にしてやっている我々も苦干物足りなさを感じ

る。作るとすれば之を主体と してやって行かねばなら

ぬ。今のものは小さい し、場所も 思し、。建設業の方に

もお願いして万全: の準備を整えてスム ースに行く機に

しないといけなし、。第一に敷地の問題がある。ロケ{

シヲ γ がi f ! . ければL 、けなし、。どれだけの規僚でやるか

セメ γ ト、 鉄鋼会社がどれだけ賛成す るか。毎円新聞

のi荷に入った所に土地を譲ってもよいと言う所があ

る。 あそこはロケ ーシコ γ はにょいと思う。この間窯

業の松島習に建設会館を建てるからセメ γ トを積むと
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言ったら、一人ではやれんが、大いにやろうと云って

いた。セメ γ トも窯業だけでやるか全部でやるか。現

物を出してそのかわりに株を持って貰ったら 6 - 7 千

万円位になっても割合楽でないか。藤木さん、業界の

意向は如何で しょ うか。

藤木 会館はほん と うに必要だと思う 。建築会館を拷え

て 込うかるかな。 チヤ γ スを掴む事が大切だ。

浅 海 建築界では「本年は不況だ」 ときくが今年は好況

と聞いた事はない。私共は家を借りればL 、つまでも居

られる。金も借りて金利を出せばよいぢゃないか。そ

う云う事を会誌の編集後記にかいた。

藤木 浅海さんの達者なうちにやらねばねー。

竹腰 セメ γ トは安くても只で株になる訳でなし 、。

東畑 私が寄附金を集めたときは皆乗気であったが、藤

木さん、あなたの所だけが遠膚勝ちだ。外の方は大体

ゆけるよ 。

竹腰 浅海さん、あなたはそう云はれるが主体は業者の

方がやらねば出来ない。

竹腰 業協会の方が建築界に対して貢献しようとする考

えがうすし、。

藤木 そんな事はない。貢献する気持がうすいのでなく

今となって見るとこんな不景気な時分だ。

ヨ曳海 対社会的に古い客を持っているのは建築事務所

Tご。

厳木 前は設計事務所は力を持って居た。

浅 海 会館が立っとする。今からやってよいに定ってい

るから之を押し進めて行けば建築界が所得を得る事に

なる。ひいては之に関係した綜合的なものが皆利得を

得る事になる。

藤木 差し当り必要のないものは、 とし、う考え方があ

る。時期を失したとし、う事だ。

竹腰 今の建築会館では物足りない。地所だけでも確保

しておく必要がある。

藤 木 非常にこの会は会の中でも堅突だ。連合会の経費

でも大阪はきちっとして居る。京都、兵庫は悪L 、。連

合会で会費を 1 千万円t曽ゃそうといえば全国皆賛成す

るが皆未納だ。

竹腰 皆で協力して連合会を守り立てて行 く考えでなく

てはいけない。会館は是非実現して行きたい。

青木 私は鉄筋でなくても木造でもよいから早く建てて

行きたし、。

中野 大分、その気運が起っているのぢゃないか。

藤木 事態と しては左程必要を感じて居ないのぢゃない

カミ。

覇基木 東京では宣派な会館を持って居る。各方面の気運

が向けば多分大丈夫でしょうとは云える。そんな事に

なって来れば私としては大いに努力したい。

竹腰 東京の話が出たが、東京と性質の遭ったものを作
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りたい。土地を買うのが第ーだ。今の大阪建設会館を

発展解決 して進行する事を熱望 している。

藤木 うまい事を して税金にとられない様にせねばし 、か

ん。燃え上ったものは消 してはいけなし、。

蕨木 。私の言ったのは個人と しての考えて‘、 5 人か 6 人

呼んで懇談しないとね。

竹腰 敷地が一番大きな問題だ。

大下 前に一度こんな問題が出たね。

藤木 不動ピノレ、寺田のときは ?

大和 絶対権利はゆづれん。配当を受ければ借すとの事

だった。

竹腰 鴻池もあった。

竹腰 東畑さん、あなたにパト γ をゆづって。

東側 力は藤木さんグル ープにある。

藤木 計画を立てて貰って会長で招集して懇談された方

ヵ: よし、。

竹腰 この間土地評価で坪 6 万円というのがあった。 も

う一つ外の所で倉庫だが 8 万円、平均 6 万円といって

いた。住友にもう一度言平価させたら坪 8 万 b 千円とい

っていた。一つ立案 して欲 しい。

竹腰 間口は 5 間半あればよいと思う 。米国のアーキテ

グトピ J レを今度行って見たがカタログだけでも 全国至

る所のものがある。斡旋をやっている。そこに行けば

建築材料でもどこにどんなものがあるかという事が一

目でi っかる。

大和 一応もくろみ番を作ってみる必要がありますね。

東畑 そうすれば藤木さんグル ープ も 満 足 さ れ る と 思

う。

竹腰 株をやすくその上に若干の金を用意しなければな

らなし、。

竹腰 会社を今のを主体にして憎資したらよい。反旗を

ひるがえしたり 、非協調的な態度を変えたら協会を連

合会見たいなものに直してもよい。理想としては各協

会の連合したものとしたい。

藤木 景気がよい窓いといって居たのでは出来んから

オョ。

竹腰 ともかく建築しようとする人はその建物に行けば

何でもわかるとし、う様にしたい。賀沢を言って遊ぶ部

屋を作って採算のとれん様にする事はいかん。上の方

は権利金を耳立って始めから約束し、地下室はパ{ みた

いな事: をやるとの話だ。

中野 ではこの辺で。 ( おわり〕
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出 席 者

( 司会〉中野

11川，小川，尼崎，保田， frt 沢，国 rt ，中村. 野中，

林野，期日，政問3 鷲尾，飯田

尾崎 協会の ＳＵ 週年のＺ氾念 Ｗｊｾ 業も大方終了し 、 あと残つ

て! 苫るのはJ己念号の出版だけで、〆とも清々準備されて

いる。照談会は既に 2[ 則的み、今円のはその最後のも

のであるが、過去十断りみ、叉協会の将来をどうする

か、等につし‘ てお訊を i)!; りたし、っ司会は巾l J l i ' さんにお

! 顎いする

中野 今Hは只今の J昔話の如く協会の過去をふり返り、

将来に常貯をおいてお話闘いたい。これから協会を発

展させて行く上での問題、例えば之から如何なる事業

をやればよいか「建築と社会 の向くべき方向、委員

会の問題、出版の問題、それから済い会員をどう育て

るか、会のJ伊営、 l誇成、ねらい、など、問題はっきないが

之を一つ一つの題目にしないで、、これを含んだ話題と

しようと思う 。先っ・沌沢さんから、t): jl 腕いしますn

滝沢 僕は今 HI 街わろうかと思って居たら沖田さんにつ

かまってI l ¥て烹たが向信はない。将来とうすればよい

かと首i ] に会長からきかれた市がある。 J 1問先生が作ら

れた会と今とでは ｬ￮ＧＱ勢が進う。建築七会も出 ｾｴＮＺ し、

協会でやる仕mは外でもやっている。協会は巴々のft

築関係の仕事をやっているが、建築綜合のリ{ ピス機

関の方向に転向せねばならぬっ三{ : : 会ともよ会とも違

う。「建築と社会」には金はなし、。ジロ会ですよと云っ

たが、一部の人は初誌さえょくすればよいと云って情

たが 、それを良くするには機関誌ではだめだ人が飛び

っく段にならねばだめだ、 とl，;J，

に突知j胤刺l川H六雫ι るZ事j打I を云つて立はねlば£と云わjれl たカが: 僕は客

観的だの 4将守来を一干寄寄きめるのは- 亨f ' ; 山L 、i洲司取! r中hがどんどん人

つて呉れねば。入れろというがボい連中が喜んで・入っ

て来るのでなければ向然消滅だ。少し根本的に方向を

転換せねまならないの もう 一つは 最 近 午 餐 会 が あ っ

た。結|待なごIr . だが特殊の人だけで寄るのはどうかね。

協会のクヲプ利1織の倣なものにせねばこのままではい

かん。

中野 今のお ｉｔｉｾ で 、 協会の性絡を昔と安えんとし、かんと

いうお話でしたが鷲尾先生、一つ之を解明するように

どうぞ。

封; 3  !nl 座 談 会

鷲尾 平ムは協会に関係して仕事をした者としてはー苦手若

いし、意見は無いし、教育委員会に関してもどうすれ

ばよし、か分らんの今円は色4 の同休が二千宣二ilt に技術

者を色々の方からしばっている織な恰好で、その中か

らどうし、う IlII を取り上けてよ L、かうj らん。突は今日の

お話ーを伺ってから方向を決めたかった( 笑声〉。今の望書

い人波、会員になった入、未だ入って居ない人が、協

会をどう思っているか ! それは まだ後で もよいか ら先

づ先識の方がどんな注文を持って居られるか先づきき

たい〈笑声〉

中野 新い方にあなたは居られるわけですね( 笑声)

滝沢 こんな問顛がある。戦争中協会と γ 会か合同す る

話があったの私は当時三( : 会の役員を した惑があるが、

今なじみのある人は少 し、。 私は合同しようとする気に
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なったが、その時感心したのは片岡先生だ。学会と協

会の合同について主として問題になったのは名前だ。

我々委員会の方では意見が合わない。それでもっと政

治的に折飼しなければいけないというので佐野利器先

生と片岡先生に話し合って質う事になった。それがは

っきりせん中に戦争が終ったが、私は支部で或る時先

生に、あの時はどういう結論を出そうと思って居られ

たかと 、 うかがったが「僕は協会を解消して学会にす

る積りだったよ 。{径は作ったが之からは若い連中だ。

また作ればよい ‘ ｾゃないか ｊ といわれたが作った気迫

が僕等とは桁違いだ。感心したね。

中野 学会との合併問題でいろいろ話が出たが今のお話

ははじめてだ。

滝沢 特種だね。それぢや( 笑声〉

中野 そんなお話もあったとして、次に過去に於て活躍

された方で野中さん、星さん、背はこうだったという

様な事は。

野中 そう 云はれると日木建築協会がクラプ組織で燥楽

設備をそろえてやられた事は素晴しし、。私は戦後余り

出て居ないが、当時は一つの委員会にしても型の変っ

た事業家がそれぞれたづさわり、どっしりと力強く積

極的に責任をもってやった。委員にしても凡ゆる忙し

い仕事の中から真剣に出かけては委員会を路大にして

行 く、力のこもったものだった。委員会ても会員の選

沢をほんとうにやってくれるe人を自ら頼んで出て貰

う。選挙や傍聴によるのでなく肉ら頼んで常に熱心に

相寄ってやった。今円は失礼だが、云い出したら責任

を取らんといかん。ついて行けばよいとしづ恰好では

ないか。だから協会は発展しなし、。昔は俺がやろうと

大きな力をもってやったが、その気風がこの頃の協会

にどれだけあろうか。将来の問題は、先づ昔の様な グ

ラブの設立、先づ場所をえらぶ事だがあの行き方が望

ましし、。

星 私は必ずしもそうで‘ ない。背は片岡さんを中心にし

た特定の人の集りで・あったのが戦後は大き くなったの

でこれが災いしたのかもしれぬ。 もう 一つは夫々仕事

をもって居る。業会、土会の様なのは何か自分に関係

のある会だが協会ば何もない。 向分の事業に何も関係

がない。 これでは黙心になれぬ。勢い事務局が中心に

ならねばならぬ。常務理事が固りの中心になるが20年

も30年も同じ人が居るとなると協 会 の発展にはなら

ぬ。最近道し、方が書記長になられたのはよい事と思

う。滝沢先生の云われた微にこのままでは ジリ貧だ。

学会も協会的な方向に変って居る。特に土会は専門的

な発展をして居る。学会は組織も大きい。 人 材 も 多

L 、。

中野 しかし協会の会員の構成は学会とは違うがっ痢口

さんは何か。
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堀口 僕も悲観的だね。前は協会は役員の選挙に狂奔 し

たものだ。私等も東京の棄を集めたものだが。現在で

は役員、委員会でも固定して居る。あれを民主的にす

る事だ。戦後は前に比べて会員の粋をーj爵拡践したの

はよいが何か協会の色彩が変った印象を受付る。協会

を存続するならば何か方針を変えて若い人が入る僚に

すべきだ。一般の会員は雑誌、しか送られぬのだから之

に力を人れて欲しい。現在は意匠が多く構造がない。

それで構造に興味を持つ人は学・会託、をとる。凡ゆる方

閣の記事をのせて貰う事と、若い人を磁得する事、委

員会で講習会式に若い人に協会を認識させる微にすべ

きだo 士会も出来たし、学会も社会的になって来てど

っちかと云うと 、私は士会と協会が一緒になるか、学

会の支部の様にタフプ衣に存続する事を希望して陪

る。

中野 それでは林野さん、若い方から一つ。

林野 今日出席 し得た事を内心喜んで居る。一審若い人

の座談会に出て呉れといわれたので出て来たのだが僕

は多分20前後の人て恐らく僕が巌年長者だろうと思っ

て入って来たがひ・っくりした。私より 10、20も上の方

が協会の若い人なら 協会もおしまいだ( 笑声)

協会の各委員会には若い人が出て居ない。30前後の人

が加つでなければ将来伸びないのではなし、か。

星 今迄のは70のオツサシばかりだ( 笑声〉

綜野 若い人は( 僕は比較的自由だが〉 一般に|時間的に

縛られる。 月2 回の休みでもなかなかとれなし、。委員

会に加つでも出られなし、。夜祭ればよさそうだがそれ

ではますます出にくい。 これは一例ですが若い人の出

にくいのは社会的環境だ。

鷲尾 野中さんの云われた委員会活動について或は私の

見聞違いかも知れんが、戦後の生活は自分の本分だけ

でも時聞がない。それで幹事会に余計仕事を持って行

っても工合が怒い。出てくれといっても若い人が勝手

に出て来れば、アイツはとにらまれる心配がある。

野中 悲観論が多いが協会を持続 して行く為には年寄り

でもよい。年寄りでまとめて行けばよいではないか。

力の強い人を もって、若い人を引張って行く 。戦後は

若い人は理窟が多くて実際に仕事しない。若い人をひ

っぱって行く 。その若い人が年を取れば中心になるの

だ。

鷲尾 その他に戦後世の中が変り 、学会は全国的組織に

のびて統制しようとする傾向が強し 、。 職場の方で、は士

会もある。協会が全国的なものをねらうか。東京がこ

ちらをどう考えているか。玄場を考えて地方的な F ラ

プ活動をするなら別だが、 まともに学会に)i- J 1先するの

も工合が窓い。職場としての土会に対抗するのでもな

い。協会のあり方自体に多くの考える べき点があると

思う。



滝沢 今の人は実際出来なし、。生活に余裕がなくなって

来た。貧すれば鈍すだ。

小川 協会{ 主今迄の定款如何に拘らず進めたし、。雑誌は

毎号出して駈るが予算がない。そこでどこへ気合を入

れればよいか。あれも之もやろうとすれば満足な仕事

は/1¥来ぬ。やりにくい時八材と努力が重要るが色々な委

員会があって何でもやろうとする。この際協会の笑力

を再認識すべきだ。もう一つは、 20. . r 末期から35- 6

の人が居ない。一番良い所の人が居なし、。それを無視

して仕事する所に無理がある。選挙にしてもゐれでは

30前後の人にアッピールしなくなるのも無理はなし、の

若い人は団体生活になれなし、。苦はL 、ろいろのグノレ{

プがあって白裂を出してでもやったものだ。野中さん

は若い頃はメシを忘れても話し合ったものだと云われ

たが。

滝沢 もとは会費の心配はしなかったが近頃は催促して

来る。

堀口 事務所があそこに診ってから気分が変ったといわ

れて居る。事務局に変ったのは良いが会の鉱援を考え

ると事溺局が官僚式でないか。一寸どうもという気が

する。

滝沢 別れたのは財政的な理由 fごろう?

野中 悲観論ばかり多いが、私も理事の末l活を汚した事

があり 、一番若かったものだ。過去を採り返って昔を

参考にして考えて頂きたい。

田中 野中さん、年寄りが若い人を引強ると云われたが

あなたが理事になられたのはおいくつ位の時?

野中 29_.f。

田中 ちっとも年寄りでない( 笑声)

中野 引っぱり出された時は自分のイ上高をほっといて、

もりもりゃった。私の様な連中が 5 - 6 人、週に 3 闘

は出てしんどがったが仕事には存在が入った。終戦迄ゃ

ったが時勢のかわりで止むを得ないが、そんな事ばか

り言って居られなし、。

堀口 新卒業生の入会主撃はどの位か。

中野 数は判らんが相当ある。

調ロ 退会より入会が多いか。

i中国 多い。最近は多い。

鷲尾 工高卒は協会にしか行く所がなし、。工高の人が中

心になるだろうといわれて居る。

田中 僕は年をとって居るが協会から見れば若し、( 笑声〕

義務と患って入ったが僕の所の若い途中は入って居な

い。無理に入れとも云えなし、。協会は大きくなった。

之程大きくなると学会と一緒にやる事も考えられるが

闘西にも一つ欲しし、。学会近畿支部があっても今迄の

協会の隊な事は近畿支部では出来なし、。関西でイニシ

ャチプを取る織な会がどうしても存続して欲しし、。理

事が多い事とか、午餐会千円の会設では若い者には進

められぬ。若い人に行けとし、う様になって欲しい。

t Sが大きくなったので若い人だけで集る係な事業も

あってよ L 、ο 老人は老人だけで集ってもよし、から( 笑

声〉

滝沢 協会に会がられば若い人に行けという司王があった

が、会は個人としても余俗がなくなって来ている。

田中 若い人の集りがないので名前を知らなし、。それだ

から評議員でも同じ人ばかり出る。若い人が集り名前

が判ればこんな事はなくなる。

中野 これから少し話を建設的な方向に向けてもらいた

い。協会の特燃はどんな風にあるべきか。尾崎先生に

_ .'つ。

尾崎 今迄皆さんの仰った事には同感です。繰り返す事

になるが、片岡先生の作られた時の主旨とは迫って来

て居るが、今云われた関西に学会と別の会が欲しいと

の事、これyごけ建築に関係した人の多い所では学会の

支部だけではあきたらん。そうなると守会と同じ性絡

よりも変った性絡の方がよいのは当然である。それか

ら役員を若い人の中から入れる事、前から私も云って

居るがそうでなくてはならん。当2・会が進んで行くのは

若いからではないか。滝沢先生も委員になられたのは

若い頃だった。

滝沢 役員になってからは学校へ行くと 叱 られた。

尾崎 間111、広島の支部は止めてもよいと a思う 。中心を

確立ーして行く惑だ。それから午豊誉会も結構だが誤解を

招く慎れがある。若い者には一つもチヤ γ スを与えて

呉れぬ。そんな声の出る '1呉れがある。今迄のお話では

ないが雑誌をよくしようとする事、 これは学会誌、国

際建築とか新建築の様なものにもなり得ないし、機関

誌はイ土嫌がないと思う 、が講演会の様なものに協会は

努力を払うべきだと思う 。

鷲尾 私も悶中君と同じ様に若いが( 笑声〉根本は会員

に何を与えて! 舌るか。只委員会で・やって肘るそうだ、

だけでは会員のプラスにならんではないかo U，は教育

委員会でも果して会員のプラスになっているかどう

かで突は足踏みしている。最後は会員のプラスになる

様にもって行くべきだ。タラプ活動でも金のない者で

も加えてー絡にやらんと難かしし、。そうすると残され

たものは会誌だけで、之は相当充突したものでなけれ

ばならぬ。皆盲点をもってもう一つ喰い足りない感じ

だ。会誌をもう少し充実させる。頁をふやすとか、あ

れを取らんと工合が態いと い う所まで。

中野 午餐会、支部の問題、若い人について講演、講習

会など色々問題がたくさんあるが、中村さんどうぞ。

中村 片岡さんの時代は日本は資本主義の輿! 盗期であっ

て迎合する人が多かったが今日は下組民地なので如何

にして日本的なものを作るか。外国に追随する事l ;n、
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けないと思う 。問題は資本主義に沿って行くより 、そ

の中からえぐり出 して編集委負会でも批判的な人を網

縦 して活動して貰うとか、例えばノイトラの問題とか

不燃都市の問販とか再批判すべきだと思う。委員には

私の雌隠 したのは 2 人だけ入ったが、逆行しない様道

を見つけて新ら しい方向に切り変えるべきだ。第二に

学会は封建的だと思う 。学会に尽す事は批判されんで

職場につくす事だと恩われている。学会の中核をなす

ものは学校の先生で、僕は学校の先生を害毒を流すも

のだと思う( 笑声) 。封建的な中に建築家の若い人を押

し込めようとする。学会中心は中央集権主義をますま

すのさばらし歯車を逆に廻す禄で面白くなし、。私の感

じだが学会はロ{ タ リグラブ衣で中心人物は神様扱い

になって居る。協会は社会と結びついたものでなけれ

ばならぬ。第三に一番困るのは会費だ。協会は 9印 円

学会は 1，2∞ 円だ。 協会、土会、学会が話 し合って、

雑誌、は要らんから皆協会の名簿の中に入って、そして

学会誌の欲しし、人は学会誌、協会話、が欲しい人は協会

誌をとる様にして、学会は名前だけ連ねて建築の仲間

t.!. と判ればよし、。そんな協定が出来ぬものか。会員の

自由主主志で雑誌を取る様にすれば会費の問題は解決す

る。

中野 雑誌の問題が出たが今度は石川さんに。

石 )11 雑誌の事で線本の問題を考えんといけなし、。将来

に対して悲観的だとうかがったが結局、関心を持つて

ない人が多し、。 問題は三つある。第一は片岡さんの時

分と今では時代が違っている。その時分は経済的な心

配はなかった。今日は全然反対で昔の様な訳には行か

ぬ。社会問題である。第二に昔は学会でも協会でも特

色があったが現在は同じ型のものがあり 、旗微不鮮明

だ。第三は協会自体の問題だが会員の構成がまるで変

った。昔は同じような人達が集ったが今日では色 h の

方面の人が入って来る。会勢拡張もあるが直接的に関

係のない人も入っている。会員の構成が複雑になって

まとまりにくい原因となっている。根本は一つの団体

としての形式だけでなく、まとまりつながりというか

最大公約数があるとし、う感じを会員が持てないと仕事

が出来ない。その意味が雑誌に対してもその方向に持

って行かねばならぬ。会員と会の関係と同時に会員相

互の関係が与えられなければならぬ。仕事の国でプラ

スになる事も大切だが精神的な屈にも互に与えられる

プラスになるものがなければならんと思う 。その為に

雑誌、が唯一の、辛うじて面白を保っているものと極言

されて居る位大事な問題であるが、午餐会にしても見

学会でも来たくても来られない話があったが機会を持

つ事だ。 P ラプでも良L 、。結局そこに行ける様な経済

力を持って行かねば仕方なし 、。 会員構成は今史ー会の制

度を変更出来ないが、最大公約数を持たない縁のうす
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い人は速慮した方が良い と思う。共通の観念を持った

人の集りとして特色を出すのは難かしいだろうが昔の

如くはっきりした特色で・なくてもよいから 、ほんとう

の意味での団体として集れば よし 、。雑誌には注交を出

しても出来ない事だ。経済問題が解決せぬ限りは。

中野 線固さん、協会に対する魅力とか希望は。

桜田 私は30何年前に片岡会長から云われて入ったが、

我々建材業者はどこかに頼らなければならなし、。最近

建材会と してお世話になって居るが、建材会としては

関西建材会の名前があるが、協会が隆盛に向ってます

ます発展して欲 しし 、。唯一の代表的の会であるから内

容の充突をはかつて貰いたいのが希望だ。我々協会の

会員とは密接な関係がある。雑誌の内容を変える事に

対しては意見もあるが、学会と一緒になるよりはむし

ろこのままで・ゃった方が よし 、。

中野 小川 さんに伺L 、たし、が、若い会員に問題を与える

方がよいか、叉若い人を対象としてどんな事業をやれ

』まよし、b、

小川 先づ今持って居る蔵奮を公開すべきだ。死蔵して

居る。今乏しい学校にカ ー ドでも渡して勉強させる べ

きだ。編集の時だけに使うのは勿体なし、。 アメリカの

ライプラリーの中にもよい本がある。資任をもって借

り出して公開すればよい。時聞を決めて完全に管理す

るのが手っ取り早い方法だ。叉各学校に時間外の特別

講義をして若い人にぴったりしたー柄上をすべきだ。若

い人を姻む事をしたらどうか。金のかからん刀法だ。

田中 そんな工事は余り一般には知られてなし、。

尾崎 若い人がどんな事を欲 L て居るかは委員の中に入

らねば半1らなし、。

小川 内部的な無駄を省く為に余計な事はやらんzj;l:だ。

カを集中すべきだ。

滝沢 その問題は困難だ。学会の支部が出来た時もゐな

たの様な事が、云われたが費用は学会でもつから誠師

を派遣するといっても中々申し込みがない。

鷲尾 極端な話だが会員の為になる事を与える事が承認

されたが、例えば今の外霞雑誌をとって居る惑も、会

員全体に関係のない事なら止める。見学会などは評判

が良い筈だが、この間有力な事務所の方が全然知らな

かったといって居る。見学会をやったならやったで、後

からでも目ぼしい方に寄って貰って批評する。そして

それを雑誌に発表すれば、会 員 全 部 で 行 っ た:l. j f.にな

る 。 理 ｾｊｩ 会でやって居る事にしても雑誌で詳しく皆に

知らせる。結果的には会員全体に知らされる様に、雑

誌を通じて接点だけでもよし、から発表すべきだ。秘習

会にしても参加出来ない人は雑誌を通じて知らせて1 ' !

える様にすれば会員は安心 してやって貰えると思う 。

中野 政附さん、迩' 営の問題に関して御意見を。

政岡 大体もう出尽して居るが、片岡さんの時代から比



ベて経済上の問題もあるが戦後特に会員の層が広くな 集が望ましい。

って、マネ ージメ γ トしにくいとの窓見があるが建築 滝沢 関西建築協会から日本建築協会になったが、あく

と社会という立場からそれでよいのではないか。経済 まで学問的のものは学会で、社会的なものは協会でと

上こうなったかも知れぬが学会に比して特色があると いう協定がある。

恩う。之をのばして特異の存在を考えるべきだ。業界 称野 教育委員会の記事が出たがその中で、学生を交え

に対 してもフラ γ T' iこ役員を割当てる。会員にプラス ないて・「近頃の若い者は」とし、う工合にきめつけて居

になる事をやるのは当然で、最後には色々問題がある る( 笑声)

が雑誌にしても 、分野が広くなり当然設備、材斜もあ そんな会に学生と交えなければ無意味だ。

るがそれをうまく上の方で引き出して頂く。こうすれ 鷲尾 ゐそこでは名前を出 して居るので、学生とか若い

ば外の団体と違った特色が出る。縦のつながりについ 者が入って反ばくすればタピになる 心配がある 。若い

い、私が27才の時o ? ・校を出て、かけ出しの時代委員会 人を引き出す事に真剣に考えなければL 、けないのでは

で片岡さんの前で小さくなって居た時のこと 、当然私 ないか。

の名前など知るはづがないと見て居たのに。政岡どう 小川 色 4 の出版で学会でやられて居る事を踏製する必

か。と意見をきかれた。若い者が何かしないと居られ 要はない。雑誌等は極めて総葦衣になって居る。日綿

ん様に信頼をかけられ、始めての委員会で光栄を感じ 見学会をやったのがあの程度の建物ならばあれだけで

たものだ。若い者を参加させるには上の者がうまくあ もー締になるデータがある。

やって行かねばならぬ。経済上の問題があって無理か 鷲尾 大賞成だ。

も知れぬが、何 としても時勢の影響でオレ γ ヂジユ{ 小川 材斜、設備、プラ γ 、外観等、デイテ{ ノレに迄つ

スなら飲むが雑誌は民えんというのが一般的な考え方 つ込んだ方針で。

の様だ。 これが直る様善主義せねばならなし、。 むしろ施 鷲尾 新開見たいに建物を作られた方も意見を出す様

工、設備、材料業者に雑誌に出して頂く事でうまくひ に。

っぱり 11¥せば将来に対して明るいと思う 。 小川 座談会も学校を出たての人にア γ ケ{ ト 式にする

中野 飯田さんの御意見をどうぞ。 とよし、。

飯田 編集の上から感じた事で、教育委員会とか災笥委 鷲尾教育委員会、会勢委負会、編集委員会と一緒にや

員会とか委員会が色々あるが雑誌の上に余り連絡がな る計画があるが、 どうしても会勢が中心になる。

いのでのせるにもよく判らぬ。 もっと述絡をとって下 綜野 支部特偶号よりも毎月号に支部の事をもう少し詳

さい。近頃誠君主局に若い人が入られて活動が活滋にな しく知らせて欲しし、。

りました。新しい人の意見を更に多く受入れてヤ y グ 星 卒業生に賞を出すのは学校の先生が渡して il るが、

ジエネレーシヨ γ ・エネノレギーをのばしてほしいです 之を協会の代表者が渡す様にしては。

尾崎さんから展覧会をやってはと云われたが、去年関 中野 30何校で時間的に殆ど同じだから無理だ。

凶学生建築連盟というのが学生の自主的発意で出来、 昼 覚を出すのは高校だけか。

シビツタセ γ ターの競妓誌f をやる事になって婦たが 中 野 協会は高校だけ。学会は大学にも出 して居る。

しまいには学会がとってしまってさす生の自主格をつぶ ではもう時間がないからこの辺で尾崎さ ん に 御 挨 拶

してしまう様な結果になり 、今年は全々そういった企 を。

をきいていません。之なども学会なり協会が応援 して 尾崎 皆さん非常に熱心に、今日は同願的な事もあった

賞などをI l : ¥す程度で若い人の意慾を伺 lばす様にすべき がむしろ将来の建設に関して色荷お話を承り 、協会の

だと思います。若い人を教育し育てる事は会の発展、 方でも喜んで居る事と思う。年よりとかの話が出たが

ひいては日本の建築界を発展せしめる事になる 。 ここでは余り若い方も居られないが、もっと若い人に

中野 大分おそくなったがもう 10分裂。関西を中心とし 役員になって貰って若い人の意見をどんどん入れる様

て学会と別な団体を熔えるというのが今日の以後だが な企画を作られたらよいと思う。格別後拶の言葉もな

之に関して、皆 さんから一寸づっ伺いたい。 いが、暑い所お忙 しい中をありがとうございま した。

回中 協会と苧会とは、はっきりした問題だ。戦後若い ( おわり〉

人達で集ろうという人が居る。新日本建築家集団はそ

うした集りで 、一面では学会に対抗した会だ。政岡さ

ん、小)11さんを中心にしたデザイ γ 会もそうだ占それ

等を協会が育てて行く様に。

摘口 戦後、講習会をやったがあれには若い人も大分出

た。雑誌はやはり変化に富んだ昔の建築界に準じた繍

×  ×  

x  X  

×  ×  

x  ×  

2 1  



ロ111111111111111111川 111111111111111111111111111111川 11111川 川 11111111111111川 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川 11111111川 1111111111川 111111111川 l川 川1111111111111 :

=  

= 創 立 3 5 年 記 念 事 業 概 記 ;
=  

三 山川 川 川 111111川 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111川 川1川 川 111111削" ' 川 1111111111111川 l山 川 1111111111山 1111111111111111山 1111川 11111111111111111111111111111111111111111=

各部の委員名は ( 昭和' zl 年 3 月号〉雑誌参照の事

委 員 長 東i : Hl 謙 三一一一一副委員長 大 林 芳 郎 中 野 l順 次 郎

総 務 部 長 中 野 順 次 郎 委 員 青 木 友 外 7 名

慰 霊 祭 部 長 中 西 六郎一一一一一 11 池 回 静 外10名

表彰三支部長 池 田 宮 彦

"  
井 上 福 蔵 外 9 名

祝 賀 部 長 鈴 木 末 尾
11 サ干 揚 績 外 9 名

諮演講習部長 伊 東 五 fls- - 一一 11 栗 林 馬 外 9 名

見 学 部 長 松 本 儀 八
11 石 井 一 倍 外 9 名

出 版 部 長 尾 崎 久 助 一一一一 11 池 田 宮 彦 外 9 名

住 匂 部 長 吉 田 安 三 自[¥- 一一一 11 浅 沼 猪 之 官 外16名

資 金 部 長 東 畑 副 会 長
1， 

淡 海 治 平 外11名

慰盆祭 昭和2:l 年 4 月26日於大阪中央公会堂 3 階 恭シタ消酌旅: 差/ 実ヲ供へ 、慶 γ デ物故会員並職員諸

参列者、遺族61名( 氏名略〉祭主側、竹腰会長外- 36名。 1 土ノ霊ヲ祭ノレ、断レパ本会ハ創立以来歳ヲ| 湖スノレコト 35

新聞記者、一般参列者等1∞余名。 I 年、今ヤ会員四千有余名ニ逮シ会勢降盛ノ域ヲ j山リ戦後

既往物故会員 5伺 余 柱 (故人名略〉の霊を祭る。 遺 族 | ノ混沌タノレ社会状勢ヲ克服シ各種事業ノ進展卜共 = 社会

各位を地下別室に招じ、待合せ定刻祭場に案内、中西部| ニ貢献 スノレ所益々大ナラ γ トス。叉一面会員相互ノ発展

長司会の下に開王女、 盤国神社神宮の修球、降神、献銭| ト文化/ 向上= 努メ団体トシテノ使命ヲ遂行シツツプ

後、 斉主祝詞ありて後竹腰会長周1] 記の通り祭主祝詞奏 | リ。惟フ ニ諸土曽 テ本会 ニ在ノレヤ会員トシ テ或ハ委員役

上、斉主祭主、遺族全員玉串奏典、来賓並各代表玉忠実| 員共他幹部叉ハ事務局職員トシテ克グ本会/ H的 --J 式律

事章、 昇神後祭主竹腰会長 より懇切7 置を極めた遺族に対 | 今日ノ l盗品ニ寄与セヲレシ所多大弓シテ抱 = 感謝 0--0) 笹へ

する挨拶ありて一向感慨無量、遺族代表銭高久吉氏の答| ス 、本 H 此処ニ祭紀スノレ。 560 余柱/ 諮霊ハヂl' 家/ 為 ljiJt

辞、 記念撮影後遺族を地下別室に案内し、 中西剖l長 挨 | 死 ヲ 遂 ケ 或 ハ公職 ニ殉シ 、叉ハ不幸病魔/ 犯ス所ト) - - リ

拶、茶菓接待、一同ありし 日の懐旧談あり 、此聞 東 畑 委 | 易 貸344取水ヘニ実ニ帰セラ J レ、泊 ニ街。| 浪哀惜/ ; 念、祭ン難

員長外委員接待に当り 4 時過遺族各{ 立夫々供物を土産に| タ感慨す、新ニシテ英功績ヲ景仰lシ宴議無窮 Jーラ γ コトヲ

解散 。 ｉ 祈ノレ。今ヤ詰 ｾｉ 第一年ヲ迎ヘノレニ当リ苔等ＱＡＺニ傘励諸 ｊＺ

祭女 時昭和27年 4 月26日 I  / 遊鉢ヲぷケ本会/ 目的達成 ニ閥、身以テ任天ノ程エ報セ

2 2  

社団法人 日本建築協会会長竹腰健造 ν コトヲ糊ス。滋ニ創 Ｚι ＳＵ 年記念、事業ヲ行フニ当リＺｩｄＮｾ

物 故会員 500余I i . の獲を泌肥る獄2主祭状況

ノ情甚タ切ナノレモノアリ。 Ull チ * H ヲト

シ御遺族多数御l臨席ノ下 エ!享 グ諸」二 J !Ji

ヲ祭リ共遺徳ヲ偲ヒ本会各部門並= 会員

一向ヲ代表シ感激ノ至情ヲ俸ケノレ ト共ニ

先覚諸霊ノ; 加護賜ラシ事ヲ祈念会謹ミテ

蕪辞ヲ塁ス。喜重ダハ雄毛l l ! 雪3係トシテ害等

カ微衷ヲ型軽ケラレ γ コトヲ。

住宅展示会(昭和27年11 月711 - 1 6 f1) 

於、南海沿線羽衣駅東南 1 丁、本会主催

毎日新聞社、住宅公庫大阪支所。南海電

欽K K後援。

住宅建設 2:l 社、 28μ 。 出 品 者 ( 日 昔

)1民) 浅沼組、安民主組大阪支閥、i(J i工務応

大林組、鹿島建設大阪主主倍、鴻池till 、f，' i'

水建設大阪支館、銭高組、竹中工務出、



大成建設大阪支居、戸田組大阪支庖、藤木工務底、松村

組、東組、井上組、今西組、大阪土木工業K K、鍵仲建

設K K、大末組、大洋建設K K、中道組、中村組、藤本

工務腐、大西建設K K、吉村組、田中組、あめりか屋。

会場には最も苦心され最後に京阪沿線香里と南海沿線

羽衣ニケ所を撰び委員突地踏査の結果此地に決定した。

会期中来場者延25，∞0人の盛会であった。即売16戸、公

庫扱譲渡 8 戸、出品者引取 4 戸。一戸当、敷地 1∞ 坪内

外。建坪延 20坪内外。土地共でヂ 100万円未満と した。

向j訪問中、出品住宅図案並懸賞募集図案を集録し「之か

らの伎宅図集」を発売した。叉南海電鉄は住宅人気投票

をなし、 1 等 1 万円、 2 等 5 千円、 3 等千円、10名に賞

金を呈した。

之からの住宅展 ( 昭和27年11月11日- 1 6 日〉於、南海

高島屋 7 階ホ ーノレ、本会主催。大阪府住宅復興促進会後

援。展示。協会募集入選案の一部をそデノレルーム一室。

新しい建材数種、羽衣住宅並懸賞募集入選図案。 住宅に

関する各種資料、バネノレ、写真、家具、模型類。

見学部会3 当初中国、 北九州主f 経て長崎、 島原、 阿

蘇、別府経由を企画したが参加者予定に遼せず中止。向

関東方面立箆せしも九州、| に鑑み廃案、近県のみに止める

m: とした。

名古屋方面見学η ( 昭和27年 5 月23円- 2 4日) 四日市

日本板硝子工場、東洋プム K K、常滑一泊、伊奈怨陶K

K 、 名古屋トヨダ自動車工場、 ユタカプレコ γ 工場見

学、此聞東海支部会員と交歓、パーテ イ{ を聞いたの参

加者31名。

岐阜白川方面見学 ( 昭和27年 7 月11 日- 13日) 当日大

雨のため俄に減員し松本団ー長外参加 20余名。 岐阜 ( 11

日〉の尾関提灯製造工場、約飼実況雨の為め中止、鵜匠

松山崩ci ; 住宅見学九名和昆虫研究所。 12日大日開拓村、白

川村大家族民家、 羽 田遠山、和田両長女凡学、帰阪。

小豆島見学 ( 昭和27年11 月1- 3円〉竹腰会長外25名参

加、夜天保山発、翌朝小豆島坂出港前、寒霞渓。午御丸

。金目書1白と北岸名所! 日蹟、 3 円オリ ーグ図英他南洋見学後

離島、同夜帰阪。

京都見学 ( 昭和27年12月6 日- 7 日) 松本団長外43名

参加、 6 日京都大吹スタデオ、市 }II 右太衛門案内、次に

松竹スタヂオ新建築見学、大徳寺( お茶斜理〕一泊、翌

早朝座禅( 静座の気分を味う〉智長講話後宝物拝観次に

真珠庵、来光院、孤蓬庵見学。竜光院で中食解散。

表量5式 ( 昭和27年11 月24 8 ) 於三越劇腸。金野風に松

柏の鉢植、会長中央に、部長池田宮彦司会のー下に開式。

会長挨拶後、創立当時の功労者 8 名代表小笠原祥光氏。

多年役員委員20名代表者蔽中一良氏。事務局多年毅続代

表大和栄衛氏

協会協力者、K K大丸、各業界功労会社代表銭高輝之

氏。各部門代表藤木正一、 菅谷三郎、浅海治平、山本潔

の諸氏、東海支部 5 名f様 、京都支部 4 名代表松弁清之

助氏、兵庫支部 3 名代表岡本茂樹氏、和歌山支部 4 名代

表島村佐次郎氏、中国支部 7 名代表青盛繁男氏、九州、|支

部 6 名行議に夫 4 表彰並感謝状を贈った。

次に東畑冨1陰長より竹腰会長に対 して今日の隆盛に寄

与された感謝の言葉を述べ、会表彰者代表 して小笠原禅

光氏が会に対し感謝を表 した後、東畑菖u会長閉会挨拶、

玉突を閉じた。

祝賀会 ( 昭和17年11月24日〕於、三越8j:皆グリノレ110余

名 、 席走るや 、 鈴木末尾部長ｾ挨拶後 、 竹腰会長所感

を述べ食事開始、デザ{ ト に入るや学会長代理伊東五郎

氏祝詞、来賓波静雄、渡辺建築土会長外、支部活総代松

井治之助、顧問代表薮中一良、松本儀八、中西六郎、大

林芳郎、綜合代表鍵イ中尊一、電気代表佐藤太、管工代表

管谷三郎、建材代表山本潔、文化方面竜沢真弓、夫 テ々

ープツレスヒ・{ チあり。最後に年長者谷民磁氏に依り万才

三唱。東畑委員長閉会の辞あり解散。

出 版 部 地質図表( 大阪中心街星八都市ポ ーリ γ グ

表) 20 年前の発行後集め し資斜に衛星都市分を加へ約

600個所の調査図表に重量備 し、 27年中は 専ら原稿調整に

努力、28年 4 月大阪附近地質図表と題して出版、 B 5 型

2∞頁、日0蔀溌行す。

35年協会記念史 35年間の協会諸般の記録を集録、27

年より之が整理に着手、圧縮、原稿再検討 し28年12月雑

誌記念号として出版企画中。

建設資斜便覧。建設資料に就て、従来各方関で型録が

出版されているが 、 本会はこのカタログ的ｾ成と具り 、

設計、施工上の参考と併せて学生の副教材にも提供した

い目的で各種資材部門に付、梗概仕様詩等に併行して業

者架内を拡く募集、資料便覧として発行企画を建て、27

年度より準備に語手、28年度中出版目標に て目下引続き

原稿作成中。

講演講習会 新材料、新構生、住宅問題、耐火助成法

問題、 土法問題等を主主要題材として此のテキストを作

成、下の通り各地で講習講演会を開いた。( 各地共各新

材展示、潜函フィルム 、スライド使用等参考に供 した)

松江( 松江産業高等学校) 昭和27年 5 月5 日 250名

下関( 下関箸祭会館) 11 5 1.1 20 1.1 290// 

福岡〈福岡市立記念館) 1.1 5/ / 20 1.1 170 // 

熊本( 熊本県税務講習所) 11 5  1/ 22 1.1 190 1/ 

長崎( 長崎町村会館) 11 5  1/ 22 1.1 210 1.1 

和歌山( 和歌山市労働会館) 1 1 6 1 1 2 1 / /  8 6 / /  

神戸( 看護婦会館) 11 6 / / 2 8 / /  55 1.1 

鳥取( 県立図容館講堂〉

岡山( 商工会議所〉

広島( 中央公民館〉

名古屋( 商工会議所〉

大阪( 三越叡賜〉

。10// 7  1.1 3∞9  

1/ 10 // 7  1.1 1由 。

。10 1/ 8  1.1 250 1.1 

1/ 11/ / 11 1.1 1目 。

。11/ / 24 1.1 反ぬ余名

2 3  



各地分担講師、 講演者。竹腰健造、 小川正、 日野勝

好、谷口筒武、伴潔、伊東五郎、中沢誠一郎、横尾義

貫、奥島正一、 小林清、 高矯隆夫、 錦田直一、 務、早信

夫、大林武、中村i 問等此の外、新材斜メーカ{ 側講師、

関西ペイ γ ト、田島応用化工、朝日石綿工業、東洋リノ

リユーム 、 日本油脂、プラスチツグ大阪支部、新光レイ

ヨシ、盤滅セメシト。

大阪講演会 ( 11 月24日〉於、三越恩賜。竹腰会長開会

挨拶、地元建築局、部長挨拶、「不燃建築の促進」大阪市

建築局長伊東五郎氏。 r最近の欧米建築」大阪府建築部

長吉田安三郎氏( スライド使用。) r原爆と建築物( スラ

イド使用) J 東大教授武藤街氏映画「竹中交潜函工法J 最

新編集第一生命ピノレ。余興、三越新人落語。東畑冨! 陰長

閉会の辞。

総務部 事業企画、委員構成、予算大項繍成、後援会

費募集方法等を役員会の請を経て、 1 月書喋部門列委員

の委嘱を発す。

昭和z7年 2 月9 目、見本市会館に全会員( 出席 回 余

名〉を招じ、竹ι援会長、東畑冨| 陰長より挨夢。副委員長

中野主記理事、事業大項案説明。各部長を依頼。各部門

並に活動に入る体制を整えた。大林副委員長目的完遂を

期したい旨閉会辞を述べた。 2 月14日、趣意設作成、モ

デJ レハウス懸賞募集の件。 2 月20日、予算 330 万円を計

上、八割見当を以て突行に移る惑とした。 3 月31 B ，各

部長会開催、各部瑛行大項協議。 3 月末住宅懸賞募集発

表。 5 月29日大阪建設会館審査会開催。入選決定、 1 等

小林盛太3∞円、 2 等岩本博行 2∞円、 3 等池む暢維 100

円、佳作今西茂雄以下 4 名印円。

羽衣住宅展主催、後援、名私等の案、ア{ チ、宣伝ピ

ラ、ポスター等協議。開会式、閉会王町、会場中管理、設

備事項等之策協議。住宅図集刊行の件。高島屋モデルル

{ ム製作、材斜展示並企画と募集方法。

建材陳列場開設促進。関西建材会陳列場開設基金を交

附し突現方を替励し28年 8 月、今矯にサ γ フ・ J レケ{ ス田

小間付陳列場開設した。東海、近畿 、四国、中国、九州

に於ける工業高等学校の学生に対し表彰賞品を贈ったか

日米学生作品交換の件立案交渉に努めた。

各部連絡連合会協議促進等数回開催、 28年 4 月23日、

綿業会館に出品者並全委員を招じ東畑委員長より謝辞を

述べ今日迄の事案経過、収支概要中間報告をし、各部の、

感想と意見関係。

資金部 ' z1年 3 月10日以来、東畑委員長始め委員会数

次開催。募集基本協議。綜合 Ｒ ＰＰ 万 。建材 ｾｏ 万 、 電気 ＵＰ ，

万、管工切万、 技術30万、 合計400万円を目標と定め、

各部門斡旋後を予定して招待、懇談、依頼、爾来各部門.

の世話係にて奔走、申込獲得に努めた結果z7年 3 月30 日

現在に於て凡そ おO万円を得たが 28年 7 月末、収支下記a

の結果を得た。

収入の部・・・・・後援会費 3，3卯， 450円( 内訳綜合部関係

104万 7 千円、電気部門 46万円、管工部門 46万 5 千円、

建築事務所 21万 3 千円、建材部門 988，剖O円、個人及支

部 216，350円〉出版収入 41万 9 千円 ( 売上料、広告料、

掲載中) 雑収入44，644円( 預金利息〉計3，854，094円

支出の部. . . . . (28. 7. 31現在) 慰霊祭部資133，740円、

表彰式費 109，365円、祝賀会費 79，840円、講演説習部費

282，2日円、見学部資 119，235円、住宅部費 281，450円、

資会部資55，142円、総務部費366，8臼円、予備只661，072'

円、出版部資243，001円、地質図表438，526円「目下準備

中〉記念誌 59，260円( 目下編輯中) 計 2，829，744円、差:

引残高 1，024，350円。

x  x  

×  ×  
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1 創 立

大l E 6 年 3 月30. 日大正初期、近畿在住建築家有志凡そ

却余名が親睦機関として「オキナ会」を組織していた。

其後関西に於ける建築家漸噌と同時に関西に建築家の団

体設立の議が起り 、片岡、波江氏等発起して織を飛ば し

此 日大阪ホテルに会する者30.有余名、創立総会開催、関

西建築協会と君主して貝々の声を上け't.:. o

1 . 会 名

創立当時、関西建築協会と君主したが大l E 8年日本建築

協会と改跡、大正15年10. 月20. 日附を以て内務大臣より社

団法人認可され今日に至る。

1  機関雑話

当初関西建築協会誌、と題し 4 、 6 版発行。 大正 8 年

「建築と社会」と改題、14年 4 、 6 倍版とし左右買組とし

た。昭和19年 3 月医策)1領応の為め一時中絶したが昭和22

年 1 月再刊、28年を以て30. 認を算す。

1  事 務 所

創立当時片岡事務所たりしが、十年京町耳目不動ピ J レに

移 し、 爾来大江、堂島に、江商、大問、朝日の各ピノレに

転じ現在に至る。 23年12月大阪建設会館に分室設置。

1  役員並事務局

創立当時片岡安氏理事長の下に理事制j であったが大正

15年法人組織後会長、高l陰 長、常務制とし、片岡会長外

常務12名であった。 21年片岡会長没後、竹日並健造氏二代

会長となり 、定款改正、会長、高rr会長三名、理事28名、

厳萄:2 名とし現在に至る。事務局は大正 6 年より 11年迄

は専任者少く 、主として黙心なる会負中の数氏と外部将

託であったが、11年桜丘博覧会頃より庶務、編緑、会計

係専任され、漸、次長E織化し、昭痢Jl 6年譜記長制を設け、

昭和22年より常務理事兼事務局長を置く司王とし、現在大

和常滋理事、沖田書記長以下蝋託を含み13名を容す。

1. 定款改正に付て

戦後の社会情勢に添うため定款の大改正をなし、拡く

建築界関係を網羅する事とした。

事 業 概 要

建議陳情

大E 八年来現在建築基準法の前身である都市計画、市

街地躍築物法、土法制定促進方を主唱法制化した外、時

に応じ機に臨み建設飯情枚挙tこいとまない

博覧会、展覧会

11年大阪桜丘、 住宅改良大博覧会開催 30.余戸建設し

た。本邦に於ける住宅展の鳴矢であり和洋折衷の範とな

電
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=
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草

り協会存在 ょう や く世に認め られた。 その後創立15年、

25年、 35年の 3 記念毒諜に於て高野線、 京阪線、 阪和

線、阪急線、南海線、奈良線に20戸乃至30.戸の住宅博覧

会を開催、現在繁栄 している。各種展覧会主催の外、後ー

援する事凡そ10. 数回。

災害調査

大! El 2年関東大震災に調査団派遣並に調査報告をな

し、 記録出版、組立ー家屋提案、義損金募集等 した外、爾

来14年以来但馬、北但、福井等の地震、函館、静岡大火

視祭報告、昭和九年阪神風水密調査、而J霞耐火普及宣伝

と災害肪止に努めた。

防 空

大正15年以来各種防空演習に協力参加、叉防空普及の，

為め 、 トｻキＭｾ畑を作成 、 英他各種肪割撲に協力 し

た。

幹事会委員会

常時各種の幹事会、委員会を設置し、建築に関する各

般の調査、研究、突行等なく本会初期の目的達成に努め・

てい る。

会 参事

創立当時 1∞ 名未満の会員でゐったが15年法人組織を

エポツグとして逐年僧加をとりしも戦前戦後) 時滋少 し

た。現在 40.∞ 有余名を容し; 東混以西に 6 個所支部設置

す。

(97頁より続く〉

木島雅美、今井四郎、中島善美、渡辺貞雄、山本潔、中

野順次郎、大和栄街。

「これからの建築技術の学絞教育はど

うあるべきかJ (第一回殴計関係)

昭和27月12月18 f:j 大阪建設会鎗会議室

( 司会〉鷲尾健三( 設計側〉池上勝郎、池田谷久吉、

樫根英郎、佐久間逸治、塚本猛次、森忠一( 学校側) 犬

東徳、郎、篠原太郎、滝沢真弓、豊田弥吉、長尾勝馬、福

田新生、元良黙、安井武一、 ( 委員側) む井賞一、上林

博雄、菅国型室、中野順次郎、 日野勝好、益尾辰雄、山、

本利縫っ

x  x  x  
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創立当時より法人組織となる迄は任意団体と しての会

長リで施行、必要に応じ例会、大会等で改正変更、大正15

年10月社団法人認可と同時に定款作成、爾来総会に於て

会費、事務所の移転居、役員選挙方法等が改正された。

昭和22年戦後の社会状勢に即応する様全面的検討を加

え、変更したものが現行定款である。本史には紙面の都

合上創立当時の会則と現行定款のみを掲げ、法人当時の

定款や中間改正変更等詳細は略記した。

関西建築協会会見IJ ( 大正 6 年創立当時〉

第 1条 本会の目的は我国建築界の堅実なる発展に期

するに在り 。

第 2 条 本会は関西建築協会と事訴す。

第 3 条 本会は事務所を大阪に置く。地方に支会を設

くることを得。

第 4 条 木会は人路、学識、経験ある建築家を以て会

員とす。会員の氏名住所は会員名簿に之を記録す。会員

たらむとする者は、会員 5 名以上の紹介を以て入会希望

普及履歴書を 、 太会に提出すべし。美諸否は理ｾ会の詮

衡を経て例会に於て之を議決す。

第 5 条 本会は茶目的を賛成 し事業を援助する者を賛

助員とす。賛助員を分ち左の 4 種とす。 1. 名誉賛助員一

一地位叉は学識ある名望家。 2. 終身賛助員一一金1∞円

以上叉は之に相当する物件を本会に寄附する篤志家。

3. 特別賛助員一一建築に関聯する特径の技術家叉は事業

家。4 普通賛助員一一建築に関係又は趣味を有する者。

賛助員の氏名住所、寄附の金額叉は物件は各賛助員名簿

に五どを記録す。

第 6 条 名滋賀助員は例会の決議に依り本会之を准薦

す。終身賛助員たらむとする君主ーは会員 2 名以上の紹介を

以て申込書及寄附の金額叉は物件三本会に提出すベしo

ｾｩ＠ =e. 1:! 珪事会之を議決す。特航空を助員たらむとする者

は会員 2 名以上の紹介及履歴書を、本会に提出すべし。

共諾否は理事会之を議決す。普通賛助員たらむとする者

は会員の紹介を以て申込惑を本会に提出すべし。英諾否

は理事之を議決す。

第 7 条 会員は第四条に関する権利を享有す。会員は

会内に於ける英言行に付、会外に於て賀に任ぜざるこ と

を得。名誉賛助員は本会の優遇を受け第四条に基く利得

を享く。特別賛助員は第四条に基く利得を享く。普通賛

助員は第四条に基き会誌の配布其他相当の利得を享く。

第 8 条 会員にして脱会せむとする者は英首本会に申

込むべし。前項の規定は焚助員に之を準用す。

第 9 条 本会は会員に して本則の規定に途背し、叉は
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本会の名径を汚すの行為ありと認めらる者に対し、理事

会の決議を経て英権利を停止し、若くは之に脱会を勧告

し、 叉は例会の決議を経て之を除名することを得。前項

の規定は賛助員に之を準用す。

第10条 脱会英他の事自に因り会員たるの資絡を失い

たる者は既納会費の返還を求め、叉は其債務を免かるこ

とを得ず。前項の規程は賛助員に之を準用す。

第11条 本会に左の役員を置く。会頭、言|陰頭、理事

長各 1 名。理事 6 名。会頭は会務を総監 し本会を代表

す。冨u会頭は会頭を補佐 し会頭事故あるとき共職務を代

理す。理事長は会務を総理し会頭、冨u会頭事故あるとき

其職務を代理し理事会を代表す。理事: は会務を処理し理

事長事故あるとき理事会の決議に依り其職務を代理す。

第12条 役員は会員中より例会に於て之を選挙す。但

し会頭、高U会頭は名答賛助員中より之を選出することを

得。役員の任期は 2 年とす。理事の改選は毎年半数と

す。但し引続きヨ在任とすることを得ず。

第13条 本会に左の職員を置く。主記、主計各 1 名。

編輯 3 名。続iji 母補、議記は若干名。主記は庶務を主計は

会計を繍絡は線基を処理す。編輯補は編輯の旨を受け編

纂を分掌す。容記は理事長理事の命を受け会務に従事す

第14条 主記、主計、続輯は理事之を互選す。続続補

は会員中より理事会之を指名す。i ! J 記は理事会之を任命

し、 有給となすことを得。

第15条 本会は調査研究の必要に応じ、例会の決議に

依り各部の委員会を設け、各部に委員長 1 名、委員若干

名を置く。委員長及委員は会員中より理事会之を指名

す。委員長は互選とす。理事会は特殊事項に闘し会員外

の専門家を姻託委員と為すことを得。

第16条 委員長は当該委員会を代表し、委員長事故あ

るときは、 当該委員会の決議に依り委員共級王告を代理

す。委員会の経過は例会に於て之を報告す。委員会の調

査研究報告は、例会の決議を経て本会の名を以て之を発

表す。但し緊急事項に付ては理事会の承認を経て当該委

員会の名を以てすることを得。

第17条 本会は毎 月1 回会員を招集し例会を開き重要

事項を審議と報告会、談話会、討論会、常演会を催す。

但 し理窓会は必要と認むるとき臨時に之を開催すること

を得。伊j会に於ける議案其他の事項は理事之を会員に報

告す。但し緊急事項に付ては此限りにあらず。

第18条 本会は春秋二季大会を挙行す。

第19条 本会の行 う事業左の如 し。1 建築に関する諸

般事項の調査研究。 2，調査研究報告の発表。 3. 建築に関



する軍基要事項の議決。 4. 決議事項の突行促進。5 会誌の

発刊。 6. 建築に関する図替の刊行。7. 建築に関する講演

会の開催。8. 建築に関する展覧会の公開。 9. 建築に関す

る視察。10. 建築に関する有志者の親陵会。11 理想的建

築の計画。12. 英他建築に関する有益なる事項。

第20条 会員は会費年額金12円を本会に傑出す。会員

たるの承認を得たる者は入会金 2 円を本会に納付すべ

し。一時金1∞円以上を納むる者は爾後会費免除す。普

通賛助員は賛助費年額金 3 円を本会に納付すべし。但し

6 期以内に之を分納することを得。

第21条 本会の経費は会費、 入会金、 寄附金、 賛助

資、英他のl収入を以て支弁す。

第22条 本会の財産債権債務及毎月の収支は主計英計

算書を作り翌月理事会に報告す。本会の財産位権債務及

毎年の収支は理事会英決算書を作り翌年 1 月初出に於て

報告す。

第23条 本会及本則に関する詳細の l n : : 項は例会の決議

に依り細則に之を定む。

第24条 本則は例会の決議に依り之を変更することを

得。

関西建築協会細則

第 1条 本会の事務所は当分東区今橋 1 丁目 11番地に

之を置く 。事務所の変更は経費に関係なき場合に限り理

主長会之を専行することを得。

第 2 条 支会に関する規程は別に之を定む。

第 3 条 本会は役員名簿、職員名簿、各部委員名簿、

会員名簿、 各賛助員名簿、会員履歴書綴、会員希望: f . ill

綴、各主主助員申込i [ l : 綴、財産記録簿、会計簿、会 費l収納

簿、入会金収納簿、寄附金記録簿、寄附物件記録簿、賛

助員収納簿、本会記録、本会日誌、理事会記録、会員照

考録、各賛助員照考録其他必要なるお類を調整し之を事

務所に備え付く 。

第 4 条 会員は本会の目的を遂行するため相互の親睦

を計り知識を交換し協同一致の態度を保持すベし。会員

希望書及履歴書の様式は別に之を定む。

第 5 条 特別賛助員及普通賛助員の申込書の様式は別

に之を定む。

第 6条 会員の除名は脱会の勧告に応ぜざるときに限

る。前項の規定は賛助員に之を準用す。

第 7条 会頭冨u会頭は当分之を欠く。

第 8 条 理事会は理事長及理事を以て組織 し理事長英

議長となる。理事会は毎月一回以上随時之を聞く。王援事

会に要する費用は本会の負担とす。

第 9条 役員の選挙は無記名投票に依る。但 し理事に

付ては連記とす。同数の投票を得たるもの 2 名以上なる

時は年長者を上位者と看倣す。役員は理事会の同意を経

るにららざれば辞することを得ず。

第10条 役員に欠 員を生じたる ときは之を選補す。選

補されたる役員の任期は前役員の残期間とす。

第 11条 主記、主計、編穏事故ある時は盟事会は役員

中に於て臨時代理を定む。

第12条 続演補は当分 3 名とすo m記は当分 1名と し

月手当金 3 円以上を給す。

第13条 委員会は毎 月1 回以上随時三どを開く。委員会

の魁屈は委員長之を当該委員会記録に記放す。委員会に

憂する費用は自弁とす。但し理司詮の決議に依り英会部

叉は一部を補給することあるべし。

第 14条 委員長及委員は理事会の同意を経るにあらざ

れば辞することを得ず。委員長は当該委員中に於て主査

を指名することを得。主査は当該委員会の同意を経るに

あらざれば辞することを得ず。

第15条 例会は13日を以て定日とし午後 6 時より 10時

に至る。但 し土曜日 、 日限日叉は祝祭日に当るときは例

会の決議に依り之を変更す。例会会場は当分北区堂島中

二丁目九番地中央電気倶楽部を以て之に充つ。例会の予

告はB桧 5 日以前とす。

第16条 例会の議決は会員数の 5 分ノ 2 以上出席する

を要す。

第 17条 大会に関する規程は別に之を定・む。

第18条 大会の調査研究すべき事項大主要左の如し。

1 建築法規の制定及改正。 2 設計器工事: 規程、 入札規

程、詩負規程、契約書標準。 3. 建築に関する災害。 4. 建

築に関する時事問題。 5. 建築衛生の改善。 6. 細民住宅の

改良。 Ｗ Ｎ 都市計画。 Ｘ Ｎ 建築教育 。 Ｙ Ｎｾ 建築思想の桝及。

10. 建築に関する迷信の打破。11 建築に関する伝説及衣

司王。 12 建築経済の調節。 13. 建築職工の指導改普及救

済。 14 建築家の品位向上。 15. 建築請負業者の指導改善

第 19条 会誌の発刊は当分隔月 1 固とす。

第20条 会授は前納すべきものとす。会授は例会会場

に於て主計に之を月賦分納することを得。主計は例会に

出席せざる会員の末期会費を集金郵便に依り分納するこ

とを得。

第21条 会則変更は会員数の 2 分ノ 1以上の出席せる

例会に於て出席会員の 3 分の 2 以上の賛成を得たる場合

に限る。

第22条 本則は例会の決断に依り之を変更することを

得。以上

大正15年より昭和21年の聞に於て事務所の位置変更、

会費改正、応召者取扱等変散あるも消略す。戦4支社会状

勢の変遷に即応する為、本会の存続にも幾多大改革を為

す事になり 、定款の大巾改正が行われた。J i ! Oち現行のも

の下の通りである。

社団法人目本建築協会定款

( 昭和22年12月5 日変更、25年 2 月22日一部変更〉

( - 印変更個所〕

第 1章 総 則

第 1条 本 会は建築関係各部門の連繋協力に よって、

2 7  



建築に関する学 術、技芸事業の進歩発達を図 ると共に建

築を通 じ広 く社会に貢献すること を目的とする。

第 2 条 本会は社団法人日本建築協会と称す る。英文

では T he A r chi tect ural  As s oci at ion  of J apan と称

する。

第 3 条 本会の主たる事務所は、 これを大阪市に置き

なお必要に応 じ各地に支部を置く ことができるつ主たる

事務所の位置の変更、並びに支部の設置、変更若くは廃

止については評議員会の議決でこれを定める。

第 4 条 本会は左の事業を行う。 1. 建築関係各部門間

並びに建築と社会との連繋。 2. 建築関係事業の改善発達

に資する意見の決定並びに表明。 3. 建築に関する判官、

技芸、施策の研究、調査及び社会指導並びに一般啓象。

4. 建築関係各部門の振興に資する施設並びに営造物の設

置及び管理。 5 建築に関する証明、鑑定、仲介、斡旋叉

は仲裁、検定試験 ・執行及び資絡の認定。 6. 会員の向上

及び相互の親陸に関する諸施設並びに会合。7. 会 報、雑

誌、図書及び印刷物の刊行並びに発売。 8. その他本会の

目的を達するに必要な事業。

第 5 条 本会の事業年度は、毎年 4 月1 日に始まり翌

年 3 月31 日に終る。

第 6 条 本会の公告は、会報叉は官報若くは総会の決

議で指定した日刊新聞に掲げてこれをする。

第 7 条 本定歩; の施行に必要な事項は、細則でこれを

定める。細則は評議員会の決議でこれを定める。

第 2霊 会 員

第 8 条 会員は正会員及び准会員の 2 種とし、主会員

を以て民法上の社員とする。

第 9条 正会員は次の各号の何れかに該当するものと

する。1 建築叉はこれに関係ある職務を有し相当の学識

叉は経験を有する者。 2. 建築叉はこれに関係ある業務を

蛍む者叉は団体。

第10条 准会員は建築に趣味を有する者、若くは建築

叉はこれに関係ある学科に専攻する学生、生徒とする。

第11条 正会員で次の各号の何れかに該当する者は、

総会の議決でこれを名誉正会員に准挙することができ

る。 1. 学識名望がある者叉は本会に対する功績顕著な者

2 、30年以上正会員であって年令65を超えた者。

第12条 会員となるには、細則の定める所によって入

会申込書に入会金を添えて本会に提出し、理事会の承認

を経なければならなし、。会員が退会するには、会費を完

納して本会にその旨を届出なければならなし、。

第13条 会員の氏名は、これを会員名簿に登録し、会

員の権利義務は、名簿登録をした日から生ずる。会員の

権利(主、一身に専属しこれを他人に移転することが出来

ない。但 し第 9 条 第 2 号による正会員で、本会の承認を

，経た場合は この限 りでなし、。

第14条 第 9 条第二号に よる正会員は、細則の定むる
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とこ ろに従って、本会の承認を経て指名することがで‘ き

る。前項に よ り指名された会員は、これを正会員とみな

す。

第15条 会員は細則の定めるところにより 、会 費 1 口

以上を前納 しなければならなし、。但 し名誉正会員及び前

条に よ り指名せられた会員は、この限りでなし、。

第16条 会員が会授を滞納した場合には、その期間中

会員権の行使を停止されることがある。但 しこの場合会

員は、既往の債務を免れることができな L、。

第17条 会員が次の各号のいずれかに該当する者は、

評議員会の議決でこれを除名することができる。但 し第

3 号の場合に限り理事会の決議を以て、 これに代えるこ

とができる。1 本会の秩序を古Lし叉は木定款若くは細則

に違反する行為があると認めた者。2. 本会の名誉を汚損

する行為があると認めた者。3 会費の滞納が 4 月に及び

なお督促に応じない者。

第18条 退会叉[ 主除名によって会員資絡を失った者

は、如何なる理由によっても既約の会費叉は物件の返還

その他志会の財産に対する一切の誇求権を失う 。但 し木

会に対する債務はこれを免かれることができなし、。

第 3 章 役員 ・顧問及び参与

第19条 本会に次の役員を置く。会長 1 名、冨u会 長 2

名以上、理事16名以上、支部長若干名、監事:2 名以上、

評議員若干名。会長、冨1会長及び理事を以て、民法上の

理事とする。

第20条 監事及、び評議員は僚会で、会長、副会長及び

理事は評議員会で、E 会員中からこれを選任する。支部

長は支部規程により 、支部所属正会員の互選によって選

任する。

第21条 役員の任期は 2 年とし、選任年度の武切の事

業年度初からこれを起算する。但 し評議員の任期は、選

任年度の二月からこれを起算する。役員は同ーの役員に

重任することができない。但し特別の事情あるときは評

議員会の承認を得て、重任することができる。会長、支

部長及び常務理事を除〈役員は、毎年その半数を己主還す

役員に欠員を生じたときは、遅滞なくこれを補選する。

但 し第四条の定- 数を欠かず、評議員会でその必要がない

と認めたときは、 この限りで・ない。補選に依る役員の任

期は、前任者φ残期間とする。

第22条 会長は会務を総理し、本会を代表し、総会及

び理事会の議長となる。冨1陰長は会長を補佐し、会長事

故あるときはその職務を代理する。

第23条 会長、高| 陰長、理事及び支部長は理事会を組

織 して会務を執行する。理事会の議事は、出席者の過半

数で これを決 し、可夜間数の場合には、語長の決すると

ころによる。理事会に出席できない者は、書面で決議に

参加し叉は他の出席者に委任 して議決権を行使す ること

を妨げなし 、。



第24条 理事会は、理事中から叉は理事以外の者から を提出するには、出席者の20分の 1 以上の賛成がなけれ

常務理事若干名を選任することができる。理事以外から ばならない。前項の動裁による議決事項は、次の総会で

選任された常務理事l土、これを第四条による理事と する l 承認を経なければならない。

但しこの場合には選任後評議員会の承認を得なければな | 第34条 総会の議事は特別の場合を除き 、出席者の過

らない。常務理事は会長、富リ会長を補佐し、常時会務を | 半数でこれを決し、可否同数の場合には議長の決すると

処理し、会長、冨! 陰長事故あるときは、その職務を代理| ころによる。臨時総会は、会舗によらないで脅商表決に

する。 I よることができる。この場合会長はその結果を遅滞なく

第25条 支部長は、支部を代表し、支部の会主容を執行 | 公告叉は斡面によって、正会員に報告しなければならな

する。 I い。窃面表決は、議決と向ーの効力を有する。

第26条 監事は、常時会務及び財産の状況を監査し、 |  第35条 次の導茅噴については総会の欝決を経なければ

特別の事由ある時は、総会叉は評議員会を招集すること| ならない。 1 定款の変更。 2. 重要な財産叉は基金の処分

が出来る。監事は、理事会に出席して意見を述べること I 3. 本会の解散及び精算。 4. 収支財1 1 = 及び決算。前項第 4

ができる。但し議決に加わることはできない。 I 号の予算で、評議員会の議決を経たものについては、理

第27条 評議員は、評議員会を組織し重要会務を議決| 事会は総会の議決がないときでも 、原案を執行すること

する。 I ができる。但しこの場合には次の総会に於て、承認を求

第28条 本会に名溢顧問、定員問及び参与若干名を置く| めなければならない。総会は、会部の延期叉は続行を甑

ことができる。 1. 名替顧問は、本会の窃業遂行に其の協| 決することができる。この場合には、第32条の規定を適

力を求めたるため理事会で佐穂したる者。 2 顧問は、建 | 用しない。

築に関係ある学識経験者であって、理事会の舷薦により| 第36条 前条第 1項第 1 号乃歪第 3 号に関する関事に

総会の議決を経た者、Kei聞は、会務の重要事項について| ついては、俗、正会員数の20分の 1 以上が出席し、総表決

会長の諮問に応じ叉は意見を提出する。 3. 参与は、会 員 | 権の20分の 1 以上を行使し、3 分の 2 以上の多数による

中から理事会で推薦委嘱、した者、参与は、会務に就て理| 議決を必要とする。出席が前項の定員数に達しないとき

窓会の諮問に応じ叉は意見を提出する。参与の任期につ| は、出席者の表決権の過半数で、仮決議することができ

いては第21q } の規定を準用する。問問及び参与は、役 員 | る。この場合には、遅滞なく再度総会を招集 して、出席

に就任したときは、その位置に退くものとする。 I 者の表決権の過半数で、仮決議の認否を決する。

第 4章 会 議 |  第37条 総会に出席しない正会員は、容面で表決を し

第29条 会裁は、総会及び評議員会の 2 種とし、更に | 叉は他の出席正会員をその代理人とすることができる。

総会を通常総会及び臨時総会の 2 種に分ける。会識は、 |  第38条 評議員会は、毎年 8 月及び11月に、定時会議

会長これを招集する。会議の議事録は、議事の経過の要| を聞き、なお会長叉は理事会が必要と認めたとき、若く

領及び芙の結果を記載し、総会の場合は議長及び出席正| は評議員10名以上から 、会議の目的事項を示して要求の

会員 2 名、評議員会の場合は議長及び出席評議員 2 名 の | あったとき臨時会議を開く。

署名を得て保存しなければならない。但し容菌表決のと | 第39条 評議員会に議案を提出するには、ー正会員は評

きは会長の署名で足りる。 I 議員 5 名以上の、評議員は評議員 2 名以上の賛成を得て

第30条 僚会は、正会員を以て組織する。総会に於け | これをすることができる。

る正会員の表決権は、会費 1 口につき 1個とする。但し| 第40条 評議員会の招集及び議決に就ては総会の規定

会員 1名の口数が、総正会員の口数の20分の 1 を超える| を準用する。評議員会の議長及び冨IJ 議長は、評議員の互

ときは、その超過分には表決権はない。 I 選とし、その任期は 1 年とする。評議員会は総評議負の

繁31条 通常絞会; 工、毎年 1 回 1 月これを聞く。臨時 I 3 分の 1 与は出席しなければ決議を行うことができない

総会は、評議員会叉は会長が必要と認めたとき、若くは| 第41条 本会はその目的遂行のため、剤治及び委員会

正会員 1∞ 名J ; I よから、会議の目的事項を示して要求が| を置くことができる。

あったとき、 これを招集する。 I 第 5章 資 産 及 び 会 計

第32条 総会を招集するには、会白から 1 週間前に、 |  第42条 本会に基金を置く。基金はこれに指定せられ

会議の目的事項、 日時及び場所を示して、器商叉は公告 | た寄附金、その他評議員会でこれに編入の決議を行った

によって正会員に通知を発しなければならない。但 し緊 | ものを、これに当てる。

急の必要ある場合叉は再度招集の場合は、この期聞を短| 第43条 本会の財産は会長がこれを管理する。但 し管

縮することができる。 J 理方法に就て評議員会が決議したときはこれに従う。本

第33条 正会員は、正会員10名以上の賛成を得て、総 会の財産叉は収入は之を会員に分配することができな

会に議案を提出することができる。総会で正会員が動議 い。
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第44条 本会の経費l主会費、基金収入叉は事業収入、

寄附金、補給金その他の収入でこれを支弁する。

第45条 財産目録及び貸借対照表は、毎ヰ諜年度末現

在によりこれを調製する。前年度の収支決算財産目録、

貸借対照表及び事業報告書は、毎年 6 月迄に常務理事叉

は担当理事がこれを調製 し、 理事会の議決を経て監事に

提出しなければならない。監事は前項の脅類を受理 した

ときは、これを監査し意見を附 して、総会及び評議員会

に報告しなければならない。

第 6章 解 散 及 び 精 算

第46条 本会の解散は、総会の議決による。

第47条 清算人は、総会でこれを選任する。清算人は

就任の日から 6 月以内に清算及び財産処分の方法を定め

て、僚会に提出しなければならない。

附 則

本定款は民法第38条による認可の日から 、 これを施行

する。従前の定款による終身賛助会員はそのままとする。

社団法人日本建築協会細則

( 昭和22年11月20日変更同年12月5 日突施、 24年度に一

部変更) ( - 印変更個所〕

第 1章 支 部

第 1条 会員 100名以上居住する地方では、支部を設

置することができる。支部を設置するには発起人を定め

地域を指定し、支部規程森及び賛成会員名簿を添付して

本会に支部設置の要求をしなければならない。

第 2 条 支笥問主主或内に居住する会員は、その支部に属

するものとする。但し会員からこれと異る申出あるとき

はこれに従う。

第 3条 支部の会務は、その支部規程によってこれを

執行する。支部規程友びその変更は、支部聡会の議決で

これを定め、理事会の承認を経てその効力を生ずる。

第 4 条 支部規程には、支部に関する氷の事項を、記

載しなければならない。 1. 名私2. 事務所の所在地。 3. 地

域。 4. 顎業。 5. 総会及び役員会に関する萄項。 6. 役員の

選任及びその権限に関する事項。 7. 英他必要な事項。

第 5条 支部の経費は支部交附金、寄附金、支部事業

より生ずる収入及びその他の収入で、これを支弁する。

本部は支部に対して、その支部斬属会員の納付した会費

の10分の 4 以内を、支部部付金として交附する。但し特

別の場合には理事会の議決を経てィこれを潜額すること

ができる。

第 6 条 支部の事業年度は、本会の事業年度に準ずる

支部は、毎年 2 月末日までに次年度の予算を、 5 月末日

迄に前年度の事業並びに決算報告設を本会に提出 し、 理

事会の承認を経なければならなし、。

第 2 章 会 員 及 び 会 費

第 7条 正会員 として入会するには、正会員 1 名を紹

介者とし、所定の入会申込曹にみ会全2旦 毘を添え て、

本会に提出 しなければならない。但し定款第 9 条第 2 項
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による正会員は入会金を必要と しない。学生生徒が准会

員と して入会するには、前項の入会金を金50円とする。

但し当該学校の在学証明書を提出しなければならなし、。

第 8 条 会員種別の変更を希望する会員は、所定の転

格申込替を本会に提出しなければならない。但しt学生生

徒である准会員は、当該学校を卒業と同時に、正会員に

転絡するものとする。

第 9 条 定款第14条により指名せられる会員の数は、

指名者を含み会主主口数と同数以内とする。但し会員 1 名

の口数が経正会員数の20分の 1 を超えるときは、その超

過分に対しては指名することができなし、。

第10条 1 口の会設は次の通りとし、 これを年 3 回以

内に分納することができる。 1. 正会員一一定款第 9 条第

1 号による者、年額金 960 円、但し遠編の地で且つ支部

のない地方の正会員は前記10分の 8 とする。定款第 9 条

第 2 号による者、受 塑 全L虫op:j o  2. 准会員一一笠盟会

印 O円。 事業年度の中途で入会叉は転絡した者の会廷は

月割計算とする。会員に特別の事情が生じたときは、理

事会の議決によって、その期間中の会費の減免、叉はそ

の他の措置をすることができる。

第 3章 役 員 及 び 選 挙

第11条 副会長、常務理事、理事及び監事の定数は、

次の通りとする。冨u会長 2 名。常務理事 1 名。理事28名

監事 2 名。

第12条評議員は、次の通り選出する。 1. 支部に属せぬ

地域の正会員l主、その地域の正会員の表決権 100 個又は

その端数毎に 2 名の評議員を総会で互選する。 2. 支部に

属する正会員は、その支部所属正会員の表決権 100個叉

はその端数毎に 2 名の評議員を、支笥賠会で互選する。

評議員の数は、毎年10月末日現在の正会員表決権の数に

応じ、評議員会でこれを定める。

第13条 選挙は会長、国陰長及び監事は単記、理事及

び評議員は選挙する数の半数連記を以て、所定の投票用

紙を用い、いずれも無記名投票でこれを行う。投票によ

る選挙で、得票同数の者 2 名以上あるときは、年長者を

以て上位者とする。

第 4章 会 務 及 び 事 務

第14条 理事は互選? こ依て次の如く分ち、会務を分掌

する。主記 ( 13名〉事業並びに会務一般。主計 ( 5 名)

会計。編集 (10名〉雑誌、其他の編集。

第15条 本会の事務を処理する為め、事務局を置く。

事務局に局長 1 名を置き、常務理事を以てこれに充て、

事務局を統轄せしめる。事務局には脅記長及び職員若干

名を置しその任免並びに事務局長以下の給与は、理事

会でこれを定める。

第16条 本会は会報並びに雑誌「建築と社会」を発行

する。

第17条 事務局規程、部会並びに委員会規穂、その他

定款及び本細則施行に必要な規程は、理事会で別にこれ

を定める。以上 (38頁下段に続く〉
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事務所の変遷 大1El 5年 9 月15日 中 之 島 江 商 ピ J レ四階一室

創立当時の位置、建物、英後の移転先等、写真掲載の | 昭和 2 年 9 月15日 土佐堀 大同ピノレ六階一室

構想であったが資料難と経費面で劉愛した。 I 昭和 7 年 5 月7 目 。 朝日ピJ レ四階事務室 1 、 グ

創立当時( 大正 6 年 9 月) 今僑 2 丁目片岡建築事務所内| ラプ、陳列場、凡1∞坪

大正10年 5 月1 日 京町掲不動貯諮ピノレ |  昭和21年12月24目 。 /J 6 階( ピルの都合で一室

大正10年 9 月1 日絹笠町大江ピノレ に縮少された〉

大正12年 1 月1 日 堂 島 浜 通 堂 島 ピ ル 三 階 一 室 昭和23年12月19日天神僑大阪建設会館に分室設置

.，o.. 
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( 法人後は評議員に諮りたるものを総会の決議を得て

いるので評議員会記と寛復の点多し〉

大正6年2月 於 魚 岩 楼 出 席39名

本会創立… … 関西建築家の団結を謀り 、相互の意見を

疎遠して建築会の向上発展を期するに在り。依って 5

名の委員を挙げて創立案を委泌す。総立委員片岡安、

武田五一、波江悌夫、池田突、設楽貞雄。

3月 17臼 創立委員会合、

会則案の作成。会名・・… 関西建築協会と豹、す。目的…

- 我国建築界の堅実なる発展を期するに在り。 6 年度

役員・… 理事長片岡安、理事武田五一、葛野壮一郎、

池田突、宗兵歳。

3月初日 創立総会、於大阪ホテノレ

会則案を配布、本会に附議。オキナ会と合併の事。

7月 13日 於 中 央 電 気 倶 楽 部

会則及び細則案の審議。 7 年度役員・ 理事長片岡安

理事池田突、波江悌夫、野村一郎、 日高伴、松本高象

大正7年3月23日 於 静 観 後

細則 1 部班更、第12条中、ID記は 2 名とす。筒例会の

決議を 3分の1 以上とす。会誌を毎月発行とす。

大正8年1月却日 於、中央電気品楽部

雑誌表紙Lじ事図案審査会。賞金授与式。 7 年度決算報

告。 雑誌会計報告。 協会名「日本建築協会」雑誌名

「日本建築協会雑誌」とす。

2月 17日 於、中央電気倶楽部

大都市知名有力者を名営賛助員に推薦の件。

4月 17日 於、中央電気倶楽部

大阪府の建築規則を審議室。

6月 128 於箕面会図一方亭、春季大会

「渡米所感」 と題して日 高氏の講演後開宴。

7月 18日 於商品陳列所

「海外観察談」と題して光安氏の講演あり。

9月 18日 於商品陳列所

「市街地建築物法施行令」に就いて。

10月20日 於 商 品 陳 列 所

駁院設計ｪ［ ￨ｾ 募懸賞図案観覧の件。市街地建築物法案に

就き意見交換。

11 月22日 於商品陳列所

雑誌「建築と社会」改題決議。 9 年度役員決定。

大正9年5月18日 於、大阪ホテ Fレ。春季大会開催

久保田、波江、須賀の三帰朝者歓迎。感想談、腕餐会

10月31 白 秋季大会、於 法 隆 寺

古建築物及宝物を参観。奈良ホテルにて晩餐会。

11 月27日 於、建築協会事務所

会則及細則中改廃の件。会則中「理事長は互選する J ，

を加へ会費の件を改正。 10年度役員決定。

大正10年 4 月11 日 於、静 観 楼 春 季 大 会

天沼俊一氏渡欧送別を兼ね宴を張る。

5月 17日 於、本協会事務所

講演会..... 安井氏「欧米視察談」伊藤氏〈日本ペイ γ

ト) rペイシトの種類並に応用に就いて」

8月 17自

会勢及び惨覧会事務報告。耐火構造促進及び本会発畏

策に就いて討議。 11年度役員決定。理事長横浜勉、理

事 9 名。

大正11年 1 月17日 於、大江ピノレ集会室

臨時博覧会期設置組織の件。会計会報告。

3月68 於、本協会会議室

改良住宅博覧会第 3 回懸賞住宅設計図案当選者、賞金

授与式。協会細則変更の件。 12年度役員決定。理事長

池田突、理事 9 名。

大正12年 1 月17日 於、大江ピル広間
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冨u会頭片岡安氏再選。 12年度予算報告。前年度剰余金

の件。

3 月 19目 於、大江ピノレ広間

「日本建築協会を社団法人となすJ との提案。

5月 178 於、大江ピル集会室

名誉賛助員に 4 氏推挙の件。大阪府知事井上考哉、外

務部長、内務部長平賀周、府警察部長藤沼庄平、大阪

府産業音「剖尼玉考顔。

11 月 9日 於、堂ピノレ207号室

四大都市計画促進に関する件。帝都復興に関する件、

名替賛助員描薦の件。

12月17日 於、大阪中央公会堂二階

会誌表紙図案懸賞金授与式。 11年開催住宅改良博覧会

役員及び理事に対する記念品贈呈式。会則一白夜更改

訂の件、帝都復興に関する建議案の件。

大正13年 1 月178 於大阪中央公会堂コ皆

12年度事業報告及収支決算。 13年度予算。

5 月 19日 於、中山文化研究所

会務英他諸般報告。会則、細則一部変更の件。

11 月19日 於、中央公会堂コ皆

請負入札の方法改善に就て研究討議。

大正14年 4 月17日 於、府立突業会館

建築士法案に対する賛否の件に付討議。

6 月 17日 於、府立実業会館

講演ーリ ユニオ γ 石油技師チヤーレス氏。 i家屋と道

路に就いて」タノレポット氏。活動写真「金庫の耐火及

破援耐力比較突験状況。

9月 25日 於、中央公会堂集会室

社団法人定款及び細則案の細成報告。

10月25日 春季大会、法隆寺奈良方面に見学、懇親会

11 月17日 於、府立実業会館

会務報告- 一福永氏の「欧米視察談」の講演会。

12月17日 於、中央公会堂集会室

雑誌表紙図案懸賞金授与式。

大正15年 1 月25日 於、中央公会堂集会室

14年度事業報告、収支決算報告、15年度収支予算の件

会則一部変更 ( 普通賛助員年額金 6 円を 9 円に)

3 月 24日 於、中央公会堂集会室

講演・・・・下村光衛氏「欧米に於ける建築施行法の実情

に就いてJ 実費精神衣施行契約書及び同規定に関し臨

時調査委任会設置の件。

5月 16日 春季大会、観心朝両地方見学。

6月 17日 於、中央公会堂集会室

会務報告。講演 「セメシト規絡統一改正に関して」

9月 17日 於、江商ピノレ集会室

講演… … 樋口氏「米国に於ける住宅に就いて」

10月却日 秋季大会於、灘万食堂。

社団法人設立の許可。祝賞会挙行。( 来賓〉名誉賛助
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員岩田実成、 山口房五郎、 本山彦一、杉山叉三郎、

( 余興〉旭堂南陵の講談「義侠の仇討」終って開宴。

片岡会頭挨拶、来賓代表本山氏祝辞、委員余興あり。

12月16目 於、大江ピノレ集会室

雑誌表紙図案懸賞々金授与式、15年度事業報告。

12月23日 於、大江ビノレ集会室

評議員年数選挙 - 野呂長四郎外35名。 16年度収支予

算の件。

昭和2年6月23日 於 中 央 公 会 堂

各種委員会追加予算に関する件。

7月4日 於江商ピノレ

追加予算金 1，000円可決々定。

12月17日 於大同生命ピノレ

懸賞論文「将来の日本の住居」当選者に賞金授与式。

1 等賞、加藤善吉氏。

12月27日 於大同生命ピノレ

評議員年数選挙… 一八木幸次郎氏他19名。 2 年度事業

報告、昭和元年度収支決算報告。 3 年度収支予算の件

昭和 3 年12月22臼 於大同生命ピノレ

議長片岡安、評議員年数選挙… ・渡辺圭吾他19名。 3

年度事業報告、 4 年度収支予算の件、 2 年度収支決算

報告。

昭和 4年12月16日 於大同生命ビソレ

評議員補欠年数選考主。 4 年度事業報告。 5 年度収支予

算の件。 3 年度収支決算報告。

昭和5年 5月5日 於大同ピ、ル集会室

定款一部及び細則一部改正に関する件。

11 Fl29日 於大同生命ピノレ

4 年度収支決算報告。 5 年度事業報告。 6 年度収支予

算の件。評議員選挙記事なし。

昭和 6年11 月26日 於 大 同 生 命 ピ ル

議長・ ・… 小字困副会長。監事選挙ーー津田敏雄、小笠

原鈎。評議員年数選挙。 6 年度事業報告、 5 年度収支

決算報告、 7 年度収支予算の件。建築熟練職工の失業

救済に関する建議の件。

昭和 7年11 月28日 監事選挙、評議員選挙19名。 7 年度

事業報告、 7 年度i収支決算報告。 8 年度収支予算の件

昭和 8 年11 月25日 監事選挙、評議員選挙19名、 8 年度

事業報告及収支決算報告。 9 年度収支予算の件。

昭和 9 年11 月20日 監事選挙、評議員年数改選。 9 年度

収支決算及び事業報告。10年度収支予算の件。

昭和10年11 月29日 於 建 築 協 会 事 務 所

監事選挙。評議員年数改選。 10年度収支決算及事業報

告。 11年度収支予算の件。

昭和11年 2 月22日 於、当協会

11年度更生予算の件。細則 1 部変更の件。有益事業を

行う為の幹事会設置( 第 4 条第 2項〉

11 月初回 於、協会



監事選挙、評議員年数選挙。 11年度事業報告及収支決

算報告。12年度収算の件。

昭 和12年11 月29日 於、当協会

監事選挙、評議員年数選挙。 12年度事業報告及決算報

告。13年度収支予算の件。

唱 和13年11 月25日 於、当協会

監事選挙、評議員選挙。 13年度l ) J 業報告及収支決算報

告。 14年度収支予算の件。 本会員権首長賞、森本三次、

大内重夫の 3 氏名誉の戦死。黙蹄。

昭 和14年11 月24日 於 当 協 会

監事選挙、評議員年数改選。 14年度決算及率事業報告。

15年度収支予算の件。細則 1剖夜更の件。( 入蛍、応

召、応、徴に関する件。第 7 条) ( 第 8 条評議員定員を

600名に変更〕

昭 和15年11 月25日 於朝日ピノレ

監事、評議員選挙。 15年度事業報告及決算報告並びに

剰余金処分の件。16年度以支予算の件。

昭 和16年 5 月13日 於 朝 日 ピ J レ

細則 1部変更の件( 第 5条 1項を 2項を第 1項とし本

会は会務及び会誌( 建築と社会〕を 月1 回発刊、会員

賛助員に配布す〉と し第 3 項は第 2 項とし現行通り。

11 月25日 於朝日ピノレ

監事、評議員年数選挙。 16年度事業及決算報告。 17年

度収支予算の件。

昭 和17年11 月28日 於 朝 日 ピ fレ

監事選挙、評議員年第( 選挙。 17年度事業報告及収支決

算報告。 18年度予算の件。

昭 和18年11 月29日 於朝日ピノレ

監事選挙、評議員年数改選。 19年度予算の件。 18年度

ー収支決算及事業報告。創立25周年記念事業報告。 18年

度剰余金処分。

.昭 和19年11 月28日 於朝日ピノレ

監事選挙、評議員年数改選。 19年度収支決算及事業報

告。 20年度収支予算の件。社団法人日本建築協会戦時

措置令設定の件。

昭 和20年6月5日 於 朝 H ピノレ

本会戦時陥置令、 5 月15日附大阪府知事より認可。 19

年度収支決算及剰余金並びに繰越金処分の件。基本金

一部経営資に組醤の件。記念事業中間報告及び追加予

算要求の件。

11 月26日 於朝日ピノレ

監事選挙、評議員年敬改選っ 20年度事業報告。21年度

以支予算に関する件。

e昭 和21年 6 月17日 於朝日ピノレ

故会長片岡安氏冥福を祈る為に黙穏を俸ぐ。社団法人

日本建築協会定款及細則一部変更の件。

] 0月10日 於朝日ピノレ

21年度更生予算に関する件。名誉会員権挙の件。池田

突、 日高伴氏等13氏。

11 月27日 於朝日ピノレ

21年度事業報告及収支決算報告。名誉正会員に永瀬狂

三氏を准挙の件。

12月19日 於朝日ピノレ

監事選挙、評議員年数改選。 22年度収支予算の件。京

都支部設置に付、本会広告に関する件( 大朝、大毎、

産経の内ー極を選んでも差支えな し。名主音正会員縫挙

に関する件。伊藤忠太、清水釘吉両氏。

昭 和22年11 月25日 於朝日ピノレ

定款改正に関する件( 別紙改正案に依り詳細に説明〉

'22年間諜報告及収支決算報告。工業新聞社と提携の

件「建築と社会」発刊に関する件。 r建築と社会」が

現下の状勢上且つ経済上にも筒紙材屈にも発刊容易な

らず、以って会員に満足を与える事困難なるを以って

今般工業新聞社と契約し、月 3 回同新聞を会員に配布

し、協会と共同編集の下に、協会の希望する記事を掲

載し、雑誌の 1 部に代えんとす。筒 「建築と社会」は

伝統的の物でもあり 、別途絵演を以って自給自足の主

旨で発刊する計函を移jてる事。従って一般 と同様、有

料で希望者に配布する計画。 23年度収支予算の件。東

海、兵庫、広島、九州各ー支部設置に関する件。

昭 和23年 1 月31 日 於朝日ピノレ

監事選挙、評議員年数改選。

昭 和24年 1 月29日 於 大 阪 建設会館

監事選挙、評議員年数改選、名毛筆正会員推挙の{ 牛。 松

本i詩人、波江悌夫、内藤多{ 中、清水一雄。 22年度決算

報告。 2 3年度更生予算の件。

5月 248 於 大 林 組 講 堂

23年度決算報告。 24年度収支予算の件。顧問准穏に関

する件。池田央氏他10名。

昭 和25年 1 月27日 於 大 阪 建 設 会 館

監事選挙、評議員年数改選( 大倉三郎氏他23名〉定款

1 部変更に闘する件。会長、副会長並びに理事を以っ

て民法上の理事とする。 評該会員の「承認」を「議

決」とする。役員の重任は特別の事情ある時と評議員

会で、認めた場合は承認される( 評議員会議長及副議長

は評議員の互選とし、任期を 1 年とする件) (40条 2

項) 筒附則を( 本定款は民法第38条に依る認可の日か

ら之を施行する) ( 従前の定款に依る終身主主助員はそ

の健とする〉と変更。

昭 和26年 1 月初日 於朝日ピノレ

監事選挙。貯J問権薦に関する件。評議員年数改選。顧

問に正会員薮中一良氏。 24年度決算報告。 25年度予算

及更生予算に関する件。

昭 和27年 1 月初日 於 大 阪 建 設 会 館

監事選挙、評議員年数改選。 25年度決算報告。 26年度

予算に関する件。
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昭和元年12月27日 於 大 江 ピ ル

議事、監事及常務等選挙の件

昭和2年9月29目 於 大同ピノレ

1 事務所移転の件( 江商 ピルより大同ピルへ) 2. 名誉

賛助員准薦に関する件( 工学博士渡辺譲、第四師団長

外、京阪神知事、市長、会議所会頭、電鉄社長等20余

名〉

昭和 2 年12月27日 於 大同ピル

議事1. 常務互選の件、2. 理事及び監事選挙の件、3. 会

長、富! 陰長選挙の件。

昭和4年1月298 於 住 友 倶 楽 部 談 話 室

議事1. 昭和 3 年度収支決算の件、2. 剰余金処分の件、

街雑誌、価格値下決行に付き会長より了解を求め承認せ

り。

昭和 4 年11 月28日 住友倶楽部 3 階小集会主主

議案1. 昭和 5 年度収支予算の件、2 昭和 6 年度収支決

算の件、3. 協会員除名処分の件、4 評議員 1 名補選に

関する件、5. 定苦笑改正に関する件。

昭和 4年12月21 日 於 大 同 ピ ル 8 階集会室

議事 1. 理事 3 名、監事 32名選挙 2. 常務10名互選、

3. 会長 1 名、副会長 2 名選挙。

昭和 4年12月26日 於 大 同 ピ ル、ライオ ν 食堂

議事1 理事及び監事選挙、2. 常務互選、3. 会長、副会

長選挙。

昭和 5年 於 消 交 社

議事1. 昭和 6 年度収支予算の件、2. 会費、賛助費滞納

者処置の件。

昭和6年12月5日 於大同ピノレ

議事、理事 3 名選挙。

昭和7年 2月5日 於 ラ イ ォ γ 食堂

報告1 昭和 6 年度収支決算報告、2. 備品の内一部償却

の件報告、審議l 昭和 6 年度剰余金、並前年度繰越金

処分の件、2. 定款改正委員会設置の件。

昭和B年2月13臼 於 建 築 倶 楽 部

議案1. 大阪商工会議所 1級議員候補者と して株式会社

大林組( 代表者大林義雄氏) を擁立他薦あるの件。

昭和8年5月15日 於 建 築 倶 楽 部

議案2. r建築研究」発刊に関する件、3. 昭和 7 年度収

支決算報告の件、4. 昭和 7 年度剰余金処分の件、5. 会

費滞納者処分に関する件、6. 定款改E 祭の件。

昭和 9 年11 月10日 於朝日ピノレ

報告1. 関西風J .K害に関する講演会開催の件、2. 備品ー
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部売却に関する件、3. 都市武装促進事業費中間報告。

第10号、15年記念事業決算報告、並残金処置に関する

件。第12号、会費、賛助費、滞納者処置に関する件。

昭和10年11 月18日 於 朝 日 ピル

議案第 5 号、昭和11年度収入予算の件。第 6 号、会費

滞納者整理に関する件。

昭和10年12月4 日 於 朝 日 ピル

議事1. 理事 3 名選挙、2. 会長 1 名、副会長 2 名選挙、

3. 常務12名互選。

昭和11年 2 月12目 於 朝 日 ピル

議事に入る前に常務評議員三浦尚史氏、終身賛助員中

川辰蔵氏は昨日逝去せられたるに就き 、ま互に 1 分間の

黙穏をす。

議事…・ ・議案第 1 号、昭和11年度更正予算の件。第 2

号、会費滞納者整理に関する件。第 3 号、昭和10年度

剰余金処分の件。第 4 号、細則 1 部変更の件( 有益な

る事業を行う為幹事会を設置) 第 5 号、臨時総会開会

の件、昭和11年度更正予算の件、1. 委員会規定改正の

件、2. 昭和10年度決算報告、3. 建築倶楽部吻品莱他引

継に関する件。

昭和11年11 月11 日 於 朝 日 ピ ル

議案第 7 号本会細則一部変更の件。

昭和11年12月3 8 於 朝 日 ピ J レ

第1、理事 3 名選挙。第2、会長 1名、副会長 2 名選挙

第3、常務12名互選。

昭和12年 2 月初日 於 朝 日 ピル

議案第 1 号、商工会議所員議員候補者縫薦の件。昭和

11年度決算報告。第 2 号、昭和11年度剰余金処分の件

昭和12年11 月5 日 於 朝 日 ピ ル

本会普遥賛助員大内重夫氏は今回支那事変に於て名益事

の戦死をせられたり。依って 1 分間の黙穏を捧げ、次

で議長より本会として戦死者弔内規を作ったり 、詳細

説明報告を為す。

議案 6 号、昭和13年度収入予算の件 7 号、会費滞納者

処置に関する件。理事は登記上本年12月19日を以って

就任する事を附言し、異議なく賛成 して決す。

昭和12年12月4 日 於 朝 日 ピγ レ

第1、理事: 3 名選挙。第2、会 長 1 名、副会長 2 名選挙

第3、常務12名互選。

昭和13年11 月7 日 於朝日ピノレ

議案第 6 号、昭和14年度収支予算の件。第 7 号、会 費

滞納者処置に関する件。第 8 号、常務、評議員辞退に



就 き補欠に関す る件。常務評議員山手研吾、清水組九

千N支屈に転任の為緊急動議と して提案したる冒を述

べ 、 前例に従い年末改選迄補選せざる ｾｊ ￭Ｍに一致 可 決 す

昭和13年12月5 日 於 朝 日 ピ J レ

理事 3 名選挙。会長、副会長選挙。常務選挙。

昭和14年 2 月17日 於 朝 円 ピ ル

議案第 2 号、昭和13年度収支決算に関する件。第 3 号

昭和13年度剰余金処分に闘する件。

昭和14年 7 月17日 於 朝 日 ピ ル

議案第 4号、理事 1名補欠選挙に関する件。第 5 号、

常務( 主計) 1 名補欠選挙に関する件。

昭和昨年11 月6 日 於 朝 円 ピ ル

該案第 6 号、昭和15年収支予算の件。第 7 号、会主主滞

納者処置に関する件。第 8 号、評議員有I i 欠選挙に関す

る件。小宮賢一、中井新一郎両氏今般内務省並神奈川

県に夫々転任し、補欠選挙する事に決定す。

昭和14年11 月29日 於 朝 日 ピ ル

1. 理事 3 名選挙、2. 会 長 1 名、副会長 2 名選挙、3. 常

務12名互選。

昭和15年 1 月23日 於事月間ピル

議案第 1号、常務 1名補欠選挙の件( 元常務米倉威夫

氏逝去に伴い 1 名補欠〉第 4 号、昭和14年度剰余金処

分に関する件。第 3 号、昭和14年度収支決算に関す る

件。

昭和15年5月9日 於朝日ピノレ

昭和 ￭ｾ 年 ＱＱ 月 ＱＲ 日 於朝日ピノレ

議案第 6 号、昭和16年度収支予算に関する件。

昭和15年12月2 8 於朝日ピノレ

1 理事 3 名選挙、2 会 長 1 名、副会長 2 名逮挙、3. 常

務12名互選。

昭和16年 4 月28日 於 朝 日 ピ ル

1 評議員補欠選挙に関する件( 評議員須藤民雄氏逝去

に伴い補欠は会務に支障なきを以って補充せず〉、

2 細則一部変更に関する件 ( r建築学研究」誌を廃刊

に伴い 、 細則第 Ｕ 条中変更 、 細則第 ＱＰ 条中ｾＮｬｉ務員の服

務規定を明確化の為修正追加、 承認可決す〉、3. 昭和

15年度収支決算に関する件。

昭和16年 6 月19日 於朝日ピノレ

議案第 4 号、常務 1 名主I i 欠選挙に関する件( 編集常務

政岡基次氏側壬に噌弁敏克氏当選〉第 5 号、会費滞納

者処置に関する件。

昭和16年11 月13日 於朝日ピノレ

副会長今林彦太郎氏議長となり定款第24条但惑に依 り

定数不問成立。議案第 6 号、昭和17年度収支予算に関

する件。第 7 号、会費滞納者処置に関する件。

昭和16年12月4 日 於朝日ピノレ

1. 理事 3 名選挙、2 会長 1 名、副会長 2 名選挙、3 常

務12名亙選。

昭和17年3月2 8 於 朝日ピノレ

創立25年記念司諜予算に関 し臨時総会開催の件。評議

員補欠選挙執行に関 し臨時総会開催の件〈池田宮彦氏

他 5 名辞任に就き補欠選挙を行う為臨時総会開催の可

否を諮るも残任期少き為賛否両論あり 、裁決の結果行

わぬ惑にす) 昭和16年度決算に関す る件。

昭和17年 7 月27日 於 朝 日ピル

前案第 4 号、理事:1名補欠選挙の件( 理事副会長井上

新二氏内務省に転任の為、補欠選挙は前例に依り詮衡

委員に依り松本iる1氏が当選後任に決定す。

昭和17年11 月2 日 於 朝 日 ピ J レ

践案第 5 号、昭和18年度収支予算に関する件。第 6 号

会費滞納者処置に関する件。

昭和17年12月3 8 於朝日ピノレ

1. 理事 3 名選挙、2. 会長 1 名、高l陰 長 2 名選挙、3. 常

務12名互選。

昭和18年 1 月26日 於朝日ピノレ

議案第 1 号「建築学会と日本建築協会J 合併の件。議

長より今日迄の経過と大要に就き別項の如く詳細に説

朗あり。進捗差支へな しと 認め今後の折衝に就ては理

事に一任、具体案を得て更に本会議に提案の上総会に

諮る事とす。

昭和18年9月6日 於朝日ピノレ

説集第 2 号、昭和17年度収支決算並に剰余金処分の件

報告事明籾蹴一部縮少並に事務室、集会室E錫 Jの件

集会室受扱いに関する件。建築学会との合併問題経過

立主に本会定款改正に閲する件。

昭和18年11 月18日 於 朝 日 ピ ル

議案第 3 号、昭和19年度予算に関する件。報告創立25

年記念3喋中間報告。

昭和18年12月7 日 於朝日ピノレ

1 理事 3 名選挙、2. 会長 1 名、富i陰 長 2 名選挙、3 常

務12名亙選。

昭和19年 2 月21 日 於朝日ピノレ

部案第 1 号、常務( 編集) 1 名有1 i 欠選挙に闘する件。選

衡委員制j に依り後任に浅野新一氏が当選せ り。第 2 号

昭和18年度収支決算に関する件。

昭和19年6月5日 於朝日ピノレ

議案第 3 号、常務( 主記) 1 名補欠選挙の件( 選衡委

員に依り景山正朗氏の後任に長尾治一氏当選。報告事

項、会誌「建築と社会」に関する件~政府決定の出版

事業整備要綱に依り大阪府特高課 より 「建築と社会」

を建築学会の「建築雑誌」に統合「建築と社会」を廃

刊方慾惣あり 、統合に関する協定書頭、会報発行等、

本会将来の方針に就 き伊藤編集常務 より報告あり 。

昭和19年11 月11 日 於朝日ピノレ

議長 より本長が多年社会に奉仕 した る建築資斜綜合陳

列場は国策) 1 蹟応の為本年 8 月末日限 り之を撤去閉鎌 し

3 5  



た旨詩、解を求められたり。議案第 4 号、昭和初年度収

支予算に関する件。第 5号、社団法人日本建築協会戦

時措置例に関する件。

昭和19年12月12日 於、東区今僑 5丁 目 丹 頂 圏

昭和20年度理事選挙。会長、国民長選挙。常務互選。

昭和20年 5 月21日 於 朝 日 ど ん

片岡安氏議長となり昭和19年11 月通常総会に於て決議

されたる本会戦時措置令は同年12月当局に認可申請中

の所、本年 5 月15日付を見て認可あり。同令第 6 条に

依り定数不問合法成立。

議案第 1 号、19年度収支決算に関する件。第2 号、同

& f 度剰余金、立主に繰越金処分の件。第 3 号、記念事業

中間報告並に追加予算案要求の件。第 4 号、基本金の

一部を経営費に組替への件。校久保常務より戦災会員

に贈呈する見舞金見込額 7，200円並に 18年度迄に於け

る収支不足約 4，8∞円合言十 12，( 削円を基本金より経蛍

設に組替えの件。

昭和20年 9 月24日 於、伏見町 5 丁 目 銭 高 組 高 徳 寮

本会戦時措置令に より定数不問成立。片岡安議長。議

案第 5号、常務 1名補欠選挙( 元常務岡田達弥氏死亡

の為、議長一任、長尾治一氏当選。災害地復興、仮設

住宅建築の諸問題、建築学会との合併問題等に就き根

本的に意見交換。現状に鑑み要研究となる。

昭和20年12月10日 於 朝 日 ピ J レ

昭和21年度理事、会長、副会長選挙並に常務互選。

昭和21年3月4日 於 朝 日 ピ ル

議案第 1 号、資産管理の方法に関する件。資産管理の

方法に関しては定款にも特別の定めがないが現状下に

在りて運営上適当なる方法を決定しおく必要に迫ら

れ、その結果会長に一任する事に決定。

議案第 2 号、仮払金中合併問題に要せし経費を記念事

業勘定より支弁するの件。記念事業の一端として本会

と学会との合併問題に裏せ し経費 4，856円 34銭は解決

する迄仮払中の所、本年11月一応中絶する 芸誌にな り2

月末日之を記念事業勘定より支弁処理する旨説明あ

り。承認。

昭和21年6月4日 於 朝 日 ピ ル

議案第 3 号、社団法人日本建築協会定款及細則一部凌

更に関する件。定款改正委員長尾崎主記常務より原案

に就き現行のものと対照、詳細に説明、質疑に入り維

持会員の性絡、終身賛助員の存廃、細則の変更等に就

き夫々応答、可決確定す。

駁案第 4 号、臨時総会開催に関する件。緊急動議提出

綴長より故片岡会長告別式経費支出の件。告別式に当

り会長関係団体と共同にて挙行。本会負担金 4，α) ( ) 円

を予備費より支出。承認。

昭和21年8月5日 於朝日ピノレ

冨li 会長松本信U¥氏議長となり会長補選の重要事項に付
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き19氏より 委任状提出らり。報告、主務官庁に申請中る

の本会定款一部変更の件は 7 月26日付を以って認可さ

れたり 。

議案第 5 号、理事会長補選の件( 竹腰健造氏当選〉

昭和21年 9 月27日 於朝日ピノレ

会長竹腰健造氏議長となり開会、就任の挨拶あり 、委

任状含め成立。

議案第 6 号、昭和20年度収支決算に関する件。第 7 号

昭和21年度更生予算に関する件。緊急動議〈尾崎評議

員〉改正定款第10条に依り名誉正会員の推薦を本評議

員会にて決議し、臨時総会に附議されたき事、伺上記

該当者の選出は常務会に一任した事、本動議は賛成さ

る。

昭和21年11 月初日 於 朝 日 ピ ル

議案第 8 号、昭和22年度収支予算に関する件。第 9 号

細則一部変更の件。評議員を20名指員し中10名は任期

1年、計80名。常務28名に変更。第10号、評議員 1名

手補選に関する件。小西一良氏逝去による補選は迩営に

支障なき故行はず。第11号、名誉正会員縫挙に関する

件( 正会員永瀬狂三氏は定款に依る適絡者として准挙

決定。

昭和21年12月13日 於 朝 日 ピ ル

議案第 8 号、昭和22年度収支予算に関する件( 前回穂

積未了のもの〉追加議案第 1 号、名替安正会員縫挙に関

する件。定款に依り伊東忠太、清水釘吉両氏を推挙す

る事。第 2 号、京都支部設置発起人代表者松井消之助，

氏より申詣あり 、承認の事。第 3 号、定款第 8 条に依

る日刊新聞紙を大阪朝日 、大阪毎日 、産業経済各新聞 4

社の中一社を選出して差支へなき事。

昭和21年12月24日 於朝日ピノレ

昭和22年度理事選挙。会長、副会長選挙。常務互選。

昭和22年 5 月27日 於 朝 日 ピ ル

議案第 1号、昭和21年度収支決算報告。第 2 号、京都

支割問又支予算に関する件。尾崎主記常務よ り説明、原

案通り可決。第 3 号、広島支部設置方申出の件。

昭和22年 8 月14日 於朝日ピノレ

会長竹腰健造氏議長となり先般就任の常務理事〈仮

私〉西川総一氏を紹介。委任状ともで定数以上成立。

議案第 4 号、細則一部変更の件。西川常務より説明。

( 本年 8 月より突施の予定〉細則第 7 条 中 川 正 会

員、賛助員会費年額「金48円J を「金120円」に変更。

但し支部に隠せざる地方会員は年額 f36円」を「金96

円」に変更。( ロ) 準会員会費年額「金24円」とあるを

「金60円」に変更。右金額等に就き質疑あるも一応原

案通りと し雑誌も出来る限り毎月発行する様、筒様子

を見て赤字の時は値上を考慮する惑とし原案承認す。

昭和22年11 月20日 於 朝 日 ピ J レ

議案第 1号、定款並に細則改正の件。第 2 号役員選挙v



延期の件( 新定款認可の時迄延期する事〉第 3 号、建

築工業新聞社と提携の件( 雑誌の毎月発行は現状に於

て至難であり 、雑誌は別に考慮する事とし次記要領に

より建築工業新聞社主提携した し〕主要領 (1) 建築工

業新聞社と日本建築協会と共同編集すること ( 2) 当

分毎月 3 回発行し、本会員に配布する事。但当分此の

部数 3 千部とする。 (3) 会報その他協会編集記萄を掲

敵する事。協会の催 し誌は此の新聞に掲載されて通知

に代へる事。仏) 発送費、原稿料は新聞社負担。 (5)

協会は新聞代、送料代等の費用として 1 年間約20万円

前後負担の事、但し此の中 1 万円は協会斡旋の広告科

を以って支弁の事。 (6) 負担額は特別の社会状勢変動

なき限り憎額せぬ事。但し部数に務しき明滅を生じた

る時、又は発行回数変更の場合は双方協議の上善処の

事( 期限付にて契約実行してはとの意見あり 、採用本

案承認〉

議案第 4 号、 「建築と社会」発刊に関する件。雑誌の

経営は別に自給自足の方途を講じ、会員にも一般同様

有料で希望者に配布する計画を樹て、Jj l地経済で発行

の件は是非発刊の意見多く 、進捗の事、承認。第 5 号

昭和23年度収支予算の件。第 6 号兵庫、九州、| 支部設置

に関する件。

昭和辺年12月22日 於朝日ピノレ

議案第 2 号、入会金突施期円に関する件。第 1 号、細

則に依る評議負選出数決定に関する件( 細則第12条)

昭和23年 3 月29日 於朝日ピノレ

議案 1 号、定款に依る議長互選の件( 鈴木末尾氏に決

定) 2 号、定款に依る会長、国民長、理事選任の件。

3 号、細則 1部変更の件。 4 号、昭和23年度収支予算

の件。 5 号、京都支音問白域変更の件。

技術部一池田達雄、岩尾保衛氏以下12名。綜合工事部

一大林芳郎、竹中錬一氏他 7 名。管工司i部一城口亀吉

氏他 3 名。電気部一淡海治平氏他 3 名。建材部一青木

友一、志恒正次ιL上28名。

次に会長 1名、副会長 2 名は詮衡委員の投票により選

挙、会長、竹腰健造( 当選11票) 副会長銭高輝之( 当

選10累〉弁上新ニ( 当選 8 潔〕

和和23年9月3 8 於朝日ピノレ

議案 1号、細則 1部変更の件( 入会金の件〕正会員入

会金20円を50円に( 細則 7 条〉准会員10円を30円に富士

正正会員第 1号会基翌年額240円を480円に、同第 2 号会

費年額3∞円を1，000円に、准会員会主t年額 120円を 24

0円に改正す( 細則第10条〉

議案第 2 号、事務室一部移転、天神橋分室設置の件。

本会事務室狭隆の率、及び建築会館設置委員会の経過

と今次設立の大阪建設会館応援経過並に之に合流し一

部或は大部分の事務室を上記会館に移転( 天神僑元野

田屋工場跡二階約25坪〉現朝日ピル事務室の件に就き

2、3意見ありたるも賛成可決。

議案 3 号、建築工業新聞配布中止の件。新聞代を 月3

万円に噌綴方要求ありたるも財政上許されず。一時中

絶 したく、 突施矧を 8 月か 9 月限りとするか、理事に

一任され度いと説明あり。星氏より 「本問題の斡旋 者

として10月か、本年一杯、は継続の温情政策を希む」意

見ｾり結局本案の措置 は 理事者に一任とす。

議案 4 号、梨冊、並に会報無料配布の件。会費値上に伴

い雑誌並に会報を共に年 4 回以上無斜配布の案。前議

案と関連あるを以って理事者に一任。承認。 5 号、昭

和22年度決算報告の件。 6 号、昭和23年度更生予算の

件。 7 号、任期 1 ヶ年の評議員半歓互選の件。

昭和23年11月18日 於、消水建設大阪支庖

議案第 1 号、細則に依る評部員選出数決定に闘す件。

第 2 号、名営正会員推挙に関する件。昨年7. K一雄、内 藤

多イ中、波江悌夫、松本儀八。

昭和23年12月24日 於、大阪建設会鎗

議案 1号、常務理事選任の件( 中沢誠一郎氏を選任〉

2 号、細則 1 部変更に関する件( 常務理事 2 名案を否

決。

昭和24年 3 月29日 於、朝日ピノレ

議案 1 号、 定款に依る議長改選の{ 牛( 鈴木末尾氏当

選) 2 号、副会長並に理事政選に関する件。 3 号、昭

和24年度収支予算に関する件。副会長大休芳郎。理;::J下

技術小川正以下 6 名。施工一竹中錬一以下 4 名。管工

堤耕作以下 2 名。電気ー架原信虎。建材一大西幸七。

昭和24年 5 月18白 於、朝日ピノレ

鈴木末尾議長、委任状とも定数以上成立。

稿集 1号、昭和23年度決算報告。大和書記長より別表

に依り説明、収支不足金 2佃， 236円 95銭は予て建設工

業会より受入れの寄附金 20万円から科目流用整理せ

り。妹尾監事より本案は正確の旨証言ゐり。承認。

議案 2 号、顧問准薦に関する件。竹腰会長 より定款 第

28条第 2 項第 2 号に依る顧問として既往に副会長であ

った下記池田実、松本儀八氏等11氏を縫薦する旨述ぶ

承認決定す。

議案 3 号、常務理事: 辞任に就き後任; i j i ; 任の件。竹腰会

長より常務理事中沢誠一郎氏、去る 3 月限り辞任に就

き、後任と して現活記長大和栄衛氏を推薦する事に理

事会で決議 したから選任され度い旨述べ、異議なく荷

揚一致で可決す。

昭和24年 9 月19日 於朝日ピノレ

議案第 1 号、細長I j 一部変更に関する件。竹膝会長 より

本会の財政状態を別表に依り説明、次の如く会費値上

を提示。細則第 7 条中、正会員入会金 50円を 1∞円に

細則第 7 条第 2: 須中、准会員入会金30円を50円に、細

則第10条第 1項中、正会員第 1 号会資年額480円を960

円に、細則第10条第 1項中、F健会員第 1号会主主年額金
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:240 円を 6∞円に( 正会員第 2 号は従前通り 1 口年額

1， ( 削円〉夫々値上け・した。質問に入り 「増額して余

裕を生ずるや」に「増額 しても会員数の滋に依り結局

収入の穴埋めとなり収入額に異動なき為、更生予算提

出の要なきも のと 、理事会は解釈せる故、併せて審議

願う」と述べ原案通り 可決。

姻召和24年11 月24日 於 朝 日 ピル

議案第 1号、細則第12条に依る評議員選出数決定に関

する件。第 2 号、定款 1部変更に関する件「支笥壊は

民法上の理事より除くも役員としては現行通り とす

る。筒現行遥り理事会の構成員として存置し、随って

第23条、第25条は現行通りで変更せぬ事、役員の重任

は原則として認めぬ事とするも但替で特例を認むる

事、評議員会の副会長は設ける事」修正案次の通りに

て承認。第四条第 2 項を( 会長、副会長及び理事を以

って民法上の理事とす〕と変更し、第21条第 2 項と し

て ( 役員は同ーの役員に重任する事が出来ない。但 し

1 案、評議員会で之と異なる議決ゐる時は此の限りで

eはない。 2 索、特別の事情ある時は評議員会の議決に

従う〉を挿入、右但警の決定は理事会に一任の事、同

条第 2 項を第 3 項と 1 以下順次繰下げる。第40条第 2

項を L評議員会の議長及び副議長は評議員の互選とし

その任期は 1 年とす〕 と変更、附則第 2 項を削除す

る。附則第 3 項を( 従前の定款による終身賛助会員は

そのままとする〉と変更、第 4 項以下を削除する。第

3 号、細則一部変更に関する件。細則の附則は前変更

の際の経過規定で現在その必要なき旨を説明、削除を

承認。

凋 和25年 3 月28日 於、朝日ピ J レ

議案第 1 号、議長、副議長互選に関する件。議長鈴木

末尾、副議長中野順次郎。第 2 号、役員室任に関する

件。下記 5 名は定款に依り同一役員に重任出来ぬが特

別の事情ある者として承認を乞う旨述ぶ。承認。竹腰

健造、弁上新二、鴻池藤一、松村雄吉、佐竹則姦。第

3 号、会 長、冨胎: 長及理事選任に関する件。第 4 号、

昭和25年収支予算に関する件。

dlB和25年 5 月16日 於 朝 日 ピ ル

議案第 1号和歌山支部設置に関する件。第 2 号、評議

員並に理事各 1 名補選に関する件。割強では理事鈴

木一幸、長尾清一両氏の辞任を認め、残期間も少い為

会務に支障なき故補選せず。第 5 号25周年記念勘定を

一隅諜費に振替の件( 大和常務理事、別表に依り説

明の上、58，422. 94 円の内より 24年度収支不足を補填

し、残りを一般事業費と振替えるもので、既に現金は

他に流用叉は債券であり 、単に科目を整理するに止ま

る旨説明あり。承認。

昭 和26年 3 月29日 於 朝日ピ J レ

議案第 1 号、議長及国j語長互選に関する件。議長に? 百J
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合貞一郎氏、 副議長に津村重一氏推薦らり当選す( 常

務理事旅行の為岡田孝男氏仮議長となる〉第 2 号、佼

員室任に関する件。次記 5 氏は会の運蛍上是非重任を

煩はす要あり 、副会長大林芳郎、理事鈴木一幸、銭高

輝之、竹中錬一、藤木正一。議案 3 号、雷除長補選、

理事の半数改選 (14名) ( 井上国l会長逝去に伴う 補選)

4 号、昭和26年度収支予算に関する件。 5 号、創立35

周年記念事業予算の件。大下主記より別表に依り説明

「本予算との関係はJ r全く別途会計にて本案収入の

一般会員から寄附金を以てする」旨応答あり。承認。

昭和26年11 月27日 於、朝日ピル

議案第 1 号、細則に依る27年度評議員選出数の事。第

2 号、昭和25年度決算に関する件。第 3 号、創立35周

年記念事業に関する件。大和常務理事、本案は本年 3

月の定時評議員会に於て予算 150 万円の承認を得た

が、その後社会情勢、新に制定された建築土団体等に

関連して本会今後の在り方等、返事会で検討中で従っ

て静観中である旨述べ、 「建築会館建設に関 して」東

畑副会長より「記念事業に関連して検討中」の説明。

該案第 4 号、常務理事選再に関する件。中野主記より

常務理事大和栄衛氏は本年 5 月18日を以って任期満了

なるも 5 月9 日の理事会にて適任者と認め、再認を議

決した故特別事情ありとして承認を要望。承認。

昭和27年 3 月318 於、朝日ピノレ

評議員議長、副議長選任の件。議長河合貞一、副議長

益尾辰雄。会長、副会長の理事選任の件。会長竹腰健

造、副会長東畑謙三、理事14名。昭和27年度予算案、

別紙の通り 、議決。創立35年記念事業経過並に予算の

変更。詩、承。

昭和27年 7 月29日 於 朝 日 ピ ル

電気部門、佐竹則姦氏逝去に伴う補選。理事 1 名補選

佐藤太氏当選。細則 1 都変更の件 (10条中に個人会員

団体会員を加へる〉可決。 26年度収支決算、財産目録

事業報告の件、35年記念事業、中間報告。以上何れも

可決。

昭和27年11 月29日 於朝日ピノレ

細則に依る昭和28年度評議員数決定。名著ま正会員推挙

の件、議決。今林彦太郎、石田信夫、佐藤四郎、長谷

部鋭吉。記念司謀、中間報告、承認。

(30頁より続く〉

昭和27年 7 月29日 於朝日ピル臨時評議員会開催

籾員11第10条第1号中 「定款第 9 条第1号に依る者」 とある

次に r( 個人会員) J を加える。 r定款第句条第2 号に依る

者J とある次に r ( 団体会員) J を加える。

会 費 経 路 倉11立当時 年 額 ￥ 1. 00 

大正15年
I! 11 18. 00 

昭和10年11月 I! I! 12.00 

昭和21年
ノノ I! 48. 00 

昭和22年8月 I! I! 120. 00 

昭和23年 4 月
11 I! 240. 00 

11 23年10月
11 11 480. 00 

I! 21年10月
11 。960. 00



11 理 事 会 常 務 会 |!

a 任意団体時代の理事、法人后常務会となり 22年定款改正后法人理事会となっ ている。本会の迩営は此の役

ー員会がすべての立案、協議后、突行に移る関係上、本項は他に比し出来る限り要点を抜悲 した。

( 第 1回- 9 回〉

ー大正 6 年 6 月

理 事

第 3会の例会の決議に依り会則起草会、誌発刊、役員

及会民地加、編集員任命に付き協議し、会則起草は池

田 、 ｾ野理事 、 会誌発行に関する調査は片岡理事長及

び武田型車に託す。

大 正 7年度

5 月 武田理恵辞任、後任に瀬戸文吾氏を推す。市要求

に掛る建築法規調査は第12部委員会で講究す。

6 月 請合見秘書提出期日の件。務負手数i料金の事。誇

負保証金徹礎の件。

大 正 8年度

2 月 新入会員詮衡の件。新名誉賛助員推還の件。

3 月 新任及現任理事分掌の件。辰野博士の御遺族に< s

t昼、弔詞、供花を為す章。弔詞ー ・本協会名誉費助員

東京帝国大学名誉教授、正 4位動 3 等工学博士辰野金

吾君急然として長逝せら れ、fをに痛惜哀悼の至に禁じ

えず、恭しく修典のネしを至し謹んで弔詞を鋒く・。

5 月 都市計画法案及市街地建築法案は、既に法律とし

公布せら れた るを以って、祝賀のなを表し通俗講演会

開催に付、打合せ有りたり。設計五音並に諮負者との相

対関係の現状に付、意見交換す。

12月 細則変更兵他の件、雑誌改題に依り表紙図案選択

大阪住宅経営株式会社より依l腐に係る、改良住宅設計

懸賞募集及審査引受の件。

大正 9年度

4 月 新事務所併入れに付諸調度購入占占J 己給仕任用。

5 月例会を理事季大会とし、新帰朝会員及渡米会員の送

迎会を主主ねる事に決す。

11月 大阪府開催の市街地建築物法施行細則制定に就て

の諮問会に野村、宗両理享出席の件。会則及細則中 の

一部変更の件( 終身会費 200 円案)

大 正10年度

2 月 今秋開催の住宅博覧会に就き意見交換。副会頭に

会 | → 山 大 ー で の少ー

片岡安氏、会頭に後腹新平男へ交渉中。 10年度予算審

議決定す。会員詮衡。

住宅改造博覧会今秋開催の撃。

イ、 天王寺公園を会場とす。 口、会期今秋 9 月20 日~

10月20 日迄。又は来春 3 月20 日- 4 月20 日迄。ハ、予

算 5 万円( 寄附金 3 万円、入場事ヰ 2 万円) ニ 、支出 5

万円) 3 万円 準備金及施設費、 2 万円. 会場及余興

費) ホ 、 目的。住宅改造の機運を促進する。へ、施 設

: 図築懸賞、模型製作、史蹟沿革、家具装飾、建築材

料衛生施設、庭園、遊園、講演宣伝、 トJ 実行方法 :

準備委員会を組織 し委員が当る事。

3 月 会費滞納者除名処分に関する事。

6 月 市街地建築に対する仮設物建設に就て建築物前歩

道上に設置場建築許可を以って府庁に願出の事。歩道

' 使用許可願の件につき法制委員会を組織しi審議する事

懸賞審査委員決定。材斜見本陳列棚料金並規定制定。

7 月 建築材糾規絡見本を協会事務所楼上に陳列する率

。市街地建築に対する仮設物( 露台改め 〉建設に関す

る建議苫の件。

8 月 丸屋呉服庄の件。博覧会の件。市街地建築施行の

為道路の一部に仮設物設置許可建築案の件。雑誌広告

割引の件。第 1 回懸賞図案審査会の件。第 2 回改良住

宅設計図案審査会合の件。道路上仮設物建築に関する

建議替の件。本会事務所移転の件。博覧会開設予定地

変更の件。局員詮衡。

9 月 博覧会敷地の件。

大正 11年度

1 月 理事互還を以って分掌を決定。理事長横浜勉、主

言己内藤太郎、主計瀬戸文吾、編集竹腰健造、野呂長四

郎、中西甚作。 18年度予算編成の件。博覧会々則の件

臨時理事会 各委員会幹事更迭。博覧会に関する諸 事

項。大阪計盆博覧会へ木材及煉瓦規格見本協出品等に

協付議す。

5 月 協会出品実物住宅戸数 ( 118戸件の〉 、協会出品笑
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物住宅施行に関し請負者との契約の件。本館前庭道路

施行の件。

6 月 窓枠潜入の件。建築材斜連合調査会より照会に係、

る調査会答案の件。 7 月例会講演者の件。大阪庁舎設

計図懸賞募集に付、会員に周知するの件。

7 月 三重県教育会及四日市教育会主催、学制領布満50

年記念文化展覧会へ規格統一資籾出品方の件協議せり

。建設工事の隣民営造物保護の件。

8 月 竹鍍理事渡米に付湿事補欠の件。プルッセル市に

於て開催の万国建築家会議の件。 8 月例会の件。

大正12年度

3 月 満洲建築協会の照会に係る満鮮各地視察団の件。

4 月 中西甚作渡欧の為役員辞退の件。各種委員会設置

の件。( 教化、都市、住宅、時事、災害、伝説各委員

会) 建築材籾県連合調査会経費支出の件。

6 月 事務所縮少の件。不用物品売却。普通賛助員費増

額並に名誉賛助員推薦に付、通信決議に関する件。技

術者逮合大会に於て各団体委員会常置に付本協会委員

選定の件。内藤理事辞任に付補欠選挙の件。職員出張

旅限費並上半期賞与の件。本月例会の件。

7 月 第 4 回講習会々傑の件。

8 月 建築材斜見本陳列棚努止の件。本会事務所移転に

関する件。破損陳列棚売却の件。

臨時理事会 本協会事務室を堂島ヒ・ルデイングへ移転実

行の件。人事の件。書記山田静吾氏退職の件。

9 月 関東大震災に付本協会の之に対する態度及行動に

関する件。 ( 建築工事監督、労務供給の件、大震災調

査の件) 仮住宅建設に闘し簡便なる建築法に付府市に

建議の件。震災義損金寄附勧誘の件。震災地在住会員

賛助員見舞状の件。

10月 京都、名古屋地方に於ける講演会開催 9 件。本タ

は大阪朝日新聞社楼上に於て本協会主催、同社後援の

下に「関東大震災視察講滋会」開催

臨時理事会 名古屋に於ける講演会の件。会員詮衡。

11 月 葛野博覧会幹事長及小笠原樽覧会幹事より博覧会

事務終了に付協会へのヨ l継書類提出、剰余金及現品の

51継を完了したり。四大都市の都市計画事業促進の件

及帝都復興に関する件。 11月例会の件。会計事務員(

大和採用) の件。会誌表紙図案懸賞募集の件。京都及

堺市に於て震災( 関東震災) 講演会の件。

12月 都市委員会 より報告に係 る建議案の件。帝都復興

に関する建議案の修正したるものに付、審議の上本日

の例会に附議。

大正13年度

1 月 13年度収支予算の件。財団法人組織委員会開催 6

件協議。

2 月 博覧会本館売却代金収受の件協議。囲碁将棋盤購

入の件可決。第 4 回講習会の件。帝都復興博覧会( 建
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築資料) の件。 m火災( 関東地方) に依る言背負工事策

害に関する決議警の件。入会金免除期間の件。

3 月 春季大会に関する予算の件。都市改造博覧会開催

の件。

4 月 会員中西甚作氏帰朝歓迎会の件。

8 月 会誌を 4 、 61，吾版となす件を可決、明年 1 月よ り

ｾ施予定。写真機械購入の件可決。

11 月 11月例会の件。講演金「塗斜に就いて」評議員設'

震に伴う会則変更下調査の件。

大正14年度

4 月 建築法に関する本協会の窓見回答案の件。 日本建

築士会より照会に係る建築士法建議の件。

5 月 但丹笈災調査員派遣の件。震災遺俗講演会の件。

協会事務所移転の件。会員詮衡。

臨時理事会 震災通俗講演会の件。

7 月 法人組織委員会の定款並細則審議の件。

9 月 社団法人組織、定款並細則案愈々決定。

10月 社団法人定欽及細則中字句を訂正。社団法人設立;

申請に関し、設立総代決定の件。秋季大会の件。

11月 大阪記念博覧会出品に関する決算報告。関東震災

視察記出版の件。 11月例会の件。

12月 構造建築計算調査委員会提出の標準風圧力に闘し

大阪府へ建議する件。

大正15年度

1 月 14年度収支決定の件。 15年度事業報告の件。左の‘

諸件と附議決定す。 1 、構造計算調査委員会より要求

事項の件。 1 、日本建築士会関西支部の家賃に関する

件。

3 月 1 、 2 月分会計報告。講演( 北米に於ける建築施

行法の実情に就いて) 下消光衛氏。従来例会通知には

往復ハガキを用いしが爾後回答を得て準備を要す以外

は通知のみに止む撃にす。当分入会金免除に関する通

信決議の件。

4 月 社団法人設立申諮に付、定款並に細則修正案に閲

する件。先般大阪府内務部より申請書整備方通牒に援

したるに依り、横浜市上京の際、内務省に出頭を煩し

当局の意向を聞、帰阪后修正したる定款及細則に付存

度当局に内示方照会し、今回その回答に接したるど

依り之を基とし更に修正 L tこる定款及細則案に付協簿

決定せり。筒当局内示に基き総会員の委任状募集、決似'

会員詮衡。

5 月 修正したる社団法人定款並細則案に付審議の結果

一致決定す。笑聖堂計算式施行契約書起草連合委員会員

選出の件に付、渡辺節氏、安井武雄氏、 瀬戸文吾氏決

定。会員詮衡。

7 月 社団法人設立に伴う委任状蒐集の件。社団法人定

款中 1 部補正の件。日本赤十字社へ住宅模型貸与に関

する件、会員詮衡。



9 月 飛行大会後援件、本協会事務所移転の件。 今回 11月 社団法人成立許可の件。イ 、社団法人設立登託に

江商ビルデイング竣工に付取調中の所、協議交渉の結 関し: 書記 より諸種の事項聴取の上登記書類へ捺印 し登

果移転に決定。会員名簿調整の件。工業新聞に協議記 記所へ提出に決定。ロ 、法人設立に付事務引継決定来

事搭載の件。和田理事 より飛行大会の件報告。大阪市 る11月11 日午后灘万食堂にて引継会を開き全部のi J l*!t

建築業協会及本協会連合議習会の件。 を為す事。雑誌広告一手取扱の件。

務

事

昭和 2 年度

1 月 佐藤四郎氏照会に係る鉄筋コンクリート床の塗装

に付、人造石製造方法の特許権侵害訴訟の件。常務会

内規に関する件。

3 月 震災に関する通俗講演会。

6 月 例会の件。事務所移転の件。賞作と期間に対して引

払いを江商ピルヘ予告の事。職賃上半期売与の襲。

昭和 3年度

1 月 委員会規定の部改正の件。会議価格値下の件。原

稿 値 上 の 件。雑誌特別号出版及それに関する展覧会

開催の件。

2 月 展覧会開催調査委員会設置の件。定款改正調査委

員会設置の件。雑誌発送中止期間制定。

3 月 例会並春季大会の件。第 5 回全国工業家大会実行

委員選定の件。

4 月 古代住宅建築研究の為吉村邸見学出張の件。日本

建築士会関西支部貸室 ' 減額の件。

7 月 大阪鉄道株式会社主催住宅設計図案懸賞募集後援

の件。展覧会出品物貸与の件。

9 月 職ヱ講習会開催の件。 9 月例会の件。石川県主催

建築に関する展覧会開催に対し、出品の件。

12月 4 年度収支予算の件。 2 年度、決算報告の件。今

村博士より原稿寄稿を求める為、金 ω 0 円編輯より支

に出決定。

昭和 4年度

1 月 委員会規定改正( 総委員長設置) の件保留。会費

低減の件保留。雑誌価格値下の件可決。会費滞納者除

名処分取級規定の件。定款改正の件。火の用心展覧会

後援の件可決c

3 月 第 1 部委員長より労働者災害扶助法案に関する陳

f音響提出決行の承認可

8 月 建築学会第 3 回建築展覧会開催に就いて協会出品

の件。評議員会内に建築士、法案調査委員設置に付評議

員会開催の件。

11 月 昭和 3 年度決算報告の件可決。 5 年度収支予算の

件可決。処務細則 1 部変更の件。

ｾ＠
:z:s;: 

一一ー大 正15年 法 人 後 の 分一一

.6、

:z:s;: 
一 一 昭 和22年12月 定 款 改 正 後 の 分一 一

昭和 5年度

1 月 4 年度収支決算及剰余金処分の件。

3 月 大阪朝日新聞社主催産業合理化展覧会に出品のイ牛

4 月 定款改正案に付臨時総会開催の件。

7 月 第 l 部委員会より報告に係る大阪府劇場各種取締

規則改定意見省建訟の件( 寄席等も含む)

11月 例月例会の件。 6年度予算に関し評議員会を開催

の件。 6 年度常設各約委員会委員の件。大阪都市計画

第 2 防火地区指定促進の為第 l 部委員会より提出の建

議案の件。

12月 病院産院取締規則改正建議案の件。

昭和 6 年度

2 月 ボーリング表出版に関する件。

3 月 若手秋大会の件。京阪電鉄及大阪時事新報社主催を

以って今秋住宅博覧会開催に付援助の件。

4 月 法制委員会より建議に係る都市計画法及市街地築

築物法施行10年記念祭参加の件。世界最新建築図案集

出版の件。法制委員会報告に掛る失業救務事業に依り

建築計画中の建築物の有無問合せの件に付府県町村長

宛そ文書発送の件。

5 月 法制委員会より報告に係る土地区画整理地区に於

る公園実施に関し建議の件。会館建設に関する調査委

員の件。

6 月 学校建築図集第 3 版発行の件。諸建築懸賞当選図

案集発行の件。

昭和 7 年度

1 月 6 年度収支決算報告並に剰余金及び滅前年度繰越

金処分の件。建築相談調査委員会委任選定の件。

2 月 評議会八木幸次郎氏病気退会、評議員補選の件。

3 月 創立満15年記念事業計画の事。ボーリング表の件

。ワ事務所移転の件。

4 月 創立満15年記念車業調査委員会設震の件。建築工

事現場主任者資格の件。事務所移転準備の件。建築倶

楽部設立の件。 I 市街地建築物法令」発行の件。防空

問題の件。郷土建築資料編集の件。住宅設計懸賞図案=

総大観編集の件。
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、5 月 記念事業実行委員会設置の件。各種雑誌製本の件

。本年度常設委員会研究事項を以って12月号会誌特績

に関し各委員長に予告の件。 A 、B 、C 徽章配布の件

。定款中常務会出席定数改正の件。協会事務所併入れ

の件。各種委員会の建築クラ プ室使用の件。記念事業

実行委員の件。住宅博覧会準備委員の件。役員会及各

種委員会食事費に関する件。電話機其の他備品売却差

損を償却準備金より填補する件。 7 年度予算編成替の

件。

'6 月 職員動務時間改正の件。朝日ピル 404 並 405 号両

室イ許入契約の件。建築クラプへ一部貸室の件。買入備

品建築クラブへ賃併の件。 7 年度予算編成替の件。諸

会々授月末取傷め支払の件。朝日クラブへ推薦会員入

会申込みに付経費の件。処務細則 1音s変更の件。創立

満 15年記念事業部局決定の件。雑誌機初実施期の件。

資産運用方に就き中間報告の件。建築士会貸室科値上

その他の件。終身賛助員 の件。建築クラ ブより申越の

併室及備品併用の件。片岡会長帰阪に付出迎への件。

片岡会長寄附金使用途に関する件。

7 月 7 年度予算の件。請負契約普及工事請負規定改正

の件。土木建築会業務調査の件。衛生陶器の標撃寸法

に付調査報告。

8 月 7 年度下半期実行予算の件。創立満15年念事業予

ｾの件。

9 月 紋章及賞牌の件。 15年車業へ金 1 万円 1 時振替の

件。定款改正案の件。請負契約書及規定に関し代表委

員 3 名選出の件。博覧会総裁及其他職名の件。協会出

品住宅請負契約の件。

11月 通常総会に関する評議員会開催の件。建築界失業

者に関し、当局に陳情に付建築学会援助方依頼の件。

定款改正案の件。 8 年度予算編成の件。会話、表紙図案

懸賞募集の件。住宅博委員長より報告に掛る大美野住

博協会出品住宅売約の件。日本土木建築請負業者連合

会長より当局へ陳情書を提出に付援助方依頼の件。.

12月 記念事業中既往功労者表彰の件。職員下半期賞与

並昇給の件。記念事業費より一般会計へ振替の件。緑

ケ丘住宅博覧会未収入金藷求の件。大阪駅前整理事業

建議案の件。日本建築士会照会に係る建築競技会執行

規準草案の件。

昭 和 8 年度

1 月 特別会言十として取援の内一般会計に振替の件。

7 年度剰余金処分の件。定款改正案の件。 7 年度決算

報告の件。

2 月 終身賛助員、大林義雄氏を大阪商工会議所議員に

選挙援助の件。大阪鉄道株式会社より住宅待覧会開催

の申込みの件。

3 月 スチールサッシ規格案を材務委員会に附議の件。

4 月 大美野住博協会出品住宅売却の件。
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6 月 法制委員会 より 報告に係る市街地建築物法令改正

建議案の件。満洲建築協会 より照会に係る同外る会聯

合大会挙行の件。阪和住宅博協会出品住宅建築費支払

の件。見学委員会報告に係る満洲見学旅行実施案の件

ば緑ケ丘健験住宅待協会出品住宅に付苑渡し価格の件

8 月 満洲見学補助金の件。日 j筒鮮14会連合大会に提出

協議事項の件。

9 月 建材陳列場設置の件。鉄筋コンクリート僚準任仕

様無書宣伝講習会計画の件。

11月 9 年度収支予算の件。建材陳列場収支予算の件。

昭 和 9 年度

1 月 緑ケ丘住宅博覧会出品住宅( 2 階建) に付会社賞

取に関し契約方法の件。建材陳列場完成に付常設委員

設置の件。

3 月 武装都市建設に関し都市計画委員会より報告並建

議の件可決。

4 月 材料委員会より材料実地見学に付経費要求の件可

決。市街地建築物法令第 4 版刊行の件可決c

5 月 大阪附近に於る飛行場見学。都市武装促進委員会

より経費金 3 千円支出方要求の件( 可決総会附議) 、

建築学会より函館市復興対策に関する建議に付援幼方

の件。

7 月 大阪市内に於て聯隊区司令部新庁舎建築に付、之

を防空建築として完成方協会依願の件可決。防ｾ建築

委員会を特設する率に決定。

8 月 都市計画防火地区の拡大並に促進完成を期する為

運動計画の件。

昭 和10年度

3 月 耐震耐火建築礼替映画製作に関し、脚本を懸賞募

集の件。

4 月 都市計画委員会より建議に係る大阪都市計画防火

地区大拡張の件( 委員会附議〉同委員会より要求に係

るアベノ橋附近改造に関する懸賞募集の件( 保留) 木

材市場品規格調査委員会委員 の件。

5 月 耐震耐火建築宣伝用映画作成の件。

6 月 6 月例会の件。教化委員会 より学校建築相談所設

置の件。鷹取書記退職金其他の件。阿倍野橋附近改造

の考案懸賞募集の件に付、都市計画委員会より照会の

件( 保留〕建築に関する朕函を調査し、目録作成の件

。会員証明3 交付の件。

7 月 都市武装に関するトーキー脚本懸賞募集の件。会

聖堂滞納者処置の件。

8 月 台湾建築会他る会等 2 団連合大会開催の件。名古

屋汎太平洋博開催に付援助方依頼の件( 承諾) 神戸市

公会堂、教会塔、土建事業殉験者慰霊塔設計懸賞募集

を会議に無料紹介の件( 可決) 映画製作予算の件 ( 可

決) 映画脚本懸賞募集に就き会告の件。映画製作特別

委員会幹事 2 名東京出張の件。定款 1 部改正の件。会



員訟衡。東海建築資料協会発会式挙行報告。評議員会

開催日及議事決定の件。笑業教育振興委員会より実業

教育録興に関し所見照会の件( 附議) 建築法規に関す

る質疑応答発表の件。大阪都市美座談会に於る要求問

題の件。建築クラブ室を当会座談会として経営に関し

回答の件。

9 月 建築クラブ併合に関し設衡委員選定の件。第 2 巴

関西四建築会連合大会及台湾博見学希望者募集の件。

秋季大会開催の件。今秋挙行の防空演習参加の件。都

- a 武装促進委員会より経貸支出要求の件。大阪府市補

助金に関し都市武装促進委員会より要求の件。建築年

鑑編集委員依嘱の件。 11年度「建築と社会」表紙図案

懸賞募集の件。建築クラブ併合に付詮衡委員会合の件

。映画作成委員会幹事 1 名東京出版の件。朝鮮総替府

よりの懸賞募集を会誌に無料招介の件。育r. ! IR! ) ; ミ立工業

学校建築展に図表貸与の件。久田原市吉氏より鑑定照

会の件。

10月 住宅実地見学及旅費支出の件。 11年度雑誌表紙懸

立募集の件。 11年度予算編成の件。四建築逮合大会に

於ける本会提出議事の件。評お口会並総会開催日取決

定の件。第 2 図工業博後援方の件。

12月 都市武装促進委員会より映画製作費増額要求の件

。四建築連合大会の件。ジャパンタイムス社より後援

方依頼の件。学会田年記念事業援助の件。会員選衡。

四建築会連合大会及台湾見学報告。建築クラブ合併折

衡経過報告。

昭和11年度

1 月 1 月例会の件( 新年宴会) 10年度常務会より引継

事項の件。委員会規定改正。建材陳列幹事会規定改正

。 i 建築と社会J i 建築学研究」編集合兵他常設特設

委員依吸の件。旧建築クラブより引継事項処理の件。

2 月 2 月例会の件。会費滞納者処置の件。評議員会及臨

時総会開会の件。建築士会関西支部より事務室使用料

減額諮求の件。映画被露経費支出の件。旧建築クラブ

より備品其他引継の件。四建築会述合大会( 第 3 回)

本学会創立四周年記念の開催の件。四ｾ築会連合の本

部を当会に設置の件( 台湾、満洲、朝鮮、本会) 3 月

例会の件。建築年鑑編集委依娠の件。編集幹事会組

織の件。処務細則 1 部変更の件。陳列場拡張の為事務

室変更の件。映函版権の件。会員選衡。

3 月 市街地建築物法令第 6版出版具申の件。災害強度

委員会 3 名増員の件。地震調査に付旅費要求の件。博

多築港記念博土木建築館に参考品貸与の件。春季大会

の件。塗装協議会審査員依吸の件。木材市場品寸法規

格築実筋促進の件。 i 建築学研究J の件。会員選街。

4 月 事務室移転費支出の件。改訂第 6 版市街地建築物

法令販売法の件。陳列場柵増設後半額負担の件。全国

都市問題会議第 5 回総会議題の件。普通賛幼員中資格

ある者に転格勧誘の件。 5 月例会の件。都市計画委員

増員及笹籍購入要求の件。建築学研究の件。細則一部

変更の件。木材市場品寸法規絡策実施促進の件。

5 月 日本ボルトランドセメント向業会より小住宅設言十

懸賞募集依願之件。陳列場看視人増員の件。名古屋1 f t

太平洋和博より出品依頼の件。

6 月 大阪都市計画防火地区図印刷発売の件。会員増加

に付臨時会員名簿作成の件。建築講座開設の件。木材

市場品寸法規絡5震を知車に建議の件。陳列幹' _ I l 長要求

の職員東京出猿の件。職員上半期貸与昇給の件。

7 月 セメント防水剤試験の件。第 5 回全国都市問題会

議総会出席者の件。材料委員会提出のセメント防水剤

試験に関する具体案の件。設楽副会長辞表提出の件。

関西技術団体協議会の件。建築溶接講座笑施委員会特

設の件。日本' 屯往依頼の建築講座講師派遣の件。第 5

回全国高官市問題会議総会に提出研究問題に闘し回答の

件報告。関西風水害に関する調査占刊行に付回答の件

報告。

8 月 木材市場品規協案に付、実施促進委員会設置の件

。第 5 回全国初市問題会議総会に、代表出席並都市計

画委員 3 名出席要求の件。関西風水害調査むの件。朝

日ピル貸室料値上の件。第 5 回全国都市問題会議総会

提出案の件。

8 月 関西風水害調査書出版の件。本年度阪神防空演菅

の件。秋季大会の件関西風水曾調査報告主! J : の件。住宅

に関する単行本発刊の件。学会建築統計連合委員会の

件。新名簿調製の件。

10月 床版加工品規格統一の件。12年度収支予算の件。

評議員会、通常総会開催の件。会費滞納者の件。細則

一部変更の件。 12年度予算の件。評議員会開催日の件

。特床建築物規則の講演の件。学会統計連合委員会の

件。暖房設備研究費支出要求の件。小坂住宅地見学会

の件。

昭和12年度

1 月 日本ボルトラン ドセメント同業会より申出の懸賞

論文募集の件。国際工業大博覧会後援の件。 11年度引

継事項検討の件。各委員、幹事年数改選の件。委員会

、幹事会初会合の件。

2 月 ? 吉務会引継事項検討の件。雑誌印刷費値上の件。

11年度剰余金処分の件。会費請求並取立不能老級方丹

件。除名退会者未収会費の件。 2 月例会の件。大阪商

工会議所議員に大林、銭高両氏を業協会と連合にて推

薦の件。大阪府下水の施設に付市当局の計画説明を受

くる件。市街地建築物法令改訂版作成の件。 防空施設

研究会の件。名誉賞助員金森叉一郎氏逝去の件報告。

3 月 関西理工団体連合会本年第 1 回協議会出席者の件一

。東京都監査局長 より申入れの土地整理事業実績周知

方の件。年鑑に関する臨時事務員 1 名採用の件。 11年
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度常務会引継事項の件。クラブ室娯楽用具修繕代支出

の件。

4 月 住宅経営地見学経費支出の件。雑誌印刷請負契約

更新の件。建築年鑑の予算其他の件。国際工業湾に図

表貸与の件。. 5 月例会の件。

5 月 倶楽部室什器修繕の件。第 2 旭ケ丘土地区画整理

組合より住宅博開催に付、主催者は後援依頼の件。財

団法人実業教育振興中央会より援助方依頼の件。

也 月 建築講座開催に関する立案の件。大阪木材市場関

係、道府県木材正量取引促進協議会に付臨席方の件。堅

枠研究調査費請求の件。鉄材研究経費支出の件。床版

規格案の件。学会 より木造 2 階建小学校の構造規準に

関する講演会共同主催( 叉は後援) 申越の件。年鑑に

関する件。大阪木材市場関係、道府県木材正量取引促進

協議会出席者の件。

7 月 連続鋸屋綴に対する風圧の分布状況調査費の件。

7 月例会並学会申越し講演会の件。都市計画委員協議

会に代表出席の件。コンクリート夜間講習会後援の件

連続鋸屋候風圧調査費の件、建材暴騰に関する対策研

究答申の件報告。建築講座の件。

8 月 防空演習参 加経費の件。床版規格統一に関し答申

の{ 午3 朝鮮建築会長 より創立15年記念建築展に付設計

図築等貸与の件。

9 月 防空演習参加経費支出の件。土留工法研究に付経

費支出の件。床版規格統一に付再度答申の件。13年度

会員名簿調整の件。出征会員留守宅宛」] : 面発送の件。

基礎研究会近畿支部事務所を併置願出の件。終身賛幼

員程事国藤郎氏より物品寄贈の件報告。

10月 応召会員留守宅書面の件。 13年度予算の件。会費

滞納者処置の件。支那事変空爆地へ派遣の件。鉄鋼工

作物築造許可規則運用に関する怠見容の件。

11月 支那事変戦死者表弔内規の件。関西理工団体連合

会の件。鉄鋼工作物築造許可規則に関し鉄筋鉄骨使用

数量調査の件。上海爆撃状況視察の件。住宅読本原稿

作成経費支出の件。支那事変戦死者弔状築の件。上海

視察費支出の件。学会、本会其他と工事請負規定に関

する連合委員会組織の件。

12月 災害強度委員会より地質調査迫力H予算ー要求の件。

同とより風圧調査に関する謝礼の件。 i 建築学研究」

予算の件。基礎研究会近畿支部事務取級の件報告。

昭和13年度

1 月 常設委員会委員、幹事会幹事決定の件。引継事項

検討の件。会議寄贈先及交換先整理の件。12年度剰余

金処分の件。時事問題研究の件。学会より木材制限規

則公布に関し建議の件報告。

2 月 電工溶接工技術検定試験方法比較実験写真焼付代

予算誇求の件。日本技術協会長よりメートルノ元制に

関し、会誌掲載依頼の件。時事問題研究の件。女子事
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務員職名統一の件。

3 丹 南京防空施設見学の件。 第 8版改訂市街地建築物

法令原稿作成に関 し具申の件。上海視察報告書。第 2

回全国都市美協議会へ提出の原稿の件。非常時立法措

置に関する連合委員会の件。会誌印刷請負契約の件。

時事問題研究の件。中支方面視察の人選の件。支那事

変聖戦博出品の件( 大阪朝日主催右博に本会指導、竹

中工務庖施工、支那防毒室模型を出品する惑になる〉

4 月 南京防空施設旅費の件。併室料値上の件。時事問

題研究の件。鉄鋼使用承芳票交附規定の件。鉄鋼使用

統制の件。鉄鋼使用統制委員会顧問依婦の件。建築団

体各代表者会合の件。建築工事請負規定改正要項案の

件。

5 月 建築各団体懇談会に出席旅費支出の件。第 2 回全

園都市美協議会出席委員並会費支出の件。満洲建築協

会外 3会連合大会に学会参加を書面勧誘の件。常務評

議員八木憲一氏、村井進氏辞任屈出の件。会費滞納者

処置の件。白浜実物住宅博の件。

6 月 第 6 回全国都市問題会議総会の件。処務細則 1 部

変更の件。陳列場経費支出の件。燈火管制用稽; 幕作成

の件。処務細則 1部変更の件。時事問題研究の件。

7 月 第 6 回全国都市問題会議総会の研究報告書提出並

経費請求の件。銅同業者と座談会開催の件。時車問題

研究の件。

8 月 非常時立法併置に関する連合委員会解散の件。神

戸方面災害調査費要求の件。ボーリング表地補原稿完

了に付千IJ 行要求の件。全国都市問題会議第 6 回総会の

件。日本ポルトラン ドセメント開業会主催コンク リー

ト専修講座後屡の件。写真版代値上の件。神戸市水害

復興資材展示会の件。建築技術者対策の件。国際代用

品大展覧会開催に付援助方申越しの件。全国都市問題

会議第 6 回総会出席者の件。ボーリング表増補刊行の

件。

9 月 建築技術者i l f ，: 給調整に関する学会より回答の件。

神戸水害調査報告並経費支出の件。14年度予算編成方

針の件。時事問題研究の件。石綿スレートの規格統ー

に関し工業品統一調査会より照会の件。時事研究問題

の件.

10月 14年度予算の件。評議員会、通常総会開催日の件

。普通賛助員中会員資格のある老に転格勧誘の件。建

築関係法規集録出版要求。建築法規 1 覧表作風報告及

印刷配布方の件。住宅読本作成に付予算: 組入方の件。

市街地建築物法令迫力日発行の件。学会より技術員紹介

に関するる委員会に出席の件。映画「愛の設計図」使

用期間延期申請の件。住宅読本原稿謄写刷費請求の件

。木材市場品寸法規格統一促進建訟の件。防審問題に

関する講演会開催要求の件。

11月 評議員並常務辞任申出の件。学会申越しの都市防



空防火講演会の件。全国都市問題会言論理車当選の件。

大工資格検定試験登録制度制定特別委員会設置の件。

学会 より 申越しの建築関係団体第 2 回座談会開催に就

き出席の件。土留支保工実測写真代要求の件。都市問

題会議出席報告並謝礼の件。新評議員会開催日の件。

昭 和14年度

1 月 委員会規定 1 部改正の件。各委員、幹事特設委員

の件。材料委員会より提出に係る建議案の件。引継事

項検討の件。食券発行の件。書記長任命の件( 初代大

和書記長) 常務分担の件報告。西谷書記慰労金募集の

件。理事辞任申出の件。? 吉設各委員幹事並特設委員依

嘱の件。未収入会費整理の件。

2 月 剰余金処分の件。竹中式潜函法映画観覧の件。市

街地建築物法令改訂出版の件。教化委員会より大工資

格検定試験制度に関する特別委員会設置方の件。

3 月 防毒問題講習会開催要求の件。会員主主種別を一種

とする件。山口県営繕課長より講師派遣依頼の件。給

仕採用の件。材料講演会出席の件。

4 月 全国都市問題会議14年度予算承認の件。関西産業

団体より入会勧誘の件。元評議員児玉広太郎氏呑料贈

呈の件。雑誌印刷請負継続の件。

5 月 災害強度委員( 臨時〉依婦の件。

クラブ室幹車長より申出の大会開催の件。

6 月 6 月例会( アルゼンテナ丸見学の件) 図書紹介方

依頼の件。

7 月 理事及常務各辞任の件。評議員会開催の件。都市

防空防火座談会の件。出征会員報告。設備委員会より

要求の講演会 7 月中開催の件( 8 月例会として開催)

1 月例会々員意見検討の件。 14年度第 1 回会計検査終

了。

8 月 徴用令適用者取扱の件。 15年度会員名簿調繋の件

。出征、入営、応徹、報告。

'9 Fl 小板書記退職手当の件。全国都市問題会議第 7 回

総会議題決定報告。片岡会長より図書寄贈の件報告。

雑誌発行策編続人名後変更の件。広告取扱事務分掌の

件。会員台帳様式変更並にカード函購入の件。

10月 学会より忠霊活設計図案に関する講演会共同主催

申出の件。 15年度予算編成の件。

11月 用材生産統制規則に関する講演会開催の件。籾則

1 部変更の件。学会より厚生施設展覧会共同主催申出

の件。忠霊塔講演会終了報告。木造建築統制規則に関

する講演会開催の件。新評議員会開催日の件。

昭 和15年度

1 月 委員会規定改訂の件。 15年度具体方針。会費其他

取立不能金補填整理の件。出征、入営、応徴者の未収

会費取扱の件。労務者住宅設計懸賞募集の件。 14年度

収支決算の件。 15年度版市街地建築物法令発刊の件。

集団住宅設計図懸賞募集の件。

静岡大火調査員派遣の件。 元常務八木盛= 氏逝去。

2 月 紀元26∞年記念事業委員会設置並委昌依嘱の件。

都市問題会議議題研究の件。

3 月 片岡会長渡欧歓送会開催の件。災害強度委員 より

作成発売の件。

5 月 建築と社会組方改正の件。全国都市美協議会提出

論文印刷の件。満塁葉支開発展後援の件。

6 月 建築に関する非常時法規解説刊行の件。

7 月 第 1 回会計検査報告。 回島応用化工K Kより物品

寄贈報告。全日本科学技術団体連合会加入の件。訪伊

使節回帰朝歓迎午餐会開催の件。本年度上半期の収支

実際と下半期予算の件。全国都市問題会議研究議題報

.&. .  

'"。

8 月 都市問題会議収支決算承認の件。都市問題会議出

席者決定の件。全日本技術団体連合会代表委員選任の

件。建設業協会より職工労銀、材料価格並指数寄贈の

件報告。出征、除隊者報告。給仕解拙採用の件。会長

より寄附金の件報告。全日本科学技術団体連合会発会

式出席報告。学会より防火改修建議案の件報告。

10月 重要都市に於ける建築物防火方策急施に関する建

議の件。委員会、幹事会等の報告原稿料支払の件。厚

生大医研究報告出席の件。元常務浦英之助氏逝去に付

香料の件。建築用物資配給協議会出席の件。クラブ室

大会開催の件報告。 19年度予算編成大綱方針の件。日

本建築文化展開催の件。会誌表紙変更の件。全国都市

問題会議. f J l 1 ! f l - 任期満了報告。出征除隊者報告。

11月 会費滞納者処置の件。全日本科学技術団体連合会

々費負担の件。材料委員会より木材価絡の発表並座談

会開催の件。排水装置築造内規を会誌に掲載の件。 26

00年記念事業委員会調査研究案。都市問題会議慈務局

より総会文献領布方申越の件。建築文イじ展経過報告。

軍需工業経営能率指導講習会終了報告。

12月 役員引継会、慰労会開催の件。建築文化反終了報

告。 15年度常務会引継事項の件。記念事業委員会経費

処置の件。禾収入金の内欠損補筑の件。

昭 和16年度

1 月 16年度実行予算編成の件。集金方法の件。クラブ

室門閉室時間改正の件。 15年度決算報告。大日本産業

報告会創立の件報告。日本技術協会より建訟の件報告

創立25周年記念事業単備。木材規格建議の件。建材協

定価絡調査の件。新体制委員会設置の件。 15年度実行

予算の件。引継事項倹討の件。

2 月 新体制委員会設置並 4 会連合会委員選出の件。 25

周年記念事業の件。企画院科学部長 より照会の件。本

年度実行予算の件。処務細則変更の件。 15年度会計検

査終了報告。評議員会提出議題並開催日の件。図書整

理並クラブ室一部模様替の件。中川村長 より北山丸太

に関する依頼の件。防空5震に関する展覧会に対 し、= *
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会より資料堤出の件。雑誌体裁変更の件。除隊者報告。

3 月， 評議員補欠選挙の件。 4 会連合新体制協議会に出

席の件。都市武装促進委員委嘱の件、農林省木材統制j

謀より建具材規絡倹討方依頼の件。陳列場幹事会 より

相談所設置具体案提出の件。雑誌印刷誇負の件。出征

、入営、応召、除隊者報告。都市武装促進幹事委嘱の

件。学会 と共同にて防空講演会開催の件。建具材規格

検討報告の件。

4 月 東京能率研究所より防空猿パンフレヲト出版願出

の件。函館今井百貨庖より防空壕資料開催に付指導依

頼の件。第一土地建築株式会社より防空壕展写真複写

方依頼の件。建築連合協議委員会第 1 回報告。評議員

会並臨時総会開催日の件。防空建築施設に関する講演

会を学会と共催の件。下関第一土地建築K Kより防空

壕展写真併用依頼の件。会員戦死に対し弔慰金贈供の

件。創立25年記念事業準備委員会設置の件。防空白藤展

終了報告。

5 月 防空建築施設講演会の件。学会長 よりメートル基

本実施建議の件報告。入営、出事E者報告。学会より用

材規格建議に付依頼の件。常務辞任、補選の件。

6 月 会費滞納者処置の件。

7 月 帝塚山学園より住宅展主催依頼の件。建築学研究

会 より同誌続刊の辞、会誌に掲載依頼の件。織本道三

郎氏より「デベル」に関する講演会開催依頼の件。 A

、B 、C に代る新クラブ設立の件。学会より住宅に関

すする建議に付援助依頼の件報告。第 4 回建築連合協

会経過報告。建築新体制に関する対策の件。建築標準

用語の件。記念事業経過報告。

8 月 25年記念事業鉾事会設置並幹事委婦の件。新体制

委員会各部会専門委員委嘱の件。 16年度第 1 回会計検

査終了報告。記念史編纂委員委嘱の件。記念事業の経

費要求の件。

9 月 記念誌編纂幹事会経費要求の件、会員名簿調整の

件。爆弾弾実験演習参加の件。国民貯蓄組合加入の件

。実爆演習調査委員委嘱の件。実爆演習参加経過報告

。 i 建築学研究」続fリ挨拶報告。住宅展設計図系人選

者報告。

10月 16年度予算大綱方針の件。後岡市より復興室域計

函! 懸賞募集規定会誌に掲載依頼の件。焼夷弾演習経過

報告。 17年度予算の件。住宅展に関し帝塚山学園と覚

書交換の件。元書記西谷節民香花料鶏呈の件。実爆演

習終了挨拶報告。

11月 自衛消防戦斗実験参加の件。建築連合協議委員会

より建議の件。名誉賛助員推薦の件。

12月 8 日米英に対し宣戦術告に付、会務運行の為緊急

常務会設置の件。諸会合時間の件。事務出勤時間繰上

の件。事務員宿直の件。全日 本科学技術団体連合会よ

り国難打開課題通知。静岡市長より懸賞募集につき再

度掲載申越の件。暗幕作成の件。石川県建築文化協会

設立の件報告。
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昭和17年度

1 月 評議員辞任の件0 ・法規発行の件。会費等欠損補環

の件。定款研究の件。16年度より中継事項検討の件。

防火改修展開催の件。団体生命保検知人の件。

2 月 記念事業振賛金処分の件。記念事業項目予算並委

員決定の件。

3 月 役員、委員会等会費の件。 4 会連合建築協議委員

会経費負担の件。新体制部会報告。会勢幹事会より会

員の福利施設に関する件。都市問題会議総会延期の件

報告。会計検査終了報告。

4 月 通信費値上りの件報告。附記念事業勘定申間報告

。雑誌印刷請負契約め件。南方建設に協力する懇談会

開催の件。元常務高橋栄治氏逝去香花料の件。会員よ

り建築訓練所開設に援助懇讃の件。

5 月 会旗調整の件。海軍大臣宛建議の件。学会招待吸

餐 会の件。法規抄纂発行の件。定款研究促進の件。海

軍技術応募の件報告。 井上副会長 より直蒲池厚生住宅

展セメント配給の件報告。

6 月 警防団及町内会費支出の件。学会申越に係るメ ー

トル法建議の件。耐火木材に係る懇談会開催の件。全

国都市問題会議総会開催の件。記念事業防空講演会 の。

件。建築必携出版委員別設の件。建築工業新体制要旨

建議の件報告。新駅前懸賞募集の件報告。

7 月 新体制第 5 部会案に対する協会意見取線の件。 17

年度第 1 回会計倹査報告。

8 月 神戸市に於ける防空講演会を兵庫建築協会と共催

の件。記念事業経過及収支決算報告。兵庫県建築協会

設立の件報告。翼政会より諮問に係る行政事務簡素の

件。新体制第 5 部会東京委員と懇談会開催の件。東海

支部設立申出の件。 17年度会員名簿調整の件。建築施

行組織再編成建議に関し、技術院より通知の件報告。

防火改修展終了報告。

9 月 クラブ室の件。空製防火安全装置発明の件。国立

公園協会の建議に関する件報告。

10月 会旗募集図案審査の件。木材公定価格に関する建

識の件。京都支部設立の件。 18年度予算編成並総会日

予定の件。学会対協会問題の件。評議員会開催の件。

日本ボルトラン ドセメント同業会よりセメ ν ト製主主牌

寄贈方申出の件報告。

11月 記念事業に関し 、評議員会並総会に報告の件。ク

ラプ室に関する件。会費滞納者処置の件。対学会問題

に関し耳元往理事、監事と懇談の件。建築新体制要綱建

訟の件。南方建築展、学会と共催の件。学会より建築

工養成に関する建議に付申越しの件報告。

12月 4 会連合協定の工事請負規定の件。学会、協会合

併問題協議委員の件。国庫債券鱗入の件。建築と防空

展、金沢市にて開催の件。終身賛助員名儀変更申越の

件。元評議員黒沢研氏逝去香花料の件。18年度常務会

に引継事項の件。



昭 和18年度

1 月 評議員会開催の件。陳列場 l 部変更利用の件。支

部設置問題の件。会費取立不能を補填の件。戦時市民

生活科学展賛助の件。学会との合併折衡委員会の件。

4 会連合請負規定委員会初会の件。片岡会長事業資金

の件。

2 月 合併問題協議会開催の件報告。木材統制に関する

委員会設置の件。合併問題に関する経費の件。 17年度

決算の件。 17年度剰余金並繰越金処分の件。建築協議

委員会より報告の件報告。合併問題協議会経過報告。

3 月 4 合連合請負規定改正の件。女性と往生活展開催

の件。両会合併問題の件。顧問弁護上委嘱の件。学会

長イ叶キ政一氏就任。

4 月 大阪市より市民町街展に資料貸与の件。学会申越

の 4 会連合工事務負規定再倹討委員選出の件。合併問

題経過報告。 17年度会計検査終了報告。

5 月 内務省防空局長より建築新体制確立に関し 、懇談

会開催の件。陳列場南側利用の件。会誌請負契約更新

の件。木材統制建議の件。学会合併問題経過報告。

6 月 町内会国債及増議申越の件。会員戦死に付弔慰金

贈与の件。朝鮮建築界より燥風によるグラス磁嬢実験

観覧方申越しの件報告。住友信託の会計検査報酬増額

の件は年 450円にて承認契約の件報告。

7 月 第 7 回両会協議会経過報告。学会より住宅用語に

関する報告。 18年度第 1 回会計検査終了報告。事務室

移転の件。戦力増強対策委員会、実業教育振興中央会

より申越の件。

8 月 今後の各行挙に関する件定歌研究の件。建築法規

発行の件報告。両会協議会その後の経過報告。事務室

集会室移転の件。集合室取級の件。在パンコック日本

文化会館建築設計図案懸賞募集の件。

8 月 4 会連合工事詩負規定調査委員長より成案報告の

件。職員徴用の件。

10月 19年度予算編成の件。大林組社長逝去の件。。

11月 19年度予算案の件。予算外支出合併( 問題の経費

) 処理の件。元役員平塚氏逝去に付香花料の件。科学

技術関係者業蹟調査の件。創立25年記念事業報告並完

結事業の分に限り決算報告の件。

12月 実業教育銀輿中央会より文部大臣宛答申の件報告

。セメント統制会よりセメント規格改正の件報告。元

副会長設楽貞雄氏並元評議員閣官官茂氏逝去の件。

昭 和19年度

1 月 学会との合併問題の件。帝塚山学園理事長より菖

務池住宅展に関する挨拶報告。大阪府建築課長より課

名致事事挨拶報告。元理事葛野壮一郎氏逝去の件。山口

正常務辞任申出の件。雑誌印刷費の件。引継車項検討

の件。

3 月 合併問題の件0 ，戦時企画委員会より要求の件。日

本建築士会より誇負規定定価改正方申越の件。記念事

業幹事委嘱の件。両会協議委員幹事委嘱の件。戦時企

画委員幹事委婦の件。建築工養成に関す' る委員幹事委

嘱の件。

4 月 建築に関する緊急研究題目の件。 I 建築と社会」

の件( 出版事業益備要綱に基き大阪府特高課の命に依

り廃刊屈提出の事。但し 3 月号は発行承認を求むる事〉

紡火改修促進に関する方策具申の件報告。雑誌統合間

間協議会の件。工事務負規定改正案の件。技術院より

建築用常用木材規格制定の件通知報告。

5 月 常務奈山正明氏応召辞任の件。雑誌統合協議会経

過報告。学会より雑誌統合問題に関する回答報告。

6 月 元評議員姫野氏逝去香花料の件。

7 月 長尾清一常務入営に付前后処置の件。

8 月 合併問題の件。陳列場廃止の件。事務室移転の件

。備品の部並「建築と社会」主主本整理の件。学会より

雑誌統合に関し謝意の件。常務会定例日変更の件。全

日本科学技術団連合会より学会協会機関紙整備打合要

領の件報告。

9 月 会員戦死者に弔慰金贈与の件。技術院企画部長よ

り日本標準規格送付の件報告。

10月 合併問題再検討の件。終身賛助員須賀藤五郎氏逝

去の件。事務室移転せぎるm: になりたる件報告。 20年

収支予算の件。当会戦時措置令設定の件。

11月 記念事業員十函の件懇談報告。

12月 職員厚生年金保険の件。

昭 和20年度

1 月 本年度常務会定例日の件。旧冬大阪府を経て提出

中の戦時指置令に関する経過報告。

2 月 19年度収支決算並剰余金処分の件。 20年度実行予

主主。本会定款戦時措置令申請の件報告。

3 月 学会との合併問題協議終了報告の件。技術院企画

部長より臨時標準規格送付の件報告。学会長( 内藤多

イ中氏) 当選報告通知。

4 月 戦災対策の件。 F震災会員取訟の件。事務室並備品

疎開の件。両会合併問題の件。

5 月 朝日ピル特設防護団費値上の件。 20年度第 2 回会

計検査終了報告。申請中の戦時措置令15 日付認可の内

報を受領報告。協会備品に対し、火災保険 5，( 削円申

込の件。 F震災会員に対する件は会費の 6 ヶ月分に相当

する額を決定報告。

6 月 常務岡田達弥氏逝去に付補欠の件。記念事業の件

7 月 元役員宮本長治氏逝去に付香花料贈供の件。墓務

員権災に際し見舞金支給の件。事務員に対し戦争保険

並火災保険加入の件。事務員宿直手当支給の件。

8 月 菅原顧問弁護士に薄謝並見舞金( 罷災〉贈呈の件

9 月 常務会開催回復旧の件( 月二回) 時局対策の件。

元副会長松本高象、元監事岡部顕則氏逝去に付寄花料

贈供の件。朝日ピルー事務所の件。
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10月 通常総会開催の件。 21年度収支予算編成の件( 会

費値とに依り収支バランスを採る)

11月，合併問題を根本的に再検討の件。集合室会員利用

の件。記念事業 勘定の件。評議員川勝健二氏戦死に付

肴

香料贈供の件。時局対策委員会より調査研究終了報告

の件( 取扱方理事に一任)

12月 特設委員会( 建築教育委員会並建築資材委員会)

設置の件。会報発行経営の件。元評議員小西一良氏死

去に付弔意の件。常務会引継事項の件。明年度初回常

務会日の件。事務員諸手当の件。事務員執務時間の件

昭 和21年度

1 月 全日本科学技術団体より連合軍司令部宛調書提出

依頼の件( 本会の現況報告) 引継事項検討の件。

2 月 復興住宅展後援の件。朝日ピルより伊室料値上申

越の件。合併問題に関し佐野委員長より通知の件( 延

期申込学会に通知)

3 月 評議員会議案の件。 i 建築と社会J 復刊の件。会

員中住所不詳者に照会の新聞広告の件。職員給与及処

務規程 1部改正の件。各会合に要する車馬賃の件。評

議員楠瀬徹氏逝去に付呑花料贈供の件。復興住宅展表

彰式挙行の件。20年度決算報告。

4 月 法人臨時財産申告の件。

ち 月 学長より「メートル法J 実施促進方に付協力要望

の件。学長より「建築と社会」用紙に関し回答の件。

日本設計監理統制組合関西支部より事務所併用依頼の

件 。 日本建築士会近畿支部より「大阪府建築士規則」

に関し、協力要望の件。片岡会長病気見舞の件。定款

改正委員会より改正案送附の件。故片岡会長慰霊祭)

26 日死去) 挙行の件。評議員会再度開催日並議案追加

の件。会長問題の件( 当分欠員副会長代行〕時局対策

委員会より建築行政建議の件。学会より片岡会長逝去

に付弔電。

司B 月 時局対策委員会建築行政部会提出の建議の件。片

同会長追悼座談会の件。 片岡家よりタイプライタ ー寄

贈に対する謝礼の件。 片岡会長告別式経費清算の件。

7 月 理事、会長補欠の件。評議員会開催の件。ヂ入金

返済の件。片岡会長追悼号発行の件。

: g月 改正定款前後処置の件。関西建築文佑連盟より申

入の件。元常務小) 11安一郎氏逝去香料の件。 出版幹事

会提案事項( 放片岡会長追悼号発行の件。〉 新名簿発

行の件。 i 建築と社会」復刊の件。 白木建設工業統制

組合より協力依頼の件( 建設省設置) 報告。時局対策

委員会行政部会より建議済の件報告。維持会員獲得法

立主将賛転格の件。!

9 月 名誉正会員推挙( 天沼俊一氏) 協会今后の活動

及率業の根本方針に付竹腰会長提案に依る建築関係、団

体と提携の事申合せたり 。建設省設置に関し学会より

通知の件報告。

10月 名誉正会員推挙の件。賛助員正会員に転格の件。
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「建築と社会」表紙図案募集の件。朝日ピル電話料r

併室料値上の件。協会事務所の件。支部並会勢幹事会

のf牛。

11月 名誉正会員推挙の件。全国都市問題会議総会に出

席の件。運営総会開催の件。大蔵省銀行局長より第 1

封鎖預金指定の件回答報告。

12月 再度総会開催の件。建築法に付公聴会開催の件。

「建築と社会J 発行の件。商工会議所入会の件。事務

員下半期賞与並昇給の件。細則 1部変更の件。22年度

予算案の件。 日本標準規格の件。建築法に関する特設

委員会設置の件。名誉正会員推挙の件( 伊藤忠太、清

水釘吉氏) 本会広告紙の{ 牛( 朝日 ・毎日 ・島琶の 1

社) 京都支部設立申出の件。22年度へ申継事項。事務

室移転( 朝日ピル 6 階) の件。元役員谷隆夫氏逝去、

香花料の件。関西経済連合会より本会を評議員に委嘱

の件。 i 建築と社会J 表紙図案審査の件。

昭和22年度

1 月 常務職員分掌の件。 引継事項検討の件。本年度事

業計画大綱の件。 i 建築と社会J 表紙図案審査の件。

2 月 会館建設の件〕進行促進) 事務室併室料値上の件

。経済連合会申越の件。21年度収支決算並不足金の件

。部会設置に関し、議構築の件。事務員給与に就て。

3 月 電話基本料値上の件。紙購入の件。建築会館建設

委員会設置の件。論文並設計図案募集の件( 懸賞) 学

会名称変更「日本建築学会J ( 2 月 1 日附) の件報告

。21年度会計検査報告。

4 月 京都支部創立総会開催の件。東海、中国支部問題

の件。 出版幹事会申出の件。 ( 便覧発行に付) 対外事

業促進に就いて。 日本建築設理協会設立の件。

5 月 京都支部予算の件。広島支部設立申出の件。委員

会その他規程検討並改正の件。協議会並部会規程作成

の件。故片岡会長 1 周忌の件。終身賛助員鴻池忠三郎

氏逝去の。本件年度事業計画に就て。会館建設委員会

中間報告。

6 月 管 工事部会より申出の件。都市復興展( 大阪市主

催) に出品の件。支部に就て( 連絡並取級に就いて)

日本建築学会支部設置懇談会の件。専務理事に西川氏

委嘱の件( 決定) 備品購入の件。常務会定例日変更(

第 2 木曜〉都市復興講演会経費要求の件。

7 月 会費値上其他増収問題の件( 正会員10円、準会員

5 円) 役員、委員等会合交通費改正の件。学会支部問

題の件。事務員給与賞与の件。朝日ピル A B C クラブ

会費の件。復興展委員委嘱の件。大阪建築復興会と復

興に関する座談会開催の件。会費値上実行の件。 関西

産業復興会議より申趣の件。建築工業新聞と「タイア

ザプ」の件。朝日ピル併室料値ヒの件。建築便覧発行

経過報告。建築会館委員会経過報告。

8 月 金融問題検討の件。 i 建築と社会」出版の件根本

的に検討。日本建設工業会解散同大阪支部より金20万



円寄附受領の件報告。広島支部事業の件報告。定款並

細則改正草案検討の件( 願問弁護士とも打合せ修正案

作成の上改めて附議する事)

9 月 兵庫支部設置の件。名誉正会員天沼俊一氏逝去の

件。役員、職員旅費規定並事務員早出居残、体日出動

手当改正の件。

10月 22年度通常総会開催の件。名簿調整に関し、指名

会員調整の件。維持会員募集並会費徴集。〉件。会館問

題経過報告。定款整備経過報告。

11月 改正定款並細則再倹討の件。評議員会並通常総会

開催の件。23年度収支予算の件。1 " " " 建築と社会」発刊

の件。電話料値上の件報告。

12月 評議員会開催の件。入会金実施期日の件 (23年 4

月 1 日より) 併室料値上の件。支部に関する件報告。

定款認可の件報告。

昭和23年度

1 月 通常総会開催の件。職員昇給の件。経済座談会開

催の件。近畿地方地震予防の件( 技術部に委員会設置

の事) 1 " " " 建築と社会」発刊の件。工業新聞社と契約の

件。 6 大都市建築部設置問題。建築界より政治面に進

出の事。

3 月 運営資金調達方の件。 会費改正の件( 倍額) 23年

度予算編成の件。評議員会開催 の件。展覧会経過報告

6 大都市建議事項報告。耐震問題報告。徳山市博覧会

の件報告。建築便覧、雑誌、発行経過報告。

4 月 役員任期決定の件( 初年度に限り任期 1 ヶ年の役

員互選となる) 理事会務分掌の件。西川常務理事辞任

後任の件。新旧役員事務引継の件。便覧売捌方の件。

便覧併入金の件報告。技術部会経過の件報告。1 " " " 建築

と社会」発行経過報告。建設院技術研究所より諮習会

案内の件報告。

ち月 会務引継の件報告。各種委員会設置の件。東京方

面連絡委員設置の件。上半期賞与並昇給の件。関西経

済連合会より部会所属決定依頼の件。主要府県建築部

設置に関し回答の件報告建築会館建設の件。( 大谷会

館一難波別院所属ー併入の件を進渉する事にす) 建築

士会近畿支部より申出の件( 鉄筋コンクリート等耐火

建築促進運動の発起人となられたし)

' 6月 4 会連合誇負規定改正委員選出の件。広島支部22

年度決算報告の件。和歌山会務委員会事業の件。会館

問題に就て報告。

2 月 建築工業新聞より申出の件。 日本学術会議会員承

認、並第 6 回分和十会出席の件。建築標準用語審議の件。

会計検査報酬値上の件。全国都市問題会議解散の件。

(  5 月 8 B) 兵庫副支部長岩尾氏見舞の件。福井地方

笈可調査講演会学会支部と共催の件報告。不燃都市建

設運動促進の件。東京連絡員設置の件。 4 会連合エ事

請負規定改正の件。建築会館問題、地震対策委員会経

過。大阪会勢並和歌山会勢委員会経過。主要都市建築

部設置問題の件。

8 月 会費値上の件。更生予算の件。大阪建設会館へ移転

準備及朝日ピル事務室運営の件。不燃佑運動参加の件。

京府支部申出の件。( 京都府に建築部設置遂動方依頼

の件) 建築技士制度の件( 学会長従滋に依る連合会出

席の事〕会計検査終了。建築部設置運動経過。雑誌発

行並便覧経過。一松建設大医西下に付懇談会開催の件

9 月 朝日ピル事務室併料の件。工業新聞とタイアヲプ

中止の件報告。便覧雑誌経過。建設大臣と懇談会経過

。学術会議委員会と請負規定改正の経過。

10月 卓上電話線購入の件。共同募金支出の件。住宅金

庫の件。支部長会議の件。建築設計鋭校執行規準検討

の件報告。用紙配給の事。本年度第 2 号「建築と社会

」印刷中の件。会報発行の件。不燃都市促進連合会の

件。 4 連合会誇負規定の襲。

11月 名誉正会員推挙の件( 消水一雄、内藤多イ中、波江

悌夫、松本儀八の四氏) 工学協連委員会入会の件。宮

脇監事福岡県建築部長へ栄転の件報告。元監事津田敏

雄氏逝去の件。新しい家具展開催。会員審査員の件。

建築技土問題会合の件。学術会議員推薦の件。第 4 回

セメントコンクリート懇談会の件。建材部会開催の件

12月 事務室 l 部移転並朝日ピル事務室の件。越年資金

の件。職員昇給並賞与の件。常務理事推l Wの件( 正会

員中沢試一郎氏を推薦し術書記長大和栄衛氏を常務理

主主に推薦し、事務局長に任ずる件、評議員会に承認を

求むる事)

昭 和24年度

1 月 中沢誠一郎氏常務理事に就任に付き挨拶あり。遜

常総会開催の件。朝日ピル併室料並敷金の件報告。建

設会館に分室設置の件。関西経済連合会評議員当選。

2 月 24年度予算編成の件。新評議員会開催の件。創立

記念日の件。支部長会議の件。住宅金庫設置促進の件

建設省主催展覧会、講習会の件。燃えない都市展応援

の件。報告。広島、九州支部出張経過。不燃都市住宅

金庫促進、雑誌 1 月号より毎月議行の件。

3 月 24年度収支予算の件。誇負規程委員会に上京出席

の件。不燃都市展後援の件。

4 月 各委員委嘱の件。春季大会並支部長会開催の件。

資料集覧発行の件。 23年収支決算並建築便覧決算の件

。申継事項倹討。常務理事の{ 牛( 中沢試一郎氏辞任申

出、術大和栄衛書記長を推挙、評議員会に諮る件。

5 月 願問推薦の件 ( 11氏) 評議員会、臨時総会開催の

件。春季大会並支部長会議経費の件。大阪商工会議所

に入会並関西経済連合会継続の件。

6 月 諸規定検討の件。地震対策委員会より経費要求の

件。財産目録承認の件。行政、災害、委員会設置の件。

支部地域及名称変更の件( 広島を中国に) 大阪建設会
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館併室契約の件。収支不足金を整理の件報告。大阪商

ヱ会議所に 5 月 1 日入会の件。日本建築士会創立35年

記念式に列席の件。春季大会終了並経費支出の件。近

畿地方災害救助対策協議会より会長に委員委嘱の件。

5 月26 日前片岡会長 3 年忌に参拝の件。

7 月 大阪府建築代理業審査委員推煎の件( 東畑鎌三氏

〉建築業審議会委員推薦の件。大阪日日新聞主催展に

出品方申越の件。大丸より「これからの住宅展J 関催

方申越の件。 23年度決算会計検査。

8 月 併室料値上の件。委員会委員委娠の件( 建材審査

委員設置) 事務局規定改正の件。代願人受験講習関会

催の件報告。事業委員会経過。主婦の経過24時間展。

これからの住宅展経過。教育委員会文化講座開く。 i

建築と社会J 8 月号より 1 日発行に切替へる。

9 月 細則 1部変更の件( 会費、入会金 l 部改正) 更生

予算の件。定款改正案懇談の件。事務局係長任命の件

。会員名簿認表の件。

10月 定款 1 部変更の件。建材審査委員会の件。 i 新し

い家具工芸展J 審査委員推薦の件。代願人講習会状況

報告。定款改正案決定の件。評議員会開催の件。会員

名簿調整の件。支部発展策に就て。新会員募集方策の

件。入札制度問題の件。学会長と会合の件。建設業審

議委員再推i Wの件。建築技術者の資格制度調査に付、

4 会連合委員会建議報告。言青負規定委員会経過報告。

12月 木村理事逝去の件。通常総会開催の件。建築基準

並同法案回答の件。事務室燦房の件。 4 会連合工事請

負規定の件。職員昇給賞与の件。建材審査経過報告。

昭 和25年 度

1 月 定款字句決定の件。 3 月30 日:創立記念日開催の件

。大丸展準備の件。入札制度の件( 特設委員会は設置

せず) 創立35年記念事業の件。

注月 展覧会並行政委員委嘱の件( 附経費の件) 10 日会

申越の件( 会長を願問に願度) 朝日ピル事務室の件。

ピニロンフィルム座談会後援の件。 25年度収支予算編

成の件。

3 月 初日ピル事務室の件。25年度収支予算編成の件。

役員中重任の件報告。定款変更認可の件。住宅展経過

創立記念日行事。雑誌取引高税の件。 4 会連合諮負規

定委員会経過。各支部動向。

4 月 l日理事会・ 事務所問題、決算、申継事項。新理

窓会… … 申継事項検討、理事分掌、理事会定員、委員

会構成、申継事項中の決算后の処理に就て。

5 月 部会構成の件。元理事大西幸七氏逝去補選の件。

和歌山支部設立申出の件。評議員会開催の件。名誉会

員池田実氏逝去の件。兵庫県施工業組合30年記念及事

務員反事に付祝意。 i 伸びる家」パソフレット発売の

件。各支部提出の予算決算、事業報告。

6 月 日本学術会議事務局申出の件( 学士院会員推薦の

f牛) 和歌山支部規程承認の件。近畿工業高校連盟 より
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申越の件。顧問推薦の件( 薮中一良) 名簿経過。公庫

、基準、工法案 6 月号掲載の件。 24年度決算会計検査

終了、以上報告。

7 月 理事辞任申出の件( 鈴木一季、長尾治一氏〉近畿建

築法規委員会特設の件。財産目録承認の件。決算の件

8 月 中央建築士審議会委員推粛の件( 束畑謙三氏〉災

害委員長申出の件( 不燃住宅建設促進会懇談会開催の

件) 教育委員長申出の件( 簡易耐火構造講習会開催の

件) 学会近畿支部長申越の件( 鉄筋コンクリート造学

校建築講習会後援依頼。決定処置方の件。中央建築士

審議会経過。併室料値上問題の件。

9 月 日本学術会議員候補推薦の件( 学会と共問、吉岡

享二、坂i治雄両氏を全国区候補に申合はせ) 風水害に

関する講演会開催の件( 学会、土木学会支部と本会 3

: : I f 主催、大毎後援の下に開催) 大林、鴻池両役員渡米

事故送会の件 (18日会催) 風水害対策共同講演会開催計

画の件。不燃都市促進に関する建議の件。

10月 建築士無考査問題の件。朝日ピル事務所運営の件

。セメント懇談会開催の件。評議員会開催の伶。大阪

府家具協同組合より新興家具工芸展に審査員推薦方申

越の件。竹際会長追放解除の件。大阪商工会議所議員

に市村、松村両氏当選挨拶の件。関西建材会結成式挙

行の件。建築新法令講演会開催の件。 25年度会員名簿

発行の件。本年度上半期に於ける収支状態の件。地袋

常識パンフレット刊行経過の件。桂、修学院両綾宮見

学の件。

12月 建築講習会開催の件。朝日ピル対策問題。ジェー

ン台風記録会誌に掲載の件。創立35年記念事業の件。

臨時評議員会開時の件。 i 建築と社会」誌定価改正の

件( 印円を剖円に) 大林副会長、鴻池理事帰朝歓迎の'

件報告。研究成果刊行費補助金申請書提出の件。神戸

市より建築部設置挨拶。

昭 和26年度

1 月 創立35年記念事業の件( 基金募集、会館建設問題

は別に委員会を設ける阜、事業内容は委員会で検討、

本案は 3 月の定時評議員会に附議の件) 通常総会開催

の件。弁上副会長逝去に付香料の件。大和常務理事病

気見舞金の件。

2 月 建築講習会経過。天理教東京会館建築設計懸賞主主

技の件。

3 月 定時評議員会開催の件。25年度決算の件。 26年度

収支予算編成方針の件。創立記念日催事の件。創立35

年事業発足の事。大阪市内路面敷使用問題の件。誇負

規定委員会解散の件。建築講習会終了の件報告。大阪

市長宛路面上仮設鐙橋設置許可要請の件。 26年度収支

予算案の件( 附記念事業予算案) 広告部事務嘱託員並

に外交事務嘱託解雇及不議事件の件。

4 月 25年度決算、同年度事業報告。新理車会へ申継事

項。誇負規定連合委員会経費負担並解散の件。



il 役 員 及 び 職 員 !

歴代会長、副会長の面影や、役職名、歴代評議員名等 ｉ ま紙面の都合上劉ｾした 。

f金

ｾｊ 立委員 片岡安、池田実、武田五一、波江悌夫、

設楽貞雄。

大正 6 年度 理事長片岡安、理事主吉地図突、理事編

集葛野壮一郎、武田五一、宗兵蔵、理事編集主記波

江悌夫、設楽貞絵、編集補佐藤四郎、本野精吾、須

藤真全。

大正 7年 度 理事長片岡安、理事主計池田実、理事繍

集野村一郎、武田五一、日 高 幹、瀬戸文吾、理事

記波江悌夫、松本高象、編集補伊藤正文、佐藤四郎

本田登、書記阿部顕則。

大正 8年度 理事長片岡安、理事主記宗兵蔵、理事線

集野村一郎、設楽貞雄、日高伴、理事主計舟矯喜一

松本高象、編集補波江悌夫、佐勝四郎、伊藤正文。

大正 9年度 理事長片岡安、理事主記宗兵蔵、理事編

集池田突、葛野壮一郎、吉井長七、理事主計舟矯喜

一、設楽貞雄、編集補波江悌夫、佐藤四郎。

大正 10年度 理事長葛野壮一郎、理事主記波江悌夫、

理事主計瀬戸文吾、理事編集横浜勉、小笠原釘、吉

井長七、池田突、吉木久吉、松本高象、平井三郎、

編集補佐藤四郎、副会頭片岡安 (28年 2 月就任) 。

大正 11年度 副会頭片岡安、理事長横浜勉、理事主記

内藤太郎、理事主計瀬戸文吾、理事編集竹腰健造、

中西甚作、野呂長四郎、小笠原銅、吉木久吉、松本

寓象、舟橋喜一、編集佐藤四郎。

大正 12年度 副会頭片岡安、理事長池田実、理事主記

内藤太郎、理事主計舟橋喜一、理事編集竹腰健造、

中西甚作、野E 長四郎、本田登、佐藤彰介、宮本金

七、設楽貞雄、園部文雄、宮本長治。

大正 13年度 副会頭片岡安、理事長池田実、理事主記

設楽貞雄、中沢誠一郎、今林彦太郎、理事主討中村

琢治郎、松本高象、理事編集本田登、佐藤彰美、本

国二郎、伊藤正文、田中綱、谷口係児。

大正 14年度 会頭片岡安、副会頭宗兵蔵、理事長松本

貝

高象、理事: 主記園部文雄、和田貞次郎、理事主計吉

井長七、渋谷五郎、理事編集伊藤正文、田中綱、古

塚正治、光安梶之助、中沢誠一郎、松本儀八。

大正15年度 会頭片岡安、副会頭宗兵蔵、理事長園部

文雄、理事主記和田貞治郎、小}I慎一郎、理事主計

渋谷五郎、須川|際太郎、理事編集古塚正治、光安梶

之助、池田谷久吉、八木幸次郎、酒井勇三郎。

昭和 2 年 度 理事会長片岡安、理事副会長宗兵緩、日

高1字、監事横浜勉、松本高象、常務主記坪井誠一、

極室重光、阪口芳三郎、常務主詐徳政金吾、吉井 長

七、谷民蔵、常務編集池田谷久吉、波江悌夫、野呂

長四郎、八木幸次郎。

昭和 3年度 理事会長片岡安、理事副会長宗兵蔵、野

村一郎、監事池田突、松本高象、常務主記横浜勉、

坪井誠一、和田貞次郎、常務主計吉井長七、浦英之

助、岡部顕則、常務編集波江悌夫、八木幸次郎、本

間乙彦、木村寛一。

昭和 4年度 理事会長片岡安、理事副会長宗兵蔵、 日

高幹、監事池田突、横浜勉、常務主記徳政金吾、常

務主記坪井誠一、波江悌夫、常務主計岡部顕則、吉

井長七、酒井勇三郎、山脇友三郎、常務編集池田谷

久昔、本間乙彦、松本儀八、古字国突。

昭和 5 年度 理事会長片岡安、理事副会長古字国突、

宗兵蔵、監事池田突、横浜勉、常務主記小川勝吉、

木村寛一、坪井誠一、常務主計岡部顕則、山脇友三

郎、吉井長七、常務編集高僑栄治、本間乙彦、松本

儀八、篠原太郎、徳政金吾。

昭和 6 年度 理事会長片岡安、理事副会長古字国突、

日高幹' 監事波江悌夫、光安梶之助、常務主記小川

陽吉、小}I 陸 一郎、阪弁米吉、松本儀八、森本藤吉

常務主計太原芳知、岡部顕則、徳、政金吾、常務編集

小西一良、高矯栄治、本間乙彦、村野藤吾。

昭和 7年度 理事会長片岡安、理事副会長池田実、武
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四五一、監事小笠原i局、津田故雄、常務主記伊藤宗

太郎、小川陽吉、大原芳知、鳥井信、富土岡重一、

常務主計岡部顕則、松井筒之助、呼子正、常務続殺

高橋栄治、中 山栄太郎、増田泊、森本藤吉。

昭和 8年度 理事副会長片岡安、理事副会長池田突、

竹腰健造 、監事Ｚｾ政金吾、松 室重光、常務主 記阪 口

芳三郎、鳥井信、内藤良雄、併野貞三、富士岡重一

常務主計浦英之助、清水栄二、八木盛二、常務編集

今林彦X 郎、高僑栄治、中村義雄、 郷田猷次郎。

留軍司 9 年度 理事会長片岡安、理事副会長葛野壮一郎

松室重光、常務古記今林彦太郎、井上福蔵、浦英之

助、中沢誠一郎、渡辺圭吾、常務主計消水栄二、鈴

木末尾、平塚鎗音、編集秋田喜代治、加藤善昔、新

名種夫、高橋栄治、監事: 岡部顕則、富士間重一。

昭和10年度 理事会長片岡安、理事: 雷除長武田五一、

松井貴太郎、監事阿部顕則、渋谷五郎、常務主記池

田宮彦、伊藤和夫、北垣熊之介、中沢誠一郎、保田

虎太郎、常務主計伊東宗太郎、清水栄二、谷隆夫、

常務編集岡田孝男、新名種夫、島田良磐、三浦谷史

昭和11年度 理事会長片岡安、理事副会長設楽貞雄、

安井武雄、監事津田故雄、松本高象、常務主記北垣

熊之介、阪口芳三郎、中沢被一郎、中西六郎、内藤

自一、常務主計加国安彦、作間日出生、消水栄二、

常務編集新名種夫、島田良啓、本多正道、三浦谷史

姻口甚吉。

昭和12年度 理事会長片岡安、理事副会長竹腰健造、

松本高象、監事富土岡章一、渡辺圭吾、常務主記井

上福様、小川陽吉、中沢誠一郎、中西六郎、樋口庚

太郎、常務古計加回安彦、治水栄二、中村義雄、常

務編集伊藤正文、新名種夫、姻口甚吉、吉田信武。

昭和13年度 理事会長片岡安、理事副会長竹腰健造、

中沢誠一郎、監事清水栄二、古車家正治、常務主記井

上福蔵、伊藤和夫、中西六郎、樋口辰雄、山手研吾

常務主計鈴木一幸、松井消之助、三浦茂、常務編輯

伊藤正文、郷口甚吉、八木悠一、吉田信武。

昭和14年度 理事会長片岡安、理事副会長竹腰健造、

中沢誠一郎、監事松本儀八、山脇友三郎、常務主記

桐本有者維、黒田茂、伴野貞三、三浦茂、薮中一良、

常務主計石川| 究三、久保田種音、松井清之助、常務

総集亀井幸次郎、常務編集新名種夫、棚僑諒、期日

甚吉。

昭和15年度 理事会長片岡安、理事副会長今林彦太郎

奴静雄、常務主記伊藤正文、北垣熊之助、玉置盛次

郎、三浦茂、薮中一郎、常務主計岩尾保街、柄本楠

雄、米倉威夫、監事井上福J歳、鈴木一幸、常務編集

亀井幸次郎、北)11正弥、棚僑諒、政岡基次。

昭和16年度 理事会長片岡安、・理事副会長井上新二、

今林彦太郎、監事鈴木一幸、松井清之助、常務主記
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池田富彦、北垣熊之介、玉置豊次郎、中西六郎、恋

中一良、常務主計柄本橋雄、芝田知室、松久保敬三

常務編集大下11賢三郎、岡田孝男、小林消、政岡基次

昭和17年度 理事会長片岡安、理事副会長井上新二、

竹腰促識、監禁池田宮彦、鈴木一幸、常務主記桐本

橋雄、 佐藤正次郎、中西六郎、西沢藤吉、常務主計

松久保敬三、薮中一良、小林三造、和田真治郎、常

務編集伊藤和夫、大下I1民三郎、小林清，錦田直一。

昭和18年度 理事長片岡安、関副会長竹腰係鑑、松本

儀八、監事鈴木一幸、池田宮彦、常務主記厳中一良

中西六郎、掘井啓治、柄本橋雄、佐藤正次郎、常務

主計松久保; 敬三、小林三造、西沢藤吉、常務編集小

林浩、大下JI質三郎、錦回直一、伊藤和夫。

昭和19年度 理事会長片岡安、理事副会長竹股飽誼、

松本儀八、監事池田富彦、松井清之助、常務主記景

山正問、佐藤正次郎、中西六郎、掘井啓治、E夜中一

郎、常務主計藤坂捨次郎、程久保敬三、三浦茂、常

務編集浅野新一、伊藤和夫、中野順次郎、矢田鉄蔵

昭和却年度 理事会長片岡安、理事副会長竹腰健造、

松本儀八、監事池田宮彦、松井清之助、常務主記厳

中一良、中西六郎、岩尾保街、佐藤正次郎、常務主

計三浦茂、松久保敬三、藤坂捨次郎、常務編集伊藤

和夫、中野順次郎、大下順三郎、矢田鉄電話。

昭和21年度 片岡安 ( 5 月逝去〉理事会長竹腰億鑑、

副会長松本儀八、池田富彦、監事宮脇階美、鈴木末

尾、常務主記薮中一良、中西六郎、t曽井敏克、長尾

治一、尾崎久助、常務主計三浦茂、藤坂捨次郎、矢

田鉄蔵、常務総集中野順次郎、生田五郎、中島喜平

松久保敬三、

昭和2 年度 理事会長竹腰健造、理事副会長銭高輝之

中西六郎、監事大村巳代治、妹尾一夫、理事主記浅

海治平、尾崎久助、木村克一、 鴻池藤一、百昔、垣正次

順質量豊治郎、東畑謙三、中島喜平、長尾消一、松村

雄吉、元吉見太郎、藤木正一、厳中一良、理事主計

岩尾保街、大林芳郎、世奪回藤郎、佐竹則益、菅谷三

郎、藤坂捨次郎、鳩井敏克、理事編集生田五郎、石

川純一郎、栗原信虎、城口亀吉、竹中錬一、中野順

次郎、野沢幸三郎、西山卯三、常務理事西川。

昭和23年度 理事会長竹腰健造、理事副会長井上新二

銭高輝之、監事: 宮脇晴美、妹尾一夫、理事主記浅海

治平、岩尾保街、尾崎ク晶、木村寛一、志垣正次、

須賀蛍次郎、恒岡俊行、野中駒市、羽原徳街、藤木

正一、松久保敬三、松村雄官、薮中一良、理事主計

佐竹則姦、菅谷三郎、鈴木一幸、辻徳三郎、東畑謙

三、理事編集青木友一、池田宮彦、大林芳郎、栗原

信虎、鴻池藤一、繊口亀吉、竹中錬一、中野'}I民次郎

西山卯三、都世1一。

昭和24年度 会長竹腰健造、副会長井上新二、大林芳



郎、( 理事主記〕青木友一、池田達雄、尾崎久助、大

下)1関三郎、木村克一、佐竹則姦、銭高輝之、奨耕作

西山卯三、羽原徳街、藤木正一、松浦勇太郎、松村

雄吉、浅海治平、菅谷三郎、鈴木一幸、辻徳三郎、

東畑謙三、 ( 理事編集〉 小川| 正、大西幸七、栗原信

虎、鴻池藤一、竹中錬一、中野順次郎、長尾消一、

併秀雄、星広文、 森忠一、妹尾一夫、吉田安三郎。

昭和25年 度 会長竹腰健造、副会長井上新二、大林芳

郎、( 理事主記〉浅沼猪之吉、尾崎久助、桐本楠雄、

佐竹則姦、銭高輝之、高僑廃夫、滝沢真弓、団野由

太郎、藤木正一、星広文、松村雄吉、山田文次、吉

田安三郎、( 理事主計) 大下)1賢三郎、栗原信虎、堤耕作

目垣太市郎、( 理事編集) 小川正、海崎喜美春、小林

治、鴻池藤一、白石博三、竹中錬一、伴秀雄、松浦

勇太郎、山本竜太郎、監事妹尾一夫、松久保敬三。

昭和26年度 会長竹j原健造、副会長大事本芳郎、東畑謙

三、( 理事主記〉浅沼猪之吉、池田達雄、桐本楠雄、

小林治、佐竹則姦、銭高輝才、中野順次郎、伴潔、

藤木正一、松村雄昔、山田文次、( 理事主計〕浅海沿

平、鴻池藤一、斉藤光夫、鈴木一幸、高橋慶夫、 岡

野由太郎、 日野勝好、吉田安三郎、( 理事: 編集) 岡田，

孝男、白石博三、滝沢真弓、竹中錬一、谷口筒武、

日垣市太郎、南長吉、山本竜太郎、( 監事〉松久保敬

三、山邑励二。

昭和27年 度 会長竹腰健造、副会長大林芳郎、東畑謙

三、( 理事主記) 青木友一、浅沼猪之吉、伊東五郎、

池田達雄、尾崎久助、佐藤太、須賀豊治郎、銭高輝

之竹内孝、中野順次郎、伴潔、藤木正一、松村雄吉守

( 理事主計〕浅海治平、鴻池藤一、斉藤光夫、鈴木一

率、日野勝好、政岡基次、村田経政、( 理事編集) 大

倉三郎岡田孝男、栗原信虎、竹中錬一、谷口倫武、

中村紙、南長官、山本武雄、( 監事) 山邑励二、吉岡

安三郎。

以 上

事 務 局 職 員

大正 6 年度 山本辰次郎。

大正 7年度 小谷信蔵、阿部顕貝I j ( 嘱託〕。

大正 8年 度 江村郊屯s ( 編集) 、越山遥( 会計) ( 嘱託)

武波泰、山崎万寿夫。

大正10年 度 江村郊邸、西谷節、山崎万寿夫、許可)[J 伊

佐、武波泰( 会言刊尉託〉。

大正11年度 江村郊郎、西谷節、大谷政様、三谷良造

山崎万寿夫、山田静否。

大正12年 度 江村郊師、西谷節、稲川伊佐、山田静吾

伊藤二世子、田村春松( 嘱託) 、大和栄街。

大正13年 度 江村安11郎、西谷節、消川伊佐、大和栄衛

伊藤二世子〈嘱託〉 、田村春怪( 蝿託) 、鷹取陽、薦

国夏次郎。

大正14年 度 江村郊r J i I l 、薦回夏次郎、西谷節、鷹取陽

大和栄街、田村春松、山口スエ。

大正15年 度 江村郁郎、関田夏次郎、西谷節、鷹取陽

大和栄街、山口スエ。

昭和 2 年 度 薦匝夏次郎、西谷節、鷹取! 場、大和栄衛

山口ス エ。

昭和 3 年 度 鷹田夏次郎、西谷節、鷹取陽、大和栄街

川崎虎之助、山口スエ、高谷 まさ、深町俊子。

昭和 4 年 度 西谷節、三宅保男、鷹取陽、高橋靖、大

和栄街、山口スエ、高谷まさ、深町俊子。

昭和 5年 度 西谷節、三宅保男、関取陽、高橋矯、 大

和栄街、 深町俊子、 土屋ふみ、 家鏑女授、 曽我佳:

音。

昭和 6年 度 西谷節、三宅保男J 鷹取場、大和栄街、

土屋ふみ、家鋪文枝、曽我佳音、南田鶴。

昭和 7年 度 西谷節、三宅保男、関取陽、大和栄街、ー

家鋪文枝、曽我佳音、南国鶴。

昭和 8年 度 西谷節、三宅保男、鷹取陽、大和栄街、

家鋪文枝、曽我佳音、南田鶴。

昭和 9年 度 西谷節、三保深男、大和栄街、南田鶴、

戸川弘、吉田仲子、小坂常男、山北保良li 、長沢発太

郎、栗本利 代、平本花子。

昭和10年 度 西谷節、大和栄衛、南田鶴、戸川弘、吉

田仲子、小坂常男、山北保郎、長沢発太郎、栗本利a

代、平木花子、積回志津子、井上常、中村サワ子、

井上喜美。

昭和11年 度 西谷節、大和栄街、戸川弘、吉田仲子、

小坂常男、山北保郎、長沢発太郎、栗本利代、平木

花子、 植田志淳子、 井上常、中村サワ子、井上喜

美。

昭和12年 度 西谷節、大和栄街、戸川弘、小坂常男、

山北保郎、長沢発太郎、栗本利代、平利E子、植呂

志津子、井上常、近藤寿賀子、渡辺繁子、大西拡子
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小田みゆ き、山本房江。

昭 和13年度 西谷節、大和栄街、戸JI I弘、 小坂常男、

植田志津子、 大西拡子、小田みゆき、山本房江、山

内潔7. l <、水野まさを、由江 ミネコ、 渡部文子、 西村

貴代恵、

i昭和14年度 大和栄街( 書記長) 、戸川|弘 ( 編集〉、小

坂常男、横田志津子、山内潔水、小野まさを、石田

雅美、林カグ子、小川|好江、 石原房子、 三島マス

ニι 。

昭和15年度 大和栄街、戸川弘、近藤スガ、小坂常男

石田雅美、山内潔7.1<、田畑辰五郎、代田静枝、藤井

精二、豊島悦子、松浦久子、 阿笥港、寺浦北奈子。

昭和16年度 大和栄街、近藤スガ、戸川弘、 石田雅美

山内潔7.1<、片木宇佐男、田畑辰五郎、代田静枝、藤

井精二、松浦久子、 竹内美代子、網島敏枝、豊岡種

子、福島貞子、山形憲一。

昭和17年度 大和栄街、近藤スガ、戸川弘、桜井芳藤

高林芳、小野正夫、浅倉、 、奥弘綱、成宮九一、阿

部香、永田チヨ子、杉本セ γ 、回スミエ、加藤、福

島貞子。

昭和18年度 大和栄街、近藤スガ、戸川弘、板井泰一

田中消子、福地来日子、東本、 柳谷久栄。

昭和19年度 大和栄街、近藤スガ、戸川 l弘、柳谷久栄

山下。

昭和却年度 大和栄街、戸川弘、柳谷久栄、勝田貞

子。

昭和21年度 大和栄街、戸川弘、柳谷久栄、勝田貞子

新閏英夫、祖川童文、徳光。

昭和22年度 大和栄街、戸JI 臥 、西)11理事、祖川童文

、新田英夫、徳光、柳谷久栄、九西。

昭和23年度 大和栄街、戸)11弘、新田英夫、祖)11童文

柳谷久栄、石本博、高原、 黒木、東出荷光、福永喜

。
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昭和24年度 大和栄衛( 常務理事 となる) 、 戸川弘、

新田英夫、福永喜一、 石本博、下河原、 川口美代子

岡野幸子、 森本、祖JII 章女、 東出清光、鶴谷、 (臨

時〉 中村千恵子、板井。

昭和25年度 大和栄街( 常務理事〉、 戸JI 臥〈庶務係

長〉、新田英夫( 会計係長〉、沖田誠一( 編集係長〉、

石本博、JII 口美代子、 岡野幸子、 東出消光、中村千

恵子、西回色次、児島育子。

昭和26年度 大和栄街( 常務理事) 、 戸川弘、沖田誠

一、安達英男、岡野幸子、 山田唯美、平木郁子、朝

倉純子、児島育子、( 広告〉東出、西国、吉田。

昭和27年度 ( 常務理事〉大和栄街、戸川弘、山田唯

美、岩下関正、鹿内武三、 ( 会計) 安達英男、平木

郁子、( 編集〉沖田誠一、朝倉純子、児島育子、〈広

告) 東出、吉田、( 集金〉宇都宮、安原。
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京 都支部 22. 4. 13 支部長大倉三郎

中国支部 22. 4. 17 11 藤 田 定 市

九州支部 22. 12. 4 11 宮 脇 晴 美

1524 

( 250)  

2038 

( 500)  

1573 

(811)  

1417  

( 501)  

1380 

( 547)  

1488 

( 615)  

1476 

( 611)  

5116 

4559 

3916 

4262 

4216 

4198 

4069 

55 

2255 251  

2078 236 

2344 

2363 

2258 

262 

248 

229 

2174 214 



i|財 政 状 況 l

創立当時は 1 ヶ年 1 千円内外の収支で、あったのが法人後、年 5 万円程度となり 、27年度に於て、経常 6 ω

万円、特別会計を含めば 1 千万円を突破している。筒歴年詳細記録や、グラフ、係数も記載の予定で・あった

が資斜不詳のものあり、紙面の都合で簡略し中間を省略した。

大正 6 年度

収入の部

会 費 ￥523. 50 寄附金 ￥149. 53

雑 誌 収 入 ￥596. 36 収入合計 ￥1，269. 39

支出の部

事務費 ￥215. 19 手当 ￥25. 00

事業費 ￥356. 17 雑誌、費￥1，076. 65

支 出 合 計 ￥1，673. 01 不 足 金 ￥403. 62

大正 7年度

収入の部

会 費 ￥1，704. 73 寄 附 金 ￥50. 00

雑 誌 収 入 ￥3，8p7. 66 収 入 合 計 ￥5，622. 39

支出の部

事 務 費 ￥380. 09 事業費 ￥1，お5. 84

手 当 ￥175. ∞雑誌、費￥6，948. 19

支出合計￥8，659. 12 不足 金 ￥3，036. 73

前年度不足額繰越金￥403. 62 言十￥3，440. 35

大正8年12月末現在

基金総額 (収入〉￥11，お4. 62 支出不詳

内 訳 既 収 寄 附 金 額 ￥11，125 ∞

利 子 ￥209. 62 合 計 ￥11，お4. 62

大正9年度決算 12月末現在

負債の部 (貸方〉 基 本 金 ￥16，9∞ . 00

利子勘定￥2，7∞ . 44 ￥31，037. 95 

事務所設備費寄附金￥2，584. 00

雑収入 ￥128. 50 合計 ￥254，167. 35

資産の部( 借方〉 雑誌保証金￥935. 00

王子製紙会社口恒一￥4，5∞. ∞

事務所設備費￥1，217. 88 江村安E邦 ￥50. 00

仮 払 金 ￥383. 60 振 替 貯 金 ￥76. 89 

銀 行 預 金 ￥15，558. 58

前年度繰越不足金￥2，441. 92

本年度不足金￥252. 85 合 計 ￥25，416. 73

大正 10年度

負債の部 (貸方〉 基本金￥ 21，800. ∞

寄 附 金 ￥3，218. 50 仮 受 金 ￥12. ∞

剰余金後期へ繰越￥2，405. 42

合 計 ￥27，436. 92

資産の部 (借方) 有 価 証 券 ￥4，500 ∞

雑誌、保証金 ￥935. 00 振替 貯 金 ￥716. 16  

銀行預 金 ￥16，713. 50 仮払金 ￥1，712. 63

56 

事務所設備費￥2，604. 63  未 収 入 金 ￥255. ∞

合 計 ￥27，436. 92

博覧会勘定貸方

寄 附 金 ￥32，5∞. 00 合 計 ￥33，500. 00

博 覧 会 勘 定 借 方 総 支 出 金 ￥7，462. 57

銀行預 金 ￥26，037. 43 合 計 ￥33，500. 00

昭和元年度

' 負債の音s (貸方) 基本金 ￥45，929. 95

足経過収入金￥463. 09

備品償却準備金￥159. 31

未収入補成準備金￥8. 09 

職員退職積立金￥2∞. 00 繰 越 金 ￥2，958. 07

仮 受 金 ￥59. 39 合 計 ￥49，777. 90 

資産の都 (借方〉 備 品 ￥3，803. 44

有 価 証 券 ￥13，1∞'. 00 保 証 金 ￥1，490. ∞

銀 行 預 金 ￥25，725. 82 振 替 貯 金 ￥516，94

現 金 ￥1，022. 83 未 収 入 金 ￥2，845. 60

経 常 設 ￥1，272. 87 仮 払 金 ￥40

合 計 ￥49，777. 90

繰越金処分 15年度経常費不足額 1，272，87 を存li 筑

￥889. 07とす。

残 高 ￥796. 13を次年度繰越金とす。

昭和 5 年度12 月末日現在

負債の音s (貸方〕

基 本 会 ￥47，0∞ ∞

職員退職手当準備金￥900. ∞

事業準備金￥1，106. 62

前年度繰越金￥2，717. 44

備品償却準備金￥1，449. 31

未経過収入金￥368. 02

経 常 費 ￥167. 32 未 払 金 ￥110. 20

合 計 ￥53，818. 91

資産の部 ( 借方〕

備品 ￥4，068. 54 未 収 入 金 ￥3，872. 54

仮 払 金 ￥1，353. 35 有 価 証 券 ￥13，039. 21

保証金 ｾ Ｑ ， Ｔ ＳＵＮ 00 銀 行 預 金 ￥28，598. 03.

振 替 貯 金 ￥850. 08 現 金 ￥602. 16 

合 計 ￥53，818. 91

昭和10年度12月末現在

負債の都 ( 貸方)

基 本 金 ￥44，5∞. ∞



事 業 準 備 金 ￥2，054. 25

前 年 度 繰 越 金 ￥2，120. 32

備品償却準備金￥32. 24

収入欠損補成準備金￥1. 03 仮 受 金 ￥1. 14  

吹 函 寄 附 金 ￥2，130. 00

未 経 過 収 入 金 ￥3，196. 02

未 払 金 事202. ∞ 収 支 勘 定 ￥1，891. 26

合 計 ￥56，128. 26

資産の部 ( 借方〉

備 品 ￥1，901. 53

未 収 入 金 ￥3，557. 37 仮 払 金 ￥812. ω

有価証券 ￥13，039. 21

保 証 金 ￥935. ∞

銀行預金￥ 30，310. 76

振替貯金 子1，635. 37

現金 ￥777. 94

建築法規発行勘定￥161. 15 

武 装 勘 定 ￥2，553. 67

近畿風水害費 ￥443. 66

合 計 ￥56，128. 26

昭和 15年度

負債の部 ( 貸方〉

基本金司 ｾＴＶ ， ＶＲＰＮＵＰ

戦負退職手当準備金￥2，450. ∞

副 業 準 備 金 ￥1，427. 32

前 年 度 繰 越 金 ￥187. 25

備品償却尊師日金司n ，495. 56

収入見積補損準備金￥112. 48

仮受金司r ; 10. 96 朝日夕ラプ勘定 ￥12. ∞

平岡会長司諜資金 ￥2，αぬ ∞

合計￥ 55，369. 35

資産の部 ( 借方)

備品 ￥3，428. 13 未収 入 金 ￥2，952. 86

仮払金 ￥980. 11

有価証券 ￥13，650. ∞

保 証 金 菩935. 00

銀行預金勘定 事28，4∞ . 88

振 替 貯 金 ￥2，752. 24

現 金 子お8. 91 

図長発行拶j 定 ￥126. 17

収 支 勘 定 ￥1，755. 05

合 計 ￥55，369. 35

一一一一，. . . . _ ，. …一一 … 、 . 、 、 、 、 、 、 一

貸 借 対 照 表 白昭和22年度一至昭和27年度

昭 和 二 十 二 年 決 算 報 告

昭 和 二 十 三 年 三 月 三 ト 一 日 現 在

方 | 勘 定 科 目 | 貸
借

方

3，96363 

基 本 金

職員退職手当準備金

事 業 準 伽 金

術 品

備 品 償 却 準 備 金
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12，71'7:10 

10，24000 

21，95100 

32，76281 

2，66285 

2，3562'7 

4，63'73'7 

14， '76321 

216，365.19  

24912 

42，501: 01 

8，880.00 

|震

未 収 入 金

収入欠損裕棋準備金

仮 払 金

有 価 笹 券

信 託 預 金

振 替 貯 金

当 座 預 金

現 金

特 別 当 座 預 金

使 覧 発 行 勘 定

創 立 二 五 年 紀 念 勘 定

郵 便 貯 金

前 年 度 不 足 金

敷 金

事 業 資 金

入 金

支 勘 定

10，00000 

10，01888 

2山 2956 I 合 計
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収 支 内 訳

借 科 目
| 貸

方 !

収 入 之 部

酌 Ml
会 資

雑 誌 ｾ ｬＱＮ＠ 入 90，80000 

雑 収 入 4，884 '78  i  

別 途 ｾ ｬＱＮ＠ 入 加， 40000 I  

支出之普{ i

22，48'7 68 高評 務 所 者t

63， '76000 会 議 雪量

303，94'7，'70  雑 誌 理量

181，51'798 司平 業 雪量

151，13' 140  弓午
務 事量

18'7， 194'50 諸 給 ，資

13，00000 準 傍 金

13，21439 予 備 雪主

10，01888 差 事l ｾｬＱＮ＠ 支

令 計 946，2'7553 
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昭 和 二 + 三 年 決 算 報 告

昭 和 二 十 四 年 三 月 三 十 一 日 現 在 収 支 内 訳

借 勘 定 科 目 方 借 科 百 方

基 本 金 47，67265 収 入 之 部

職 員 退 職 手 当 準 備 金 19，53000 

会 空主 1， 248， 87293 

事 業 準 備 金 1，42732 

雑 誌 収 入 609，36600 

22，91363 4甫
ロロロ

雑 ｾｬｬＺ＠ 入 11，02363 

備 品 償 却 準 備 金 3，54616 

後 援 会 主主 22，80000 

収 入 欠 損 補 填 準 備 金 90877 

7，21000 仮 払 金

支 出 之 部

21，95100 有 10Ii 言正 君主 81，45434 司王 務 所 事t

5，260，30 振 事事 貯 金 114，04995 会 令 主主

2，35627 =、ヰ， 
座 預 金 826. 41455 雑 誌 理主

2，77302 現 金 91. 46850 事 書長 塁聖

21，85595 特 別 当 座 預 金 411，00195 事 務 重量

創 立 二 五 年 記 念 勘 定 58，42294 395，91800 諸 給 星空

.514 72 童日 イ更 貯 金 11，00000 準 傍 金

町p

38，436 00 
敷 金 41，68900 予 備 致

事 業 資 金 200，00000 94，82109 支 部 経 雪量

32，482 13 
前 年 度 不 足 金

175，75482 
収 支 動 定

差 51  収 支 175，75482 

一 . 一 ，- -

331，50784 
A日 、

計 331，50784 2，067，81738 合 計 2， 067， 817 38 

昭 和 二 十 四 年 決 算 報 告

昭 和 二 十 五 年 三 万 三 十 一 日 現 在 収 支 内 訳

| 倍
勘 定 科 目 方 借 科 百 方

基 本 金 48，67265 

収 入 之 部

職 員 退 職 手 当 準 備 金 56，03000 

47，558' 63 備 品

会 要望 2， 481， 350'07 

備 品 償 却 準 備 金
6，54616 

払 27，55000 
未 金

雑 誌 収 入 1， 522，881'00 

幸世 収 入 44，905' 69 I  

47，058:13 仮 払 金

後 援 会 稜 62，000:00 

仮 受 金 12000 

20，351:00  ?信 価 言正 号事

14，000:00 定 期 預 金

8，280:77 振 替 貯 金

支 出 之 部

27，086:50 

詞、，

座 預 金 228，867:52 事 務 所 重量

1，633:53 現 金 136，363:17  会 i t  雪量

19，746:60 特 別 当 座 預 金

1・

1， 814， 410:10  雑 書a士C'  重量

名 簿 発 行 勘 定 106，90000 191，209'18 事: 業 愛

創 立 二 五 年 記 念 勘 定 58，42294 638，252 23 司王 務 5安

1，970:90 郵 使 貯 金 755，960:00 言者 給 聖堂

8，236，95 
前 年 度 不 足 金 53，000・00 準 備 金

79，112:50 敷 金 26，900;00 予 備 費

22，097: 00 支 部 預 ケ 金 275，08430  支 部 経 費

ー4・・

伸びト発る支行家費バ γ ブ レ ツ 2，80000 

8，909:74 収 勘 定

差 弓l 収 支 8，90974 

306，041: 75 メ匹L二E
計 306，04175 

メι L二者 計 4; 120，04650 
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昭 和 二 十 五 年 決 算 報 告

昭和二十六年三月三十一日現在

借 勘 定 科 目 方 借

基 本 金 47，67265 

職 員 退 職 手 当 準 備 金 94，18000 

事 業 準 備 金 41，27625 

56，28933 備 ロ'"ロ

備 品 償 却 準 備 金 8，06686 

収入欠損補填準備金 40，00000 

19，000，00 仮 払 金

仮
J二立t

金 8，00000 

70，00000 諸 準 備 引 当 預 金

51，73262 援 替 貯 金

474，990，09 ］、ｾ 座 預 金

13，17803 現 金
ーー

348，93380 

52，86600 

未 経 過 収 入 金 367，13900 

2，915，69540 

1，80131 特 別 当 座 預 金

630，734 50  

未 払 金 198，12360 

983，27000 

2，57800 創立三五年記念勘定

‘  

92，00000 

3，33293 軍部 使 貯 金

49，74500 

109，60400 事k 金

1，95205 本 年 度 収 支 勘 定

804，45836 令 計 804，45836 5， 073， 24470 

昭 和 二 十 六 年 決 算 報 告

昭和二十七年三月三十一日現在

借 方 | 勘 定 科 目 方 倍

.  
基 本 金 47，67265 

職員退職手当準備金 99，53680 

事 業 準 備 金 41，27625 

60，939:33 備 品

備 品 償 却 準 備 金 10，06686 

収入欠損補填準備金 40，00000 

62，858:00 仮 払 金

仮 受 金 3，860，00 

147，000，00 言 者 準 備 引 当 預 金

227，998，29 振 替 貯 金

527，65774 

38，945，19  
、司"  

座 預 金

58，30200 

17，2l 6:93 現 金

3，162，09800 

未 払 金 159，03300 

651，44170 

231，192，00 敷 金

1，227，90000 

1，952:05 前 年 度 収 支 勘 定

52，00000 

言背負規程頒布勘定 25，041: 00 

70，04000 

未 経 過 収 入 金 295，891:00 

本 年 度 収 支 勘 定 65，72423 

65，72423 

788，101:79 令 計 788，101:79  5，815，16367 

収 支 内 訳

科 目 方

収 入 之 部

会 費 3，057，441i36 

雑
き5也土、

収 入 1， 746， 098:00 

幸監 ｾｬＡＮ＠ 入 103，105，29 

後 援 会 費 138，000:00 

図 勢 収 入 26，648，00 

支 出 之 部

司平 務 所 雪量

会 議 望E

事
剖? 丙釜

雪量

司王 務 ー資

香昔 給 焚

準 備 雪量

予 備 唆

差 51 収 支 1，952: 05 

令 計 5，073，244'70 

収 支 内 訳

科 目 方

収 入 之 部

会 事量 3，175，741: 00 

産量 誌 収 入 2，374，260'00 

雑 収; 入 158，16267 

後 援 会 受 107，000'00 

支 出 之 部

事 務 所 空主

会 議 受

事 業 費

芸評 務 受

諸 給 受

準 備 重量

予 備 重量

差 51 収 支

令 計 5，815，16367 
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昭 和 二 + 七 年 決 算 報 告

唱和二十八年三月三十一日現在

1 借
方 | 勘 定 科 目 方 僑

基 本 金 47，672.65 

職 員 退 職 手 当 準 備 金 204，517:40  

.  
事 業 準 備 金 41，27625 

φ  

67，369.33 備 ロロロ

備 品 償 却 準 備 金 23，83904 

収入欠損補撲準備金 40，000.00 

2，400:00 ー仮
払 金

仮
φ  

受 金 28，532.00 

14，066:08 振 事事 貯 金

56，745:79 当 座 預 金

13，830:93 現 金
ーb  

611，087.00 

宋 払 金 140，01600 

54，44 { 00 

231， 192:00 敷 金

3，369，22550 

112，000:00 定 期 預 金

555，26400 

335，∞0;00 投 資 信 託 預 金

1，409，20000 

26，612:00 普 通 預 金

50，00000 

故日高E宇氏事業資金 2∞， 00000 

62，58000 

ー
未 経 過 収 入 金 186，76800 

78，24200 

150，000[00 未 収 入 金

本 年 度 収 支 勘 定 96，594.79 
96，59479 

1，009，216:13 合 計 1，009，21u.13 6，286，63729 

収 支 内 訳

科 目

収 入 之 部

会
受

雑
き診ま也、

収 入

雑 収 入

後 援 会 受

支 出 之害j ¥

司王
務 所 受

会 議 費

毒草 業 費

事 務 費

諸 給 受

2体 備 金

予 備 受

言者 賦 採 金

釜 事l 収 支

合 計

昭 和27年度特別会計 創 立35年記念事業勘定

貸 借 対 照 表 昭 和28年 3月31 日現在 収 支 明 細 表

借 方 11' 方

銀行預金 1，661，115. 00 . 仮 受 金 202，209. 00 

現金有高 91，686. 00 I  f刻版勘定 30，800. 00 

収支差引残高 1，519，792. 00

合 計 1， 7河5…2

強 < 1 憧穂号

i ・3勺 ソ ザ ド 康 11

予 り / } 又

フローリン rア

楓賞式［ａｾＮ 番

有任宛よ

目辺工業費限曾j!

収 入 支

後媛会費 3，343，100. 00 総 務 部

雑 収 入 44，644. 00 資 金 部

表 彰 部

祝 賀 部

講 演 部

見 学 部

出 版 部

住 宅 部

慰 霊 祭 部

予 備 費

合 計 計

方

.  

2，870，745.00 

2，732，550: ∞ 

551，342:29 

132，000:00 

6， 286， 637:29 

出

320，993. 00 

53，762. 00 

109，365. 00 

79，840. 00 

282，250. 00 

119，235. 00 

100，225. 00 

257，470. 00 

133，740. 00 

411，072. 00 

1，867，952. 0。

大 阪 市 西 区 江 戸 堀 上 通 一 丁 目 五 電 話 土 佐 堀@2 677・4471

収支差引残高 1，519，792. 00 
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11 寄 附 金 受 領 調 |;

創立当時; 主片岡会長外、寄附行為に依って賄われたものが多いが、それ以後も機に臨み、時に応じ、各極

基諜や経常費突破に援助されその事業や1制 T等の; 収支計算で パラ γ スされたものが多分にあり 、定等は寄付

金としての一段した記録がない。

ま互に掲載したものは主として雑誌記事から拾ったものが主で此外に多くの方々の芳名が洩れている事を御

詑び申上げる。

大正 6年度分 ￥149. 53 各所より受領内容調査資料

不詳

大正 8 年度分 本会終身賢助員寄附金

(￥1∞ ∞〉弁上国助。糸永文吉( 滋関製作所)

日本石綿鐙株式会社。東松工作所099: 島停妥。滝山源

三郎。辰己吉之助。多国孝〈浅野スレ ート K K)。野沢

幸三郎。山本辰五郎。小西祇吉。須賀首長五郎。

(￥125. 00) 桜セメ γ トK Ko ( ￥2∞ 0 0 - ￥3∞. ∞)  

石井定七。飯田忠三郎。原因金次郎。川島甚兵衛。中

川辰歳。熊取谷熊次郎。駒井嘉平街。有山福電郎。管

谷元治( 大阪燈房商会〕。 須賀盤: 次郎( 須賀商会。( ￥

5∞. 00)  池田勤務( 池田組〉。橋本科左衛門、浜題次

郎。徳政金吾Ｈｩ宵水組 ｊ 。大原忠 ｉｾ ( 大倉組〉。大阪窯業

株式会社。竹中藤左衛門( 竹中工務践) 。松尾和助。松

村雄吉( 松村組〉。鴻池忠三郎( 鴻池組〕。安族組大阪出

張所。木村篤三( 木村手心。白杉伯造( 大林組) 。銭高善

造( 銭高組) 0 (￥1，∞o ∞)  大高庄右衛門。合計￥

11，125 ∞ 

った正 9年度 新事務所設置設備費寄附者

( ￥1. 00- ￥5. ∞宛〉泉谷千秋、内藤菜、毛利泰三、大

村大道、中川弥八、中村昌三、秋吉鉄五郎、岡村徳一

郎、八尾徳太郎、森篤次郎、倉崎太三郎、吉岡与平次

高柳宗一、佐藤清八、小川久太郎、西岡道臣、鴻上佐

説、井上与左衛門、深尾義昌、松浦基二、内藤多{ 中、

中村角之介、伊民主宗太郎。 ( ￥10. ∞~￥30 ∞宛〉能

村知二、矢島一雄、岡部顕則、斉藤叉吉、前田武正、

山脇友三郎、平安お吉、宮崎三之介、木村梅次郎、金

刺森太郎、 山本潔、 荒木義夫、 荒木賢治、 黒獄事務

所、千秋正入、衛藤官。( ￥ 印 ∞- 1∞. ∞宛〉野沢幸

三郎、熊取谷熊次郎、主主野壮一郎、舟矯喜一、山本辰

五郎、有山福重郎、田中良補、管谷元吉、池田突、辰

巳吉之助、中川辰次郎、村井工業所、松尾和介、島田

良啓、片岡安、設楽貞雄、宗兵蔵、吉井長七。合計￥

1，816 ∞ 

電話( 北4291) 使用権 1個。

池田勧進、合名会社橋本科左衛門商居、株式会社大倉

土木組、株式会社大林組、合 名 会 社 竹中工務底、株

式 会 社 松 村 組、株 式 会 社 鴻 池 組、株 式 会 社 安 藤

組、株 式 会 社 木 村 組、合 資 会 社 前 水 組、合資会社

銭高組。

第 2 回 事務所殴備費寄附者

事 1. ∞宛 小林安太郎、山崎孝磨。￥3. ∞ ~￥5. ∞宛

河合五号、山本藤次郎、島熊平、i呼子正、渡辺態、田辺

満一、! 悠野松九郎。 考i.'I 10. 00宛 武 田 五 一、渋川彦街

国中弱。

事務所鮫備費其他の寄附収納 ( 第3回)

警 5. ∞宛 土 村 寿 吉、鹿村万吉。￥10. ∞宛 花 田 孝

二郎、谷本多喜御、山添繁蔵、須川康太郎、光安梶之

助 、 井上回助 、 阪井原吉 、 ｔｾ￭ ＧＷＮｫ栄二 、 原科準平 、 西原

衛生工業所、山本辰五郎、池谷仙太郎、佐藤彰美、久

保田敏売、吉田直三郎、岡本新次郎、谷民歳、坪井誠

一、椴減貝及株衣会社大阪営業所。￥100. 00宛 須 賀

鐙次郎~須賀藤五郎。累計￥2，188. 00 ￥1，000. 000 

無条件にて松村土佐吉。

事務所設備費寄附者 「第三国)

￥1.凶 ~￥5. 00宛 中村重芳、鈴木支五郎、大 倉 直 =

久米平蔵、消水隼人、積竹春雷、岩田丈一、足立弥一

郎、赤係忠隆、田中覚太郎。￥10 ∞ ~￥30. ∞宛 荻

原氏、小笠原銅、中村町一、徳政金吾、野呂長四郎、

小川安一郎、福永佐和音、瀬戸文吾、小体悉、瀬戸強

三郎、海i海E 綱、大原也 l進、海山拐、三郎。 :Y; 100. 00

! l ¥f 久山政吉。累計￥2，431 ∞ 小計￥243. 00 

事務所重量備重量その他 ( 第四国)

2. ∞~￥5. 00宛 桑 名 防 太 郎、日開栄太郎、西太儀

太。￥ ＱＰ Ｎ ＰＰＭ ￥ Ｒ ＰＮ ∞ 宛松本手ｾ象 、 糸永文吉 、 渡辺

節、長谷川玉一、矢田留軍平。￥50. 00宛木子七郎。

累計￥2，583 ∞ 小計￥152. 00

大正10年度事務所設備費寄附金 ( 第5回〉

￥1∞ ∞  河合法歳。 ￥50. 00 野村玄三郎。￥10. 00

~￥30. 00宛 波 江 悌 夫、中古事章、置塩章、大限貞昔、

吉木久昔、一井九平、長田炭次郎、森上浩郎、丹羽三

飢他 7 名。永瀬狂三、藤木正一、宮本金七、 岸平、斉

藤久孝、丹下敏行、 宮崎加平、木原駒作、西尾寛治、

東松孝時、松本米太郎。￥1. ∞~￥5 0 0宛 中川広、
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末広平作、薮中一良、木下守造、回代鶴吉、流百信夫

地 福男吉 、 上谷利夫 、 小 谷ｾ吉 、 田中定次郎 、 量豊田万

次、郡富太郎、辰巳常彦、青田忠時、長谷川正義、能

勢丑三、押鴨六郎、根岸元治、塚本隆治、天津英次、

森本藤吉、波突輩、徳永義治、小松男、千草謙、高岡

与三吉、武田吉太郎、内田孝才、高崎斉蔵、補問実、

高村経恭。 累計 ￥3，036. 50

大正11年住宅改造博覧会寄附者 ( 第一回)

￥5，000. ∞宛 阪 神 急 行 電 鉄、 日本土木、大林義雄、

片岡安、竹中藤右衛門、K K松村組、K K鴻池組、合

資 会 社 清 水 組。￥3，000. ∞宛 池田勤務、合名会社

橋本組、東京建築K K、合 資 会 社 銭 高 組。

￥2，000. 00宛 K K中島組、長瀬兵馬、浅野セメ γ ト

K K、K K安藤組大坂出張所、佐伯与之官、木村音右

衛門。￥1，0∞ 00宛 日本ペ イ γ ト製造K K、 日本エ

レベ ーター製造K K、 日本石綿盤製造K K、日本水道

衛生工事K K、豊国セメント K K、細野浜吉、米国貿

易会社、大阪窯業K K、大坂媛房商会管谷元吉、大

阪 電 気 商 会 管 谷 元 吉、片悶建築事務所、横河工務庖

K K大丸呉服庖、合資会社高田商会大坂支底、高島

屋呉服底大阪支底、合資会社 内外木工所、内海豊富松

久保閏種音、山本 組 山 本 辰 五 郎、松尾和助、有山福

重郎、浅野スレ ー トK K、作山鉄工所、K K三越呉服

庖大波支庖、須賀豊次Nr5。￥500. 00宛 東 洋 リ ノ リユ

ームK K、岡町住宅経営K K、葛野壮一郎、高砂工業

K K大型支出張所、合名会社 田中タイリ γ グ商会、熊

取谷熊次郎、合資会社矢崎大理石商居、浅海治平、

由多加織K K、森下新進、鈴木製作者。￥300. 00宛

石川屋岡本工務居、 日本電気K K大波支居、東! Aペイ

シト製造K K、大 野 正、葛城理三郎、淡陶K K支庖

中川反穣、宇野沢組ステイ γ ド硝子製作者、八尾竹治

郎、山谷洋家具合資会社、K K中 松 組 松 本 泰 輔、小

西兼音、K Kサグラ工業所、商工信託K K、品川白煉

瓦製造K K大阪支底、清水福太郎。￥250. 00宛 尾 張

慶尚ー居 中井栄三郎、合資会社河瀬商盾大阪支庖、

亀井商底、吉田鹿之助。￥200. 00宛 畑中秀次郎、K

K 原安商会大阪支底、布袋惣平、豊田首! ? 三郎、東洋電

業K K大阪支居、千奨喜イ℃治、沖電気K K、辰己吉之

助、野村玄之助、中島辰造、久保田国太郎、山県常吉

山 田 組 山 田 元 二、前田芳太郎、K Kあめりか屋大阪

出張所、木村松太郎。￥150. 00宛 小笠原銅、山本窯

業 商 唐 山 本 潔 。 ￥100. 00宛伊藤与三郎。伊藤源治

郎、泉吉次郎、石渡清太郎、浜本助三郎、 日本建築紙

K K工業大阪出張所、 日本鉛管製造K K大阪支底、東

洋|陶器K K、K K高島組、小川吉次、大阪珪藻土商会

喜多川孝経、K K奥田畑中石材共同販売所、岡本義獲

岡本音造、渡辺建築事務所、和井田商事K K、瓦 K K

亀谷関作、関西ペイ γ トK K、吉本伊兵衛、横浜勉、
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吉木久官、高松菊治郎、男野安治郎、内藤太郎、梅野

為吉、K K野口 組、矢野必太郎、八木清蔵、前回徳、投

桝谷軍吉、前島電気商会、福田捨松、藤原栄吉、小坂

井嘉八、合 資 会 社 栄 進 社、寺田久吉、赤田亀吉、青

木柴太郎、斉本義之助、佐村木勝吉、北端兵吉、北木

島石材 K K大阪出張所、三木一二、宮和一郎、道下房

吉、森川 琴、森上浩行、瀬戸文善。 ￥60. 00宛 長

谷部鋭昔、竹腰健造、中西甚作、野呂長四郎。

￥ 50 ∞宛 洞 野 助 市、久保田繁亮、栗田優校、前塚

勝三、松本政治郎、柴田四郎。 ￥30. 00宛 中島工作

所。 ￥10. ∞宛 伊 藤 宗 太 郎、小川| 安一郎、和田貞次

郎、長沢柴作、小林悉、小必静、荒川義夫。 ￥7. 回

大須賀厳。￥5. 00以下宛植竹春室、商j 内文二郎、藤沢

安太郎、田辺精一、石川寛三 ￥100. 00 森上浩行合

音「苦109，367. 50

住宅改造博覧会寄附者 ( 第2回〕

￥1，∞0. 00宛 大 分 セ メ シ ト K K大阪出張所。竹内金

庫底 ｊ ￥ ＳｯｯＮＰＰｾ ￥ ＶＰＰＮＰＰ 宛桜セメシ ト ｋｋ 、 日木

トラスコ γ 鋼鉄K K。真水三橋建築事務所。 ￥100. ∞

~￥2∞. ∞宛 荻 原 暖 房 工 務 所、上滝弁音、設楽建築

工務所、丹僑建築事務所、荻原貞一、 波江悌夫、松本

高象、木子建築事務所、木子七郎、新海建築事務所。

￥ ＳＰＮｯｯｾ ￥ ＵＰＮ ∞ 宛 日高降、河村育写真調整所。

￥15. 00以下 宛 福 島 緑芳、木村喜代松、大原芳知、

金 子 巴、前田武正、小西一良、小寺弥一、光安梶之

助、森正蔵、生野弥三郎、河盛益太郎、竹平弥一、中

川l弥八、古 川 袋、小山源次郎。 小計4，960. ∞ 累計

￥114，327. 50 

昭和 7年建築倶楽部室新政備品寄附金

￥500. 00宛 合 名 会 社 竹 中 組、K K大林組。 ￥200.

∞ ~￥300. 00宛 K K名古屋製陶所、東洋陶器K K、

K K銭高組、K K鴻池組、合 名 会 社 清 水 組、大倉土

木K K、東洋リノリユ ームK K、淡陶K K、大阪窯業

K K、大阪陶業K K、伊奈製陶K K、旭硝子K K、久

保田鉄工所。￥150. 00宛 日本ペイ γ トK K、医産放

熱器K K。￥100. 00宛 西 原 衛 生 工 業 所、大阪暖房商

会、建材社、浅野物産K K、 日本アスペノレト K K、松

尾鉄骨矯梁K K、新田ベニヤ盤造所、K K須賀商会、

奥村電気商会。

昭和 9年都市武装促進事業資金第 1回寄附者

￥2，000，00宛 大 林 組、合名会社竹中工務庖。

￥ Ｑ ， ＰＰＰＮＰＰ 片岡安。￥ Ｑ ∞ Ｎ ｯｯｾ ￥ ＲＰＰＮＰＰ 宛中山 一

太一、大阪陶業K K、田中盤締、無名代、安井武雄、

住 友 伸 銅鋼管 ｋｋ 。 ￥ ＳＰＮＰＰｾ ￥ ＵＰ Ｎ ∞ 宛例違製作所

須賀藤五郎、葛野荘一郎、弁上福竜宮、徳政金吾、橋本

勉、全国購買組合連合会、東洋陶器K K、岡本新次郎

野沢幸三郎、関西ベ イシト K K、阿部顕則、富七岡重

一、滞英之助、渡辺圭吾、潜水栄二、鈴木末尾、中沢



誠一郎、秋田喜代治、平塚鎗吉、新名種夫、今林彦太

郎、加藤善吉、高橋栄治。 ￥20. 00宛 ユエオ γ トレ

ーデイ γ グコシバニ { ￥10. 0以 下 宛 建 築 協 会 戦 員

一問、柳原義平、内藤多仲、米倉盛夫、新田 明、岩

田勝己、能村知二、鹿島彦三郎、佐々木源之助、泉谷

千秋、久保正音、守随二作、荒川義夫、柿本m治、村

田俊郎、野田義雄。 ￥100. 00 森下博。￥30. 00 松

浦丹平。￥20. 00 守谷商会大阪支居 ￥10. 00 有国

製陶所出張所。合計￥6，889. 00

都市武装促進事業資金

￥2，000. 00 大 阪 府 補 助 会 菩1，000. 00 宛大阪市補

助金、合 資 会 社 記I7.K組。￥500. 00宛 住 友 合 資 会 社

大阪瓦斯K K。￥300. 00宛 K K鴻池組、浪花電鉄協

会内。 ￥50. 00宛 阪 神 電 鉄K K、阪神急行電鉄K K

南海鉄道K K、大軌電鉄K K、京阪電鉄K K。￥25. 0

0宛阪和電鉄K K、大阪鉄道K K。￥3∞. ∞宛 大 倉

土木大阪出張所。 K K銭高組。￥200. 00宛 大阪署長業

K K。長谷部、竹阪建築事務所、K K大阪ピノレディジ

グ、K K松村組、K K大阪株式取引所。￥1∞. 00宛

池田銀J蔵、K K三和銀行、東洋リノリユ ームK K、山

脇支三郎、K K都ホテノレ、奥村宜兵衛、合 資 会 社 西

本組、K K鹿島組、安藤組大阪支j苫、 日本ペイシト K

K 、K K須賀商会、K K間組、松室重光、K K堂島ピ

ｊ レディシグ。￥ ＳＰ Ｎ ＰＰｾ ￥ Ｕ ＰＮＰＰ 宛小林林之助 、 富士

建築工業K K、関西土地!K K、三機工業K K、ライト

ラパ { 工業K K、武智政次郎、綴方l首将、 円本エレペ

{ タ - K K、三菱商事K K、日本楽器官」造K K、波江

悌夫、武田五一、小笠原銅、高松平太郎、平松鈎戸車

製造所、マノレエス工業 K K、合資会社栄進社大阪支

底、関城化学工業K K、西原衛生工業所、淡陶工業K

ｋ 、 烏井信 、粍ｾ 谷武節。｛￥ ＲＰＮ Ｎ ＰＰ 以 下 宛淡江 セー

ノレズK K 、矢僑大理石商会、森上浩行、今夏土地K K

榎 商底、 日本建築紙工大阪支居、山本窯業商居、オ

リエ' / ?l l レ製造所、日 本ドア { チエツグ製作所、東亜

ベイシト K K、能美商会、村上徽一、山 口儀三郎、石

川克三、大阪伊丹商会、松久保敬三、大谷金庫庖、寵

回定員長。￥5. ∞以下宛 伊藤宗太郎、西林岩助、光 安

梶之助、ヌド多正道、森本藤吉、山口成減、中西六郎、

高岡与三吉、武田経一、古字国災、三浦筒夫、正岡隆

一、精竹春電、戸塚真人、出正雄、島田良磐、棚僑

諒' 首都幸雄、山辺政吉。

大正10年 2 月よ り昭和13年12月迄在職18ヶ年、西谷議記

慰労金

第 1 回答附金 ￥981. 00 寄附者77名 昭 和14年 1 月

25日現在迄

第 2 回 答 附 金 ￥603. ∞ 寄附者97名 昭 和14年 2 月

末現在迄

第 3 回答附金 ￥487. 00 寄附者48 名 昭 和14年 3 月

分現在

総: 計￥2，071. ∞

向片岡会長が種々の事業や会合に際して行われた寄附

は数多いが何れも其都度の催しで収支されて いる ので

此処には消略した。

昭和 7 年片岡会長よりゼネグア出張の際￥1，000 萄業

資金寄附受領

昭和26年 片岡会長より欧米出張の際￥2，000 事業資金

寄附受領

日本建築協会創立25年記念事業寄附者芳名詞 ( 敬紘路、順序不同〉

￥25，0∞- ∞。大林組。￥15，0∞. 00宛 竹 中 工 務 庖 活 水

組。 ￥10，0∞ ∞ 宛 鴻 池 組 、 銭 高 組、大倉K K土木大

阪支庖、佐伯組。￥5，000. 00 松村組。￥3，000. 00宛

鹿島組大阪支底、藤木工務居、中島組、間組大阪支底、

西本組。￥2，500. ∞ 浅 沼 組 ￥2，000. 00宛 大 阪 橋 本

組、木村組、松尾橋梁。三機K K工業大阪支庖 ￥1，50 

0. 00宛 野沢幸三郎商庖、マノレケイ建築材料K K、西田

儀 太 郎 著1，000. 00宛 K K西怯組、東洋リノリユ ーム

K K、左雲脚J治郎、長谷部、竹腰建築事務所一問、安藤

組大阪支居、池田組、井上福磁、須賀商会、中村工務庖

大阪田島応用化工K K、駒井鉄工所、大阪窯業セメ シト

K K、国産放熱器K K、大阪窯業K K、高砂摩房工事:K

K  ￥7∞. ∞ 岡本工務底 ￥5∞ 00宛 戸 田 組 大 阪 支

庖 島際大阪支庖、中松組鉄工部、柄国商会、新工務底

西原衛生工業所、広島藤田組大阪営業所、大阪城口研究

所各 ￥3∞. 00宛不動建築株式会社、西林岩助、K K

小坂井組、岡本芳雄、村野建築事務所、山田工務底、朝

日工業所、東亜鉄工所、岩城ガラス、阪神築港K K、セ

メシト防水工業組合 ￥250. ∞ 勝呂総大阪支庖 ￥20 

0. 00宛 熊 取 谷 商 底 第 一 工 業K K、杉岡織江、斉藤久

孝、須賀藤五郎、東畑謙三建築事務所一問、森本組、芝

田工務庖、柴田組、 日本橋梁K K、関城化学工業K K大

阪支底、徳島合名会社大阪支庖、池田組大阪支庖、飯田

組、朝日乾電池K K、島田硝子製造所 ￥150. 00 日産

土木大阪支局 各￥1100. 00宛 市 村 兵 次 郎、林金房、

白石基礎工事大阪支底、 日本セメ γ ト防水剤製造所、日

本電建、藤田商会、 リ{ 〆ー建J;;1官官、河津商底、山脇友

三郎、海野浩太郎、村井毅、谷民蔵、奥村重兵衛、石川

寛三、活水釘吉、鈴木末尾、田中盤輔、小笹徳蔵、鈴木

一幸、秋田喜代治。￥50. ∞宛 河 村 茂、今林彦太郎、

山内津磨、井上新二、池田宮彦、津村芳三、潜水栄二。

￥25. 00 岩尾保街。 ￥30. 00宛 和田貞治郎殿外 7 名。
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￥ お ∞ 桐 本 楠 雅。各￥20. ∞ 宛 飯 田 賢次外27名 各

￥10. 00宛 小 林 久 男 外72名。￥14. ∞ 伴野貞三。各￥

7. ∞宛 浅 野 新 一 外 3 名 各￥6. ∞宛 荒 木 久 義 外 4

名。各￥5. ∞宛栗本重量夫外23名。各￥4. ∞宛 松 本 秀

雄外 7 名。各￥3. ∞宛吉本君事E妻、浜岡荒吉。各￥2. 00

宛 竹 内 さ く 外74名。

創 立35年 記 念事 業寄 附 者 芳 名 ( 敬紘賂順序不同〉

各￥1∞，( 削宛 大 林 組、竹中工務居。各￥80，( 削宛 近

量産電気萄業、須賀工業。各￥60，∞0宛 鴻池組、銭高組

松村組、消7水建設。各￥田，( 削宛大成建設、鹿島建設。

栗原工業、浅海電気、工藤電気、三機工業、大阪電気暖

房、建材社、田島応用化工、徳永硝子、野沢石綿セメシ

ト、日本 板硝子 、日 新工業 、東 洋リノｾ［ＱＮ ｟ ム 、 日建設

計工務。各￥40，0∞宛西松建設、浅沼組、間組。

各￥30，000宛 戸 田 組、鉄道建設、奥村組、藤木工務庖

;中央電気、ヤマト電気、東海電気、三菱電気、三発商会

昔話一工業、機工業、大阪電気暖房、桐困商会、朝日工業、

西原衛生、 大和工業、 斉久工業、東洋陶器、 旭硝子支

庖、淡陶支庖、関西ペイシト、大阪建築事務所、東畑建

築事務所、村野事務所。各￥却，∞0宛 大日放土木、島

藤建設、大鉄工業、安藤組、藤田組、栄車道商会、東洋洋

瓦、井上工材、久保商庖、皆笥嗣夫。各￥15，( 削宛 大

島応用化学、浅野スレ ー ト、朝日石綿スレ{ ト、盤城コ

シタリート 、石川事務所、渡辺圭吾事務所。各￥10，∞o

宛佐藤工業、新工務居、郷組、神崎組、森本組、三建

工業、長建組、中島組、熊谷組、近畿建設、不二建設、

あめりか屋、栗本建設、井上組、勝呂組、立花商会、清

水工業所、域口研究所、新晃工業、山田工業、やよひス

レート、 和田硝子、山本建材、内外土木、平田タイル、

室谷商居、奥村重兵衛、ケ γ トグ 、亀井、井上部夫、宇

都厚型、池田建材、山本窯業、玉置産業、原田商底、ナ

ニワスレート、大同鋳造、浪速建材、広瀬清三郎、小野

田セメシト、 青木照平、伊藤久治、織部道三郎、横河工務

倍、渡辺事務所、置塩事務所、安井建築、 ミラノ工務居

竹 腰 健 造 各 ￥9，( 削宛東洋スレ ート、 万年スレ ート、

宇都スレ{ ト、産業スレート。各￥5，000宛青盛建材、

ナニワ瓦、石井建材、大和工業、桑田ガラス 、安田レ {

J レ、丸尾建材、赤坂建材、中央商会、岩本工業、佐村木

南庖、立工産業、西林石材、大阪セメ ν ト工業、日本セ

メシト 、大仏組、中村多喜蔵、内田商会、 日本油脂、神

治屋、内外工業、豊中建材、) 11島織物、福島産建、小島

工業、 各￥4，( 削宛、極東スレ{ ト 、木下謹三、

各￥3，( 削 宛? 可野組、高岡建設、大阪防水建設、高野

アスフアノレト 、大阪古川商底、東京興業貿易、山東商会

旭化工板製造、新興建材、 二葉屋、 日垣本社、松本金物

大阪耐酸、ライト製作所、田辺工業有限、三高製作所、

和泉産業、中央建材、サ γ エス石菅、保園源三、島村佐
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治郎、藤岡正一、松田平田事務所、明和工務庖、竹中九

千i ' I支庖、鹿島九州支底、熊谷福井出張所、加藤建設、酒

井工務底、東畑謙三。 各￥2，( 削宛 中 道 組、東洋建設

大末組、赤松{彦、T Y防水、黒)11化学、大 田特殊建材、

中西経育、 明正社、 東建商会、 のこよし金物、石田建

材、大和商会、金| 剤商会、米谷セメ γ ト、三徳鋳工、大

仏建材 、谷本商底、irrJ 沢商行、矢僑大理石、三舟言葉業、

関西石材、ヨネダ建材、大和工業有限、 日本セメント防

水、各￥1，6∞- 1，000宛和田木材工芸、平山木工、浅

井美装加工、大阪コ γ ペス 、上谷製作所、1由指化工、東

亜製作所、依田商底、三好板硝子、関西砂利、桜物産、

小林建設、大阪土木工業、藤本工務庖、東和組、松岡組

大下JI贋三郎、川村周蔵、吉崎源三郎、伴潔、尾崎教一、

桐本楠雅、小笠原株光、鷲尾九郎、中沢誠一郎、元吉勇

太郎、滝邦一、佐藤太、姻口甚吉、伊藤正文、山口久五

郎、消7. K一雄、吉嶺誠丸、喜多村義雄、鈴木広好、岩佐

直則、内藤多イ中、飯塚源吉、赤江久寿彦、中村収次郎、

武田経一、 今林彦太郎、 宮地米蔵、 落藤藤吉、 貴志満

二、瀬村前二、布袋医雄、児島正積、栗林一馬、栂野正

春、山崎正一、島田正己、大橋武雄、薮本芳一、吉田信

武、吉川正一、鈎田直一、谷民蔵、後藤和太郎、/J 、笹徳

蔵、小崎修、宮崎三之助、高村勝、鈴木一率、岩田勝己

浜田理一、神谷新一、元木貞治、中野l順次郎、福田万亀

雄、野中駒市、竹内孝、吉田安三郎、伊藤五郎、岩本博

行、 岩崎甚大郎、栗本栄一、伊丹久吉、谷口筒武、藤坂

捨次郎、池田達雄、大林芳郎、山邑励二、問問孝男、岡

本全E号、日野勝好、滝沢真弓、弥屋毅一、A 口恒夫、星

広文、政間基次、伴秀雄、松本儀八、竹内成夫、川股源

兵衛、中村f問、小料柏、責閉そ六郎。 各￥1，( 削以下宛は

昭和27年度雑誌記載の通り。

昭和22年 8 月11 日 ￥2∞， 0∞ー∞

日本建設工業会より事業資金として受領

昭和28年 月 日 ￥200，∞0. 00

紋日高J J ' l ! 氏遺族より事業資会として受領

比外五 H会より朝日ピノレ事務所後援会費として現在毎月

￥6，0∞受領中。



;「一一両三記i

ガ十五年間に建議陳情申請した事項は相当数に上るが記録不祥のものが多い。此処に掲げたものは頁の都合

よ尤も簡略化し、発送先、建議、陳情、並申請するについての理由、主旨等簡略した。

ム 大 豆7年2Fl

内 閣 総 理 大 臣 伯 爵 寺 内 正 毅 殿

日本建築学会長、工学博士反野金吾。 日本建築士会

々長工学博士長野字平・冶。関西建築協会理事長

片 岡 安 。 都 市 協 会 幹 事 藤 原 俊 雄 。

.1::，. 都市建築主令調査会に関す る建議

意見' ; ! J ( 概略) 君主国重要都市に対し速かに建築法令

制定を希ひ其制度に関する調査会を設置するの要なるを

認め上記各会連合の決議を努らし、まをに建議す、願わく

ば清鑑を登れさせられ御採納あらんｾを切望の至りに勝

えず。

理由( 概略) 今后当然後る可き都市大火、震災、戦

争等に依る大破壊を思い、我関ｩ｛ｩＺｾｩｉＱｬ市の建築物の改

良、制限、統ーを以て都市の健全なる発遣を計る事の急

務を痛感するものである。故速かに我国の重要都市建築

条令公布を希ひ、其制定備当! I の為調査会設置の念要なる

を唱えるの所以なり。

ム 大正8年2月

内閣総理大臣 . 原 敬 殿

日本建築学会々長工学博士令弥、日本建築七会々

工 学 博 士 長 野 字 平 治 、 円 本 建 築 協 会 理 事 長 片 岡

安 、 都 市 協 会 幹 事 豚 原 俊 雄

ム 都市計画漆並に建築造実と陳情1

陳情書( 省略) 都市計画法並に建築法の制定に依り

設怪 ｬ のＱｬｩＺ要都市の改善せられん屯の定ｾｾなるを認め、上

記各会連合の決訟を斉し認に之を隙十，11す。

理由、都市発展は国力結! 巡の軍要なる基礎をなす、そ

の発展の為に之が対策を講ずるは経国の要務にして都市

利得の問題たるに止まらず、於に詰 ｲｾ 市 ｊ 十商法Ｉￌｦｚ建築法の

速かなる制定、実施を願ふものである。

A  大正10年 1月17日

大阪府知司王 池 除 時 和 殿

日本建築協会理事長 高野壮一郎

建築物法施行細則に関す る建議

建議! f - 日本建築協会は市街地建築物法施行令第拾四

条に依る建築吻の高さの最低限度を規定せら れ、速かに

実施せら れん翠を切望す。

理由( 省略) 欧米諸都市: m築吻の発達に鐙み、耐火

耐震、耐久建築物が要望される今回、土地利用を函策す

可き機運到来し、地区整理街路整屯と相倹ち高層建築

物を必要とする時代とな れ り、至宝に於て重要通路に面す

る建築物の丙さの最低限度を規定する事の必要は勿論に

して、之に於て速かなる実施を要望す。

ム 大正10年8月

大阪府知! J 池 松 時 和 殿

日 本 建 築 協 会 副 会 頭 工 学 博 士 片 向 安

市街地建築施行に関し仮般物建築許可の儀 に付建議

ＡＦおｾ 市街地建築物の建築工事に関し其の建築総に

接したる道路敷地上の空間に当該建築作業用仮設物( 露

合) の建設を許可せら れん事は最も必要なる事と認む。

以上本協会の決議に基きま互に仮建議候也。

理由( 省略) 従来に於ける御取級は建築工事に関す

る板図及通路敷地使用の範囲は僅かに三尺以内に限定せ

られし為作業上の動作に徳めて不便と不統ーを l蕊じ、之

が為屡々事故等有り 。 然て大阪府下市街地建築施行に闘

し仮設物建築許可の御取級を得度、ま主に建議書提出す。

ム 大正 12年 12月28日

当勝各大臣

復興院総主主 宛

日本建築協会副会頭工学時と 片 岡 安

帯都復興に関する建議

ＡｩｬｬｾＮｅｲＭ (省略) 円本建築協会は帝都復興に闘し、下

記号項を顧慮せられ速に適当の処置を採ら れん事ーを希望

す。

理由( 省略) 帝都復興に関しては園都百年の計を

樹て之を理想となすの必要あると共に其実施せんとする

には絶好の機会なりと確信す、放にま主に之を強 ｾｮ す。

ム 大正 14年 12年238

大阪府知干拝 中 川 望 殿

日 本 建 築 協 会 々 頭 工 学 博 七 片 岡 安

建築物構造強度計算の標準風圧力に就て建議

建議、!3。別3己理由に依り下記風圧力を以て建築物併進

強度計算の標準風圧力とせら れん車を希望す。

( 風圧力数字は省略す)

( 理由省略。大正拾五年 1 月 号 会 務 参 照 〉

ム 昭 和5年7月11 日

大阪府知事 柴 田 益 三 郎 殿

日 本 建 築 協 会 々 長 工 学 時 士 片 岡 安

大阪府劇場、寄席、観物場各取締規則j改正に付建議

当協会に於て大阪府劇場、寄席、観物場各取締規則に闘

し調査研究の結果下記の通改正の必要之有と存じま主に改

正意見を具し及建議候也。

下記( 省略) 現在大阪府劇場茶他奥行場に対する取
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締規則は其将軍造設備等に於て木造建築物を主限として制

定せら れた るものなる事は明かなる処にして、耐震耐火

構造の進歩せる今日に於てはilt の進速に伴ひ、根本的改

正 を加へ時代に適応 した る取締方法を鶏ぜ られん事を切

望する次第なり。

( 理由省路。昭和 5 年 7 月号参照〕

ム 昭和5年 11 月泊目

内務大臣 安 逮 謙 蔵 閣 下

日 本 建 築 協 会 々 長 工 学 博 士 片 岡 安

大阪都市計画第二次防火地区指定の件建議

大阪都市計画第二次防火地区の指定は大阪市の現状に鑑

み之が急務たるを認め当協会に於て調査研究の結果その

指定区域に関し別紙図面表示の成案を得たるを以て上及

建議候也。

理由( 省略) 現行防火地区は其の範囲狭少なる為、防

火の目的を達成せんには不徹底なるを免れず、速かに第

二次防火地区を指定し、都市防火の目的を達成する事は

最も重要且つ緊要なりと確信し、以上弦張す。( 図面建

議ES中)

ム 昭和6年2月3 日

大阪府知事 柴 田 善 三 郎 殿

日 本 建 築 協 会 々 長 工 学 博 士 片 岡 安

病院、産院取締規則改正のイ牛建議

現行私立病院規則は数十年前の制定に係り、現行世態に

沿わ' 2 るを認、め之が改正は最も急務なりとし、当協会に

於て研究審議の結果 同取締規則にして建訟の構造並に

設備に関する部分に対する改正の成案のものを得たるを

以てよ及建議候也。

理由省略( 昭和 6 年 3 月号参照)

ム 昭和6年3月30日

内務大臣 安 達 謙 蔵 閣 下

日 本 建 築 協 会 々 長 工 学 博 士 片 岡 安

市街地建築物法令及規則改正の付に付建議

市街地建築物法令施行規則の改正の集成り、近くその婆

諮問を発せ られん事を懇請するものなり。

( 意見及希望省略) ( 昭和 6 年 5 月号参照〉

ム 昭和6年 11月

内閣総 理 大 臣 男 爵 若 槻 礼 二 郎 殿

内務大臣 安 達 謙 夜 殿

大蔵大臣 弁 上 準 之 助 殿

日 本 建 築 協 会 々 長 工学博士 片 岡 安

建築職工夫失業救清に関する意見書

失業救済は我国目下緊急の社会事情たるは言を侯アこずー

然るに救済事業の多くは日雇労働者の救済に限ら れ、 熟

練工を主体として施行せらる可き建築工事は全く閑却せ

らるるの突陪にある車は憂慮に堪えず、建築工事関係熟

練工には其種類数百に分れ、 多年の日子と多大の努力に

依り養成されたるものにして、彼等全般を通しτ 失業者

続出する時には社会不安、思想悪化を醸成するのみか、

国家産業上一大損失たるを失わず、政府に於て斯かる窮

状打開の為方途を議ぜら れん事を要望す。

上総会決議に依り意見兵隊候也。

ム 昭和8年 11月17日

大 阪 市 長 法 学 博 士 関 ー 殿

日 本 建 築 協 会 々 長 工 学 博 士 片 岡 安

大阪市下水道計画施設に関する建議

大都市衛生施設の改善進歩に従い、特に高層建築部の使

用水量は予忽せ' 2 る驚く可き多量に上りつ》あり。然る

に大阪市に於ける下水道は従来雨水及諸用水の如きもの

の排水を基準とし計画施設せらるだるもの残存し 、E豪雨

到る毎に市の中心地例へば梅田舎娘崎瞥察前の如きに在

りては怨像に余りある状態なり。加ふるに高層建築物よ

りの多笠の排水を合流する場合は推して知るべきのみ。

新くの如きは市民負担の増大、交通の阻害、道路の堀盤

等への支障を生ずべし。先般都市計画として決定せる下

水道実施に対しては従来の施設の改良と、' 支流と雄も相

当多宜の排水に支障なき様万全を期せら れん事を切望す

るものなり。上及建議候也。

令せらるるやに聞く、関西に於ける建築関係者を以て組 ム 昭和6年5月初日

織せる我協会は設に昭和 2 年 2 月及 4 月当局に対し該法 大阪市長

規改正に関する意見希望を述ぺ其改正を促したり、今や 日本建築学協会々長

関 一 殿

片 岡 安

その気速に際会し調査研究の結果別記の通改正意見及希 土地区画整理地区に於 1: 1 ' る公園留保地に公園実施

望に関東し、併せて当局の改正案を提示し当協会に諮問 の件建議

せられん事を懇誘致候条、可然御詮儀有之度比設及建議 大阪都市計画として既に公園計画決定し、当局に於ては

候也。 着々その施行に努力せら れ、之が実施の暁には市民の保

理由( 省略〉 健衛生及教化に宅寄与する処大なるものある可〈実現のー

近年建築物の構造設備は自ら著しき進境を伴い従来の法 日も早からん惑を期して待ち居る次第に候、然し公園留

令及規則に付ても種々不便を生ずるを免れず。ままに当局 保地は必ずしも公園計画計にあらずして単なる指定に止

に於て同法規則改正の要を認められたるは絞も時宜を得 り公闘を設ける何等の強制j カもあるものにあらず、叉将

たるものと信ず、此の機に当り従来の警視庁、学会偏重 来に於ける其土地の維持管理に関しては何等の規定又は

を排し、意見を広く天下に求め、且つ関西建築界発展に 指示なく之が処分は紹合の権限に属するを以て土地広函，

長年尽力し、唯一の民間建築家の代表機関たる当協会へ 整理組合の解散に当り打算的立場より不当の処分をなさ
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んと計画中のものあるやに聞く、依って公園留保地を公

園計画地として確実性を有せしめるの緊要なると同時に

その土地を完全に公園として実現せしむるの方策を講ず

るは急務中の急務と確信す。 W1)J 御賢察の上適当なる措

置を講ぜら れん事を切望する次第に御座候

ム 昭 和7年 10月19日

内 閣 総 理 大 臣 子 爵 斎 藤 災 閣 下 。 大蔵大臣

高 橋 是 清 閣 下 男 爵 山 本 達 男 閣 下 。 外務大臣

伯爵内田康哉。 鉄道大臣三土忠造。 陸軍大臣

荒木貞夫閣下。 海 軍 大 臣 岡 田 啓 介 閣 下 。 文

部 大 臣 鳩 山 一 郎 閣 下 。 司 法 大 臣 小 山 松 吉 閣 下

。 逓 信 大 臣 南 弘 閣 下 。 商 工 大 臣 男 爵 中 島

久 万 吉 閣 下。 農 林 大 臣 後 藤 文 夫 閣 下 。 長石務大

医 永 井 竜 太 郎 関 下 。

日 本 建 築 学 会 々 長 工 学 博 士 大 熊 喜 邦

日 本 建 築 協 会 々 長 工 学 博 士 片 岡 安

各官庁司* 営織事業促進に関する陳情書

要旨。 建築関係失業者救済上焦眉の急を要する方策と

して各官庁司掌新規営繕事業の企画並に既定継続営繕事

業施行年度繰上等に依り全国に亘り建築を促進せられん

撃を望む。

町ム 昭 和7年10月21 目

内 閣 総 理 大 臣 子 爵 斎 藤 実 閣 下 。 内務大臣

男 爵 山 本 達 雄 閣 下 。 大 政 大 臣 高 橋 是 清 閣 下

。 逓 信 大 臣 南 弘 閣 下 。

日本 主 築 学 会 々 長 工 学 博 上 大 熊 菩 邦

住宅建築助成並不良住宅改良促進に関する陳情書

要旨。時局匡救並建築関係の失業者救済に焦眉の急を要

する方策として住宅資金の融通、都市の不良住宅地区改

善事業及遊漁村の不良住宅改善事業を促進せられん撃を

望む。

ム 昭 和7年 12月19日

内 務 大 臣 男爵 山 本 達 雄 閣 下

日 本 建 築 協 会 々 長 工 学 博 士 片 岡 安

百貨庖建築に関する建議

最近都市に於ける百貨庖は急速に発展し、共の建築は漸

次規模の大なるを緩い、日夜数万の，額客を包容し都市大

衆に最も密接なる関係に在る大機関たるに至れり、然る

に 本 年16 日帝都白木屋に於ける災害の報一度至るや全国

民を恐怖せしめたる事多大なるものあり。思うに此の種

建築物に対しては取締に関し、特殊の考慮を要するもの

なるを痛感す。須らく市街地建築物法令第14条に基き速

かに百貨庖建築の構造設備其他に関する特別規定の制定

あらん事を切望して止まず。上及建議候也。

ム 昭 和8年1月9日

内 務 大 臣 男 爵 山 本 達 雄 閣 下 。 大 阪 府 知 事 県

忍 閣 下 。 大 阪 市 長 法 学 博 士 関 ー 産 量 。

( 各通)

建 築 協 会 々 長 工 学 博 士 片 岡 安

大阪駅前整理事業に関する建議

大阪駅は大大阪の玄関として都市の相貌を印象する最も

重要なる位置に拘らず附近一帯は笑に名状すべからぎる

醜状を現出して交通繁激にして道路之に伴はず。建築物

は燦小醜悪にして都市の美観を損し、 1 日も現状の優に

放任するを許さｾるものあり。故に速かに之等の醜状を

矯正し交通の緩和を図り建築物の整理を行う可き改善施

設を為すの要を痛感す。上及建議候也。

ム 昭 和9年4月12日

北海道長官佐山イ言一星空

日 本 建 築 協 会 々 長 片 岡 安

函館市復興に関する建議

過去の災害の状況に鑑み防火地区等に相当厚みを有する

集図式訪火地区の必要なる翠極めて明瞭なり。と存じ、

之が復興計画に当りてはシビッグセンター及巾央商業地

区に対して数ヶ所の集団式防火地区を設定する! j J を以て

災害防備の骨子とせｾる可からずと存じ候。此段主主議候

也。

ム 昭 和9年9月18日

内閣総理大臣 岡田啓介 閣 下。 内務大臣後藤文虫色

閣下。 大依大臣藤井兵イ言閣下。 大阪府知事

県 忍 閣 下 。 大 阪 市 長 関 ー 殿 。 東京府知事

呑坂昌康閣下。 東 京 市 長 牛 塚 虎 造 殿 。 京都

府 知 事 斎 藤 宗 室 閣 下 。 神 奈 川 県 知 事 横 山 助 成

閣下。 兵 庫 県 知 事 白 様 竹 介 閣 下 。 愛知県知事

篠原英太郎閣下。 京 都 市 長 大 森 吉 五 郎 殿 。 横

浜 市 長 大 西 一 郎 段 。 神戸市長勝田銀次郎星空。

名 古 屋 市 長 大 岩 勇 夫 殿 。 ( 各 通 )

都市武装に関し防火防空建築物の普及促進に付建議

建議選: 現下の非常時に鑑み本協会に於てはJ慎重研究

の結果都市の武装に関し防火防空建築物の普及促進の上

下記具体的項目を実施せらるる事纏めて緊要なりと確

信するものにして速かに機宣の方策を樹立せら れん事を

切望す、上及建議候也。

1 、現行防火地区を拡大する $ 0 1 、防火地区に

於ける耐火建築促進の為、下記方法を実現する事。

イ、耐火建築物に対する補助金の交附 口、耐火建築

物に対する低利資金の融通 ノ¥耐火建築物に対する

家屋税の減額 ニ、耐火建築物に対する不動産、収得

税の減免。 ホ、防火地区完成を都市計画事業に依り

促進する事。

理由省略( 昭和 9 年10月号参照)

符上記の方々の他、総計2200通の本建議3 を添え夫々

実現に闘し援助方依頼したり。

ム 昭 和9年9月

大 阪 府 知 事 県 忍 閣 下 。 京 都 府 知 事 斎 藤 宣

宗 閣 下 。 兵 庫 県 知 事 白 根 竹 介 閣 下 。 ( 各 透 )
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日 本 建 築 協 会 々 長 片 岡 安

今回の近畿地方に於 l1 ' る大風水害・建築包Ijt裏の惨禍

に徴し特殊建築物に付下記の通り建議書 を提出せり

建議書、 近畿地方に於ける風水害の建築物倒簸の惨

禍に徴し、少くとも特派建築物に就ては斯かる被害を根

絶せしむるが為、下記方策を至急実施せらるるは極めて

緊要なりと信ず、上及建議候也。

ム

記、及理由省略( 昭和 9 年10月号 参 照 〕

昭和9年 10月20 日

内 閣 総 理 大 臣 岡 田 啓 介 閣 下 〈外26各通〕

日本建築協会々長 片 岡 安

大 阪 土 木 建 築 業 組 合 長 大 林 義 雄

副 組 合 長 銭 高 久 吉 有 山 福 重 郎

近畿風水害被害に付陳情書

今次近畿未含有の大風水害に図る惨容は京阪地方に於て

特に甚大なるもの有之強風に加ふるに海粛に基長けれ大阪

府に在りても共産業中継たる工業地一帯に亘る各種物資

生産機構に大打撃を議長りたるのみならず土木建築工作物

又倒綾浸水の災禍に遭いたるもの主主うるに主主なく為に多

数の人命を犠牲とし巨額の貨材を損失するに至り候事は

泊 に遺憾至極に有之痛嘆に堪えざる所に御座候。

刻下緊急事態に臨み擢災地域の我国産業上に占位する

重要注に鑑みその復興救済の促進に付別細見、情仕候事項

は又土木建築請負業者として焦居緊菜、復興j ; } J 成に資せ

られる可く絡別の御詮議を以て願意御採納賜り度偏に奉

懇願候、上、本組合理事会決議に依りま互に趨みて陳情仕

候也。

ム 年 月 日

議会へ提出

奥村安太郎、森下亀太郎、山本藤助、上回弥兵衛の

四代議士他多数の議員の賛助を得る。

「六大市制'持別市制速施に関する建議」

東京、大阪、京都、横浜、名古屋、神戸各市は帝国の所

謂大都市として近時商工業の発達と共に諸般の施設著し

き膨張を来して居るに拘らず市政は依然として諸都市と

同一制度下に置きたる為行政上、其他諸般函に於て煩雑

なるのみならず市政運用に多大の障害を来たすものと認

む。先に第43回議会に於て六大都市に対する特別市制に

関する建議案の大多数を以て通過したるに鑑み政府は速

に以上六大都市に対し特別市制を制定し市民の繁栄発達

の突を挙げられん事を望む。

現下の時局に鑑み都市防備に関し防火防空建築物の普及

促進方に就き J慎重研究の結果下記具体的項目を実施せら

るる事極めて緊要なりと確信するものにして速かに機宜

の方策を樹立せら れん事を切望す 、上記建議候也。

記 以 下 昭 和10年11月号参照

ム 昭和 12年 10月16日

政府並地方長官 184名に親展( 速達使で発送)

日 本 連 築 協 会 々 長 片 岡 安

ム

鉄鋼工作物築造許可規則運用に関する意見書

( 昭和12年11月号参照)

陳 情 書 ( 昭和12年12月 号 参 照 )

昭和12年 11 月4日

大 蔵 大 臣 賀 屋 典3Z 閣下。 商工大臣f -J野 信 次

閣下。( その他関係、当路に送附す)

日 本 建 築 協 会 々 長 片 岡 安

拝 啓 愈 々 御 抗!;i 直の段奉賀候。陳老今般臨時資金調整

法並鉄鋼工作物産造許可規則遂用に関し怠見書を提出致

候に就ては何卒御高覧の上何分の御高配を賜度此段得貴

意候 敬具

意見書 ( 昭和12年12月 号 参 照 )

ム 昭和15年 10月1日

内閣総理大臣以下、内務、商エ、大蔵、陸軍、海軍各

大臣閣下、並、企画院総裁、東部軍司令官、及西部率司

令官閣下。他、六大都市所在地府県知事及六大都市市長

主主要都市に於ける建築物の防火方策急施に関する建議

刻下の急追せる国際情勢に鑑み、防空上の見地より我国

重要都市に於ける建築物の防火方策就中下記事項は焦眉

の念務なりと確信す、依て速かに之が実施に関する方途

を言語せ. られんZ与を切望す。上及建議候也。

記。重要都市に於ける既存木造家屋の防火改修事業は

都市重要部の全般に亘り急速に之を完成せしむるの必要

あるも旬特に防火地区内に於ては木造建築物を撤去又は

改築せしめ諸統制法令の取級に特例を設け所要物資を優

先的に配給し、以て積局的に建築物の耐火併進化を促進

する事。

昭和15年度以後

A  昭和16年2月5日

農 林 大 臣 石 黒 忠 篤 閣 下 。 大 阪 府 知 事 三 辺 長.

治 閣 下 ( 各通)

日 本 建 築 協 会 々 長 工 学 博 士 片 岡 安

用材規格規程改正に関する建議

ム 昭和10年10月10日 昭和14年10月13 日付段林省告示第 367 号を以て御制定相

内閣総理大臣 岡田J啓介 閣下。 内 務 大 臣 後 藤 文 成候用材規格規程は種別複雑にして業者ー側並需要者側共

夫 閣 下 。 大 統 大 臣 高 橋 是 消 閣 下 。

日 本 建 築 協 会 々 長 片 岡 安

阪神防空演習に際し、防火防空建築物の普及促進に

関する建議

長室議

68 

に不便不砂之が改正方に付速に適当なる方策を議ぜられ

ん. l l J : を切望す。以上建議候也。

ム 昭和16年2月5日

大 阪 府 農 林 産 物 検 査 所 長 兵 藤 時 次 郎 殿

農林省山林局木材統制課長毛利主主ー殿



内務省計画局第二技術課長 中 沢 誠 一 郎 殿

大阪材木溜同業組合 円本袋林新聞社 ( 各通)

日 本 建 築 協 会 々 長 工 学 博 士 片 岡 安

設t啓 i窓々 御f ，' J 感ヨ密資上侠

E東者」見事適用中の用材規絡改正方にl羽し今般段林大臣並

大阪府知事に去すし別紙の通り建議占提出仕候にまtては 1

日も速かに上目的達成の為め何分の御高配相煩し度此段

御依願申上候 敬 具

ム 昭 和17年5月14日

海 軍 大 臣 嶋 田 繁 太 郎 閣 下

日 本 主 主 築 協 会 々 長 工 学 博 士 片 淘 安

建築技術者採用に関す る建議

今次南方連設共{ 也の為建築技術者多数要望せらるるに当

り本会; 主主務官庁よりの希望に応じ欣然之が目的達成に

協力し、本会員及一般に搬を飛ばし、日々相当数の応募

を受け夫々進達致しつつ有之候処、I 5 ! t 往に於ける徴用の

結果並現在御主乗用の条件等に鑑み当局の妥求を充たすに

は待選憾の点不少と被存候条下記な凡111: の通り此際速か

に法令の改克等を断行し、以て将来の募集に供へ進んで

超非常時国策に順応する方塗を講ぜられん王容を差益而建議

仕候叫

意見-Jf 官等報給に関する事項。勅任者採用に関す

る事項。技術者の能率地進を図り人的資源の節約の事。

ム 昭 和17年6月15日

文 部 大 臣 法 制 局 企 画 院 技 術 院

学会長内藤多イ中。 協 会 長 片 岡 安 。 士会長

中村イ云治。

建築施行組織の再編成に関する建議

下 J己三会に於ては昨年来建築連合協滋委員会を設け、時

局下建築界の体制問題に付研究中の処、建築工業新体制

察官の成案を得、邦家の為一日も速かに之が尖現を痛感

致候に就ては事情御資祭の上、何分の御M i 配を賜度右御

調を建議f上候。 要旨略

ム 昭 和17年 11 月26日

各 省 大 医 法 制 局 企 画 院 技 術 院

内 総 学 会 長 片 岡 協 会 長 中 村 上 会 長 横 河 業 会 長

建築新体制に関する建議

ム 昭 昭18年5月 日

日 本 建 築 協 会 々 長 工 学 博 士 片 岡 安

拝 啓 愈 々 御 消 穆 奉 賀 上 候

政 者 木 材 の 姿 給 調 整 に 闘 し 今 般 内 閣 農 林 商 工 陸 軍

海軍各大医並企画院総裁に対し別紙の通意見主脱出仕

候に就ては何卒右目的達成の為何分の御高配相賜度此段

御依頼申上候 敬 具

ム 昭 和18年5月 日

内閣総理大臣以下役林、商工、陸軍、海軍各大臣、企

画院総裁

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 々 長 工 学 博 士 片 岡 安

木材の需給調整に関する意見書

大東琵戦争完遂の為め必要なる軍関係産業生産鉱充物資

Tこる木材の増産に当りては当局の御懇心なる御指導の下

に適切なる方途を講ぜら れつつあるは誠に段す可き惑な

り。

ム 昭 和20年 12月

復 興 院 内 務 省 其 他 凋 係 方 面 宛

日 本 建 築 協 会 々 長 片 岡 安

時局対策に付下記要項建議 ( 建議写不詳)

住宅並復興建築。都市計画と法規。建築資材。建 築 の 込

速施行。技術家の取録。

ム 昭 和21年7月23日

内 務 大 臣 復 興 院 総 裁 其 他

社団法人 日本建築協会副会長松本後八

戦災都市復興並に重要建般事業に 関す る建般行政に

付建議

戦後最も重要且緊急を要する都市復興は先づ鐙築の復興

に在る。本会に於ては予て建築事業を総覧せら れる行政

面のどE り方に付臥重考案して来たがままに結論を得たので

その袈点を披温室し閣下の消鐙に供する。主幹に御採択を賜，

り適切迅速な方途を議ぜら れん惑を切に変、ふ次第である

以上越而建議す。

復興院設行政界に対する要望。 1 、中央及地方庁 に

於ける復興透設事業: @. 当餓組の明確化と強イじ。 1 、復

興匙築促進。 以 上 ・

ム 昭 和21年7月25日

社団法人 日本窪築協会副会長絵本後八

拝 啓 愈 々 御 消 鯵 奉 賀 上 候

陳者戦争都市復興並に霊喪主主設事業に関する建設行故に

付今般内務ス匡復興院稔裁其池に対し別紙の通り建議a

E提出仕侠に就ては何卒上目的達成の為何分の御前配を

賜度比段御依頼市上候 敬具。，

ム 昭 和23年2月 日

社団法人 日本建築協会々長 竹腰建造

主要都道府県建築部放置に関する建議

政府は地方自治法改正にい府以に於ける部伽J を限し実庇

せんとしているの之依ると府県には建築部地: 設けられぬ

事となる。本協会は本措置を経済復興促進上、遺憾とし

まH: 協会員の総怠に基き記の通り建議する。

記。 政府に於ては地方自治法を速急に再改正し 、主

要府県に建築部を設置し得る如き措置執る点。府県に於

ては次の措置を講ずる率。愛知県に於ける既設建築部は

之を存佳すると共に、北海道、京都府、大阪府、神奈川

県、兵庫県、広島県、福岡県に建築続設置す事。

ム 昭 和23年7月26臼

大 阪 府 知 事 赤 間 文 三 殿 。 副 知 事 大 塚 友 紀 山

村 庄 之 殿 。 総 務 部 長 大 森 通 考 Ji!i 。 土木部長
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ー鈴木健二殿ω 議 事 課 長 大 島 消 殿。

社団法人 日本建築協会々長竹腰建造。 社団法人

日本建築士会近畿支部長沿井貴太郎大阪土木建築

業 協 会 々 長 鴻 池 藤一

建築部般置建議

一都市復興の重要性に鑑み、 先に重要府県に建築部を設置

し得る様地方自治法の改正を要望 していました所、去る

国会に於て希望遠せら れ 9 月 1 日より改正地方自治法

が実施せ られ建築部設置可能となりました惑は御同箆に

地えぬと同時に之に付、格別の御尽力を賜勺ました三告に

対しては厚〈感謝し、敬意を表する次第であります。就

ては 8 月末日を以って建築省地方建築出張所が廃止せら

れ ますので 9 月 1 日より建築部が発足する様重ねて要望

するものであります。却 ち下記車項 を急速に実施せら れ

此の目的達成の為有終の美を為さ れん事を望みます。

記、 速かに府県に於て建築部設置に関する条令を制

定せら れん事を望みます。 以上建議します。

ム 昭 和23年9月泊目

社団法人 日本建築協会々長竹腰健造

同 日 本 建 築 士 会 近 畿 支 部 長 渡 辺 節

目本建築設計監理協会関西支部長松井貴太郎

大阪土木建築学協会々長 鴻池藤一

礼状

拝啓愈々御清祥此段皮質に存じます。際者下各等盆

に大阪府に建築部設置さ れんm- に建議いたしました所今

般その実施を見るに至り都市復興の為誌に快に堪えませ

ん。

事此処; こ至りたるに就ては貴下格別の御尽力の程を深

〈感謝と敬意を表する次第であります。支互に乍略儀i ! f 中

を以て御厚礼努御挨拶半上げます。

敬具

ム 且召和27年2月却目

日本建築学会々長伊藤滋。 日本建築協会々長

竹腰健造。 日本建築設計管理協会理事長 中村博冶。

全国建築業協会々長安藤消太郎。 都市不燃化同盟

会長高橋竜太郎。

防火建築事骨造成促進に関する陳情書

政府に於かれては都市の不燃化促進を図らんが為助成

策として首題の法案を準備せらるるやに見聞しますがそ

の速かなる実現と今後の増進を期待して止みません。

記、 防火建築帯の造成促進の為、同地帯内の被助成

建築物及補補しない耐火建築物は既存新築を問はず之等

に 対して地方自治体は固定資産税を木造並又はそれ以下

に経滅する措置を講せ. ら れる事。住宅金融公庫融資に依

る同地帯内の耐火建築物に対しても補助の対象とする事

助火建築帯造成促進の為、土地所有権並建築物の所有を

目的とする地上権者及賃併権者が公益に資する為助成

を受けて共同の耐火建築物を建築し様とする場合、それ

10 

に支障を与えるものに対しては土地収用を行 える措置を

議ぜら れる車。防火地域外に於ける学校、病院、公衛等

の公共建築物を不燃イじする為、之に対 し適切な助成方途

を速かに確立する事。 以土陳情致 しま す。

ム 昭 和27年4月158

社団法人 日本建築協会々長竹腰健造

主要都道府県建築部敵置に関する陳情書

拝 啓 益 々 御 消 栄 のmと御慶び申上げます。扱て最近

当局は行政機構改正の一環として地方自治法第 158 条規

定の改正を行う様準備中の趣でありますが、その案文に

依りますと都を除〈道府県の標準部中に「建築部」が揚

げら れないでE置かに同条第 2 及第 3項規定に依って予め

内閣総理大臣に協議の上、条例を以 て局部数を増加する

王善治: 出来る様になって居ります。( 中略) 当協会は多

年建築諸政策の立案実施に微力を致してきましたが貴下

に陳情して「主要道府県( 人口 250 万以上) J には建築

物を標準部として設置せら れる様何分の御高配を御願ひ

申上げる次第であります。 敬具

ム 昭 和27年5月1日

社団法人 円本建築協会々長竹腰建造

主要都道府県建築音s般置に関する陳情の件

拝 啓 際 者 4 月15 日附を以て御願い致しました標記の件

に関しましては格別の御配慮を煩して居ります事を厚く

御礼申上げます。何卒邦家の為一屑の御高配を賜り主要

都道府県に建築官官設置さ れ ます様重ねて御願い申上げま

す。 敬具 ( 追て前回提 if 陳情書 1干23年以来建築

部の設置されている現行の10都道府県とは「北海道、東

京、神奈川、愛知、京都、大阪、兵庫、広島、山口、福

岡、以上)

ム 昭 和27年8月14日

地 方 自 治 庁 長 官 岡 野 清 豪 殿

衆 議 院 議 長 林 譲 治 殿

社団法人 日本建築協会々長竹腰健造

礼 状

拝啓愈々御隆盛の段御悦ぴ申上げます。際者予而御審

議されて居りました地方自治法一部改正法案に就きまし

て先般御拝眉の上御高配を煩しました主要都道府県に建

築部を設置きれます様陳情致しました件。御蔭を持ちま

して此度衆議院並参議院に於て夫々設置の事に可決され

ました惑は邦家の為誠に皮質に増えない処であります。

此の結果を得ましたl j ' l : は備に貴職の格別な御尽力と御高

配の賜と衷心より感謝申上げます。今後とも建築行政に

就きまして一層御支媛賜ります様御願い致します。まEに

乍略儀容中を以って御厚礼努々御盤拶申上げます。



il 「建 築 と 社 会 」 変 遷 li

表紙図案の変遷を写真にする構想であったが実現に至らなかった。

大 正 6年 9 月15 日 「関西建築協会雑誌」として第 1

巻 第 1 号の創刊を見たり。菊判縦組、 1 部30銭也。

大正 8 年 2 月 「日本建築協会雑誌」として第 2 巻第 1

号を以て改題す。

大正 9 年 1 月 「建築と社会」として第 3 巻第 l 号を以

て誌名を更新。 1 部50銭に改正。

大 正12年 6 月 定価75銭に改正、内容充実を計る。

大正14年 1 月 紙面の拡張を断行菊倍判となす( 四六倍

判) 。

昭 和 4 年 2 月 定価を50銭に価下げ。

昭和 7 年 7 月 左横組を実施( 15年記念) 。

昭和19年 3 月 政府に於ては此の時局に鑑み物資の戦力

えの集結、国民最低限生活の保持に一切を挙げて凝集

方策の下に我が「建築と社会」も出版事業整備要綱に

基いて一時発行の停止を命せ. ら れ建築学会機関雑誌「

建築雑誌」に統合を慾惣されるに至ったので 3 月号を

以て終刊とした。本協会としては「建築と社会」に代

って随時「会報」を発行し会員諸氏との連絡に万遺憾

なきょうした。終刊時定価55銭。

第 3 種郵便の件。 ( 不詳)

旬 和22年 1 月 再刊第 l 号として再出発。 定価10円。

'昭和23年 1 月 定価20円値上。

昭和23年 7 月 "  40円。

昭和24年 3 月 第三種郵便認可。

昭和24年10月 定価60円。 ( 会費改正と同時に)

同 26年 1 月 "  80円。 ( 定価会費と同額とする)

表紙の変遼 ( 各図案真凸版にしたいが乍遺憾

割愛した)

大正 6 年 9 月15 日本誌創立以来今日迄の変遷を表紙に求

むれば最も興味深い美と活路の歴史を展開す。

大正 6 年 9 月- 7 年12月「花鳥を模様化」せるも毎号に

原色による効果を挙げた。

大正 8 年 1 月- 1 2月「女神の立像」の表紙を用う 。

大正 9 年 1 月- 1 2月 「パンガロのある風景」の図案風

のもので毎号色調の変イじを見せたり 。

大正10年 1 月- 1 1年12月 「門」の図案の上に中央にコロ

タイプ美術印刷による各カヲト絵を張付けしたもの。

大正12年 1 月- 12月 表紙に色版風景画( 2 月 号 模 待

風防火宣伝号の文字あり 10月号関東大震災の文字白

抜) 。

大正13年 1 月- 1 2月 窓より見たるピルの風景。

大正14年 1 月- 6 月 懸賞当選作、 ピルのメカニズム。

大正14年 7 月- 1 2月 i A J の構成図、中央に印昂1

I

。

大正15年 1 月 ニューヨーク市街高層ピルの一部フオー

ト。

大正15年 2 月- 6 月 黒、白、責によるモンタ ージ ュ

昭和 2 年 1 月- 1 2月 建物入口構成図

同 3 年 1 月- 6 月 赤原色に黒枠 3 線

同 3 年 7 月- 12月 備隊写真、ホール写真、ピルの写

真 。 ( 10月号建築知識普及博覧会特輯号白抜)

昭和 4 年 1 月- 1 2舟 ( 鳳議の模様、安政震災図、カッ

フエの写真、都市美観、林泉と庭園、照明と暖房と衛

生、其他各種建築物〉。

以上表紙の中央に内容を紹介す。

昭和 5 年 1 月 グレーンより見た大都市

同 2 月- 1 2月 黒、由、金線による檎成図。

昭和 6 年 1 月 二色刷建築図

同 2 月- 1 2月 佳作図案取入れる。

昭和 7 年 1 月- 1 2月 賀原色刷。

昭和 8年 1 月- 1 2月 線の交錯図案。

昭和 9 年 1 月- 6 月 燈と黒二色刷。

同 7 月- 12月 「空襲と火災」構成図。

若手育に水色二色刷。

昭和10年 l 月- 1 2月 懸賞 l 等当選作図案。

昭和11年 1 月- 1 2月 懸賞 2 等当選作図案

昭和12年 1 月- 1 2月 懸賞 l 等当選作青と白の配色によ

る図案。

昭和13年 1 月- 1 2月 1 等当選作図案

昭和14年 1 月- 1 2月 白と青との配色にする。図案。

昭和15年 1 月- 1 2月 震災写真、四天王寺五重塔写真、

其他白とオレンデ配色図案。

昭和16年 1 月- 1 2月 白と緑配色。

昭和17年 1 月- 1 2月 白一色。

昭和18年 1 月- 1 2月 白一色。

昭和19年 1 月- 1 2月 白一色。

昭和22年 l 号- 3 号 白 、 黒 、 緑 三 色。

昭和23年 1 号- 3 号 四色刷中央に住宅、ピルの玄関等

の写真等配入。

昭和24年 1 月- 1 2月 三色刷( 各月毎に適応せる色彩を

応用)

昭和25年 1 月- 1 2月 二色刷中央に家具構想図、写真、

室内風景、展覧会風景、風景スケッチ、九州地図、ブ

ロックの図、金閣寺の図、子供の図、スポーツの構想

図、港風景等、

昭和26年 1 月- 1 2月 二色刷( 各月毎に適応せる色刷配

色) 入選図。

昭和27年 1 月- 6 月 同上( 三色刷)
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il三一一竺 --U

内 訳

法 制 委 員 会 災 害 委 員 会

住 宅 委 員 会 材 料 委 員 会

教 化 委 員 会 見 学
ノ宮、Z‘Z  

都 市 計 画 委 員 会 建 材 審 査 委 員 会

被 備 委 員 会 構造計算調査委員会

各委員氏名を歴年毎に詳記し、 内容も詳述する予定であったが、頁の都合で省略したコ

|玄制委員会 |

大正10年度 7回開催。

委員長大林賢四郎。 幹事吉井長七、吉木久吉、

波江悌夫。 委 員 花 田 孝 二 郎 他19名。

歩道使用に関する件。市街地建築施行の為、道路一部

使用許可建議の件。

大正11年 度 4回開催。

委員長大林資四郎。 幹事吉井長七、吉木久吉、

波江悌夫。 委 員 橋 本 勉 、 他18名。

建築工事請負契約及規定に関する件。建築工事請負契

約統一草案協議。

大正12年度 1回開催。

委員長大林資四郎。 幹事吉井長七、吉木久吉、

波江悌夫コ 委員花田孝二郎、以下 ＲＲｾ 。

請負契約案連合調査会報告審議。

大正13年度

委員長大林賢四郎。 幹事吉井長七、吉木久吉、

波江悌夫。 委員20名。 研究事項不詳。

大正年14度

委員長大林賢四郎。 幹 事 吉 井 長 七、吉木久吉、

波 江 悌 夫 委 員17名。 研究事項不詳っ

大正15年 度

員長大林賢四郎。 幹事吉井長七、波江委夫。

季員15名。

昭和2年度 2回調峰。

委 員 長 池 田 実 。 幹 事 野 呂 長 四 郎 、 横 浜 勉 。

委員12名。 研究事項、委員会規定一部改正。

昭和3年度 9回開催。
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委 員 長 池 田 実 。 幹 事 野 呂 長 四 郎、今林彦太郎

委員 7 名。

都市計画実施方法並計画に就いて。建築士法築に就て

美観地区、風致地区指定促進研究。建築工事務負規制一

都市計画諸問題に就て。労働者扶助法案に就て。

昭和4年度 9回開催。

委 員 長 池 田 実 。 幹 事 今 林 彦 太 郎、小川安一郎。

四つの分科を設けた。 第 1 分 科 主 査 小 川 安 一

郎 委 員 加 藤 善 吉 i也5 名。第 2 分科主査，B j 木良

太 郎 委 員 竹 中 長 一 他 6 名。第 3 分 科 主 査 今 林

彦 太 郎 委 員 村 野 藤 吾 他 5 名。第 4 分 科 主 査 高

田 利 一 郎 委 員 伊 藤孝太郎他 5 名。

劇場取締規則取組i倹討。労働者扶助法案作成の件。労

働者災害扶助法建議の件。 4 月東京に於て開催の建築

監督官会議に建議の諸問題協議。実t受精算式施行に関

する逮合調査委員会の件( 横浜、安井、島田) 。美観

地区、風致地区指定促進建議の件。突後精算式工事施

行契約案決定の件、大阪府令劇場取締規則 1 部改正で

意見建議の件。

昭和5年度 5回開催。

委 員 長 今 林 彦 太 郎 幹 事 竹 中 長 一 和 田 貞 治 郎

分科前年通り 委員22名

6 大都市病院規則研究。建築物の高さ最低限度に閲す

る道路指定促進。第 2 次防火地区の指定促進の件。

病院及病院取締規則研究。

昭和6年 度

委 員 長 鳥 井 信 。 幹 事 今 井 彦 太 郎 和 田 貞 二 庫 区



古塚正治。 分科前年通り 委員27名。

分 科 外 委 員 池 田 唯 一 他 8 名。

土地区画整理組合公園存置の件。工業地域内特別地区

設置の件。建築の合理化問題検討。市街地建築物法再

建議の件。アパート建築取締規則制度の件。実地検分

昇降機取締規則研究。定款改正討議。建築会館建設築

研究。建築3背負業者取締規則制定の件。建築代願人取

締規則制定の件。

昭和7年度 11回開催。

委 員 長 今 林 彦 太 郎 幹 禁 加 藤 善 吉 坪 井 試 一 玉

置 豊 次 郎 委 員 伊 緩 和 夫 他国 名

全国都市問題会議提出問題研究耐火構造家屋税率に

関する意見替の件都市防火建築振興奨励に関する陳

情の件全国都市問題会議に 2 名 上 京 の 件 建 築 競 技

執行規準草案研究会長附記大阪駅前整理に闘し、

大阪市長建議案検討。

昭和8年度 10回開催。

委 員 長 津 田 敏 雄 幹 事 玉 置 豊 次 郎 坪 弁 書 式 ー

委 員 秋 田 菩 代 治 他10名

市街地建築物法令改正で建議の件市街地建築物法施

行細則発市促進建議の件特別地区指定促進建訟の件

昭和9年度 11回開催。

委 員 長 津 田 敏 雄 幹 事 玉 置 豊 次 郎 坪 井 試 一

委 員 荒 木 正 己 他13名

建 築 代 願 人 取 締 規 則 研 究 第 4 回都市問題会議( 京都

〉提出の意見今年度風水 e-J f に鑑み屋恨瓦に付材料委

員会と協議

昭和10年度 11回開催。

委 員 長 津 田 敏 雄 幹g 玉置豊次郎坪井[ r j i ，ー

委 員 石 川 克 三 他 6 名 鉄筋コンクリート往に対す

る有効断面積の研究市街地建築物法令一部改訂編纂

の件。

昭和11年度 5回開催。

委 員 長 池 田 実 幹 事 今 林 彦 太 郎 松 井 清 之 助

委 員 松 井 公 威 他 2 名

市街地建築吻法令第 6 ) 坂発刊の件防火地区完成促進

建議案の件防火防空建築物者及促進の件

昭和12年度 2回開催。

委 員 長 津 田 敏 雄 幹 事 松 井 清 之 助 山 口 儀 三 郎

委 員 板 井 公 威 他 3 名 本 年 度 新 企 画 な し 不 詳

昭和13年度 8回開催。

委 員 長 玉 置 豊 次 郎 幹 事 松 井 清 之 助 山 口 f義三郎

委 員 板 井 公 威 他 2 名

市街地建築物法第 8版発刊の件学校法規教集決定の

件 建 築 関 係 法 規 集 録 発 刊 の 件

昭和14年度 1回開催。

委 員 長 玉 置 豊 次 郎 幹 事 武 田 経 一 山 口 儀 三 郎

委 員 板 井 公 威 他 5 名

中等学校に於ける建築法規教授細則作表

昭和15年度 B回開催。

委 員 長 池田 実 幹 事 池 田 谷久 吉 玉 置 豊 次 郎

津 田 敏 雄 委 員 黒 田 茂 他12名

15年度版建築法規発刊の件建築関係訴訟、特許中建:

築関係条項で建訟の件新体制に関する座談会

昭和16年度 3回開催。

委 員 長 玉 置 愛 次 郎 幹 事 竹 中 長 : 一 横 見 幹

委 員 浅 野 弘 、 他 4 名

第11版市街地建築物法発刊の件

第 2 版建築関係法規抄纂発刊の件

昭和17年度 3回開催 記事不詳。

昭和18年度。

幹 事 景 山 正 明 、 他 3 名

第13版市街地建築物法令発刊の件

( 昭和19年- 2 2年 迄 戦 時 中 空 白 )

昭和23年度 5回開催。

工 事 誇 負 規 定 改 正 委 員 委 コ 長 尾 崎 久 助 委 員 管

谷 三 郎 他 8 名 建築制限規則説明会( 宮脇府指導課

長)

昭和24年度 4回開催。

建 設 行 政 委 員 会 委 員 長 稗 田 治 幹 事 恒 岡 俊 行

山 口 文 五 郎 委 員 大 下 順 三 郎 他 4 名

工 事 請 負 規 定 改 正 委 員 会 委 員 長 尾 崎 久 助 委 員

管 谷三郎他 8 名

4 会連合工事請負規程改正案審議

( 学会、士会、業会、協会〉。 工事請負規程改正連合

会開催領令一良委員上京す 四会連合集再検討

昭和25年度 11回改催。

建 築 行 政 委 員 会 委 員 長 稗 田 治 幹 事 越 田 正 勝

山 口 文 五 郎 委 員 大 下 順 三 郎 、 他 9 名

請 負 規 程 改 正 委 員 会 委 員 長 尾 崎 久 幼 幹 l j } 蔽 中

一 良 委 員 管 ?宇三郎、他 7 名 請 負 規 程 最 終 案 検 討

尾 崎 委 員 長 上 京 す 建 設 省 審 議 案 と 連 携 方 法 研 究 建

築 規 準 法 建 築 士 法 に 付 学 会 支 部 と 協 同 近 畿 建 築 法

規委員会設置 中沢試一郎委員長の下に審議検討学

会支部及建設省関係方面に提案

11月15 日- 16 日 都商工講堂

17 日- 18 日 神戸産婆会館

"  21 日- 22 日 京都労働会館

規準法防火関係法規説明講習会開催

昭和26年 度 委員不詳内 1回開催。

4 会連合請負規定改正最終委員会開催薮中委員長上

京。

昭和27年度 4回開催。

建築規準法再検討。建築士法、消防法、紡績協会陳情ー

警に就て。
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| 住 宅 委 員 会

-昭和 4年 度 委 員 長 日 高 幹 幹 事 佐 藤 彰 美 大 原 芳

知 委 員 西村辰次郎以下 9 名 9 月 4 日初回委員会

開 催 於 ラ イ オ ン 食 堂 住 友 ク ラ ブ 。 5 回3 0名 研 究

方針に就て意見交換

ι 召和 5年 度 委 員 長 及 幹 事 は 昨 年 と 同 じ 委 員 小 林 三

造以下19名 於 住 友 ク ラ ブ 14回 111名。本委

員会分掌を次の 4 分 科 に 分 つ 第 1 分 科 平 面 外 観

構 造 材 料 第 2 分 科 採 光 通 風 倭 房 衛 生 第

3 分 科 設 備 装 飾 第 4 分 科 実 行 の 促 進 住 宅 の

本 質 外 観 構 造 材 料 等 に 就 い て 。 メ ー ト ル 法 の 尺

法かに就いて協議の結果 尺法に決す。座敷と椅子式

との限界の件に就いて。便所に就い て原図提出に付青

写真とし第 2 分手十委員に送付する事。台所設備の平面

図を作成の件( 第 3 分科会)

f昭和 6年 度 委 員 長 葛 野 壮 一 郎 幹 事 浅 野 金 蔵 南

信 委 員 富 士 岡 重 一 以 下24名 於 ラ イ オ ン 食 堂

住 友 グ ラ ブ 協 会 事 務 室 19回 160名

第 1 分 科 会 主 査 選 挙 富 士 岡 重 一 氏 当 選 第 2 分科会

酒 井 勇 三 郎 氏 当 選 第 3 分彩十会末沢周次氏当選

委員総会 インタ ーナショナル住宅協会より問合せの

1931年国際、住宅会議審議事項に提出材料作成に付協議

の結果に定め委員長迄提出に決定。外部仕上材料に就

て協議』屋房の諸型録に付意見交換の結果重ねて放熱

曲線図表一時間の消費燃料燃料熱料の名称、及種類

J こ付各会社に間合す事に決す。会員佐藤彰美氏逝

去さる。模範住宅の平面図に当てはめる可き台所設備

のプランを作成する事申合せ。気象年報に関 し調査。

第 1 分科に於て作成の間取図に対しての台所設備図に

付研究結果成案を得る。全国気象年表を購入し調査事

項を列記の上研究する 3 設計成要書を逐条的に審議し

一通り完了。

昭和 7年 度 委 員 長 葛 野 壮 一 郎 幹 事 浅 野 金 蔵 増

山 新 平 委 員 赤 怯 { 彦 、 以 下15名 第 l 分科主査

小 川 安 一 郎 第 2 分 科 主 査 南 信 於 ラ イ オ ン

食 堂 朝 日 倶 楽 部 6 回 43名

「実用小住宅」発行。建築に関する座談会開催。見学

会開催。住宅建築の将来に対する希望等論ず。

E昭 和 8 年 度 委 員 長 及 幹 事 昨 年 と 同 じ 委 員 赤 松 修

以下 7 名 。 担 当 常 務 中 村 義 雄 於 建 築 ク ラ ブ 4  

回 39名。防風に就てその構造 設備 器材等を研

究。防湿防腐の問題に付研究。

昭 和 9 年度 委 員 長 武 田 五 一 幹 事 小 川 l湯 吉 松 本
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儀 八 地 山 新 平 委 員 赤 桧 修 以 下 6 名 記 録 な し

昭和10年度 委 員 長 葛 野 壮 一 郎 幹 事 小 川 陽 吉 小

川 安 一 郎 委 員 赤 松 修 以 下12名

於 陳 列 場 建 築 ク ラ ブ 8 回・ 66図

私室及特殊住宅街に就て。床( 和洋) 床 下 畳 及 材

料に就て。通風、湯殿、便所( 和風) 床 敷 物 ( 洋

風) に就て検討研究す。

昭和11年度 委 員 長 石 川 | 純 一 郎 幹 事 伊 藤 和 夫 矢

国 鉄 蔵 委 員 琵 木 正己以下 7 名

於 協 会 ク ラ プ 陳 列 場 7 回 43名 家 相 に 関 す る

研究をなし、英文献を蒐集す。家相研究に対する参考

目録作成し方鐙大金、楽地準則、三才精義、住宅の設

計( 家相の点から) 。併家住宅の研究。住宅内部の設

備調査及併家住宅の平面型式の統計的分類に関する件

住居読本刊行に関する件。

昭和12年度 委 員 長 石 川 純 一 郎 幹 事 岡 田 孝 男、

矢田動議以下 9 名 於 協 会 倶 楽 部 陳 列 場 8 回

42名 園田住宅地見学。住宅読本に関する件。

昭和13年度 委 員 長 及 幹 事 昨 年 と 同 じ 委 員 伊 藤 和 夫

以下 6 名 於 協 会 倶 業 部 隊 列 場 7 回 住宅坊議

室研究に関する件住宅読本の完成

昭和14年度 委 員 長 石 川 純 一 郎 幹 事 小 川 陽 吉 中

野 須 次 郎 委 員 岡 田 孝 男 以 下 6 名 記 録 な し

昭和15年度 委 員 長 石 川 純 一 郎 幹 事 岡 田 孝 雄 矢

国 鉄 蔵 委 員 伊 藤 和 夫 他 7 名

於 協 会 グ ラ ブ 陳 列 場 6 回 32回

i 1 詰洲移民住宅の研究に関する件住宅26∞年史編纂の

件

昭和16年度 委 員 長 岡 田 孝 男 幹 事 小 林 消 横 山

尊 雄 委 員 小 川 正 他 7 名 於 陳 列 場 2 回 13名

住宅問題に関し委員会設置。応急住居研究の件。

昭和17年度 委 員 長 伊 蕗 和 夫 幹 事 岡 本 忠 行 委 員

石井利雄他 6 名 於 協 会 グ ラ ブ 室 6 回 30名 集

合住宅築基本条件検討。

昭和18年度 役員不明 集会室 6回 30名 都 市 共

同住宅仮装敷地案に依る見学の件。戦時組立住宅試作。

昭和19年度 記録なし

昭和24年度 委 員 長 元 吉 勇 太 郎 委 員 桐 本 橋 雄 、 他

12名 於 朝 日 ピ ル 協 会 事 務 所 4 回

市内堂島大橋南結に建築中の佐々木式プロヅク構造施

行現場見学す。住宅金庫設置運動の件。新工法の育成

住宅改善。住居の水準向上等研究。農村住宅改善問題



昭 和25年度 委 員 長 元 吉 勇 太 郎 幹 事 小 林 消 毒 震 に付新聞記事に掲載の案を協議3 事業企画協議。

ヌ ド 菩 八 郎 委 員 岩 本 待 行 他 9 名 昭和27年度 委 員 長 赤 松 修 幹 事 津 村 重 一 委 員

於 朝 日 ピ ル 協 会 事 務 所 3 因。 農村住居台所指 池田達雄、他10名 於 朝 日 ピ ル 協 会 事 務 所

導の件。住宅公庫にある標準プラン作成の件。 防火に関する映画会開催。住宅設、反等誌上斡旋。住

昭 和26年度 委 員 長 桐 本 楠 務 幹 草 津 村 重 一 渡 辺 宅に関するパンフレット発行。

積 三 委 員 岩 本 将 行 、 他 6名 ( 以上〉

於 朝 日 ピ ル 協 会 事 務 所 2 回 12名 家 具 建 築 心 得

|教 化 委 員 会

大正12年 11月28日 本協会々議室 7 名

於 臨 時 理 事 会 教 作 委 員 会 設 置 に 関 す る 件

大正13年度 委 員 長 古 宇 田 実 幹 事 園 部 文 雄 委

員 井 上 新 二 他 9 名。各 事 業 担 当 者 ( 講 習 会 野 呂 長

四郎) ( 職工数イじ野呂長四郎小笠原、 伺) ( 出張

講演閣官官文雄) ( 調 査 姫 野 武 ) 。

協会々議室 6 回 開 催 延38名委員長及幹: $ 互選

事業担当者決定。第 4 回講習会計画の件( 可決) 。

建築職工教化事業に関する件。現任建築職工、幼年職

工の教イじ法の件。講演事業に関する件。建築級工教化

事業に付協議。鉄筋コンクリート職工教化実施 可決。

大正14年 度 委 員 長 古 字 国 実

委 員 波 江 悌 夫 、 他 8 名 本 協 会 々 議 室 中 央 公 会 堂

大洋野別室。建築業協会関西支部本協会事務所等、

5 回 開 催 延32名

大阪市、建築業協会、本協会三者連合職工教化講習会

開催に付協議( 本件受託と決す) 。 同講習会は塗装工

講習会と決定( 科目 内 容 時 間 講 師 等 に 付 協 議 〉 。

大阪市に報告す可き講習会委員 小笠原、飼他、 8 名。

大正15年 度 委 員 長 古 字 国 笑

委 員 波 江 悌 夫 他 7 名 大 湖 食 堂 協 会 々 議 室 2 回

開 催 延12名 委 員 長 及 幹 事 互 選 大 阪 市 よ り 三 者 主

催に関し申越したる本講習会に関する原案次の通り可

決す( 鉄筋コンクリート工事に関する諸問題、期間講

師、経費の原案協議〕。

昭 和 2 年 度 委 員 長 古 字 国 実 幹 事 池 田 谷久吉

小 笠 原 鈎 委 員 松 本 儀 八 他 5 名 江 商 ピ ル 集 会 室

本 協 会 々 議 室 大 湖 食 堂 10回 開 催 延64名

委員長及幹事互選。高等女学校々長会開催。建築の普

及意見交換す。本委員会を 2 分科会に大別す( 建築教

育に関する事項、延築史料に関する事項) 。

建築学会講習会の件協議。機工講習会開催に付打合協

議。来年度委員会費用約 460 円を要求する当事。建 築 実

料に関する調査事項決定の件。見学会一府下泉南郡背骨

取村中反三助! l s ( 目的室町時代の遺物庫内の調査

研究) 。

昭和 3年度 委 員 長 及 幹 事 昨 年 に 同 じ 委 員 松 本 儀 八

他11名 大 同 ピ ル ラ イ オ ン 食 堂 外 7 回 開 催 延40

名 中辰三助邸見学報告書作成。大念仏寺の焼失本堂

写真復製の件。見学会ー南河内郡高鷲村北島泉、吉 村

彦次郎邸。青年技術者に対する講習会開催の件、

昭 和 4年度 委 員 長 武 田 吾 一 幹 事 小 笠 原 詞 増

山 新 平 委 員 池 田 谷 久 吉 、 他13名 灘 万 住 友 ク ラ

ブ 大 同 ピ ル ライオン食堂 11回 開 催 延84名

講習会の{ 牛( 春季青年技術者秋季職工) 見学会の件

( 東洋リノリ与一ム他 4 社) 見学会大麻工代所。

昭和 5年度 委 員 長 武 田 吾 一 幹 事 小 笠 原 鈎 池 田

谷 久 吉 委 員 小 西 一 良 他 7 名 協 会 々 議 室 ラ イ オ

ン食堂 8 回 延64名 見 学 会 の 件 ( 住 友 製 鋼 所 日

本ペイント 桃 山 病 院 現 場 中 央 市 場 甲 子 園 ホ テ ル

大阪陶業K K ) 。春季講習会( 近代建築様式概論建築

法規に就て、強度計算に就て) 。職工講習会( 秋季〉

( 鉄筋混擬土施行法) ( 建築附帯設備〕。

昭和 6 年度 委 員 長 小 笠 原 鈎 幹 事 池 田 谷 久 吉

姫 野 武 委 員 岡 本 新 次 郎 、 他 7 名 本 協 会 々 議 室

7 回 延70名 春 季 講 習 会 の 件

昭 和 7 年度 委 員 長 安 井 武 綾 幹 事 芝 周 知 重 酒 井

勇 三 郎 委 員 小 島 淳 吉 他 7 名 本 協 会 々 議 室 ラ イ

. : t ン食堂建築倶楽部 6 回 延36名

移動講習会春季講演会( 京都神戸商工会議所) 古

建築実地調査見学会( 南海沿線助松 田中正、治氏邸〉

田中氏邸調査表作成完。

昭和 8年度 委 員 長 古 字 国 笑 幹 事 I筒井勇三郎

坪 井 誠 一 委 員 伊 藤 恒 治 他 7 名 担 当 事 務 富 士 岡
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岡 重 一 場 所 不 詳 5 回 延26名 京 阪 神 各 女 学 校 の 昭和12年度 委 員 長 及 幹 事 昨 年 に 閉 じ 委 員 伊 藤 恒 治

家事科中、住居に関? る教材教授時間数、教化筈を間 他 4 名 協 会 ク ラ ブ 室 外 7 回 延45名。本年度研究事

合すc 建築相談所設置に決定常務会に上程。 項( 郷土建築の調査研究〕協議決定郷土古建築の研究

沼召和 9年度 委 員 長 古 字 国 実 幹 事 本 間 乙 彦 委 調査( 大原八瀬の住宅兵庫県庁) 。工業学校の教授

員・伊藤恒治他 7 名 建 材 陳 列 場 外 5 回 延26名 女 内容を検討その改善築を考研の件。建築数員座談会民

学校家事教材中「住居」に関する問題座談会開催。回 催( 製図に就て) 。大工徒弟の教育及資協に付調査研

原正照氏所有の古文志鑑定に関する件。 究の件。大工業組合代表老 と窓見交換座談会開催。

全国工業学校の各教科目の時間調査の件。 昭和13年度 委員長及幹事昨年と同じ。委員 伊燦恒治

!aB和10年度 委 員 長 古 字 国 実 幹 事 篠 原 大 郎 他 5 名 本 協 会 々 議 室 6 回 延39名 メ ー ト ル 法 一

委 員 伊 藤 恒 治 他 8 名 建 材 陳 列 場 外 7 回 延43名 元制実施に関する協会案立案の件大工徒弟養成に関

建築通俗講演会開催。本年度数化委員会事業計画( 高 する件。大工資格検定試験制度に関する件協議。 大工

等学校工業科指導の件〕。各町村長の学校計画に関し 徒弟資格試験制度成立方上申の件。高校制度研究の件

相談指導する件。各校ｾ築科卒業計画。協会主催の設 建築教育者に関する具体的研究の件。社会教化

言十募集図の展覧会開催乃件。各校建築科の住宅設計図 昭和14年度 委 員 長 永 沢 毅 一 幹 事 中 野 順 次 郎

を募集し各女学校家庭科の巡覧展覧会開催の件。 小 学 委 員 鈴 木 忠 五 郎 、 他 5 名 協 会 々 議 室 1 国 延 7

校建築相談所の規定起算の件。同原案報告。小学校建 名建築新部門研究の件。建築以外の専門家と連絡の

築偲談所設置に関し、大阪府建築相談所の内容を調査 上相互的研究の件。

し成果を得る事。笑業教PI・振興に関するな見開陳答申 昭和15年度 委 員 長 堀 口 甚 吉 幹 工 区 中 野 順 次 郎 大

当取線草案決定の件。 下 順 三 郎 委 員 小I11錫吉他 8 名 協 会 々 議 室 建 築

e昭和11年度 委 員 長 永 沢 毅 一 幹 車 篠 原 太 郎 委 員 クラプ 2 回 延12名 天 王 寺 五 重 答 に 関 す る 講 演

伊藤恒治他 4 名 本 協 会 々 議 室 2 図 延 8 名 建 築 会の件。建築製図に関する研究の件。

電気熔接講座開設

|都 市 計 画 委 員 会 |

大 正12年度 委 員 長 横 浜 勉 主 査 閣 官 官 文 雄 池 田

谷久 吉 委 員 伊 藤 正 文 、 以 下17名

12月 5 日設置初回委員会開催以来協会々議室、外に

て 6 回 開 催 延57名

帝都復興に関する分科会 四大都市計画促進に関する

分科会を設置

都市復興に関する建議案の件 四大都市都市計画促進

に関する建議案の件

大 正13年度 委 員 長 中 村 琢 治 郎 主 査 池 田 谷 久 吉

園 都 文 雄 委 員 伊 藤 正 文 以 下16名

京都都市計画参考資料図書に付研究の件

大正14年度 委 員 長 池 田 谷 久 吉 主 査 伊 藤 正 文 小

笠 原 釘 委 員 置 庖 章 、 以 下12名

記 載 な し 協 会 々 議 室

大 正15年度 委 員 長 園 部 文 雄 主 査 池 田 谷 久 吉 安

弁 武 雄 委 員 石 丸 喜 久 治 、 他17名 協 会 々 議 室 防

火地区内に於ける壁面の位置指定に関する件

記載中絶
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昭和 8年度 委 員 長 松 室 重 光 幹 事 加 藤 幸 子 吉 北 垣

熊 之 介 委 員 伊 藤 和 夫 他 7 名 担 当 常 務 鳥 井 信

朝日ピル協会倶楽部本部室外11回 70名 大阪駅

前整理事業に閲する具体的審議を為す 駅前ープロッ

ク如何に区画する かに付輿論喚起の為め懸賞募集をす

る事に怠見一致せり

都市計画執 ｾｬｴ 名士人選に就て協議都市計画主任会議

指示事項に付窓見交換

昭和 9年度 委 員 長 鳥 井 信 幹 事 伊 藤 和 夫 北 垣

熊 之 介 委 員 事 多 村 義 雄 他 7 名 場 所 不 詳 8 回

日 名 本 委 員 会 教 化 委 員 会 災 害 強 度 委 員 会 各 委

員長及幹事理事常務の連合協議会開催に関する件

函館大火復興に関し道庁に建議の件者I1市武装促進委

事会を特設する票

昭和10年度 委 員 長 鳥 井 信 幹 事 加 藤 善 吉 吉 国

信 武 委 員 喜 多 村 義 雄 他 6 名 場 所 不 詳 9 回

35名 阿倍野橋J付近の改造懸賞募集の件大阪都市

計画防火地区大拡張に関し建議の事( 徹回)



n 都市美を語る M 座談会開催の件

昭 和11年度 委 員 長 鳥 井 信 幹 事 加 藤 善 吉 福 知

秀 夫 委 員 亀 井 幸 次 郎 以 下 3 名

朝日ピル協会倶楽部 6 回 35名

全国都市問題会議第 5 会総会に提出す可き研究問題の

件 1  都市の公益事業 2  都市防空法

1昭 和12年度 委 員 長 鳥 井 信 幹 事 村 井 進 元 吉

勇 太 郎 委 員 加 藤 善 吉 以 下 4 名

於 朝 日 ピ ル 協 会 4 回 21名

住 宅 経 営 の 具 体 案 に 付 協 議 住 宅 建 築 促 進 具 体 案 都

市美観問題に就いて 住宅経営と都市計画との関係に

付協議建築社会法案並住宅法案研究の件

昭 和13年度 委 員 長 鳥 井 信 幹 事 岡 本 茂 樹 亀 井

幸 次 郎 委 員 勾 技 弘 美 以 下 4 名 於 朝 日 ピ ル 協

会 9 回 48名 1  都市工業地発展と専用地の件

2 、市街地に於けるさ定地の件 3  地方計画及国土計

函の恨本に関する件

昭 和14年度 委 員 長 鳥 井 信 幹 事 中 村 新 一 郎 伊

藤 甫 委 員 岡 本 茂 樹 以 下 8 名

於 朝 日 ピ ル 1 回 6 名

1  工 業 住 宅 専 用 地 の 研 究 2  工場の規模と職工

数職工の通動距離 3  商底の分設 4  爆発物と建

築物との距離 5  工業住宅ｾ用地区の位置指 定資

料に関する件

昭 和15年度 委 員 長 井 上 新 二 幹 事 亀 井 幸 次 郎 錦

田 直 一 委 員 伊 藤 恵 造 他 9 名

場所不詳 8 回 59名

1  全 国 都 市 問 題 会 議 総 会 諮 問研究の件 2  大阪

東郊部の発達調査の件( 主として今福労働者住宅の突

紡η 3 都市人口増加に関する件 4  全国都市美協

議会よりの錫請に関する件 5  全国都市問題会議提

出論文の要約に関する件

| 設 備 委 員 会

何 和 8年に鮫置 8 年 度 役 員 委 員 長 小 笠 原 伺 幹

事 岡 部 顕 則 松 井 清 之 助 委 員 伊 藤 宗 太 郎 外 9 名

8 年度事業地下室を設ける場合の郷方; u ; 他工事設備

のリベッチングミキサー其他工事上騒音防止に関する

設備に就いて

?昭 和 9年度 委 員 長 小 笠 原 銅 幹 事 伊 藤 宗 太 郎

松井清之助 委 員 西 村 安 彦 外 7 名 於 協 会 事

務 所 材 料 陳 列 場 外 5 回 延44名

潜 函 工 事 に 就 て 工 事 上 の 騒 音 防 止 設 備 に 就 て 設 備

工 事 設 計 上 の 注 怠 に 就 て 機 減 室 蘭 積 配 管 法 等

衛生工事に就て

'昭 和10年度 委 員 長 小 笠 原 朗 幹 事 末 沢 局 次 増

井 敏 克 委 員 神 谷 光 彦 他 7 名

昭 和12年度 委 員 長 小 笠 原 祥 光 幹 事 伊 藤 宗 太 郎

酒 井 勇 三 郎 委 員 岡 本 新 太 郎 、 他 4 名 材 料 陳 列 場

大阪市大下水の講演会に就いて

昭 和13年度 委 員 長 酒 井 勇 三 郎 幹 事 伊 藤 宗 太 郎

地 弁 敏 克 委 員 岩 尾 保 衛 他 4 名 於 材 料 阪 、 列 場 外

9 名 延36人

土木建築工事場安全規則に就て 土木建築工事場安全

規 則 及 衛 生 規 則 に 就 て 工 事 場 安 全 規 則 中 建 築 に 関

係 、 あ る 条 項 会 誌 に 発 表 の 件 消 火 設 備 に 就 て 工 事

場 安 全 規 則 に 就 て 洪 水 高 潮 等 に 対 す る 設 備 に 就 て

防 ｾｦｦｬ カーテン取級方法防空用落込堰板に就て

工 事 場 安 全 規 則 中 会 誌 発 表 に 関 す る 件 防 災 設 備 に

就て防護室用の換気装置に就いて都市防空課研究会

於 建 築 ク ラ ブ 4 回 延27名 表の( 牛

一般建築施行上に必要なる設備の研究デレツキ其他 昭 和14年度 委 員 長 岩 尾 保 衛 幹 事 篠 原 太 郎 増 弁

機岐に就いて 一般附帯設備施行上に関す件に就τ 敏 克 委 員 石 井 春 雄 他 5 名

設備工事に於て施行監替上特に留意すべき点に就て 建築クラブ外 5 回 延25名

衛 生 設 備 工 事 媛 房 換 気 電 気 設 備 工 事 消 火 設 備 防 毒 設 備 に 関 す る 講 演 会 開 催 の 件 換 気 爆 房 設 備 に

工 事 機 械 設 備 工 事 ガ ス 設 備 建 築 工 事 仮 設 備 に 就 て 中 防 の 講 師 派 遣 方 要 請 の 件 講 演 会 々 催 の 件

要 す る 器 具 機 践 に 就て 防護室問題の資料整理の件衛生工業協会時局調査委

昭 和11年度委員 委 員 長 小 笠 原 祥 光 幹 事 僧 井 敏 克 員会の研究事項内容の件新設附帯設備概要紹介を施工

村 田 小 一 委 員 西 村 安 彦 6 回開催 者に依頼の件防空避難実験に関する{ 牛

昇降機に付大阪府の取締方針に関する件援房設備に 防空用穏函に関する件

周 す る 件 援 房 業 者 招 待 座 談 会 開 催 昭 和15年度 委 員 長 新 名 種 夫 幹 事 石 井 春 雄 前
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原 大 二 郎 委 員 伊 藤 鉱 ー 他 8 名

於 建 築 ク ラ ブ 陳 列 場 外 8 回 延40人

防空施設に関する件 工場防空施設研究部会設置の件

防護室設備に関する座談会開催( 出席者岩尾以下13名

) 工場建築強屋筏の諸型式に就て資料蒐集の件 防空

建 築 の 具 体 的 研 究 建 築 諸 設 備 工 事 用 代 用 品 住 宅 の

防空設備の研究に就て、建築設備に用うる代用品に就ー

て 大阪市汚水処理場及下水系統に関する参考事項調

査設備工事に於ける代用品 工場の換気及遮蔽

大 阪 市 水 道 部 私 設 下 水 道 水 洗 便 所 施 設 に 関 す る 件

工場遮蔽方法に就いて

| 災 害 委 員 会 l

大正 6年 度 主 査 池 田 実 委 員 木 子 七 郎 、 他12名

於 大 林 組 講 堂

天満青泉市場災害調査報告に就て

昭和 2 年度 委 員 長 波 江 悌 夫 幹 事 池 田 宮 彦 . 八 木

幸 次 郎 委 員 中島智喜、他10名

於 協 会 々 議 室 江 商 ピ ル 地 下 室 5 回 延41名

丹後地方大震災勃発に就いて 震源地附近実地調査

委員 4 名 派 遣 京 阪 神 及 堺 の 震 災 調 査 丹 後 及 大 阪 市

内外各方面に渉る調査報告震災調査書蒐集に関する

件 火 災 時 の 風 位 其 他 に 就 い て 木 造 家 屋 耐 震 憐 造

範 例 作 成 に 就 い て 木 造 耐 震 併 進 の 細 部 に 就 い て 木

造 学 校 建 築 和 風 住 宅 建 築

昭和 3 年度 委 員 長 光 安 梶 之 助 幹 事 中 島 智 菩 池

回宮ｾ委員石井勇、他 Ｗ 名

於 大 同 ピ ル 地 下 室 住 友 ク ラ ブ 3 回 延17名

建築展覧会出品の件地賓と地耐力の研究 ボーリン

グ地質調査の件市内各地の O P高 低 濁 の 件 大 阪 市

地質実測習の件

昭和 4 年度 委 員 長 下 浦 光 衛 幹 事 岩 佐 イ 言 也 岡

織 吉 委 員 大 島 重 義 他 4 名

於 住 友 グ ラ プ 2 回 延13名

高さに風速の変化茶他風圧に関し大阪測候所 中央

気 象 台 海 洋 気 象 台 に 付 審 議 調 査 大 阪 市 内 地 質 ボ ー

リ ン グ 図 耐 火 耐 震 僻 造 図 大 阪 市 内 防 火 地 区 増 設

建築活動に就いて

昭和 5 年度 委 員 長 光 安 梶 之 助 幹 事 池 田 宮 彦 林

豪 政 第 l 分 科 池 田 宮 彦 他11名 第2 分 科 林 家

政 他10名

鉄材の溶接に関する文献実物により実験研究討議す

電気溶接に関する研究の件鉄筋試験方法一強度に闘

し内藤博士に照会の件土木試験報告集収の件

於 住 友 ク ラ ブ 江 商 ピ ル 2 回 延16名

電気溶援試験法決定大阪市防火地区の完成促進に就

て都市計画の防火地区に関する説明 実験中の丸欽捧

溶接強度の成績並供試材示さる
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昭和 6 年 度 委 員 長 増 田 清 幹 事 大 野 直 平 古 川

受 第 l 分 科 落 藤 藤 吉 以 下12名 第 2 分 科 秋 田 喜

代治、他11名 於 住 友 ク ラ ブ 1 回 延 8 名 建

築規則改正の件溶接に関し意見交換

昭和 7年度 委 員 長 渡 辺 圭 吾 第 1 分 科 幹 事 落 藤

藤 吉 主 査 黒 田 茂 委 員 小 野 茂 雄 他 7 名 第 2

分 科 幹 事 青 柳 貞iit 主 査 矢 田 鉄 蔵 委 員 井 出

正雄他 8 名

於 大 同 ピ ル 地 下 室 建 築 ク ラ ブ 他 2 回 延20名 コ

ンクリート調合合理イじの一般普及化に就いて 生コン

配給会社企画案 コンクリート調合々理化普及宣伝の

為 め 講 習 会 開 催 溶 接 手 検 定 試 験 法 溶 接 規 絡 独 乙

熔箆示方13プリントの件

昭和 8年度 委 員 長 中 沢 誠 一 郎 幹 事 落 藤 藤 吉 委

員 青 柳 貞t住、他12名 8 年度記事なし

昭和 9年度 委 員 長 波 江 悌 夫 幹 事 黒 田 茂 委 員

佐野俊三他 9 年度記事不詳

昭和10年度 委 員 長 波 江 悌 夫 第 l 分 科 幹 事 松 弁

清 之 助 委 員 青 柳 貞 世 他 5 名 第 2 分 科 幹 事 黒

田 茂 委 員 浅 野 新一他 7 名

建築材料陳列場 クラブ室 2 回 延14名

石 屋 に 付 研 究 地 盤 沈 下 に 関 す る 研 究 型 枠 に 関 す る

研 究 混 凝 土 用 材 料 に 関 す る 研 究 講 演 「 台 湾 過 去 の

地震記録に就いて」谷口惇士

昭和11年度 委 員 長 波 江 悌 夫 幹 事 黒 田 茂 委 員

青柳貞設、他11名 於 建 築 7 ラブ 5 名

振動コンクリート 地 盤 沈 下 型 枠 石 崖 コ ン ク リ

ート材料等に関する研究

昭和12年度 委 員 長 渡 辺 圭 吾 幹 事 黒 田 茂 中 弁

新 一 郎 委 員 浅 野 新 一 他 8 名

於 建 材 陳 列 場 外 2 回 延23名

ボーリングに関する資料蒐集方法熔接工技術試験

連続鋸屋恨に対する分布状況調査地質調査等に就い

て 地 質 調 査 図 作 成 の 件 風 圧 実 験 見 学 の 件

型枠に関する件に就いて



昭和13年度 委 員 長 渡 辺 圭 吾 幹 事 黒 田 茂 山 田

誠 委 員 浅 野 新 一 他 6 名

於 建築材料陳列場外 6 回 延48名

ボーリング風圧に関して セメント規格改正案に関

連せる新試験用機械器具標準型研究に就いて熔媛工

試験法研究に就いて阪神地方水雷調査の件ポーリ

ング表地補原稿の件神戸市大水宮調査の件兵庫県

より寄贈の阪神水害調査に付研究結果を雑誌に掲載の

件土留支保工の内矢板に関する件熔接手技術検定

試験法比較実験の件浸水地域地図雑誌掲載方に関す

る件無筋混凝土の実測に依る調査研究促進の件

昭 和14年度 委 員 長 渡 辺 圭 吾 幹 事 益 尾 辰 雄 浅 野

新 一 委 員 青 柳 貞 世 他 8 名 記 不 詳

昭 和15年度 委 員 長 渡 辺 圭 吾 幹 事 浅 野 新 一 黒 岡

茂 委 員 浅 井 郁 爾 他15名

於 建築クラブ 3 回 延36名

強度計算標準資料作製の件無筋コンクリート造建物

設計例作製の件 電孤熔接乎技術検定方法に関する件

風圧パンフレット 釘接手に関する件釘の強度に関

する件を研究

昭和16年度~同24年度迄は記載事項なし

( 災害調査委員会〕

昭和24年度 委 員 長 堀 口 基 吉 副 委 員 長 杉 本 消 範

幹 事 奥 島 正 一 他 3 名 委 員 池 上 勝 郎 他12名 於

朝日ピル協会 2 回 20名

地 震 風 水 害 其 他 4 分 科 設 置 耐 震 問 題 に 付 意 見 交

換。

昭和25年度 委 員 長 池 田 宮 彦 、 副 委 員 長 期 口 甚 吉、

幹事: 海村宜ー他 3 名。委員五百歳芳朗i也26名。 於

朝日ピノレ協会分室外 12回 101名。

事業計- 函協試。地質調査表整備の件。建築物課税の低

減を図る件。ジエ ーγ 台風風水害に付緊急協議開催。

大毎講堂にて学芸、土木学会、協会合同災害対策講演

会 開 催 。 ( 鋭 師 坂 静 雄 、 石 原 藤 次 郎 2∞ 名〉

都島商工講堂にて地震常識に関する講演会開催。講師

横尾博土 72名。

昭和26年度 委 員 長 池 田 宮 彦、幹事湾村宜ー。委員

五百i i &芳朗 、他 8 名。於 朝日ピノレ協会 7 回 45名。

地質調査表資籾採集の件。地震風7J < 害と英対策等予防

対策常識の普及の件。記念事業十画中に地質表出版提

言葉の件。

昭和27年度 委員長池困富彦、委員五百歳芳明、他 8 名

於 羽 田 ピ ル 協 会 1 回 5 名

専ら地質表資料の3整備に若手 20年前初版改訂再出版

原稿作成

|材 料 委 員 会 |

大正 10年度 本協会々議室 2 回 開 催 延 20名

委 員 長 ・ 片 岡 安 幹 事 小 笠 原 鈎 松 本 高 象 瀬

戸 文 吾 委 員 伊 藤 幸 太 郎 、 他22名

大正12年度 本協会々議室 1 回 開 催 延 6 名

委員前年と同じ

建築材料連合調査会より送付の木材規格統一案に付集

中一部改定し提出す

( 大正13 14 15年度記録なし、不詳)

昭 和 2 年度 本協会外 7 回 開 催 延47名

委 員 長 松 室 重 光 幹 事 谷 民 政 下 浦 光 衛 委 員

渡辺珍久他 8 名

石材規格案に関する件 コンクリート骨材砂利の規

格統ーを計る件セメントの規格制定の件関東地方

産出石材及関西地方石材の草花一規格制定に就て

種々の防水材料は規格試験に合格せし物を市場に販売

を許す様取締法規設定の件 メートルネヂ及ウイヲト

ウオースネヂの 6 角ボルト規格統ーに関する件

昭 和 3 年度 ライオン食堂外23回 開 催 延 129 名

委 員 長 松 室 重 光 外12名

実際現場に用いるコンクリート試験方法研究の件 現

場に於けるコンクリートの分解について 現場コング

リートプロック作製試験成績報告工業試験所にて[

セメントモルタル」の強度を調査南洋材「ラワン」

虫害に就て材料施行手限代に就て塗布順序等につき

白色ベイント規格調査の件及其他塗料に関し施行順序

及 調 合 割 合 表 作 成 の 件 塗 装 標 準 規 絡 の 件 木 材 鉄

材壁土也に付 1  2  3等 級 の 工 事 に 分 け 手 間 材

料の標準』単価調査の件硝子に就て 日米板硝子に関

する各般の事項調査旭硝子及島田硝子に付製品の規

格調査の上回示の件衛生陶器類に就て洗面接に就.

て名古屋陶器の型録に付調査をし研究す

昭和 4 年度 於 ラ イ オ ン 食 堂 34回 開 催 延 118 名

委 員 長 松 室 重 光 幹 事 森 本 藤 吉 順川廉太郎

委 員 大 沢 幸 平 、 他38名

「ポートラン ドセメント」及「高炉セメン ト」規格改

正 案 の 件 莱 現 場 コ ン ク リ ー ト 試 験 体 作 製 の 件 鉄 筋
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コンクリート梁に於ける鉄筋の応( f t カ試験方法研究

洋瓦に就て スレート及洋石に就て防火布の規格に

付 調 査 の 件 内 地 産 出 市 場 品 規 絡 を 調 査 外 壁 セ メ ン

トコーデレグの手間及材料坪当り表作成の件銅製

戸障子の資料蒐築研究の件 「ステールサヲシュ」及

「ドアー」に就て 手洗器の規格に付研究結果サイズ

大、中、小 3 種と決定咲吐等の寸法其他に就て

電 気 的 機 敏 的 に 通 分 し 権 威 あ る 専 門 家 よ り 研 究 資

料 蒐 集 局 部 に 就 て 研 究 調 査 居 室 家 具 標 準 寸 法 及 図

面調査整理の件

( 昭 和5・6年度記録なし)

昭 和 7 年度 ライオン食堂 17回 開 催 延辺7名

委 員 長 松 室 重 光 他18名

メ ー ト ル 法 度 量 衡 実 行 に 関 す る 件 萱 に 就 て 長工

作 法 及 標 準 品 質 に 付 奈 良 朝 平 安 鎌 倉 足 利 元

録 徳川 明治時代の改革に渉り 業者林氏より詳細

説明あり 衛生陶器の各寸法に就て

昭 和 8年度 於 ラ イ オ ン 食 堂 6 回 開 催 延37名

委 員 長 須 川 廉 太 郎 幹 事 小 西 一 良 委 員 9 名

ステールサヅシ品規格案及之に伴う硝子の大きさ等

に就いて大阪模様塗工業所のｾ験

昭 和 9 年度 4 回 開 催 延19名

委 員 長 池 田 宮 彦 幹 事 松 久 保 敬 三 委 員 7 名

木材市場寸法調査の件 セロテ γ クス代用品コルゲッ

トテッ ドボー ドに関する質問事項に付研究の件風水

害の惨防に鑑み屋恨瓦に関し座談会開催の件

昭 和10年度 ク ラ ブ 室 陳 列 揚 7 回 開 催 延53名

委 員 長 高 橋 栄 治 幹 事 滞 英 之 助 委 員 7 名

アスフアルト防水施行に関する研究会の件小倉石油

大遊技師より「アスフアルト」製造に付講話あり

アスフアルト防水工事仕様書に付研究

昭 和11年度 協 会 ク ラ ブ 室 陳 列 場 朝 日 ピ ル グ ラ ブ

7 回 開 催 延34名

木材市場寸法規格築の実施促進建議の件小田化学小

田正夫氏より防水剤に就て説明あり セ j ント防水剤

試験に関する具体案を協議床板規格に付研究

昭 和12年度 陳 列 場 朝 日 ク ラ ブ 室 8 回 延44名

見

( 創立当時より大正10年迄省略)

大 正10年度 北木島工場 6 時 笠 岡 沼 北 木 島 豊 浦

岩石工場を視察後鰐綱見学笠岡中利にて宴を催す
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ぷム

+  

委 員 長 高 橋 栄 治 幹 事 松 久 保 敬 三 委 員 5 名

プラスターに付研究 近時の建材暴勝に関し、先づ鉄

材に対し 、その原因並対策に付調査研究鉄材研究に

関 し 筒 、 製 造 業 者 側 の 意 見 聴 取 床 板 規 格 案 の 件 報

告案作成 建材暴騰に関する対策研究報告ー苫作成7Lf手

床板規格統ーに関する研究は明年に引継

昭和13年度 本協会 9 回 開 催 延61名

委 員 長 高 僑 栄 治 幹 事 楠 瀬 徹 、 他 7 名

銅使用制限に付当局に建議の件銅使用制限規則に関

す る 件 銅 及 錦 合 金 の 代 用 金 属 に 関 す る 件 木 材 規 格

統一のf牛 木 材 寸 法 規 格 実 行 促 進 の 件 建 材 代 用 品 考

案奨励の件石綿スレート規格案の件

建築材料の代用品発明考案展覧会開催の件

昭和 14年度 本協会 5 回 開 催 延30名

委 員 長 松 久 保 有 泣 三 幹 事 道 田 泰 治 郎 委 員 5 名

目: 本瓦に就て スレ ー ト工場見学の件

昭和 15年度 ク ラ ブ 室 陳 列 場 7 回 開 催 延43名

委 員 長 松 久 保 役 三 幹 事 木 野 山 照 雄 他11名

木材規格研究資料調査の件辻製材協会理l ' J j : 長より用

材生産統制規則に付意見開陳 品等規格に付協議決定

農林省木材規格を土台として検討の上単純化す 西 &

笑業学校新築工事現場の釘釘組立梁荷重試験を見学

木材市場品寸法規格決定に付会議発表の件

昭和16年度 陳 列 場 ク ラ ブ 室 等 15回 延87名

委 員 長 松 久 保 敬 三 幹 事 楠 瀬 徹 他 6 名

用材品等級格にま右て 建具材規格に付段林省案を倹討

箆角にまtて 木 材 品 等 規 格 中 板 類 に 付 研 究 建 築 学 会

梁木材寸法規格に就て木材寸法並品質等規格の再検

討をなし修正の上建議案作製

昭 和17年度 陳 列 場 ク ラ ブ 室 8 回 開 催 延54名

委 員 長 補 瀬 徹 幹 事 榊 弘 美 他 7 名

基 礎 の 問 題 に 就 て 木 材 数 量 表 の 件 基 礎 、 木 材 工 事

に 付 資 料 数 量 に 就 て 屋 線 、 蒐 工 事 の 資 料 蒐 集 倹 討

昭 和18年度 集会室 9 回 開 催 延72名

委 員 長 楠 瀬 微 幹 事 俊)11卯 三 郎 進 国 泰 次 郎

委 員 竹 内 千 代 松 他 6 名

木材の寸法並品質等規格検討

木材寸法規格改正案の件

. 6.  
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大阪新市庁舎現主任( 会員〉永野氏先導で庁内見学

昭 和 4 年度 大阪中央電話局新庁舎 210 名 市外電話

交換状況及「アドソ ール」利用冷房装置見学 「冷房装



置」に就て大河内正敏氏の講演あり

昭 和 5 年度 大阪市電気局新庁舎 109 名 電 車 電 気

普 及 官 官 に 於 け る ( 商 庖 家 庭 街 路 工 場 広 関 電

気 科 講 堂 劇 場 暗 室 の 照 明 等 ) を 見 学

1ft召和 7 年度 大 阪 市 営 住 宅 大 阪 織 物K K 南日東町

桃 ノ ; 木 下 寺 町 と 順 次 見 学 大 阪 織 物K K 男女寄宿

舎社宅等を見学向島屋にてぬ餐[ 技会す

株 式 会 社 工 英 社 取 締 役 横 田 氏 よ り ア ス フ ア ル ト ル

ーフイ ング其他に関する原料の変遷生産工程等を聴取

の後工場 内 見 学 夫 々 意 見 交 換 し 散 会

大 阪 石 綿 工 業 株 式 会 社 工 場 見 学 製 品 見 本 等 を 見 る

東洋リノリユーム伊丹工場

昭 和 8年度 8 月 4 会連合建築大会及満洲見学 7 名

10 白神戸港上船 11 日門司 下関上陸一見の上正后出

航 13 日午前 9 時大速土車頭到着 港 内 見 学 後 三 泰 油

房 満 鉄 大 連 医 院 南 山 在 を 見 て 満 洲 土 木 建 築 協 会 の

午餐宴に招れ る 午 后 中 央 公 園 老 虎 難 等 を 経 て 博 覧

会を見る 満 洲 建 築 協 会 の 晩 餐 招 宴 遼 東 ホ テ ル に 一

治 14 日午前牧械駅に行き渓時代の古漬を一見水師

営会見所 白玉山爾霊山等旅順の戦績塁王座を見物

黄金台ヤマトホテルにて関東庁局長の招宴に列す 午

后竜玉嬉貯水池を見て大速に帰治 5 時連合大会開催

1. 5 日午前 9 時 大 連 発 午 后 1 時 鞍 山 治 昭 和 製 鋼 所 を

見学後奉天に入り常陽館に一泊 16 日忠霊塔 南満医

学 室 清 真 寺 周 普 宝 東 北 大 学 北 港 全 容 を 見 北 陸 見

学 午 後 北 大 営 宮 城 市 内 等 を 見 学 11時同地発北行

す 17 日 朝 新 京 泊 国 務 院 を 訪 門 鄭 総 理 と 会 見 各

所見学午後建都のエ耳1見 学 「列車ホテル」に一泊

1. 8 日 午 前 出 発 午 後 3 時恰爾 気 治 烈 士 記 念 碑 孔

子 廟 極 東 寺 日 本 人 小 学 校 会 関 其 他 一 見 名 古 屋

ホテル一泊 19 日松花江を下り 投 恰線終点の鉄橋工事

を 一 見 市 内 見 物 再 治 20 日 南 下 奉 天 大 丸 旅 館 一 泊

21 日 撫順炭坑 「オウルセル工場」を一見 22 日朝

鴨緑江を渡り平 Ｇ ｬｾ 丹市内一見午后 ＱＱ 時京域活備

前屋に一泊 23 日 朝 よ り 朝 鮮 神 宮 博 文 寺 博 物 館

秘 花 総 督 府 を 一 巡 5 時朝鮮ホテルにて片岡会長の

講演懇談会あり 24 日午前釜山治 市 内 一 見 午 后 6

時下関着 25 臼朝帰阪す

冒自利12年度 田村駒商底 82名

同商庖講演場にて講演聴議後暖房設備見学

昭 和13年度 武 川 ゴ ム 株 式 会 社 工 場 株 式 会 社 理 研 鋼

材尼崎工場 3∞ 名 武川 ゴム工場長の講演 工 場内

見 学 理 研 鋼 材 工 場 に 到 り 同 工 場 見 学 す

日鉄広畑工場並区画整理見学会 86名

，広畑30万坪の大観と建設途上にある 10∞ 屯溶鋼炉其他

の基礎並建設部及主主立港湾設備の 1 端を見学す

昭 和14年度 大阪市水道部浄水所 65名

同所技師岡崎氏より 浄水所に関する説明聴取後、見学

会事告幹事会各年度別役員名 ( 幹事各位の努力を謝す

る為め委員氏名を記し たい と思いますが頁数の都合で

省略し た事御許し下さい)

昭和15年度 幹 事 長 松 本 儀 八 常 任 幹 事 大 下 順 三郎

他 3 名 幹 事 伊 丹 久 吉 、 他15名

昭和16年度 幹 事 長 谷 民 議 常 任 大 下 順 三 郎 他 3

名 幹 事 石井春雄他 4 名

昭和17年度 幹 事 長 山 脇 友 三 郎 常 任 幹 事 伊 藤 宗 太

郎、他 5 名 幹 事 伊 藤 武 夫 他17名

昭和18年度 不 詳

昭和19年度 幹事長 Z夜 中 一 良 常 任 幹 事 長 山 正 明、

佐藤正五郎他 2 名 大 阪 幹 事 井 上 一 雄 他11名 兵 庫

幹事岩尾保衛他 Ｓ 名京都幹事小崎 ｦｾ 他 Ｓ 名

Ｈ昭和 ＲＰｾＲＳ 年度不詳〕

昭和24年度 会 勢 委 員 会 委 員 長 銭 高 輝 之 副 委 員 長

稗 田 治 山 本 美 樹 委 員 岩 佐 信 也 他 7 名

昭和25年度 委 員 長 松 村 雄 吉 副 委 員 長 高 橋 受 夫

政 岡 基 次 委 員 石 井 一 信 他 8 名

昭和26年度 委 員 長 松 村 主 住 吉 副 委 員 長 政 間 基 次

委 員 石 井 一 信 他10名

昭和27年度 委 員 長 浅 沼 猪 之 吉 委 員 青 木 友 一 、 他

9 名

( 昭和15年以後見学会lま会勢幹事会の事業となる 〉

昭和15年度 四天主寺五重塔 226名

伽墜復興工準々務所技師吉村氏より五重搭の建設に

関し設計; g j 面等に依り説明 五重並遼堂を見学

O 川 | 島 織 物 工 場 大 徳 寺 孤 蓬 庵65名

同 工 場 の 織 物 実 況 を 見 学 午 后 大 徳寺 法 野 寺 見 学

( 岡田孝男氏の大徳寺に関する講演あり )

0  日 本 郵 姶 徐 式 会 社 新 造 船 新 田 丸 を見学 204名

O  東洋製織主主関工場 を見 学 30名

0  グリコ株式会社 44名 同社育ー年学校々合諸設備

次でグリコ製薬工場を見学

O 高島屋天下茶屋工場 52名 各 製 品 工 場 ( 製 薬 食

料 品 アイスクリ ーム 製氷等) を見学、次いで設計

者 た る 竹 中 工 務 底 岩 本 氏 よ り概況に付説明あり

0 吉田家( 通常、五軒茶屋 ) 30名 珍 ら し き 古 建 築 文

ｾ近松に由緒深き吉田家を見学

0  吹田操車場及朝日ビー ル工場 43名 吹田操車場及

操] j i : 実況朝日ピール吹田工 場を見学

報国丸15，∞0屯 50名 築 港 、 住 友 岸 壁 随 窓 見 学

0 大 洞 窟 院 展 ( 於 天 主 閣 ) 奈 良 飛 鳥 圏 主 小) 111喧

揚氏説明 見学後「北支と満洲の在建築に主主て」 京

大村田治郎氏の言語演あり

0  タイガ一計算機十三工場 244名

O  神戸日産マッチ及菊水楼 32名

O 京 都 島 津マネキン工場及東宝 日 活 新 興 各 ス
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タヂオ見学 62名

O  大日本紡績貝塚工場 40名

0 一 心 寺 境 内 頼 泉 寺 十万堂茶室 35名

0  千年家阪田氏邸 36名 神工高野地氏より同家建築

の年代様式其他に亘り研究の結果講演

0  中河内郡孔舎衛村一帯に於ける神武天皇聖蹟 生駒

神社 25名 八 木 博 氏 の 講 演

o  J京 都 稲 畑 邸 庭 園 市 田 邸 庭 園 55名

昭和16年度

O  水無瀬神宮 カ日賀邸洋闘妙菩庵茶席 49名

0 奈良佐保路廻り 13名 井川定度氏の実地説明あり

O 神 戸 ト キ ワ 合 板 隊 式 会 社 工 場 能 福 寺 永 福 寺 ( 維

新烈士の墓 ) 28名 合板製造工程に従い見学、第二の

見学先の永福寺本堂に参拝住職より維新の先士滝

善三郎正信の屠腹せる経緯を詳細に歴史的講演あり

当時使用の実槍辞世の歌等を見聞す

0 円 徳 寺 八 幡 宮 松 花 堂 20名 八 幡 宮 神 宮 の 案 内

に依り貴賓室其他の建築初見学 円福寺にて宝物殿

庭宮等を見学松花掌に到り主人の案内説明に依り茶

室 庭 園 等 を 見 学

0 大 阪 刑 務 所 妙 国 寺 南 宗 寺44名 大 阪 刑 務 所 長 の

講演後見学妙国寺で岡氏より土佐烈士の切腹情況を

聴き 大蘇鉄外宝物拝観南宗寺にて庭室庭園及徳川

家康の墓所等見学

0 大日本養豚株式会社河内農場 ?3名 設 計 者 阪 急

電鉄河西技師より養豚舎其他諸設備の説明後、見学

O 池 田 大 阪 府 立 園 芸 学 校 北 野 劇 場 観 劇

昭和17年度

。 大 和 三 山 附 近 室 生 寺 赤 坂 古 境 石 井 寺 忍 阪 等

の 史 蹟 約 200 名 東 道 、 説 明 講 師 、 田 村 吉 永 末 永

雅雄猪熊兼繁小岳貞三等各氏の説明を聴き順次見

学

( 創立15年言E念第1回見学会)

0 京 都 市 内 の 庭 園 茶 室 田名 釈 をt邸 拝 観 無 隣 庵

拝 観 金 地 院 拝 観 南 禅 寺 庭 園 方 丈 拝 観 散 会 ( 重森

三玲氏が各現地説明的並無隣庵に於て講演〉

( 第2回 見 学 会)

O 東北 関東方面 32名 8 日午前10時大阪発 9 日

早朝大館 ｉｾ 花輪行乗替花輪着 ノ〈スにて尾去沢鉱

山に向う 同鉱山採鉱及坑外作業並工場建築等見学

同夜湯瀬ホテル一泊 10 日午前 7 時 湯 瀬 発 盛 岡 着 市

内 見 学 平 泉 着 金 色 堂 衣 川 旧 蹟 等 見 学 同 夜 松 島

の観光ホテルに一泊 11 日市内及瑞浪寺見学渡船に

て松島遊覧塩釜に到り神社参拝後仙台市若市内見

物飯坂渚温泉場花水館本庄に一泊 12 日午前中休養

午後零時福島発 5 時上野活学会招待晩餐会( 上野

精義軒) に向う 解散後自由行動

0 大和路万葉史蹟見学会 関 西 学 院 大 学 北 島
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主主江氏の東道と説明に依り各史蹟を親しく見学す

0 生 駒 山 上 航 空 道 場 滑 空 揚 青 年 道 場 京 大 天 文ー

. A  

ロ

( 第3回 見 学 会〉

O 赤穂見学 34名 23 日赤穂、着 パスにて御崎対鴎館

活 6 時より大石神社々司より大石神社の由来並赤穂

義士に関する講話後一泊す 24 日午前庭園、海岸等散

策す社司より赤穂城跡に関する講話宝物拝観の上

一同華山寺に向い宝物拝観住織より赤穂義士に関す

る講話の後 赤穂東浜主主主短見学 主任技師より工場設 。

備 製 底 工 程 の 説 明 を 摂 取 同 日 帰 阪 す

〈第4回 見 学 会)

O 南九州、防 菌 27名 8 日10時大阪発 9 日下関着

関門トンネル見学 11時45分博多活官幣大社香{ 笠

宮箱崎八幡宮見学( 此問地方会員と西公園にて昼食交

換会開催) 15時半二日市発熊本着司旅館一泊 10 日

熊本城水前寺加藤神社二本木等見学 9 時間駅発 16

時稼島神宮駅着パスにて密島温泉郷11; 林田旅館一泊

11時半鹿児島駅着南洲会終駕地南洲翁基. 照国神社

磯島津邸等市内見学 14時48分鹿児島発 18時宮崎着

神田橋旅館一治 12 日 早 朝 宮 崎 神 宮 八 絃 台 青 島

鵜戸神宮見学 13時宮崎発 18時 別 府 泊 松 屋 本 館 一

泊13 日朝食後解散随意見学

昭和18年度

。 二 条 城 神 泉 苑 小 川 邸 見 学 54名 二条城案内者に

依り二ノ丸、本丸、城門、台所等見学神泉苑を見学

園宝上ノJ、JII 邸に至り、主人の説明後順次同邸の見学を

了す

大山寺見学 18名 パスにて山門に諸問寺庭園

本堂塔等を見学、後明石海岸 " 浜の家" にて院餐

会後解散

0 奈良西部国民勤労訓練所慈光院 33名 訓練所長

陸 軍 中 将 志 岐 豊 閣 下 よ り 同 所 の 説 明 の 後 寮

大 講 堂 作 業 所 浴 室 炊 事 場 広 間 及 訂 版 状 況 見 学

次で慈光院に到り院主より当院の起源、 由来、及建築

物並今回国宝指定の書院茶室に就て説明持仏堂外見

学

0 西宮辰馬悦稜商庖酒倉見学

0 関野飛行学校見学 39名 同校施設課丸山主主技中

尉より各格納庫及収容中の新鋭機並建築物を見学

0 文楽座 29名 桐竹紋十郎氏より人形を応用して文

楽 座 起 源 、 人 形 使 変 遷 勤 行 人 形 の 使 方 、 英 他 に 関

し説明あり、後、夜の部観劇

O 奈良市内仏閣及奈良ホテル 18名 木 辻 元 興 寺

十輪院極楽院等各寺院国宝拝観後奈良ホテルで晩餐

昭和22年度 浜寺地区進駐軍住宅 200名

昭和23年度 大毎主催復興博( 天王寺) 50名

O  市内南新橋野外劇場( 票山商事経営)



堂島 大相祭関西本場所仮設主主物

昭和24年度 神戸市湊川千代田銀行ピル移転工事( 竹中

工務庖) 現場見学

0 心 斎 橋 サ ロン シスコ 110名

設 計 者 画 家 中 村 氏 施 行 者 安 部 建 設 よ り 見 学

O  日本板硝子仁川寮 三和銀行逆瀬川祭 108名

日本板硝子伊藤専務より硝子界の近況と本察に付い

て 説 明 見 学 三 和 寮 に て 独 身 室 家 族 室 大 集 合 室

浴 室 炊 事 場 等 見 学

0 修 学 院 万 珠 院 詩 仙 堂 印名 京 都 支 部 と 共 催

洛北誇f山堂見学後万珠院で中食主! F 院にて正員藤原

博士より建築に就き京都工芸大学土井教授より絵画に

就 き 講 演 国 宝 の 八 窓 庵 茶 室 襖 絵 見 学 修 学 院 拝 観 す

O  目立造船所桜島工場見学 32名 同工場営繕中村技

師 大 林 組 現 場 北 村 主 任 よ り 同 工 場 大 要 説 明 あ り

工 場 見 学 后 新 造 船 アヂヤ丸の見学

0 神戸見学( 大建支底建築現場高砂商行 日本毛織

本社) 50名 見 学

-昭和25年度

O 神戸博覧会場見学 35名 野 田 市 建 築 課 長 竹 中 エ

務底所員案内で建築中の諸建物を見学

0  大阪窯業セメント工場 20名

0  アメリカ博( 西宮球場〕建築物並展示物見学 60名

O 道屯堀キャバレー、ドミノ 80名

0  椎寺町府営アパ ー ト見学会 15名

0  アサヒビール工場見学会 ; n名

0 鴻池新田近畿地方建設局公務員住宅見学会 53名

ア ッ シ 品 建 築 浅 間 建 材 社 佐 々 木 セ メ ン ト 等 プ ロ

ック建築の実地見学鴻池会所に見学

0  大阪スタヂアム見学会 48名

0  大阪造幣庁見学 70名

0 京都洛西見学会 30名 神 護 老 多 宝 搭 大 覚 寺

広 沢 池 嵐 山 に て 中 食 夢 怨 国 師 の 廻 遊 式 庭 園 国 宝

湖南亭の茶室等見学

0  四天王寺 ! 日講堂跡発掘物見学会

0  大阪プール見学会 ( 扇町) 1∞余名

O  阪神パーク見学会

0 高野山見学会( 一泊) 30名 和 歌 山 支 部 共 催 金 剛

主 民 寺 金 堂 大 塔 笠 宝 館 大 門 寺 見 学 竜 泉 院 に て

夕食後講演及座談会後一泊奥の院見学中食後解散

0 市内城北公園府営住宅 80名 パ ス キ ン 式 徳 祥 式

沼見式佐々木式等プロック建築現場見学

0 大日本紡鎖社員察見学 田 名

0 花王石鹸建具工場 30名 各極製品の製作現場を一

巡 一貫作業工場として著名な同工場見学

0 桂 修 学 院 離 宮 見 学 会 的 名

桂書長官修学院洛北寂光院外見学

0 大阪高等裁判所見学 32名 菅 原 弁 護 士 東 道 法 廷

及所内を見学

昭和26年度 O 高島屋とメト ロ見学会 60名

高島屋新館見学後設計者板倉準三氏より詳細説明

次でメト ロに 至 り 施 行 者 鴻 池 組 鈴 木 専 務 の 詳 細な

る説明を聴き見学

。高田アルミ製作所見学 21名 不詳

0  大阪女学院 10名 ウ・オー リーズ氏設計の同学院 コ

ンクリート建築学校を見学

0 旭硝子尼崎工場見学 的名 同工場にて製造部長

山崎茂樹氏より製造工程説明特殊硝子破壊実験等あ

り 工場見学

0  日本経済新聞社 国際見本市会館 80名

O  キヤパレー ハリウッ ド見学会 70名

0 産経ピル新築基礎工事現場見学 70名

0 新光ランプ蛍光燈工場見学 40名 工 場 見 学 後 大

倉学園講堂にて阪大浅田博士の盛光燈に就て、及人

工降雨に付講演あり

0 桂 書 長 官 二 条 城 川 島 工 場 修 学 院 見 学 会 60名

京 都 支 部 主 催 不 詳

0  第 1 生命ヒ・ル潜函工法見学 150名

昭和27年度

0 菊正宗醸造所見学 30名 鉄筋コンクリート造嘉宝

蔵( 大林組施工) 建物並一貫作業に依る酒造状況見学

O  日: 本油脂三国工場見学会 40名 製造工程と色彩調

節さ れた工場見学後 同社技師より主として色彩調節

に関する説 sJ 質疑等あり 、後解散

0 淀川製鋼ピル外 50名 レーモンド建築事務所設計

に依る地下 1 階 地 上 3 階の同建物を見学次いで蝶

理ピル新築工事完成建物大和ピル新築工事完成建物

( 何れも御堂筋) を見学

0  名古屋方面見学会 30名 ( 記念事業) 8 時上六

発 四 日 市 日本硝子四日市工場、及ゴム会社児学

同夜常滑7r1一泊 24 日伊奈製陶工場見学 午後名古屋

沼市内徳川美術館 日本陶器 トヨタ自動車工場ベ

ニ ヤ 工 場 等 見 学 此 関 東 海 支 部 会 員 と 交 換 乾 盃 后 解

散

0  クラブ関西新築見学 48名

0 岐阜県白川| 方面見学会 21名 午 前 9 時 大 阪 発 岐

阜梅川ｾｾに到る 尾関商庖提燈製作工場見学鵜飼実

況見学の為め長良川に到る 次で公園内の名和昆虫研

究所に到り見学 同夜料亭徳広にて懇親会開催 12 日

大日開拓村に到り同村会館にて副団長副手氏から開拓

の現況を承る 次いで白川村大家族民家遠山家を白川

観光係員を通じて見学，13 日遠山家に次ぐ代表民家和

田家を見学北汲駅にて散会

0 産経会館ピル 2∞ 名 同ピル竣工建物を竹中工務

底 設 計 次 長 小 川 | 氏 現 場 主 任 石 川 氏 等 の 説 明 案 内

で屋上迄見学
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0 紀の川製紡工場高野山 田名 和 歌 山 支 部 主 催

見学と納涼会

O 大阪銀行備後町支庖ピル見学 70名

0 法盗寺と住江織均工場見学 44名 住江織物工場の

製品陳列場観覧同住吉工場に至りそケット紋張緩

通製作工程を見学 問工場意匠部吉i司氏より講話あり

河内工場に至る 同工場の機減化主れた人絹織物の工

程を見学後法隆寺に到る 復元の容姿並修理中の金堂

等夫々見学

0 今橋千代田ピル 別名 学 会 支 部 と 共 催

。 第 1 生命ピ Jレ 2∞名 学 会 支 部 と 共 催

0 小豆島見学会( 記念事業) 25名 11月 1 B天保山出

航神戸港にて竹藤会長外数名乗給 2 日3 時坂出港

着 実主設渓に向い大頃望を極め風光佳絶を満喫す

丸金工場にて中食の接待を受け製造工程施設見学

北岸名所古跡一巡旅館雅竜箇に入り懇親晩餐 後一泊

3 日午前南海岸観光後 2 時坂出港出航 9 時天保山帰着

。京都スタヂオと大徳寺茶室見学会 30名 東吠にて

は市川右太衛門、左藤才ネジャ ーの案内 、松竹にては清

水建設西川氏の案内で夫々見学後大徳寺に到り懇親

晩餐会 7 日 方丈に泊席座禅静座暫し管長より大

徳寺に就ての講話あり 後刻庭園及境内建物見学

真 珠 庵 事 長 光 院 孤 蓬 庵 国 宝 茶 席 や 庭 園 利 休 の 墓

所等訪れた後、窓光院にて中食後、同院茶席見学 解 散

O 京都三和銀行新築見学 100 名 学 会 支 部 協 会 京

都支部共催

0 大阪アイススケ ート 場 府 立 体 育 館 見 学

昭和28年度

0  東洋リノリみーム工場見学 82名( 往復併切パス〉

O 住友電気工業株式会社大阪製作所見学会 80名

|建 材 審 査 委 員 会 |

建材審査委員会規程

1  本委員会は一般主主築資材の調査、研究、試験等を

なし審査の結果良否を認定し以て斯界の向上発達を

図ることを目的とする

2  本審査を受けようとする者は一件毎に所定の申込

書に別に定める審査会費を添え現品其他本会が指定

する資料を提出する

3  審査の方法は依頼者より説明を聴取し調査、研究

又は必要に応じた試験分折等をする。

4  本委員会の意見は会委員三分のニ以上を以て決

する

5  審査の結果、優良品に対しては別に定める調査費

用を申受け優良証明書を発行する。其他のものに対

してはな見を附けて申込者に通知する

6  優良証明をした場合は建築と社会に掲載するタト諸 i

官庁、設計関係者に周知につとめ倫適当の方法で宣:

イ云する i  

7  優良証明に対する責任は審査委員会に提出された:

現品に就いて負うものである

8  優良証明は発行日より一ヶ年有効とする

9  本証明書を不正に利用された実状判明した時は直 i

に取消の通知を発すると共に一般に公表する

10 既納の会費兵他は如何なる場合でも返戻しない

11 本規定の改廃は理事会で定める

12 本規定は昭和二十四年十月一日より実施する

社団法人 日本建築協会

戦前総合建材陳列場開設中、展示品に付資材の等差を 行現場を視察する等検討をカ日へ分科委員として結論を出

定める希望意見が有ったが何分にも営業に関係する事が し総委員会に報告再検討を加へた后に良否を決定する順

多いので断行するに至らなかった、偶々戦争に依り之等 序である。伶特徴事項及経過内容と毎年の委員名は車氏

建設資材の復興を俊会に昭和24年度より建材審査委員会 面の都合上省略した。

を設け、優良品に対し、証明を発行し斯界の向上発展に努 優良並品等証明発行

める事とした。昭和24年開設以来今日迄優良並品等証明 1. 24- 11- 17 鋼板大信瓦大信金属工業所

を発行したものは次の通りである 。倫審査規定の概要は 2.  2 5 - 4- 17 水性塗料エマコート 日本塗料化学株

別記の通りであるが審査方法は第 1 回出願者より現物に 式会社

付製造行程、特徴その他詳細説明を聴取し委員が質問し 3.  2 6 - 1 0 - 5  ( 品等証明) セメント防水剤 ウオ ー

た后、分存倭員に託す分科は製造状況を検分試験或は施 タイト 1 B号 日本セメント防水剤製造所
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4. 27ー 1- 11 新型実用新案平安瓦

合 資 会 社 佐 村 木 商 底

5. 2 7 - 1- 1 1  ナニワ S 瓦株式会社

6. 2 7 - 1- 11 横架材銅付金物サポー ト

オ ー ケ ー 商 会

7. 27ー 2- 17 特製朝日波型スレート

朝日石綿工業株式会社

8.  2 7 - 2- 17 三星印アスフアルトタイル

田島応用化工株式会社

9. 2 7 - 3- 11 波型石綿スレート

盤減コンクリート工業株式会社

10. 2 7 - 6- 9  三塁印石綿ルーフイング

回島応用化工株式会社

11. 27ー ト 9 防 性 料 タ イ ネ ン 2 号

関 西 ペ イ ン ト K K

12. 27一 息ー18 厚型スレート

和歌山スレート株式会社

13.  27- 11- 2 4  サンウオール( 化粧板)

サンエナメル工業株式会社

14.  27- 11- 24 セラスト ン ( 陶磁器質入テラゾー)

日 本 陶 盤 工 業 所

15.  27- 12- 25 ウオルト ン ( レヂ ン、 エマルジョ ン塗

)  東亜ペイ ント株式会 社

16.  28ー 2- 20 証明を発する運びとなったが申出入の

都合で発行しないもの 人 造 大 理 石 三 光 マ ー プ リ

ツーク商会

17. 2 8 - 2- 27 螺 釘 株 式会 社 片 山 鉄 工 所

18.  2 8 - 4- 15 デコラ( メラミンプラスチッ ク板〕

住友化工材工業株式会社

以 上

建 材 審 査 委 員 会 委 員

昭和24年度 委 員 長 置 底 意 委 員 桐 木 簡 敗 中T

内 孝 中 野 順 次 郎 古 島 幸 正 治 村 野 藤 吾 奥 島 正 一

阪 本 秀 雄 西 村 勝 平 田 義 雄 山 田 正 一 岡 田 孝 夫 ?

竹 内 成 夫 粉 、 屋 紋 一 地 井 勇 太 郎 神 田 省 三 高 山

密 日 野 勝 好 真 口 恒 夫

於 朝 日 ピ ル 3 回 開 催 延30 名

昭和26年度 24年度と大差なし

於 朝 日 ピ ル 等 6 回 延叩 名

於 朝 日ピル 7 回 開 催 延印名

昭和27年度 於 朝 日 ピ ル 建 設会 館 17回 開 催 延1∞ 名z

構造計算調査委員会 |

大正14年度 強度に就て

6 月 9 日本協会事務所外 6 @] 延50名 12月 1 日 特旅径の支点距続。小屋組構材の長さ、鉄庄

委 員 長 治 回 荷 主 査 大 野 直 平 八 木 幸 次 郎 等に就いて

委 員 今 林 彦 太 郎 池 田 宮 彦 渡 辺 圭 吾 田 辺 平 学 大正15年度

谷 田実 黒 田 茂 青WP貞i l ! : 塩路惣吉永沢毅一酒井 1 月 9 日 本 協 会 試 室 外 5 回 延28名

勇 三 郎 理 事 光 安 梶 之 助 セメントに就て試験成績及試験規定等材料蒐集

構造強度計算に関し研究 2 月 9 日 梨他物の風圧に対する 図式解法に就て

7 月 9 日 風力其f也に闘し討議研究 4 月 9 日 セメント試験方法比絞表其他に就て研究

9 月 9 白 地震水平年度震カ計算に関する勤荷に付 5 月10 日 セメントに関し調査資料蒐集

10月9 日 大阪の風力に就て研究 7 月9 日 ポートランドセメント高炉セメント規路統一

11月10 日 垂 直 荷 重 曲 能 率 欽 筋 コ ン ク リ ー ト 壁 の 応 圧 に関する件

会 食

会 食

大阪市北区桜橋・産経 ピJ レ前

株式会社ケントク 電 話 福 島 ⑬ 1546. お07呑

*  *  

*  *  
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内 訳

陳列場総事会 都市武装促進委員会 建築クラブ幹事会

当初委員会は、調査、研究機関と し、 事業を実行するものを幹事会と していたが、

後年委員会にても実行出来る事と なった。

陳 列 場 幹 事
. b.  

:;Z:J; 

沿重 大正 6 年本会主主司務所が不動ピノレにあった頃、建材

業者から色々の建材サ γ フ・ J レを持ち込まれる様になり

整理に困り戸棚の一部に陳列したのが陳列場の始まり

である。英後事務所移転の都度材斜を寄せられたが昭

和 7 年朝日ピノレに移ってからもグラブ室の書棚に何時

かしら雑然として持込まれるとし、う状態で・あったので・

時の副会長、池田実氏がグラプの一隅に陳列棚設置を

計画、片岡会長( 欧米旅行中) 帰朝を待ち、役員会に

諮りし所、片岡会長はやるならそんなちっぽけな考え

は駄目、本絡的に開設せよとて昭和 8 年 9 月、北浜野

田屋に材料業者を招き本協会の企画を発表し多数賛成

を得て予定の小間数、忽ち満了したので朝日ピ J レ4 階

グラプ室の隣りに約80小聞を設備、昭和10年更に廊下

を取入れ、南側一室を借入約40小間僧設、大小 130 の

陳列小間及小さな棚を設けた結果建材陳列場とした。

当時東京の陳列場と共に本邦に於ける有数の陳列場と

して内地は勿論、朝鮮、満洲、上海辺りからも視察さ

れ、世に益する所が多かった。其後大東亜戦争となり

空製を受けるに至り利用度も減じ、一面ピ J レ内の防空

体制等の関係もあり昭和四年間設。展示物には参考と

なる資粉が多かったので大部分、西野田、都島工業学

校等に寄贈した。以下当時の幹事並事業の主たる項目

を列記し、他日再開設の参考に供したい。但し、残念

な事には当時のプラ γ や規程、出品者名簿、前後 2 回

発行したカタログ等の資斜が殆ど散過 している。
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開惣 昭和 8 年12月- 1 0年迄。

幹 事 長 徳 政 金 吾、幹事石田信夫、岡高官顕則、阪口芳

三郎、須川民主太郎、中西六郎、伊藤宗太郎、渡辺圭吾

昭和11年 徳政金吾氏逝去、幹事長阿部顕則となる。

昭和12年 幹 事 長 今 林 彦 太 郎

昭和14年 幹 事 長 中 西 六 郎、幹事伊藤宗太郎、ノj 、)11陽

吉、黒田茂、小林浩、池田宮彦

時局と建築材料展示会開催。

昭和15年 幹 事 長 池 田 富 彦、幹事小林街、滝邦一、亀

井幸次郎、北垣熊之介、柄本楠雄、鈴木金太郎、保菌

源三、松久保敬三、矢田鉄蔵

満洲、中議事情研究会開催、製造工場見学、材料知識

普及講座開設、同業者座談会

昭和16年 防空壕展覧全第二会場とした。資材統制、

新興材料座談会並展示会

昭和17年 事事事長松久保敬三、幹事野中駒市、道田泰治

郎、楠瀬徹、伊藤宗太郎、大下)1慎二郎、柳弘美、中西

六郎、西沢藤生、吉田呉助、矢田鉄蔵、薮中一良。

昭和18年 井上新ニ内務省安課課長、玉置愛知、堀井大

阪、松井京都、山内兵庫、各課長と協会役員、並出品

者、空襲居然、防火改修、偽装防弾、材斜問題に付検

討。

周年11 月 事変後の状勢に鑑み南俣[ 陳列場開設事務室と

した。



昭和19年 7 月 非常体制に備える為、陳列場全廃を決議

一切を役員会に移 し、ピル側と協議の結果、ポ ツグ ス

解体閉鎖、此間1936、菊倍版、綜合型録並建築材料集

成( 綴込み式〕を発行した外出品者 2 日会を設け、協

会側と接街、向上発展に努力、出 品者の親睦の為め、

屡々見学懇親会を催し、各地工業学校と連絡、見学突

修に資した。

ｾ、ｾ、ＢＢＧＢ、ＢＢＧＢ情的、ｾ、山山町、岬町、ＢＢＢＢＧ～Ｇ明ＢＧ～ＢＢ、ＢＧ～～～～ＢＧ～～Ｂ、ＢＧ～～～

都 市 武 装 促 進 委 員 会

昭和 9 年度委員 委員長池田突、副委員長波江悌夫、委

員秋田喜代治、古宇宙実、井上福蔵、伊藤和夫、今林

彦太郎、浦英之助、落藤藤吉、加藤善吉、北屋熊之助

黒田茂、内藤亮一、中沢誠一郎、波江悌夫、姫野武、

平塚治吉、清水栄二、篠原太郎、新名種夫、鈴木末局

高橋栄治、待; 故金吾、鳥井信、鳥井捨蔵、本間乙彦、

三橋屋太郎、宮本長治、山崎英二、吉田信武、藤嶋哲

三郎、本多王道、和国甲一、渡辺圭吾。

3 月12日 建築グラプ

予算編成立主資金調達に関する件。目的、防火防空建

築の促進助成。避難設備、道路の設置、航空港設置

「都市防空と建築に於て」陸軍工兵木原大尉。

7 月 防空大講演会 7 月13 日 於中央公会堂。

Jm#R 1，000 名。 1. 極東に集中されたるソ連空軍。法

学土、池崎氏。 2 満洲事変に於いて行われた空襲、

航空大佐、辻氏。 3. 吠函「守れ大空J ｲ 空軍 ｾｊ 。

7 月15 日 於朝日会館( 朝日新聞社と共催〉

防空大講演会聴衆 2，0∞名。 1. r近畿防空演習梗

概」 陸軍中佐大江氏。 2. r空裂と現状都市」本

協会、松室氏。 3. r吾等の空は吾等で護れ」 陸軍

中将四主天閣下。 4. 狭画「空軍の覇者」

7 月18日 於 京 都 日 出 会 館

防 空 大 講 演 会 聴 衆 1，∞0 名「建築の武装」本協会

中尾氏。 r爆撃戦に依り受けたる体験談」航空大佐

辻氏。 r非常時の都市」本協会波江氏。

挟函「撃滅J r空製」

7 月23日 兵庫県会議事堂、防空大講演会聴衆1，000

名「建築の武装」本協会中尾氏、 「思民防空の本議」

海軍大佐武富氏 「非常時の都市J 波江氏。挟函「輝君

く陸戦隊J r海軍大演習J r軍港防空J r銀嶺の勇

土 J r松花江の量産り J

昭和10年度委員。 委員長 池田実、副 委 員 長 波 江

悌夫、委員中沢誠一郎外32名。 本年度の卒業大項。 防

火肪空建築の普及促進。避難施設の完備、環状放射道

路及公園広場の設置、都市航空 港の建設。

3 月 挟函脚本懸賞募集の件。

4 月 都市武装に関する建読書改訂の件。

5 月 吹菌作成の件( 経費、映画製作特別委員会設置〉

6 月 映 画 製 作 委 員 委 員 長 池 田 実、副委員長波江

悌夫、委員白井幸次郎、新名種夫、鳥井信。

9 月12日 朝日 ピノレ 映画脚本審査員

京 都ffi 竹下加茂監督衣笠貞之助氏。

大朝出版部長大道弘雄氏、京都松竹下賀茂 職 員 長

江道太郎氏 片 岡 安、池田実、亀井幸次郎。

与L上7 氏にイ去り当選者決定。

昭和11年度委員 委 員 長 池 田 突、幹 事 鳥 井 信、

中沢誠一郎、 委員 小笠 原 祥 光 外 6 名。

昭和11年度事業大項防火地区の完成を促進及英対策

重要都市巡回講演、共同建築の調査及奨励、法令の改

正。

昭和12年度委員 委 員 長 竹 腰 健 造、幹 事 鳥 井 信、中

沢誠一郎、委員小笠原祥光外 5 名。

5 月 防空法案に付研究の上建議の件。

7 月 阪神防空演習に関する件協議。

11月 12年度京阪神防空演習に付調査せる事項取磁の

完了 したるを以って会長に報告。

昭和13年度委員 委 員 長 竹 腰 健 造、幹 事 鳥 井 信、

中沢誠一郎、委員 小笠 原 詳 光 外12名。

2 月 市街地建築法令改正の意見提出の件。

6 月 調査部設置立主調査事項決定の件、防空突験すべ

き事項調査の件、防空訓練参加方に関する件。

昭和14年度委員 委 員 長 竹 腰 健 造、幹 事 吉 田 信 武、

中沢誠一郎、委 員 今 林 彦 太 郎 外13名。

9 月 防空法施行経過概要報告の件、防火改修促進逐

動の件、工場防空施設に就ての件。

12月 燈火管制困難の工場の設備に就て。

昭和15年度委員 委 員 長 池 田 実、幹事 井上新二、

宮田秀穂、吉田信武。委員浅野繁外15名。

3 月 静岡大火の報告。 5 月 防火改修に関する件。

7 月 講演会「空襲の突相 と防空建築の着眼 に就て」
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柴田航空大佐

9 月 「重要都市に於ける建築物の防火方策急施に関

する建議J 総理、内務、商工、大蔵、陸軍、海軍、

企画各大臣宛。

10月 都市武装に要する資材必要を商工省に具申。婦

女子避難所、防空襲の実例バシプレツト発刊に就て

11月 新聞の学芸繍を利用して防空対策を普及せしむ

る事。

昭和16年度委員 委 員 長 池 田 実 、 幹 事 井 上 新 二

委 員 大 野 勝 三 郎 外11名

2 月 木造家瓦防火改修促進の件。防火問題に関する

座談会、講演会開催の件。 3 月防空猿展覧会開催、

三越。

9 月 有事の際に於ける協会員動員計画。防空嬢築造

指導の件。

昭和17年度 講演会、講習会、展覧会開催。

6 月25日- 7・月16日

阪大改修展覧会入場 1215名

於建築資料綜合陳列場。改修考案図及実物見本の懸

賞募集をなし、入選作を会場に発表。

9 月20日- 9 月26日。建築と防空展覧会。於、京都大

丸。

9 月29臼- 1 0月4 日。建築と防空展覧会。於大阪大

丸。

内容 都 市 防 空、偽装、燈火管制、肪火改修、肪弾建

築、防空壊、懸賞募集入選図案等。

両会場共毎日数万の参観者あり。大衆に防空知識を普

及せしめ得て盛会を呈す。

都市防空講演会( 各地巡回す〉

9 月21 田 広島商工会議所講堂

。22日 小倉朝 日新聞社講堂

。23日 福岡西日本新聞社講堂

。28日 京都朝日会館

。29日 名古屋朝日会館

10月6 日 神戸海員会館

。7 日 大阪朝日会館

講 師 軍 人 数 氏、新聞記者。協会側井上新之、池崎忠

孝、中沢誠一郎、片岡安、各府県地元関係部課長。吠

函幻燈。

11月12 - 14日

防火改修技術講習会於久宝国民学校講堂

孫識者 3∞ 名。

3 日間講習 芙間改修現場見学を行う。

建 築 倶 楽 部 幹 事 会

協会事務所が大同ピル時代、会勢漸. く発展の機となり

会員相互の会合に物足りなさを感じていたので清志柑計

りグラブ設置の議題賑かとなった。記録が判然 しないが

昭和 7 年暮来日有志約90名が美津波 7 階の食堂に会し、

建築協会グラブ設置促進を申合せ役員会に伝達された。

時の副会長池田実氏は片岡会長渡欧中なりしも主記常務

鳥井信氏、大和書記に命じ朝日ピ J レ小早川支配人と交渉

の結果、朝日ピノレ 4 階に事務所を移転することとし同時

に倶楽部室を開設し! た。開設当時は会員組織とし、会費

を徴し、別途会計と したが設備其他経済的に困り翌年故

人となられし設楽貞雄、須賀藤五郎街同人が奔走、寄附

金を集め其年にはスペースを拡張し事務室を別に移し、

小さい乍らパ ーも設けられ、ダシ スの講習会を別途行う

やら、一応形体が整い各種の催も盛となり、夏の天神祭

には家族の人も冷房中で参観され、冬は暖房と屋上のス

ケート等で段賑を極め、随分利用された。一面業界の新

聞記者など毎日の如く入り浸り 、中には甚だ芳しからぬ

デモ記者や協会の品位を云身される様な人本出入する様
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になると共に反面苦悩の点も多かった。が結局経済的に

行詰り協会に合併、漸次縮少、戦争と同時に自然消滅の

運命に落ちた。当初から協会に併合される迄努力を続け

られた幹事各位の活動大要を抜草すれば下記の通りであ

る。

建 築 倶 楽 部

昭和 7 年 5 月2 日常務会に於て設立発起人会開催。

同 5 月7 日事務所が朝日ピルに移転と同時に設立す(

同ピノレ 4 階北東角約但坪) 。

当初会員約4∞名、会費制度発足した内容( 碁、将 棋、

麻雀脅棚を設け新聞寄贈図書雑誌等取揃える〉備品(

卓子、安楽長椅子 ・協議用長椅子 ・四人用セット ・帽子

掛〉等。

八月碁会開催、賞品贈呈。

十月東洋リノリュ { ム見学と宝塚観政治。

設楽貞雄、須賀藤五郎両幹事主唱者となり寄附金集め驚

手。

諸研究会箇碁、南菌、俳句、謡曲、長唄等。



小集会室 Bar 完備、 ラヂオ設置、就職斡旋、

会員家族の名簿調裂。

昭和 B 年 5 月16日家族会中座餓康隆 100名。

同7 月21 日浜子園に於けるハ ーゲγ ペツグサーカス見

学、270名。

各 研 究 会 紹 介

囲 碁 研 究 会 師 範 木 本 二 段 。

謡 曲 研 究 会 先 生 観 世 流 松 下 粂 造 師

南 画 研 究 会 先 生 太 田 湘 蘭 女 史

俳 句 研 究 会 先 生 青 木 月斗師

信 雄 研 究 会 先 生 砂)11哲人師

12月9 日囲碁競技会 会費50銭

昭和 9 年 1 月谷民蔵氏邸に於て新年謡曲会開催。

9 年 1 月イ具楽部拡張、隣接事務所を合併、間仕切撤去

大カーテ γ 新調した密棚に面した、一方は事務室に転じ

Bar設備、電話ボツグス設置し、雑誌棚、帽子棚等設備

す。

9 年 1 月20日倶楽部拡張主主露 220名 出 席、余興より

始まり 5 階 B a r 及別室を開き有明及北陽美人のサ { ピ

ス。

同 2 月17日将棋競技会開催、会費印銭。

幹事長中西六郎、幹事伊藤和夫、浦英之助、伊間日 出生

須賀藤五郎、三島円四郎。

昭和12年度幹事長須賀藤五郎、幹事今林彦太郎、浦英

之助、; j J j豆熊之介、中西六郎、三 浦 茂 三 島円四郎。

昭和13年度幹事長須賀藤五郎、常任幹事瀬川庄三、加

国安彦、三島円四郎、幹事今林彦太郎、鈴木一幸。

昭和14年度幹事長鈴木金太郎、幹事例合貞一郎、木下

畠次、高坂信次郎、高松平太郎、三浦茂、村井毅。

5 月21 日春季大会 61名参加、長野方面。

11月12日秋季大会 90名 参 加 京 都 府 葛 野 郡北 山九太

投打実況英他見学、加茂川畔i漁消極誌にて懇続会開催。

昭和15年度、幹事長鈴木金太郎、常任幹事高坂信次郎

三浦茂、幹事木下昌次、高松平太郎、西沢藤生、 村井毅

上方郷土研究会南本芳太郎氏。

ム 方 噺 笑 福 亭 松 鶴 師。

10月20日秋季大会、37名参加、千年家坂田氏 邸見学並

有馬兵衛旅館懇親会。

昭和16年度幹事長三浦茂、常任幹事高坂信次 郎、高松

平大郎、幹事来山源蔵、佐村木突、西沢藤生、厳中一良

吉本政次郎。

2 月7 日 倶 楽 部 室 4 名 倶楽部室一部 模様替の

同 3 月7 日宝援会館に於て〆シスパ ーティ ー開催、会 {件。

主主400円。 5 月24日春季大会26名参 加和歌山方面( 和歌山減、

昭和10年 9 月協会に合併の祭起，る。 紀三井寺、和歌浦玉津神社、塩飽神社、東照宮、 家月初歌

同10年 9 月7 日合併委員決定す。 浦望海後にて晩餐会開催) 。

グラブ側委員 昭和17年度幹事長三浦茂、常任幹事吾妻義一、高坂信

池田実、阿部顕則、中西六郎、浦英之助、小川陽吉、 次郎、高松平太郎、幹事内田成之、西沢藤生、服部圭依

中沢誠一郎、際回、藤村 薮中一郎、吉本政次郎。

協 会 側 委 員 以後記載な し。

片岡安、 北t豆熊之介、潜水栄二、新名種夫

同11月25日両委員側より 9 名出席建築倶楽部室面積は

現状よ り縮少せられざる事、室内施設茶他は現状 よ り低

下せざる革、建築倶楽部の名稔は之を保存する事、以上

条件を協会側より提出、談話室として協会側に引継ぐ事

に決定。

昭和11年度 よ り倶楽部室幹事会設置。

×  

x  

x  

×  

「一 武 智 式 鉄 筋 混 凝 土 杭基礎工 i  

特 許 ! 日信三角現鉄筋混凝土杭基礎工 |  

キ定

lーコシポ ジツ ト、メイ ノレ( 長尺継杭〉基礎工ー l

測量 ・地質調査・地耐力測定施工

特 砂 利 充 境 に よ る 特 殊 施 工 法

長支持力強大。工事迅速。工費低廉

×  

x  

鋭明書及ピ防潮

皆上、ｾ土地帯

に於げる実蹟表

進呈

株 式 会 批 武 智 工 務 所

取締役 社 長 福 留 並 喜

大 阪市西区西長沼北通四丁目をO 細 野 ピル三六号

電話 新 町 @ 九 九 五 ~ 九 九 八 番
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5 講 演 会 !

要 三

ｾ ｨＮ ｩＧ ＯＯＯｨ 慨園初制 ｭ ・ ｗＯＯＯＯＯＯ Ｏ， ＮｗＯＯＯＯＯＯ ｉＮ ＮＮｗＯＯ Ｏ， 例圃品開 ｱｾ

各催の趣旨、梗概、講師担当項目等の詳細を略 した。

｟ＮＮＮＮＮ・Ｍ、市内山 内ＭＭ 旬 、ｾ帆，、同町内向帽 、 市

第 1回大会通俗講演会

大正 7 年12月 5 日 大阪中央公会堂

開会の辞、宗兵蔵。都市住宅問題、関一。家中目論、葛

野荘一良E。大阪市区改正に就て、片岡安。デモグラシ ー

と建築、佐野利器。大阪港の将来、直木倫太郎。閉会の

辞、野村一郎。

聴衆 2，000人

市街地建築物法に関する講演会

大正 9 年12月22日 大阪天王寺公会堂

講師、池田、中西、弁尻、置塩各建築監察官。

聴 衆 430人

建築材料規格統一宣伝 講演会

大正10年 7 月9 日 大阪中央公会堂

開会の辞 ｾ野荘一郎。度量衡規絡統一に就て、佐藤

功一。煉瓦に就て、大熊喜邦。木材に就て、松井清足

文化生活と規絡統一、片岡安。閉会の辞、横河民輔。

聴衆 700人

春季大会通俗建築大講演会

大正12年 6 月3 日 大阪中央公会堂

司会者、宗兵蔵。 開会の辞池田実。和風住宅と洋

風住宅の長短、中村琢次郎。満鮮視察土産、波江悌夫。

忘れられたる住宅の平面、大屋皇室域。超i邸変J拐、横浜勉

照明の話、大島弘義。家相に対する疑問、tb野壮一郎の

アメ { トメシトノ、ウスに就て、武田五一。建築界の大勢

片岡安。閉会の辞、宗兵蔵。 聴衆 700人

春季大会通俗建築大講演会

大正13年 4 月12 日 大阪中央公会堂

司会者宗兵衛。閉会の辞、池田突。趣味の建築、古

字国突。日本に於ける住宅の変遜とま主将来、武田五一。

建築家の社会的地位、片岡安。欧米旅行談、中西甚伴。

婦人に必要な住宅の智議、葛野壮一郎。 聴衆 1(別 人

聯 合 通 俗 講 演 会

大正13年10月19 日 県立神戸高等女学校講堂

貯蔵と建築、松井清足。古社寺建築に就て、天沼俊一

主として婦人の立場より観たる住宅、高野壮一郎。住、

佐藤功一。 聴衆 1∞o人

震 災 通 俗 講 演 会

大正 ＱＴ ｾＶ 月 Ｔ 日 大阪中央公会堂

開会の辞片岡安。北但地方の震災視察談、世川憲太
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郎。豊岡地方震災状況幻燈、説明者、篠原太郎。飛行機

で但馬地方震災地え、新宮寿天丸。城崎地方震災状況幻

燈、説明者、斉藤立突。鼓れぬ先きの用意、古塚正治。

「地震と建築」通俗講演会

昭和 2 年 3 月18 回 大阪朝日会館

開会の辞 片岡安。丹後地方震火災突地踏査報告、t曽

田清。救護班到着前の震災地、平井常次郎。地震と家、

波江悌夫。丹後地方震火災活動写菜、大阪朝日新聞社。

震火災と建築大講演会

昭和 5 年12月10日 大阪中央公会堂

司会者 日高伴。伊豆地方地震に於ける埼盤変動に就

て、小川琢治。伊柑地方毘災視察報告、)11口一二。架橋

耐震論の発達、坂古事態。現在京都市に於ける木造建築の

不安、片岡安。宝永、安政両度の大震と大阪、波江悌夫

耐震耐火の建築、片岡安。

宝生寺に関する講演会

昭和 9 年 4 月10日 建築イ賊部

宝生寺に関する講演天沼俊一。聴講 77人

函館市大火視察講演会

昭和 9 年 4 月14日 日本建築博会{ 賎部

函館市大火災実地視察談鳥井信。問題、中沢誠一郎

聴衆 46人

防 空 講 演 会

昭和10年10月9 日 大阪朝日会館

参謀本部附、小倉少佐。第 4 師団司令高官F付、松村少将

本協会、波江悌宍。 聴衆 国 O人

大阪に於げる特殊建築場規則に関する講演会

昭和11年11月4 日 大阪朝日新聞社部皆諮堂

特殊建築物規則に就て、内務技師、小林隆徳。

聴衆 200人

神戸に於け る特殊建築物規則に関する講演会

昭和11年11月5 日 神戸尋常小学校二階講堂

特殊建築物規則に闘し、内務技師、小林隆徳。

聴衆3∞人

大阪市下水に関する講演会

昭和ロ年 5 月11 日 朝日倶楽翻嘆会室

大阪市の下水処理施設に就て 鈴木義一。

聴衆 43人

鉄 材 に 関 す る 講 演 会



昭和1?年 5 月12 日 朝日倶楽部嘆会室

鉄材に就て 栗本男之助。 聴 衆 49人

大阪に於ける市街地建築物法施行規則改正

並木造二階建小学校の構造規準講演会

昭和12年 7 月20 日 大阪朝日新聞社三階講堂

積獄荷重に就いて及木材の許容応力度に就いて、伊東

短大郎。鉄骨及鉄筋の許容応力度及木造二階建小学校の

構造規準に就いて、武藤泊。 聴衆 3印人

神戸に於 (t る市街地建築物法施行規則改正

並木造二階建小学校の徳造規準講演会

昭和12年 7 月21日 神戸尋常小学校二階講堂

積: u x 荷重に就いて、木材の許容応力度に就いて、伊藤

滋太郎。鉄骨及鉄筋の許容応力度に就いて、

木造二階建小学校の構造規準に就いて、 武藤消

聴衆 350人

都 市 防 空 防 火 講 演 会

昭 和13年11月29 日 京都朝日会館

本建築協会 建築学会共催

挨拶山内継喜。軍防空に就て、中部防衛司令参謀、

末藤知文大佐。京都市と防空、 京大、坂静雄。都市防空

上防火の重要性 ・学会、伊部貞吉。木造都市防火改修方

法、商工省、伊藤憲太郎。閉会の辞、京大、森田鹿一。

映画上映 聴衆 800人

都 市 防 空ー防 火 講 演 会

昭 和13年12月 1 日 大阪軍人会館

箪防空に就て、中部防衛司令部参謀末藤知文。防空

と建築、協会、片岡安。都市防空上防火の重要性、協会

中沢誠一郎。木造 都市防火改修方法 、 東大 、 浜田ｾｾ。閉

会の辞、学会、佐野利器。吹画上映。 聴衆 800人

都 市 防 空 防 火 講 演 会

昭 和13年12月2 白 神戸海員会館

軍防空に就て、中部防衛司令部参謀、奥野一雄少佐。

神戸市の防空と建築、神高工、古字国突。都市防空上肪

火の重要性、東大、内田詳三。木造者jl 市防火改修方法、

東工大、田辺平学。閉会の辞、県建築課長 山崎英二。

吠 画 上 映 聴 衆 6∞人

忠 霊 塔 に 関 す る 講 演 会

昭 和14年10月19日 大阪朝日新聞社三階講堂

本建築協会、建築学会共催

忠E霊塔の建設に就て、島内松秀少佐。忠霊塔の設計と

窓匠に就て、東大、岸田日出万。映画「日本刀」 上映。

聴 衆 3叩人

用材生産、統制規則に関する講演会

昭和14年11月 8 日 建築協会倶楽部室

用材生産統制規則に就て、大阪府 兵藤時次郎。

木造建築統制規則に就て 大阪府、宮脇晴美。

聴衆 250人

空 襲 に 関 す る 講 演 会

昭和15年 8 月 9 日 建築協会倶楽部室

空襲の突事目と防空建築の着服に就いて、陸軍航空大佐

柴田真三郎。 聴衆 68人

満洲北支建材界の事情を聴く会

昭和15年 5 月 7 日 建築協会倶楽部室

満洲方面特に新京を中心に、竹中工務底、石 }II 純一郎

北支方面特に北京を中心に、大林組、山田照。

防 空 講 演 会

昭和16年 4 月21日 前水組講堂

開 会 の 辞 協 会、今林彦太郎。防空に就て、中部軍司

令部、桃井少佐。偽装に就て、内務省、家組悟郎。防護

室構造に関する力学の問題、京大、坂静雄。防火に就て

大阪府、井上新二。閉会の辞、協会、池困突。映画「 ロ

シドシ爆犠」他 1 巻上映。 聡 衆 111人

防空建築施設に関する講演会

昭和16年 5 月20 日大林組講堂

本建築協会建築学会共催

開 会 の 辞 協 会、弁上新二。工場防空要綱、内務省、

家組悟郎。工場の各設備防護法及燈火管制一般方針、内

務省、小宮賢一。映画「ロンド γ 爆i寝」他 1 巻上映。

聴 衆 550人

防空建築施般に関する講演会

昭和16年 5 月21日 大株組講堂

偽装、東大、星野昌一。防空爆及待避所の築造要領、

東京肪衛課長、阿部知義。閉会の辞、協会、今林彦太郎

吠画「防空の務」他上映。 聴 衆 450人

「ヂベル工法並に大梁間建築に就いて」

昭和16年 8 月18日 建築協会{ 妹都室

ヂペル工法並に大梁間建築に就て、織本道三郎

建築構造用釘に関する講演会

昭和16年 8 月28日 治水組講堂

司 会 三 浦 幹 事。開会の辞、王丸源次郎。建築構造用

釘に就て、陸箪建授、高山少佐。 聴衆 120人

会勢幹事会主催講演会

昭和16年11月10日 大林組六階講堂

開会の辞谷幹事。時事問題に就て、武藤講師。

聴衆 66人

都 市 防 空 大 講 演 会

昭和17年 9 月28日 京都朝日会館

ドイツの防空に学ぶべきもの、東工大 回辺平学。防

空と建築、内務省、弁上新二。大予定亜戦争と帝国海軍、

昭和17年10月 6 日 神戸海員会館

符戸大阪は; 演題講師共同一

海軍少佐福元秀盛。

昭和17年10月7 日 大阪朝日会館

昭和17年 9 月25日 名古屋朝日会館

開会の辞 大阪府 堀井啓治。

現代の都市 協 会 々 長 、 片岡安。都市防空の要務、内
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務 省、中沢誠一郎。史上無比の大東亜戦争、衆議院議員

池崎忠孝。閉会の辞、協会、竹腰健造。聴衆10∞人開会

の辞、愛知県、玉置豊次郎。防空と建築、内務省、井上

新二。史上無比の大東亜戦争、衆議院、池崎忠季。最近

のツ満国境、弁口静波0 ・閉会の辞、協会、松本義八。本

講演会に於て、各府県、市、朝日新聞社、建築学会各支

部 、大日本防空協会各支部の後援を受く。

陳 列 場 講 演 会

昭和18年 3 月16日 朝日ピル陳列場

土建築界現下の情勢と今後の方針に就て、商工省、伊

藤憲太郎。

新 釘 打 構 法 講 演 会

昭和18年 8 月28日 鞠 k 組四階講堂

新釘打権法、陸軍建授、高山磐大尉。 聴衆 120人

都 市 復 興 講 演 会

昭和22年 4 月2 日 清水組四階講堂

都市復興に関する講演会大阪市長近藤博夫。

創立記念日行事講演会

昭和白年 3 月30日 大阪建設会館

時事問題、朝日新聞、田中務章、住宅金融公庫と基準

法 に 就 て 大 阪 府 吉 田 建 築 部 長。

風 水 害 対 策 講 演 会

本協会、建築学会、土木学会共催

昭和25年 9 月30日 大阪毎日新聞社講堂

今次風水害による対策に就て、奴静雄、石原藤次郎両

博土。

建築新法令講演会 〈建築基準法、建築

士法、 防火関係規格の説明〕

主催建設省、工業技術庁、郡道府県建築部謀、関係

市、日本建築学会、日本建築協会、日本建築士会、建設

業協会、英他関係団体

昭和25年11月15日- 16 日 愛知県労傍除館

趣旨説明玉置愛知県建築部長。建築基準法、長沢、

田中技官。同条令、水野建築課長。建築土法、田中技官

規絡、笠石諒長、浜田、碓井委員。

昭和25年11月15- 16日 京都労働会館

趣 旨 説 明 松井京都府建築部長。建築基準法、内藤課

長、姻江技官。同条令、森口建築課長。建築士法、内藤

課長。規格、宮本課長、森、狩野委員。

昭和25年11月17日- 18 日 都島工業高校講堂

趣旨説明 吉田大阪府建築部長。建築基準法、内藤課

長、堀江技官。同条令、稗田建築指導課長。建築士法、

内藤課長。規絡、笠石課長、浜田、碓井委員。

昭和25年11月20円- 21日 産、看保婦協会講堂

趣旨説明吉田兵庫県建築部長。建築基準法、内藤課

長、姻江技官。同条令、森田建築課長。建築土法、内藤

課長。規格、笠石課長、浜田、碓井委員。

昭和25年11月18日- 1 9 日 広島農協ピル講堂

趣旨説明諌早広島県建築部長。建築基準法、小宮、
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太田技官。同条令、諌早部長。建築土法、小宮技官。 規

絡、宮本課長、森、狩野委員。

昭和25年11月21 日- 2 2日 九州大学医学部講堂趣

旨説明宮脇福岡県建築部長。建築基準法、小宮、太

田技官。同条令、前岡建築課長。建築土法、小宮技官。

規絡、宮本課長、森、狩野委員。英の他、東京、横浜、

仙台、札幌、金沢、新潟、高松の各地で開催。

講 演 会

昭和26年 5 月14 日 大阪建設会館

元東大総長内田祥三。東大、岸田白出刀。 工大、小

林政一。 聴衆 回人詳細不明

プラスチックスに就ての講演会

昭和26年 9 月ZO日 大阪建設会館

司会大和常務理事。合成樹脂の建築に関連する資材

に就て、新光レイョ γ 、稲垣製造部長。 聴講 国人

潜 函 工 法 に 就 て

昭和27年 2 月14 日 大阪市警視庁グラブ

潜函工法に就て竹中工務庖設計部長 日野勝好。映

画 「潜函工法」上快。

防 災 塗 料 講 演 会

昭和27年 2 月22日 今橋グラフ大ホ ール

司会滝沢真弓。 J I S K 5白1 と国産防火塗料に就

て、建設省、森徹。発泡性耐燃に就て、東大、桜井高景

防塗と発泡性原理に就て、東大、泉富雄。防火建築基準

法と防火雨戸に就て、東大、浜田稔。関西ペイ γ トの防

火塗斜実験あり、閉会の辞、滝沢真弓。聴講2∞人

沖縄事情講演と映画の会

昭和27年 4 月22日 大阪建設会館二階

沖縄の一般近況、設沼組。施工法、松村組。衛生設備

三晃商会。電気設備、栗原工業K K。吠画( 天然色) 1沖

縄の近況」浅沼組。 35年記念事業として各地で建築講習

をかねた講演会を開催( 詳細は講習会記事参照〉。

ノ イ ト ラ 氏 講 演 会

昭和27年 5 月9 日 大阪朝日新聞三階講堂

日本建築協会建築学会共催

自然に帰れ、 日ヒアノレ、ノイトラ。幻慶使用説明あり

聴講者堂に溢れる。

兵 庫 支 部 講 演 会

昭和27年 8 月4 日 神戸繊維会館

竹腰会長欧米建築視察談聴講 70人

3 5 年 記 念 大 講 演 会

昭和27年11月24日 大阪三越大劇場

余興三越新人落語。

開会の辞会長竹腰健造。不燃建築の促進、大阪市建

築局長、伊東五郎。最近の欧米建築に就て、大阪府建築

部長、 吉田安三郎。原爆と建築物( スライド使用〉、東

大、武藤清。吹画「特許竹中式潜函工法」上映。閉会の

辞、副会長、東畑謙三。 聴講 6∞人



ま哲郎の担当科 目、出張個所、会費その他は略記 した。

第 一 回 講 習 会

大正 9 年11月4 日- 1 1 月20日 建築協会事務所

古代挨及の文化と建築( 西洋建築史) 、佐藤四郎。大

倭時代の文化と建築( 日本建築史〉 、世 塩 章 。 住 宅 に

就て、葛野壮一郎。鉄骨構造法、本多二郎。鮒湯コシグ

リート構造法、t曽田 泊。欽筋コシグリ { ト 施工法、波

江悌夫。 聴講 師人

建 築 に 関 す る 講 習 会

大正12年 3 月20日- 3 月31 日 大阪市立工業学校

鉄筋コシグリート強度計算法、伊藤正文。鉄筋豆ジグ

リ{ ト 施工法、増田清。建築法規、池田実、中沢誠一郎

聴講 197人

建 築 に 関 す る 講 習 会

大正13年 3 月19 日- 3 月31 日 大阪市立工業学校

鉄筋コシ F リー ト構造主要部の耐震的強度言時工法、大

阪府建築技師八木幸次郎。鉄骨格造主要部の耐震的強

度計算法、関場茂樹。 聴講 28人

建築職工事主化講習会

大正13年11月4 日- 1 1月18日 桃園第一尋常小学校

挨拶、教化委員長、古宇田実。鉄筋コ γ グリ ー ト起原

英他概論、波江悌夫。仮枠用材及器具、仮枠材仕上及接

手 、中島智喜。局部仮枠構造法、下浦光街。仮枠取舛期

限並英攻外方法、本多二郎。仮枠施工法のコシグリ ート

建築に及ぼす影響、八木幸次郎。鉄筋用材及其種類と強

度、 井上新ニ。鉄筋用器具立主取外方法、渡部圭否。鉄筋

の配置と接合方法、中島智喜。鉄筋施工法の建築に及ぼ

す影響、八木幸次郎。コングリ { ト用材及其調合と強度

、下浦光街。コ γ グリ{ ト器具並英取扱方法、渡部圭吾

コシグリート施工法、谷口際児。コ γ グリ ー ト施工法の

建物に及ぼす影響、増田消。震災時に対する鉄筋コシグ

リ{ ト 建築物の成績実例、波江悌失。 聴講 146人

混 凝 土 施 工 法 講 習 会

大正15年11月8 日- 1 1月13 日 久宝小学佼

混媛土施工上の注意に就て、下浦光街。コシグリ ー ト

調合に就て、八木幸次郎。地震と建築、波江悌夫。

聴講 80人

建 築 職 工 講 習 会

昭和 2 年10月24日- 1 0月29 日 久宝小学校

技術者の責務に就て、下浦光街。壁構造の種類、池田

宮彦。壁の仕上、松本儀八。内外美的装飾工法、安井武

雄。

地下室基礎工事及防火施工法講習会

昭和 3 年10月22日- 1 0月27日 渥美小学校

工人と其責務、古宇田突。隣家養生に関する法規上の

諸問題に就て、服部。ショベル及其他銅方器具の研究、

土砂迩搬器具機械及装置に就て、渡部圭吾。土留工及抱

方、下浦光街。地形及杭打工事池田宮彦。防水材粉の

種類及其施工法、矢中。アスフアルト防火施工法、松弁。

第 五 回 建 築 職 工 講 習 会

昭和 4 年 5 月10日- 5 月16日 大同ピノレ 8 階

鉄筋コシグリ ー ト構造法( 基礎の設計) 、落藤藤吉。

最近木造建築、東畑謙三。関紙一般、芝田智室。家

具の窓町議造様式の関係、松本儀八。 聴講 86人

第六回建築職工講習会

昭和 4 年10月21日- 1 0月26日 久宝小学校

工人の責務、京大、武田五一。建築用機械に対する一

般的注意' 大原源次郎。最近仮枠の施工法、池田己之助

塗工積及工法上の注意藤岡英太郎。杭打機械ミ干サ ー、

エレベ ーター、 シユ{ ト 、デレツキ等の種類及使用法大

原源次郎。プラス主{ 漆喰等の突際的工法、施工器具等

亀井芳松。塗工仕上法に関する各種法、亀谷開作。

聴講 279人

第 六 回 建 築 講 習 会

昭和 5 年 5 月19日- 5 月24日 大阪市都島工業学校

近代建築様式概論、岡田孝男。強度言明:、落藤藤吉。

建築法規、玉置是E次郎。 躍、講 116人

第 七 回 建 築 講 習 会

昭和 5 年 5 月19日- 5 月24 円 大阪市都島工業学校

建築工事設計及施工上の注意に就て、葛野壮一郎、安井

武雄、小笠原鈎。建築F付帯工事、原田正逸、荻原貞、中

島彦六、雅原兵市。建築工事実施の吠函及幻燈、説明、

協会教化委員。 聴諮 78人

第八回建築職工講習会

昭和 6 年10月9 日- 1 0月14 日 渥美小学校

規短術の概要、小島淳吉。最新の防水工事、坂 口 芳 =

郎。プラスタ ー工事、渡部三転手寺。輸入木材、芝田知室。

修養諮座、佐藤義詮、 聴講 125人

建築に関す る電気熔接講座

昭和11年10月5 日- 1 0月10日 大阪府工業奨励館

電気熔接概論、阪大、岡田実。電気熔接建築設計及法
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親、大阪府、浅野新一。電気熔接施工法、関場茂樹。実

演見学( 松尾鉄骨婿梁株式会社) 。 聴講 笈犯人

防火改修枝術講習会 (25年記念〉

昭和17年11月12日- 1 1月14日 久宝国民学校講堂

開講の辞大阪府、堀井技師。火災の話、大阪府川勝

技師。関係法規(1) 、大阪府、岡田技師。関係法規問、大

阪府、中村( 吉〉技師。防火改修工事概要、大阪市、中村

( 収〉技師。文化映画「肪火科学」外。現場見学。防火改

修設計の方法に就て、大阪市、小泉技師。工事監督に就

ての注意、大阪市、栗本技師。開講の辞、大阪市、桐本

技師。

セメント新規格講習会

昭和23年12月16日 大林組講堂

開会の辞奴静雄。セメン ト、雑用セメシト 、石灰ス

ラプセメシトに就て、笠井材新規格課長。セメシト代用

土施施標準工、コシグリートモルタノレ試験方法に就て、

浜田稔。 聴講 2∞人

建築代理業者隻験講習会

昭和24年10月3 日- 9 日 市内中大江小学校

本協会、普及会共催。

聴講 2∞人

実際すぐ役立つ鋼構造の講習会 ( 第一回)

昭和24年11月18日 大阪建設会館二階

笥財力の算定に就て、竹中工務庖、小泉昇。断面決定

大阪建築家務所、高橋慶夫。細部の計算、日本建設産業

小西岬。 聴講 1印人

第二回講習会、24- 12- 7、建設会館にて開惟参加 日

入内容不詳。

簡易耐火構造施工法講習会

昭和25年8 月21日- 8月26日 大阪市都島工業高校一般

概説、掘口甚吉。法規関係、五百政芳明。施工関係、

酒見勇三郎、作間日出生、従! 禅、佐々木俊明。プッシユ

メスキシ各社。 聡議 280人

建 築 講 習 会

昭和26年10月17日- 1 1月12日 大阪市都島工業高校

建築計画、阪大、足立孝。市大、田中良太郎。建築構

造、阪大、馬場善雄、市大、布施忠司、神大、 伴潔。設

計製図、 日建、岡橋作太降、域武三郎。建築施工、大林

組、菅田監室、大阪建築事務所、作間日出生、竹中工務

活、岡E在、松村組、政岡基次。建築関係法規、大阪府、

越田正勝、五百蔵芳明。 聴諮 213人

君E念事業各地建築講習会。

松 江 建 築 講 習 会

昭和27年 5 月 5 日 松江産業高等学校

開会の辞立t司会鳥取県建築課長、近藤武男。住宅及

新構法、竹中工務居、 日野勝好、神大、伴潔。材斜、大

林組、谷口尚武。肪火塗草寺の色彩と調節、関西ペイ γ ト

児島、長久。最近のスレ ートに就き、朝 日 石 綿 館 。 ァ
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スタイルに就き、田島応用、笠原。閉会の辞、松江産業

高校校長鎌田武。 聴講 2日人

下 関 建 築 講 習 会

昭和27年 5 月20日 下関警察会館

開講挨拶 山口 県建築部長今津重蔵。新諮法及材粉、

竹中工務居、 日野勝好。神大伴潔。住宅、大阪市建築局

長伊東五郎。アスタイル、藤森工業宮原。防火塗粉 と色

彩調節、 日本油脂近藤。閉会の辞、下関市建築課長鹿島

武 夫 。 聴 講 却O人

福 岡 建 築 講 習 会

昭和27年 5 月20日 日福岡市立記念会館

司会 本協会九州、| 副支部長湾与荘。開講挨拶、福岡県

建築部長宮脇晴美。新橋法、京大横尾義貫。 住宅、日本

損害保険協会中村i問。材料、阪大奥島正一。

アグリライト、新光レイョ γ 稲垣。リ ノリュウム、東洋

リノリュウム安田。アスタ イル、 田島応用松本。防塗 と

色移調節、関西ペイ Y ト長久。 聴講 170人

長 崎 建 築 講 習 会

昭和27年 5 月22日 長崎町村会館

開講挨拶長崎県建築課長小栗治平。終講挨拶、長 崎

県建築士会々長今泉佳三郎。講習内容福岡と同じ。

聴講 210人

熊 本 建 築 講 習 会

昭和27年 5 月22日 熊本県税務講習所

司会熊本県建築士会本司貞介。開議後拶、熊本県建

築課長板井公威。住宅、大阪市建築局長伊東五郎。新構

法、竹中工務自日野勝好、神大伴潔。材斜、東洋リノリ

ュウム安田、朝日石綿中村、藤森工業宮原 日本池脂近

藤各氏。開講挨拶、板井課長。 聴講 190人

和 歌 山 建 築 講 習 会

昭和27年 6 月21日 和歌山市労働会館

司 会 本 協会栗林支部長。開講挨拶、大和常務理事。

材桝谷口筒武。住宅、小林街、中村鯛。新構法、日野勝

好、伴潔。補議、朝日石綿野沢悦郎、東洋リノリュウム

安田金否。田島応用松本大平。新光レイョ γ 迫盛登。日

本油脂近藤恒夫。和歌山スレ { ト 多国社長。開講挨拶栗

林支部長。 聴講 師人

神 戸 建 築 講 習 会

昭和27年 6 月28日 日本看護会兵庫支部

司 会 早 良 副 支 部 長 開講主主拶、吉田支部長。新様

法、大阪建築事務所高僑箆夫。住宅問題に就て、兵庫県

住宅課長鍋田直一。新構法、京大横尾義氏。材斜阪大

奥島正一。補議、磐域コシグリ ート 併和光寿。関西ペイ

シト山岸克次同笠野公昭。藤森工業宮原郁雄。新光レイ

ョγ 迫. i i l f 登。東洋リ ノリュウ ム安田金吾。

終 諮 挨 拶 吉 田 支 郡 長、 聴講 55人

( 以下1∞頁へ続く〉
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大 正 年 月 日 レス トラシ、カップエ ーについて

波江悌夫、八木幸次郎、本間乙彦、木村寛一

大 正 年 月 日

池田谷久吉、本間乙彦、徳政金吾、波江悌夫、松本儀

八、 酒井勇三郎

郷 土 建 築 に つ い て

昭和 6 年 4 月13日 アミダ池「ニ奨亭」

小林利昌、南木芳太郎、江崎政忠、鶴丸梅太郎、今弁

貫一郎、高橋栄治、小西一良、本間乙彦

新 興 建 築 に つ い て

昭和 忽 月 日

石川純一郎、高橋栄治、中西六郎、本間乙彦、小川安

一郎、永沢敏一、長谷部鋭吉、村野藤吾

「建築より見たる都市の諸問題」

昭和 年 月 日

内山新之助、小川市太郎、片岡安、ug野壮一郎、古字

国突、津田敏雄、烏井信、篠井厚二、高僑栄治、本間乙

彦、村野藤吾、関取陽

朝日ピルと阪急ピルとを語る

昭和 年 月 日

片岡安、武田五一、竹腰臨貨、藤井厚二、村野藤吾

是近新建築を主題として

片岡氏を中心とする座議会

昭和 7 年 6 月11日 日本綿業会館

池田実、武田五一、波江悌夫、南信、椎原兵市、滝沢

真弓、富士岡重一、高橋栄治、渋谷五郎、徳政金吾、古

塚正治

昭 和 年 月 日

片岡安、池田突、葛野壮一郎、中沢誠一郎、古塚正治

村野藤吾、高矯栄治、森本藤吉。

その頃を語る ( 創立当時の懐l日)

昭和 7 年 9 月13日 堂島「魚岩」

池田突、今林彦太郎、大林賢四郎、片岡安、葛野壮一

郎、木子七郎、小林悉、武田五一、高僑栄治、波江悌夫

野村一郎、藤井厚二、鷹取陽。

最近15年間に於ける関西建築界の変遷を語る会

昭 和 年 月 日

池田実、片岡安、武田五一、 森本藤吉、治水栄二、波

江悌夫、池田谷久吉、葛野壮一郎、須)11熊太郎、古塚正

治、小)1陸一郎、古字国突、大原芳知、酒井勇三郎、高

得栄治、安井武雄、鷹取腸。

東京白木屋百貨庖火災について

( 府庁) 岸本照、中沢誠一郎( 百貨庖) 木庭俊一、木

水栄太郎、鈴木祥六郎、藤崎正太郎、大谷友之進、星 見守

純吉、竹内兼次、松岡正礼( 協会) 池田突、落藤藤音、

坪井誠一、今林彦太郎、黒田茂、村野藤吾、阿部顕則、

玉置豊次郎、安井武雄。

住宅及土地経営に関する問題

昭和 8 年 3 月16日 天満徳野田屋

安部親雄、今弁英雄、篠崎兼二、消水栄二、西村辰次

郎、福田坦夫、松本儀八、森本喜太郎、池田突、高僑栄

治、中村義i雄、沼田献次郎、鷹取陽。

住宅に鈴ける防暑に対する座談会

昭 和 年 月 日

武田五一、小川陽吉、松本儀八、赤松修、岡本新次郎，

岡本孝男、三木来三。

防 盗 に つ い て

昭和 9 年 3 月14 日 本協会建築グラプ

武田五一、小川陽吉、松本儀八、増山新平、赤松修、

小川安一郎、岡本新太郎、岡田孝男、小)1 巴 造、三木来

三、池田突、伊議長和夫

防盗方法に就ての座談会

昭和 9 年 4 月18 R 本協会建築ダラプ

武田五一、小川陽官、増山新平、赤松修、小)1院 一 郎

岡本新次郎、岡田孝男、小)11三造、三木来三。

住宅と防湿防腐に関する問題

昭和 9 年 5 月9 日 本協会建築グラプ

武田五一、小川陽吉、増山新平、松本儀八、岡本新次

郎、三木来三、吉岡 峰、小)1陵一郎、藤原義一、宮飼克

ーー・。

便 所 の 改 良 に 就 て

昭和 9 年 6 月6 日 本協会建築グラプ

武田五一、小川陽吉、松本儀八、赤松修、岡本新次 郎

岡田孝男、三木来三。

防 虫 に 対 す る 件

昭和 9 年 9 月5 日 本協会建築グラプ

武田五一、松本磁八、t曽山新平、赤松修、/J 、川安一郎

三木来三。

住宅に於ける防風、防水について

昭和 9 年10月3 日本協会建築グラプ別室

武田五一、小川陽吉、松本儀八、 糟山新平、赤松修 、
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小川安一郎、岡本新次郎、岡田孝男。

新大阪ホテルの建築を諮る

昭和10年 2 月17日 新大阪ホテル

飯高達夫、甲斐原四郎、古字国突、竹腰健造、三好貫

一、川 口一二、加藤誠二、武田五一、波江悌夫、吉本政

治 郎、岡田孝男、三浦備史、島田良撃、桐本楠雅、新名

種夫。

大阪株式取引所の建築を語る

昭和10年 b 月9 日 朝日 ピル本みやけ

石田信夫、岡野衛士、河合貞一郎、東畑謙三、波江悌

夫、今林彦太郎、葛野壮一郎、作間回出生、竹腰健造、

中沢誠一郎 、 岡田孝男 、 新名種夫 、 島田良ｾ Ｎ。

京都羽田会館の建築を諮る

昭和10年 5 月10日 京都朝日会館

石川純一郎、鹿子木孟郎、芹生幹二、林重義、木野精

吾、)11口軌外、小早川彦一、武田五一、古塚E 治、山脇

友三郎、岡田孝男、島田良感、新名種夫。

建 築 と 照 明 座 談 会

昭和10年 9 月20日 市電局 5 階普及貧富講堂

電気局側25名、協会側26名

住宅構造座談会( 昭和10年l 2月号所載〉

大 阪 の 都 市 美 に つ い て

昭和10年15月 朝日ピルA 、B 、C グラプ。中沢誠一郎

稲葉竹治、木津谷栄三郎、藤原伊勢松、権原兵市、新

野百三郎、八木常三郎、生田花朝、恩田和子、広江恭造

片岡安、武田五一、池田実、葛野壮一郎、松室重光、烏

井信、加藤善吉、吉田信武、亀井幸次郎、福知秀夫、原

泊。

建 築 と 社 会 と を 語 る

昭和12年 1 月29日 木協会建築グラプ

荒木正己、川勝健二、田中弥一、塚本猛次、中井新一

郎、姻武雄、松森修太、村井進、森島輝夫、右貧困道夫、

大石忠夫、 小池鏑三、棚橋諒、内藤亮一、義忠一、西山

卯三、僧山敏克、宮田秀穂、薬師神貫一、和田登、吉田

信武、堀口甚吉。

大工徒五島問題並に資格検定制度に関して

昭和12年11月25日 本協会建築グラプ

( 大工側〉岸本信治、上回辰造、吉田弥三郎、佐藤忠

治、長谷川九平、八木田次郎、古谷寅市、沖平吉、長谷

川角次郎、藤本欣三( 協会側〉井上福蔵 ，永沢毅一、篠

原太郎、鈴木忠三郎、坂本啓一、横田道夫、本多正道、

久保田極音、左谷陽光、矢野藤一、小) 11陽吉、松久保敬

三、道田泰治郎、秋田喜代治、高松壮太郎。

阪神地方水害について

昭和13年? 月15日 本協会建築倶楽部

沼口甚吉、小林清、宮田秀施、亀井幸次郎、岡田孝男

加藤巻音、玉置登次郎、柄本橋雄、大石忠夫。

市街地建築物法改正に関して
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昭和14年 2 月13日 本協会建築グラプ

伊藤甫、岩尾保街、岡田孝男、岡本松太郎、楠瀬滋、

小林俊三、鈴木一幸 ，玉置豊次郎、竹内政治、津田敏雄

内藤亮一、木多正道、松井清之助、安田努穂、村野勝吾

森忠一、森口消、安井武雄、山口儀三郎、吉田信武、亀

井幸次郎、棚橋諒。

満洲の建築事情を訊〈

昭和14年 2 月20日 軍人会館別室

敏原敏、郎桑原英治、石川| 克三、松井公威、伊藤為吉

伊藤正文、伊藤宗太郎、置塩章、加藤善音、川口一二、

桐本橋雅久、保田種吉、柴田四郎、須賀藤五郎、谷民税 、

玉置豊次郎 、 中沢誠一郎 、 ｾ壁博 、 永田鼎三 、 伴野貞三

本多長次、松井消之助、松久保敬三、松本儀八、三浦茂

宮本長次、山崎英二、吉村寛二、亀井幸次郎; 新名種夫

「建築材料代用品及新材料」問題

昭和14年 4 月14 日 朝日ピルA BC {勝 部

雨宮泰亮、東根久市、海江田信兼、川勝隆一、? 可之口

清三、佐内情一、橋本太郎、松田定秋、池田宮彦、伊東

宗太郎、本野山照雄、小林浩、中西六郎、松久保敬L 、

道田泰次郎、矢田鉄蔵、新名種夫。

婦人より見たる建築について

昭和14年 5 月11日 朝日ピルA B C グラプ

石原初子、岡田指月、岡田栄子、越智キヨ 、川島貞子

竹内さく 、谷口種子、西脇リカ 、橋本ヨシ子、広瀬勝代

古沢ラグ、拍源トグ 、鷲井清子。

災 害 に 関 す る 座 談 会

昭和14年 6 月2 日 朝日ピルA B C倶楽部

浅井少佐、浅野新一、黒田茂、鮫島手音、橋本捧泰、

坂清維、本多正道、吉田圭吾、亀井幸次郎、棚橋諒、掲

口甚吉。

「あるぜんちん丸」を諮る

昭和14年 7 月6 日 朝日ピルA B C倶楽部

池田突、伊藤正文、河合貞一郎、小林消、治水栄式、

玉置豊次郎、津山達夫、鶴丸梅太郎、中西六郎、絵本儀

八、村野藤吾、吉村寛造、和辻春樹、新名種夫。

技術者の養成並に補充に関して

昭和14年10月6 日 建築協会別室

今林彦太郎、川口一二、鈴木忠五郎、中野順次郎、永

沢毅一、西村安彦、松田徳太郎、三浦茂、亀井幸次郎、

堀口甚吉、新名種夫、岩尾保街。

大阪を中心とした郷土建築について

昭 和 年 月 日

池田谷久昔、江崎政忠、滝沢真弓、高安六郎、南木芳

太郎、松本儀八、井上新二、高橋栄治、玉置盛次郎、鶴

丸梅太郎、藤原義一、岡田孝男、亀井幸次郎、政岡基次

防 空 に 関 す る 座 談 会

昭和16年 3 月20日 朝日ピルA B C倶楽部

池田谷貞、岡田太郎、岡崎忠三郎、金沢利助、佐竹庄



七、田中藤太郎、種谷喜兵衛、竹内新次郎、竹内さく 、

・中田隆造、野田耕造、羽生隆' 松田邦三郎、松本高二郎

森田伊兵衛、吉田末知一、駕井裕子、池田実、奥島正一

竹内佐平治、寺岡真、的場浩、富田秀穂。

こ れ か ら の 住 宅 問 題

昭和16年 8 月15日 朝日ピノレA B C建築倶楽部

有川純一郎、石} I ! 利雄、伊藤和夫、井上新こ、図上孝

.豊田克平、三宅美代治、深山果、山崎英二、矢田鉄蔵、

小林倍、大下順三郎、岡田孝男、矯井敏克。

「益簿池厚生住宅懸賞殴計入選佳

作図案の批評座誠会」

昭和16年 9 月4 日 建築協会別室

申西六郎、岡田孝男、岩佐信也、岡部頭貝I j 、小林消、

小林三造、崎山新平、河澄一次。

実爆演習関係技術者座談会

昭和16年 9 月26目。 建築協会陳列所

伊藤和夫、錦回直一、外山中尉、大崎紘弘、岡田達弥

刀、合中佐、}II 勝健二、玉置豊次郎、藤田令二、福知秀夫

浅野新一、島享、平松太郎、管隆二( 協会側〉松久保敬

三、蔽中一良、北垣熊之介。

南 方 事 情 を 語 る

昭和17年 1 月30 日

岩倉妥吉、坪野秀一、山木三郎、近藤泰夫、古久保立

次、斉藤安弘、宮武正道、深山果、森田隆一( 協会側)

小林消、伊藤和夫、大下11民三郎、鈎回直一。

大東亜建築界の動きに就て

昭和17年 2 月21日 風 月 堂

松久保敬三、浅野スレート K K 外26名

25年回顧 と変遷 を語る ( 25年記念)

昭和17年 3 月14 円

池田実、今林彦太郎、池田谷久吉、岡部顕則、片岡安

葛野壮一郎、谷民夜、永瀬狂三、泊井勇三郎、鈴木一幸

( 編集倶) 伊藤和夫、大下11民三郎、錦田直一。

建 築 界 の 将 来 を 語 る

昭和17年 3 月23 日

石川純一郎、沼口甚吉、滝沢主主弓、玉置差益次郎、中西

六郎、安井武雄、薮中一良、松本l義八、篠原太郎( 編集

側〉 小林筒、大下11民三郎、錦田直一。

防空建築と耐火木材に関す る恕談会

昭和17年 6 月20日 新大阪ホテノレ

佐田昌夫、佐々木秀郎、小林信太郎、井上新二、玉置

差是次郎、中村吉太郎、長尾消一、竹間佐平治、小泉喜四

郎、加藤警官、松井浪之助、森口筒、山口 E 、武居高四

郎、山内喜兵衛、平野八十次、椎原弁一、守山廉緩、和

田専三、小林、片岡安、置塩宝章、松久保敬三、馬野七登

I 岡本松太郎、鍵富豪蔵、究正太郎、雨宮泰亮、湯野保兵

衛、田村床太郎、大厳二郎、岩井得之助、受仮敏夫、西

_}I I、安達竜作、霜取街。

北 加 賀 屋 住 宅 を 訪 ね て

昭和18年 2 月25日 大阪市営北加賀屋住宅事務所

( 住宅居住者〉芝田泊兵、渋谷周次、野口弘羽、大山

正徳、奥田信久、前田夫人、 大山夫人、橋本夫人、 飯田

夫人、 奥田夫人( 市役所側〕岡本精( 編集側〕星広文、

小}I I正、吉田信武、僧井敏克、中野順次郎、錦田直一、

小綜筒、大下)1債三郎。

鉄骨アパート住宅居住者の体験について

昭和24年 8 月7 日 筆ケ崎府営共同住宅青柳旅館

( 府住宅課) 松山技師( 協会側) 中野順次郎、星広文

大和栄衛( 居住者) 小林倍、森下弥太郎、小森五郎、池

国由紀子。

懐旧談及将来の事業等について

昭和25年 3 月25貝 朝日ピノレ協会事務所

竹腰健造、池田笑、池田宮彦、今林彦太郎、松本儀八

置塩章、谷民議。

建築士資格に関する恕談会

昭和缶年 8 月25日 朝日ピノレ協会事務所

東畑中央建築士審議会委員を中心に評議員有志会合、

本問題に付き意見交換

震問懇談会 ( 協会今後の事につき〉

昭年26年 6 月15日 朝日ピル協会事務所

中西六郎、中沢誠一郎、Z夜中一良、竹腰健造、東畑謙

= 、中野l順次郎、藤木正一。

特殊将軍造規格に関する懇談会

昭和26年12月 b R 朝日ピノレ協会事務所

( 学会側〉竹山謙一郎、浅野新一( 協会並関西側) 京

大坂博士、阪大奥島博士、大阪府元吉住宅課長外、防災

係脊技師、大阪市桐本住宅局次長、大鉄肥後蛍絡主管、

地建小島蛍絡部長、安井建築事務所、松村組社員、プロ

ツグ関係業者、 ワタタ建築工芸岡田工務底、芦田建工社

中野)1民次郎、大和栄街。

評議員有志惣談会 (役員問題につき〉

昭和27年 1 月12日 朝日ピノレ協会事務所

( 技術部評議員〕五百蔵芳朗、池上勝郎、尾他消凶邸

岡僑作太郎、栗本栄一、小林消、近藤保、竹内佐平治、

竹内孝、馬場善雄、星広文、松久保敬三、山本利雄。

技術部門評議員有志惣談会 ( 役員問題につき〉

昭和27年 3 月26日 朝日ピノレ協会事務所

松久保敬三、尾色泊四郎、岡橋作太郎、 日野勝好。

「羽衣住宅展」について

昭和27年11 月15日 南海高島屋地下特別食堂

中村綱、谷口街武、山本武雄、飯田精次郎、今西茂雄

樋田幸次郎、林野会孝。

これからの住宅展モデルルーム出品者座談会

昭和27年11月14 日 南海高島屋 7 階会議室

今西茂雄、北風鉄雄、駒田侠一、和田正節、矯本得助

( 以下25頁へ続く 〉
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開催の趣旨、内容、収支計算等、紙面の都合上簡田各化した。

ム生活改造博覧会 大正 9 年 5 月

於 大 阪 商 品 際 列 場

大阪住宅経蛍株式会社委潟懸賞募集当選 4 案14点出品

ム梅ケ丘住宅博覧会 。大正 ＱＱ 年 Ｙ 月 ＲＱ 日 ｾＱＱ 月 ＲＶ 日。本

協会主催阪急沿線梅ケ丘住宅地。

突 物 佐 宅 出 品 者、竹中組、大林組、清水組、鴻池組

あめかり屋、横田組、ヤマトブロ ツグ建材、田村主主策

大阪住宅経営、横河工務居、片岡建築事務所、宗建築

事務所、葛野建築事務所、真水、三橋建築事務所計29

戸、家具出品者、高島屋呉服属、大丸呉服庖、吉田鹿

才助、山谷商庖、内外木工所、旭家具装飾会社、暖房

出品者、作山鉄工所湿気装置、阪急電鉄電気スト ープ

高田商会アノレユラスチーム、萩原工務所温水装置、高

砂工業会社荻原工務所宮崎式ペチカ、大阪と霊房商会温

水装置、英の他、資籾参考品、図面及模型、美術工芸

品、一般建材及器具、機械委員。

ム第二回家庭博覧会 大正12年 3 月京都市主催、

於 京 都 岡 崎 公 園、住宅模型及懸営当選図案出陳すo

A 大阪記念1尊覧会 大正14年 3 月15日一一大阪毎日新聞

社 主 催 於 市 内 天 王 寺 公 園

本 協 会 委 員 委 員 長 伊 藤 正 文、委 員 小}II 安一郎

谷民歳、中尾保、長田岩次郎、t曽山新平、渋谷五郎、

協会出陳参考品及出陳者、住友合資会社総本庖模型(

住友合資会社工作部建築設) 、コシペアー模型〈日本

エレベ ータ戸製造株式会社) 、鉄筋コシグリ ート模型

( 神戸高等工業学校) 、写真( 大林組、竹中工務庖、

松村組、鴻池組、矯本組、銭高組、消7. 1<組〉

ム神戸納涼↑ 尊覧会 大正14年 8 月1 日一一 9 月5 日神戸

新聞社主催、改良住宅模型及図案出陳す。 ( 9 月5 日

感謝状及記念杯→国を受く) 。

ム香里薗改善住宅博覧会 京阪沿線香里圏住宅。

昭和 6 年10月1 日一一11月10日、大阪時事新聞社、京

都日々新聞社、神戸新聞社主催、京阪電鉄株式会社、

木協会後援、 実物住宅 25戸o

ａ 上野芝住宅博覧会 昭和 Ｘ 年 ｢ 月 ＱＵ 日 ｾＶ 月 ＱＵ 日 、 本

協会主催、阪和沿線上野芝住宅地、

突物住宅 21戸。

ム瑞光住宅博覧会 昭和 Ｘ 年 Ｙ 月 ＱＵ 日 ｾＱＰ 月 Ｑ F-l ，京阪

上新庄瑞光住宅地実物住宅 20余戸。

ム大美野田園住宅情覧会 南海高野線大美野住宅地、

昭和 Ｗ 年 ＱＰ 月 ＱＵ 日 ｾＱＱ 月 ＲＵ 司 、 本協会主催 、 夕刊大阪

新聞社、南海電鉄K K、関西土地建物K K、5建物住宅
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出品物、今西組、大野組、鹿島組、大林組、竹中工務

活、森本建築社、関西土地建物K K、清水組。

A 緑ケ丘保健住宅博覧会 阪急沿線伊丹緑ケ丘住宅地、

昭和 Ｗ 年 ＱＰ 月 ＱＰ 日 ｾＱＱ 月 ＲＸ 日 、 本協会主催、大阪時事

新聞社、緑ケ丘土地後援府急電鉄後援、突物住宅出品

社、あめりか屋、浅野弥三郎、大倉土木、梶山組、竹

中工務庖、中井組、日本相互住宅、橋本万次郎、八尾

組、緑グ丘住宅建物、新組、大林組、鹿島組、竹中秀

雄、 日本建築協会、間組、矢島組、吉}II 組。

ム千里山住宅1尊覧会 昭和 8 年 月 日本協会主催。

新京阪千星山住宅地、新京阪電鉄K K後援、笑物住

宅。

ム菖蒲池厚生住宅展覧会 関西急行沿線菖蒲池住宅地昭

和 ＱＷ 年 Ｔ 月 Ｑ 日 ｾ Ｔ 月 ＳＰ 日 、 本協会主催 、 関西急行電

鉄K K、財団法人帝塚山学園後援会後援、

突物住宅出品者、大林組 (4) 、清水組 (2) 、竹中工

務庖 ( 3) 、木村組 (4) 、双差社 ( 3) 、 藤木工務庖

(2) 、岡本安達工務庖 (2) 、上田工務庖 (4) 8 社計

24戸。

ム復興住宅展覧会 市内天王寺動物園。

昭和 ＲＱ 年 Ｒ 月 ＲＰ 日 ｾＳ 月 ＲＰ ｆＭｬ，大阪府、市、戦災援護

会府支部主催、朝日新聞大阪支社、 日本建築協会後援

実物住宅出品者、住宅蛍回大阪支所( 旬 、水野組(2)

関西建築工業K K (2) 、中部土木建築K K (1) 、近

畿輿復建築工業会社 (2) 、 日本木材工業 (2) 、 日本

建設産業K K ( 1 ) 吉野木工K K ( 2 ) 、朝日建築社

(1) 、仲}II 木工所 (2) 、 上回木工所 (1) 、 昭和産

業 K K (2) 、金幸林材工業K K (1) 、秒貯木工業(

1) 、山村木工K K (1) 、大和木工K K (1) 、 大台

木工業K K (1) 、吉田工業所 ( 1) 、松下造船K K

(1) 、中和木材工業K K (1) 、鐙淵工業K K (1) 。

住宅 ( 15坪以内) 17戸、庖舗兼住宅 (20坪以内〉

15戸、計32戸。

ム羽衣住宅展示会 (35年記念) 南海本線羽衣駅東南、

昭和 ＲＷ 年 ＱＱ 月 Ｗ 日 ｾＱＶ ｓ ， 本協会 、 大阪府主催 、 住宅

金融公庫大阪支所、毎日新聞社、南海電気鉄道株式会

社後援、突物住宅出品者、藤木工務底、安藤組、あめ

りか屋、鹿島建設、竹中工務庖、中村組、大末組、大

阪土木工業、大成建設、中道組、銭高組、鴻池組、松

村組、大洋建設、田中組、藤本工務所、大林組、戸田

組、清水建設、浅沼組、鍵仲建設、東組、弁上組、新

工務庖、大西建設、今西組 (2) 吉村組計28戸。



博 覧 会 と 同 様 、 主 要 点 の み を 記 し た。

改良住宅殴計展覧会 大正 9 年 3 月24日

於 大 阪 中 央 公会堂二階 懸賞人選図案出品。

能率展覧会 大正12年10月目。 詳細不問

建築知識普及展覧会 昭和 3 年 9 月11日- 9 月16日

於大阪大丸5 - 備本協会 主 催 大 阪 大 丸 後 援

図 面 写 真、模型、各種設備、災害と英予肪、住宅と

庭園 建築材斜、観覧者162，5∞人

生活改善展覧会 昭和 4 年 3 月3 1:f - 3 月9 日

於 滋賀県公安堂、滋賀県社会科主催

本協会関係出品者、当協会、協会小川氏、小笠原氏、

城口氏、大阪市、日本トラスコ γ 、国中タイリ γ グ、

政問合資会社、建築金物商会、首佼商庖、} II 崎工場、

東洋コシペス、 日本洋互K K、熊取谷熊次郎、田村商

会、別連製作所、大丸、西原、 日本鋼鉄、家具庖、浅

野スレ { ト、 浅野物産、スタシレ{ ウオ ーグス。

須賀商会、三機工業、み よし組、観覧者8，0∞入。

貸家建築展覧会 昭和 4 年 8 月18 1'1-

於 大 阪 大丸 b階 本 協 会 主 催

計画部( 普通貸家、ピノレディシグ、アバ ート メγ トの

概念及計画に関する材;斜〉構造部( 耐火、準耐火、耐

震、木造等構造に関する材料〉、室内設備部、 ( 室内

設備防盗設備、庭園、門、塀等の附帯設備に関する材

斜。保健衛生部( 給水、排水、浄化、欽布、採光、空

地、 衛生装置等の保健衛生設備に闘する材科)

観覧者154，4∞人

］名古屋市庁舎般計図案展 昭和 Ｕ 年 Ｕ 月 ＲＲＱ ｾ Ｍ Ｒ Ｓ 日

於 都島工業、名古屋市主催本協会後援

懸賞入選図案陳列

造業合理化展覧会 昭和 5 年 4 月15 日- b 月15日。

於朝日会館朝日新聞社主催、 ( 有料〉本協会後援本

協会出品者、竹中工務庖、大林組、栂本組、浅野物産

K K、辰己硝子部、東亜ペイシト K K、住佐屋、東洋

工業K K、大林組工作部、住宅部、 日本建築協会三機

工業 K K

婦人と住宅に関する展覧会 於 大 阪 大 丸 5階

昭和 5 年 8 月26日- 8 月訂 正 木 協 会 主 催、

大丸後援、模範的和洋住宅模型、設図言十、各種材斜、

写 真 各室模範的設備図面及突商模型、

参観者 187，100人

神戸鈴蘭台生活改善住宅展 神戸鈴蘭台本協会後援

昭和 6 年 9 月10m- 1 0月11 日

緑ケ丘 大美野住宅博覧会懸賞入選図案展

昭和 7 年 9 月26日- 9 月29日 於 長 期 高 島 屋

本協会主催開催に先立ち各出品住宅の図案一般公開

住みよい家の展覧会昭和 7 年11 月1 日- 1 3日。

於 南海高島屋、本協会主催、 (15年記念事業)

参考、建材、実物の 3 部に分れて出陳。

大空えの武装展覧会 昭和 9 年 7 月11日- 2 9日。

於 大 阪 三 越 3 階、第 4 師団、大阪府、大阪市、大阪

商工会議所、日本建築協会主催、陸、海、軍省後援、

出品目録 、ロ Y ドγ 市街煤砕投下模型、巴星空中防

御模型等、回種に互り陳列。

時局と建築材料展 昭和14年 4 月20日- b 月17目。

於協会内材料陳列所、出品会社、商社108社、

参観者 4882人。

建築文化展覧会 昭和15年11月23日- 2 8日。

於 大 阪 松 奴 屋、本建築協会、建築学会共催、

記念展示「日本建築文化」紀元 2，6∞ 年奉祝式典場写

真、橿原待、合駅写真( 平面図共) 、橿原神宮外苑

道場写真 ( 平面図共) 、等多数、英の他、 「家族向

アメ{ トメ Y トノ、ウス」当選図案、住宅改良会: 感覚設

計 入 選 図 案 等 出 陳

市民防空壕展覧会 昭和16年 3 月 於 大 阪 三 越c

本協会主催 (25年記念事業) 、大阪府、大阪市、師団

司令部後援、 各種防空療、写真、統計

戦時体制下の建築展覧会 本 協 会 主 催 於 材 斜 陳 列 場

昭和16年10月25日- 1 1 月15日

耐火木材耐火壁床材、硬化竹筋、代用橋、マグネ γ

ヤ製品、チペノレ各種、防爆ガラス用セ ロブア γ 等、芙

の他。

建築と防空展覧会 昭和17年 9 月29円- 1 0日4 日。

於 大阪大丸、本協会主催、中部軍、大阪師団各司令

部、大阪府、大阪市、朝日新聞大阪支社後援、

住宅防空 ( 家庭防空施設、待避施設、地下室、防空

的利用〉 、都市防空( 防空都市計画、都市分散、空地

の利用、近隣地の防空的措置、隣組防空計画、建築的

防空( 偽装、燈下管制、待避所、防弾施設、防火建築

防護室、防空嬢) 、防空資; 隣( 各種図表、写真、換型

バ γ フレツト) 、協会25年の建築防空、都市武装、英

の千出lr.築の経過資料、会員余技等〉

南方建築展覧会 昭和18年 2 月16日- 2 1日。

於 大 阪 高 島 屋、 日本建築協会、建築学会共催、情報

局大政翼祭会大阪府支部、朝日新聞大阪支社後援、

一 般 統 計 気 象 縮 十、大東亜建設記念営造計画競技設
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言十当選図案、宗教建築、民家建築、現代建築。

女性と信生活展覧会昭和18年 3 月16日- 2 1日。

於 大 阪 大 丸、 建築工芸技術研究所、本協会主催、

大政翼賛会大阪支部協賛、大阪市、商工省工芸指導所

朝日新聞大阪支社後援、炊事法、育児法、浴場、協力

菜園

大阪市公館懸営入選図案展示会 昭和22年 4 月2 日。

清水建設大阪支庖講堂、本協会並大阪市共催募集、大

大阪市公館設計図案入選作品を展示、

これからの住宅展 昭和24年 8 月9 日- 1 4 日。 於 大

阪大丸 5 階、本協会主催、大阪府、大阪市後援、

これからの住宅 ( 図解、模型) 、都市住宅の不燃化( 図

解、犠型) 、住宅を建てる手続き( 図解) 設計図案15

坪の突物住宅

伸びる住宅展覧会昭和25年 4 月25日- 3 0日。

大阪大丸 5 階 本協会主催大丸家具笥後援、ハウス

懸賞入選図案12坪のそデノレハウス展示、模型、バシブ

レツト発行、内容、 ( 綜合的に新しい住宅の在り 方を

解説)

伸びる住宅展第二会場 昭和25年。

於 上 六 近 鉄 百 貨 応、本協会、大阪新聞社共催、我 が

家の設計家と庭の図案 1等当選作実物作成展示す。

これからの住宅展 昭和27年11月11 日- 19日。

於 高 島 屋 7 階、本協会、大阪住宅復興促進会共催、

大阪府、毎日新聞社、南海電鉄K K後援、

最近の海外並びに日本住宅紹介、大阪の住宅事情と住

宅政策、往生活の向上( 笑物大台所外設備、図面等〉

羽衣展示住宅出品住宅図案並びに本会懸賞募集の設計

図案その他。

燃えない都市建築展 昭和28年 2 月10日- 1 5日。

於 高 島 屋 7 階、建設省、大阪府、大阪市、日本建築

協会、日本損害保険協会、近畿不燃建築協会、都市不

燃化促進連合会協憾。

ブロツグ展示、耐火構造、防火材料、バスキシ、特に

補助の受け方に就て相談所を設く。

鴛 習 会 続 き ( 94頁 より〉

鳥 取 建 築 講 習 会

昭和27年10月7 日 鳥取県立図書館講堂

開講後拶鳥取県建築協会長山家一太郎。耐火建築促

進法、市大中沢誠一郎。材料、阪大奥島正一。新構法、

京大横尾義賞、大阪建築事務所高橋慶夫。補ま皆、建築用

プラスチツグス全般、プラスチックス協会中山治JM.o硬

質塩化 ピニ - J レに就て、三井化学河本於兎彦。厚型スレ

{ ト、和歌山スレ ー ト多田大典。色彩調節及防火塗粉、

関西ベイシト山岸寛次。 終講談占炉、鳥取県建築課長小

)11- 益。 聴講 3∞人

岡 山 建 築 講 習 会

昭和27年10月7 日 岡山商工会議所

開講談拶高原士会長。材斜、大林組谷口筒武。

アグリライトに就て、新光レイヨシ迫盛登、スレ ート に

就て、朝日石綿古川武彦。映画「潜函工法」竹中工務庖

提供。耐火建築促進法に就て、岡山県建築課大林武。住

宅問題に就て、佐々木嘉武。( 岡山県建築課) 。

新構法、竹中工務庖日野勝好、神大伴潔。リノリュウム

に就て、東洋リノリュウム安田金吾。防火塗斜及色彩調

節' 日本油脂K K。アスタイノレ、田島応用K K。

聴講 150人

広 島 建 築 講 習 会

昭和27年10月8 日 広島市中央公民館

材料、大林組谷口筒武。スレ ー トに就て、朝日石綿工

業古川武彦。 建築行政に就て、 広島県建築部長諌早信
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夫。新構法、竹中工務応日野勝好。神大伴潔。 防火塗糾

及色彩調節、日本油脂K K。アグリライト、新光レイヨ

シ稲垣英吉。アスタイル、田島応用K K 。 聴言語 250人

名 古 屋 建 築 講 習 会

昭和27年10月11日 名古屋商工会議所大広間

開会の辞東海副支笥混佐藤四郎。材料、阪大奥島正

一。アタリライト、新光レイヨシ迫盛登。防火塗料及色

彩調節、関西ペイシト堀口 、吉崎。プラスチツグス、プ

ラスチツグス協会宮本条伍 。アスタ イノレ、ルーブタング

田島応用笠原梯治虫r10 リノリュウム 、 日ノタイル、東洋

ロノリュウム安田金吾。住宅問題、愛知県建築部長浜島

敏雄。欧米建築事情、会長約腰健造。アメリカ新建築の

動向、竹中工務庖小)11正。終議挨拶、県建築士会石原巌

聴講 150人

大 阪 産 築 講 習 会

昭和27年10月27日- 1 1月11 日 都島工業高等学校

本 協 会 建 築 学 会、建築士会共催( 一般青年技術者並

建築士試験準備のため〉。

開講挨拶渡辺士会長。一般計画阪大足立孝。

設備計画市大田中良太郎。建築力学、阪大馬場善雄。

鉄骨、木造、市大布施忠司。鉄筋 コシダロートラーメシ

神大併潔。設計製図、村野、森建築事務所、視忠一。仕

様書、契約、積算、日建設計・工務桝弘美。

施工法大阪建築事務所作間日出生。施工計画、大林

組飯田俊之。建築基準法、建築士法、大阪府、越田正勝c

閉会の辞、中野理事、 聴講 120人



創 立15年記念事業

(8) 記念図窃の出版

(9) 建設会館建設の企画

附記念祝賀大会の開催 。

社団法人 日本建築協会創立構15年記念事業委員会委

員( 昭和 7 年10月現在〉

創立15年言稔事業局

局 長 片岡 安

/;  

// 

創立15年配念事業計画案

(1) 住宅博覧会開催 笑施

(2)  建築展覧会の開催

(3) 住宅設計図案の懸賞募集

仏) 建築遥俗大講演会の開催 。

(5) 建築巡回講演会の開催( 企画せるもの実施に室らず〉

(6) 各地並海外視察旅行 。

(7) r建築と社会」記念特絡号の発行

// 

// 

阿 部 顕 則

徳 政 金 吾

光 安 梶 之 助

武 田 五

葛 野 壮 一 郎

小 川 安 一 郎

芝 田 知 霊

徳 政 金 吾

古 城 E 治

有 山 福 軍 郎

岡 本 新 次 郎

箆 回 定 癒

加 藤 誠 二

加 藤 善 吉

鈴 木 末 尾

波 江 悌 夫

中 島 智 喜

西 国 儀 太 郎

西 村 辰 次 郎

伴 野 貞 三

弁

// 

住宅博覧会部

緑ケ丘住宅陣

委 員 長

Il J  ; 委員長

幹 事

/; 

// 

/; 

員委

/; 

//  

// 

4シ

// 

/; 

/; 

/; 

/; 

々

//  

// 

// 

保

厚藤

南

// 

保 田 虎 太 郎

小 川 陽 吉

烏 井 信

森 本 藤 吉

々

担 当 常 務

武 田 五

安 井 武 雄

今 林 彦 太 郎

坪 井 誠

鳩 山 新

101. 

平

/; 

大美野田園都市住宅博

委 員 長

副 委 員 長

幹 事

// 

// 

// 

池 田 突

富 士 岡 章 一

伊 藤 宗 太 郎

小 笠 原 釘

小 川 陽 吉

大 原 芳 知

阿 部 顕 則

高 橋 栄 次

津 田 敏 雄

鳥 井 信

中 山 栄 太 郎

松 井 消 之 助

指 田 稲

森 本 藤 吉

呼 子 正

高 崎 栄 次

岡 田 孝 男

河 合 貞 一 郎

片 岡 長 参

僧 国 務

横 浜 勉

岡 部 顕 則

大 林 賢 四 良1¥

徳 固 定 簸

設 楽 貞 雄

清 水 栄 二

竹 腰 健 造

波 江 悌 夫

中 沢 誠 一 郎

松 井 清 之 助

山 胸 友 三 郎

八 木 盛 二

呼 子 正

松 井 清 之 助

小 笠 原 制

/; 

部長

係長

係長

係長

部

係

員

係

員

係

員

務

務

伝

務

総

庶

委

財

委

。

宣

委

々

// 

// 

/; 

。

/; 

// 

/; 

今

// 

// 

作

。

// 

/; 

/; 

// 

/; 

/; 

係長係

// 

// 

/;  

会 計

/; 

//  

/;  

// 



中 村 義 雄

中 野 順 次 郎

三E

Eコ藤

政

村

芦

1/ 野

田

-1/ 

雄

粋

助

二

武

二

歳

知

則

良

日 高

平 野 弥

藤 井 厚

村 上

山 中 茂

八 木 感

渡 辺 金

大 原 芳

岡 部 顕

藤丹

b  

1/ 

務常

h

q

当

。

担

11 

11 

1/ 

1/ 

1/ 

1/ 

夫逮高飯

員蚤

dア

11 

11 

11 

11 

11 

b  

dク

?可 盛 益 太 郎

古 宇 田 実

津 田 敏 雄

増 田 市

吉 田 信

渡 辺 圭

会; 東部

員

講

h

q

蚕

。

11 

1/ 

11 

。

担 当 常 務

1/ 11 

11 

11 

委

担 当 常 務

会

委 員

幹

坪 井 誠

安 井 武 夫

浅 野 金 蔵

浦 英 之 助

加 藤 善 吉

酒 井 勇 三 郎

篠 原 太 郎

須 JIJ 際 太 郎

滝 沢 真 弓

中 西 六 郎

永 山 美 樹

姫 野 武

山 ， 回 函 平

池 田 谷 久 吉

武

吾

中 山 栄 太 郎

富 士 岡 霊 ー

松 室 重 光

久 保 田 隈

小 西 一 良

伴 野 貞 三

樋 口 辰 太 郎

設 楽 貞 雄

竹 腰 健 造

呼 子 E

松 井 若 者 之 助

1/ 

担 当 常 務

見学部委員長

幹 事

イシ

員

11 

11 

蔵兵

に土，

刀て

部展 覧 会

委 員 長

副 委 員 長

事

事

11 

章宇

幹

11 

11 

11 

1/ 

1/ 

1/ 

中 沢 誠 一 郎

山 脇 友 三 郎

今 林 彦 太 郎

阪 弁 米 吉

野 村 一 郎

松 井 貴 太 郎

森 本 藤 吉

夫悌江波

部館

長

官

申

1/ 

11 

11 

11 

11 

藤 井 厚 二

石 川 純 一 郎

落 藤 藤 吉

篠 原 太 郎

新 名 種 夫

滝 沢 真 弓

古 塚 正 治

村 野 藤 苔

部

担 当 常 務

出 版

委 員 長

委 員

員委

11 

11 

1/ 

イシ

11 

石 川 純 一 郎

飯 田 賢 次

伊 藤 恒 治

折 居 満 寿 介

岡 本 新 二 郎

古 字 国 突

阪 弁 米 吉

白 石 登 美 雄

縫 原 兵 市

末 沢 周 次

高 林 幸 太 郎

高 岡 与 三 吉

永 沢 毅

員

11 

釜

11 

木 村 寛

久 保 田 ー 際

久 保 田 葦 維

小 西 一 良

渋 谷 五 郎

須 藤 隼 人

中 村 義 雄

藤 本 正

松 本 儀 八

松 丸 盛 一 郎

山 脇 友 三 郎

八 木 盛 二

小 川 陽 吉

鳥 井 信

森 本 藤 吉

。

.11  

11 

/ 1 

/1 

./1 
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.11  

/1 

/1 
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担 当 常 務 高 精 栄 治

祝 賀 会 部

委 員 長 小 笠 原 銅

車宇 事 岩 尾 保 衛

々 児 玉 広 太 郎

11 
佐 藤 正 次 郎

委 員 荒 川 義 夫

11 大 倉 三 虫1¥

住 宅 1尊 覧 会

1. 緑ケ丘↑ 尊覧会 会場阪急沿線伊丹緑ケ丘住宅

出和 Ｗ 年 ＱＰ 月 ＱＰ 日 ｾＱＱ 月 ＱＰ 日

( 詳細( 1惇覧会の部に記載せし為省略す〉

2. 大美野田園都市住宅情覧会昭和 7 年10 月

( 詳細は博覧会の部に記載せし為省略す)

3  上 野 芝 住 宅 情 覧 会 昭和 8 年 b 月15日

4  耳掲光住宅博覧会 昭和 Ｘ 年 Ｙ 月 ＱＵ 日 ｾＱＰ 月 Ｑ 日

( 上野芝、端光の両村の詳細は陣覧会の部に記載す〉

建 築 展 覧 会

住み良い家の展覧会 昭和 7 年11 月 1 日

〈詳細は展覧会の部に記載せしため省略す〉

住宅設計図案懸賞募集当選者

緑ケ丘.保健住宅設計図案、大美野田園都市住宅設計図

案笑| 燥に建つる佐宅設計図案、阪和上野芝住宅設計図

案( 詳細は懸賞及賞金調の部に設載せし為め省略す〕

建 築 通 俗 大 講 演 会

会 場 於 大 阪 中 央 公 会 堂

日 時 昭 和 7 年11 月2 日午後 1 時

開会の辞 古 宇 田 実 若

者s市建築改造の急務 波 江 ・ 1弟 夫 泣

建築と社会 片 附 安宕

住居問題の将来 葛 野 壮 一 郎 殺

社寺建築の過去と将来 天 沼 俊 一 君

世界の建築方向 武 田 五 - ; { J

閉会の辞 池 田 突 宕

吠菌、上梨市街戦と建築被害状況、大震火災に依る建

築被害央況、満洲都市文化施設

各地並海外視察旅行

l  大阪を中心とした近畿地方 昭和 7 年11 月3 日

大阪歌舞伎座、( 観劇、最新劇場の諸施設を見学研究〉

本会主催の各陣覧会( 住宅陣〕見学、 11月4 日、

11 月 6 El， 京都・ ー本派本願寺( 膨内 、飛雲閣等)

釈穀邸( 林泉 〉

皇居Ｈ紫辰殿、清涼殿 、 ｻ ｾｉ 洞の消庭等Ｉ 113名参加、

11月 7 El 阪神 ー日本ペイシト工場、辰馬醸造会社の

2 工場の内容施設を見学参加者65名。

2. 九州ｼ方面見学旅行 昭和 Ｘ 年 Ｔ 月 ＲＸ 日 ｾＵ 月 Ｑ 日

11 

ー河
村 新

11 
小 寺 弥

11 
阪 口 芳 三 自1¥

11 
谷 民 磁

11 高 広 平 太 郎

。
郷 田 献 次 郎

"  

牧 野 忠、

担 当 常 務 伊 東 宗 太 郎

4 月28日~午後 5 時大阪駅に集合 ( 6 時30分発)

。29 日 。八幡製鉄所、東洋陶器株式会社

小倉( 勝山城見学〉

30円 目1 ] 府温泉地稽見学。

b 月 1 日午前 8 時 大 阪 着 参 加 者 徳 政 金 吾fti! 1 8名。

3  東京方面見学旅行昭和 Ｘ 年 ＱＰ 月 ＱＵｾＱＷ 円 。

10月15日・ー靖国神社遊就館、明治神宮外苑及絵図

館 日本青年会館( 尽企) 、市中央卸売市場築地本

場、築地本願寺建築物、消澄庭園、震災ι 念堂及復

興記念館。 ( 隅回公園、東京帝国大学、懇続会場、

東京会館)

ＱＶ ｒ ー 希国議会議 ｾｦ Ｉ ｬＡＺ 建築場 、 建築資料協会陳列場Ｈ

学会にて尽食〉後、散会自由行動。 6 時より熱海に

集合、懇親会開袋一泊。

17日ー伊東方面及箱根方面

参加者 55名

4. 四会連合建築大会及満洲見学旅行 ( 見学' 会の部に言じ

敵せし為省略す) ( 朝鮮、満洲、台湾)

5  台湾見学旅行 記 録 不 詐

「建築と社会」配念特輯号の発行

昭和 7 年10月発行

目 次

. 1  各住宅設計当選図案及審査評

2. 創立15周年を顧みて( 片岡安)

3. 我協会15周年記念の日に際して( 武田五一)

4  その頃を語る座談会( 出席者名、座談会記録縮政〉

第 1 回、片岡安、池田実、その他11名。

5  第 2 回最近15年聞に於ける関西建築界の変涯を誇る

会。片岡安、武田五一、池田失' 葛! l ! i壮一郎、他13名

6. 第 3 回、協会の将来を誇る座談会

片岡安、竹腰健造、落藤藤吉、今林彦太郎他13名。

7. 本会の既往を麟みて( 創立当時の笑情と事業の慨記)

8. 雑誌の変遷

9. 緑ケ丘保健住宅陣覧会開会式… 一徳政金吾

10. 大美野田園都市住宅同覧会開場式に参列して・

坪井誠一。 以 下 略

記 念 図 書 の 出 版

1. 住宅図案集 ( 定価 1 部 1 円也)
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緑ケ丘保健住宅、大美野田園者f市住宅、実際、に建つる

住宅一 ( 京阪電車経営住宅地〕 、生活改善健康住宅・0 ・

( 神戸鈴関台) 。上記 5 種の住宅設計図36種を図版1∞

頁にl収める。( 費用2，5∞円以下、 延卸30坪以下の住

宅〉。

2. 大阪市地質調査図表

本会常設の災害強度委員会が数年に互り苦心調査蒐集

した資料を輯録して一本に鱒めたもの。

大阪市内5∞ ヶ所に互り調査、 イ 、 ＴＶＨｻｾ Ｇ 版 、 口 、 図版

1田問、夕日{ ス装臓、上製函入、大阪市附図 1 部定

価金 3 円50銭也

3. 昭和大建築図集

昭和 b 年- 7 年迄に蒐集された 4 大建築懸賞当選図案

集及募集規定を網羅編纂したものである。

東京手持塗博物館。京都義制技官 日本生命館、軍人会館

建築設計懸賞募集規定、同当選者名 、同当選図案

46倍版 60頁 定 価 金70銭也。

建築会館建量生企画 ( 笑現に到らず)

建 築 会 館 委 員 会 建 築 倶 楽 部 陳 列 場 3 回開催、

延20名、 ピノレ経営者の問題、資金の問題、記録なし。

記念、祝銀大会 会場 中央公会堂 3 階大ホーノレ。

日 時 昭 和 7 年11月2 日。

出席者 本 会 関 係 者2∞名 来 策50名

委 員 長 小 笠 原 氏 の 開 会 の 挨 挨 開 宴 余 興

会長 Jt 同氏、 15年の回顧と今後の抱負に覇気述べ

られる。

名誉賛助員、貴族院議員、森本兵衛氏祝辞、再び余興

北陽大西j謹の舞踊

来 賓 大 阪 市 助 役 池川氏の主l自に依り日本建築協会の

万才三唱せられ閉会。

汚房長きゴ;

記念事業幹事会

幹 事 長 井 上 新 二、幹事岡田考男、須動族五郎、鈴木一

率、中西六郎、松久保敬三、松本儀八、ま夜中一良、山

胸友三郎。 ( 各自壊負名省略〕

厚生住宅展 本会主催、帝塚山学園後援、あやめ池厚生

住宅展 昭和17年11 月27日- 1 2月6 日。

出 品 社 各 大 林 組、竹中工務庖、清水組、木村組、双

星社、藤木、岡本、上回各工務自、 8 社24戸建設。

防火改修展 昭和17年 6 月25日- 7 月8 日

於朝日ピル陳列場図案、資材、参考品展示。

建築と妨空展 昭和17年 9 月- 1 8年 2 月迄問、

本会主催、中軍、海 軍、府市、朝円本社後俊

於 大 阪 大 丸 京 都 大 丸、金沢宮一大丸。

家庭防空施設感覚図、都市防空、偽装、燈管、防空壕

外模型、写真等々援示。

南方建築展 昭和18年 2 月16日- 2 1 日 於 市 内 高 島 屋

学 会 共 催 大 阪 朝 日 本 社、情報局後媛。

写 真 図 策 外160点展示

女性と住生活展 昭和18年 3 月16日- 21日。於市内大丸

市工芸指準所朝日本社後媛。

隣組共同施設英他図案模型等展示。

防空講演会

広島商工会議所 17年 9 月21日 講師、滝沢真弓、

小倉朝日新聞支社 。 22日 田辺平学、仲上新

福岡朝日講堂 // 
23日 福元海軍中佐。

京都朝日会館 It 28日 池崎忠孝、片岡安

名古屋朝日会館 10月
6 日 静中沢。誠一郎、井口
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神戸海員会館

大阪朝円会館

。 。波、石井、経

。 7 日 痢井啓治外数氏。

地元関係部課長新聞記者等

防 火 改 修 務 習 会 昭 和17年11 月12日- 1 4日

於 久 宝 ノj 、学校、防火改修必携に付て、府技師外講師

戦苦Lの欧洲より帰りて ( 防空講演会) 16年11 月24 日

於 大林組本社講堂、建築学会主共催。

講師伊藤五郎、田辺平学、浜田稔。三氏

見学会 ( 京都) 昭和17年 5 月10日 無隣庵、南禅寺、本

願寺、金地院

(北陸関東) 昭和17年 6 月8 日- 1 2日 尾去沢鉱山、

昼昼間、平泉、松島、仙台、飯塚温泉、東京上野精養軒

にて解散。

( 赤穂) 昭和17年 9 月23 日、 M 目。 大石神社、

泉岳寺、大石邸、製塩工場、御崎。

( 九洲) 昭和17年11 月8 日- 1 3 日 関門ト γ ネノレ福

岡東西公園、八幡宮、熊本市内、霧島、鹿児島、宮崎

、別府、解散。

言E念式典 昭和17年 3 月30 日( 本会創立日〉中央公会堂

伊勢大麻を奉じl過民儀礼、式辞祝詞、表彰式後 3 階大

食堂にて祝賀会、 230名出席。

献金 師団並海軍人事部に￥1，∞0- 献金っ

慰霊祭 昭和17年 6 月28円 於 公 会 堂 3 階広|湖、

天満宮神宮に依り挙式

防空研究事業参加 ( 煉瓦造協会引受) 昭和16年 9 月初 日

於 逆 綴Jlj コツレブ場、笑i J I i l 投下演習、軍、軽爆機20機

参加、投下益1，( 削K 実験、 木造家屋 5 戸、防空巌 2



基、防護枠間基、煉瓦造一戸、動物、廃、 塀ガラス等

を設置。

焼 夷 弾 投 下 演 習 昭 和16年10月17日 於 鳴 尾 競 馬 場

参加

自衛消防; 演習 参 加、旭区大宮町小学校。

建般論女募集 新に構想されている新線、大阪駅前計画

図案、懸賞募集3

時局対策会努拡大 南方建設建築技術者募集に付、海軍

に協力した。並大臣建設、行政簡素化問題、翼賛会の

諮問に答う。

出征慰問 出征会員立主留守宅議菌、印刷物を贈る。

会事事拡大 中国、九洲、東海、神戸、京税支部設置促進

資金尊集 大阪府主官?]f に約18万円寄附募集認可を得て言l

￥176，244. ∞を得た。 ( 寄附者名は寄附金調参照)

言E念出版 ＲＵ ｾ 手記念号資料調査したが膨大な為め 、時 を

憂し発刊に至らず、建築必燐資料の原稿作成したが出

版に至らず。

昭和20年5月15- 6月15日迄阪急前防空犠 康範防空接懸

賞募集をなし( 半地下横穴衣応急住宅) 佳作小川安一

郎外二名索に依り阪急電鉄とタイアップして阪急所有

地、 曽根崎警察署前御堂筋に沿う個所にと|宅地下防空属議

{ 主宅を 2 戸十三坪建設公開( 大阪府施設諌指議、毛主媛

京阪神急行 ｋｋＲＱ 年度時局対策に関する件 者 ｉｾ 市復興

に付検討、戦災者li 市復興並に霊安建設eJ i 業に関する建

設行政に付、関係大臣、政党、主要都府県知、抑E建 議

す。

復興住宅展 21年 2 月 於 天王寺公園内、府nj 主催.

朝日新聞、本会後援。

復興建築に付検討。 復興院企画局建築郊長、が成長五日1¥

氏を中心として検討。

昭和22年度 関日の都市復興論文と大阪市区公館地区復

興設立図案懸賞募集、大阪府、市、朝日新聞社後媛、

小林一三氏他、府市関係局部長、朝日新聞社が審査、

守吾

論 文 入 選 伊 藤 甫 ￥1，5∞円、 外省略

図案入選西山卯三、石原正雄、外省略

科

特別会計、創立25年記念事業収支予算友

昭和 17年2 月、 社団法人 日本建築協会

収 入 の官官

日 金 事E 摘

間f 金 17G，500. 00 

要

利 息 収 入 3，500. 00 

合 計 180，000. 00 

支 出 の 部

科 日

合事 1 部会( 展覧会費)

第 2 部会( 仕l版重量)

第 3 部会

( 講演及講習会費〕

第 時11会 ( 記念行事費)

第 E 部会

( 防空研究費)

{厚生住宅展覧会

2，500. 00 i  ｾｪ 説。

¥"1: 1- 五年記念。

i 記念見 出版

G，500，∞イ社会特料号発行

1 爆5単記録号発行

I  ｾ方主主講演会

8，000，001[坊主主講習会

t 技術者掛習会

9，500. 00 見学会星空

(一衣彰会主堂 、慰労 会費

献金資。 其他。

i実弾及焼w弾演習

眠 000. 00 ｾ防空研究指導
i 主主議、論文、設計

l 募粂等

第 6 部会

3，000.00  

( 時局対策研究費)

1M務、資金募集宣伝

第 7 部会 ( 給務部費) 15，500. ∞ { 袴給、会合、庶務、

予 備 金 20，000. 00 

廿五年記念事業基金 100，0ω. 00 

合 計 ￥180，000. 0。

l 古昔係其f也

国型空空理ぞ)1

時 局 対 策 委 員 会

昭和20年 9 月- 1 1 日

委員長長期+ t - 感治幹事長中西六日目、長尾浩一、

厳 中 一 良 委 員 伊 藤 和 夫 外30名 五 分 科 設 置 研 究

(1) 住宅並復興建築 (2) 都市計画建築法規 (3耀 築 資 材

新 体 制 委 員 会

昭和16年 1 月24 f:j 建築学会長内田得三氏より建築男

の新体制問題研究のため建築学会、建築協会、建築士会

建築業協会、の四会連合で協議会設置の申出があったの

で本会に於ても下記の通委員会を特設して調査研究し

(4)建築施工特に迅速施工につき (5)技術家の取扱につき た。

以上結論を得会長報告同年12月復興院、内務省其他関 四会連合委員

係方面建議。 学 会 北 沢五郎、佐野利器、内藤多イ中 、中沢誠
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一 郎

協 ｾ‘＠ 片岡安、井上新二、竹膝健三、鈴木一

幸

土
ｾ、 ｒ 、E  黒沢幹男、中村伝治、松田軍平、山下

寿郎

事長 会 鈴木下街、武宮英一、島田藤、富永長治

16. 3.20 日 於 学 会 第 1 回述合委員会開催、爾来協議を

重ね研究する事下の如し

下の通り五部門の専門委員特設

第 1都 ( 建築行政機構事項)

伊藤簸太良R外 9 名

第 2 部 ( 官庁営繕英{ 自営絡事項)

太田和夫外

第 3郎 ( 建築設昔|監密業務事項)

鈴木和夫外10名

第 4 都 ( 建築施工組織事項〉

石井桂外11名

第 5部 ( 建築技術団体事項)

井上新二、伊藤和夫、伊藤滋、神浦健、熊谷

兼雄、ノj 、林政一、新名種夫、中西六郎、坂静

雄、二見秀雄、武藤清ι

日本建築協会に於ては之に即応し下記入部門の委員を特

設し連合委員と連携した。

第 1都 ( 行政〕

井上新二、板井公威、竹内佐平治、玉置豊治

郎、松井清之助、吉田信武、村野藤吾、森口

消、山内嘉兵衛

第 2都 ( 営繕〕

井上統一、伊藤和夫、 )11口一二、楠謀長徹、辛

木貞夫、桐本楠雅、 t曽井敏s 、三僑国太郎、

道田泰治郎

第 3都 ( 設計〉

秋田喜代治、池田実、池田谷久吉、竹腰健造

津田敏雄、東畑謙三、中西六郎、宮飼克巳、

矢木英夫、村野藤吾、議長中一良

第 4昔日 ( 施工〉

伊東宗太郎、井上福桜、岩尾保松、岡本新次

郎、木村寛一、小西一良、 f白水栄二、鈴木一

幸 、鈴木末尾、西沢藤生、渡部圭吾、松久保敬三

第 5官官 ( 建築技術団体)

井上新二、伊藤和夫、大下I1領三郎、岡田孝男

阿部顕則、北垣熊之介、谷民歳、中西六郎野

中駒市、坂静雄、古塚正治、堀内四知丸、松

本儀八、三浦茂

第 6 都 ( 学校関係事項)
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浅野新一、篠原太郎、滝沢真弓、竹内さく、

棚橋諒、中尾保、永消狂三、野地修左、沼口

苔音、山口藤三郎、鷲尾消子。

第 7官官 ( 建築材料〉

大西率七、奥村重兵衛、河津署喜之助、俸田藤

郎、合田勝一、佐藤正次郎、島村佐治郎、長

井杏四郎、山本潔

第 8音s ( 建築設備〉

浅海治平、内田成之、姻口亀吉、永田 jf起こ、

伴秀雄、藤田重太郎、山内洋麿、山口次一郎

新くて17年 4 月5 に東京連合委員会共大体の成案を得

失等の結果建議した事項下の通り

16年11 月 間会連各、関係大臣、法制局長、技術院、

並企画院総裁宛建築企画中枢機構設置に関する建議

17年 6 月15 円、 連合宛先向上

建築施工組織再編成に関する建議

17年11月26円連合宛先向上

建築新体制に関する建議

昭和18年 1 月9 円 正 午 東 京 帝 国 ホ テ ル

技術院第一部長、次長、第一部第一課長等を招待し、

四会関係者出席、建議した新係制要綱について懇談し

一応本事業を完了した。

追而

第 5 剖桧建築技術団体の項は学会協会が我国建築団体

の二大勢力でt ; ，り重要部門を占めているが之が統合が

派生的にタロ{ ズアップし両会の合併に闘する検討が

行われた。某経過の大主要は下の通りである。

昭和17年 7 月22日 日本建築協会々長片岡安より学会

協会側の役員有志に対し招待が発せられ当日円本工業グ

ラプに集合されたのは、学主側、内藤会長、北沢五郎、

佐野利器、中沢誠一郎、小林政一、伊藤滋、田辺泰( 佐

藤主事〉

協 会 側 片 岡 安 、 竹 腰 健三、井上新二、中西六虫1¥。

懇談の結果商会共略茶目的をーにする時局の推移に連

れ合同に進む事とし同会にて具体案研究する事を申合せ

同年 9 月2 日 於 大 阪 グ ラ プ

東京第五部会主主事小林政一、幹事 伊藤滋氏西下

協会保I j 片岡、竹腰、絵本正副会長、池田宮彦監事

中西外現常務五名谷民蔵、野中w < > l 市、 三浦茂、姻内

四知丸五部委員会合、東京五笥l会中 2 策検討し至急に

合併促進を申合せた。

17年10 月28日於朝円 ピノレ事務所

竹腰、松本副会長外、厳中一良外 4 常務並既往副会長

監事: たりし池田実、古字国突、設楽貞雄、井上福蔵、

岡部鎖則、波江悌夫、古塚正治、松川'ri占之助、渡部圭

吾等

会合合併賛成其:後特別委員設置問会にて検討協議が進

められていたが大東亜戦激烈となり屯座っ

( 学会との合併問題の項評記〕



; 五盃竺竺]

「日 本 建 築 協 会 と 建 築 学 会 と の 合 併 問 題 に 関 す る 記 録」

①昭和17年 1 月より建築界の新体制問題につき東京に於

て四会連合協議会( 学会、協会、土会、建設業協会〉

が開催され、それに関連 して第五創性にて両会合併問

題起る本協会内にも同像新体制委員特設し第 b 自治分

科に於て新休伽jに閑し; 検討を意ねた結果協会は学会と

問機、建築技術者の団休であるが多年木会主張に基い

て建築の社会問題、建築家の団体としての社会奉仕に

Z重点、を置き、新団体の形態を改組i し之を利用するのが

最も使宣であるとの意見に透した。

①昭和17年 6 月22 円、東京、日本工業倶楽部にて「建築

協会対学会の将来を諮る会」を開催。

学会側 内面長多イ中、 北沢五郎、佐野利器、中沢誠一郎

小林政一、伊藤滋、問辺泰。

協会側、片岡安、井上新二、中西六郎

世話if系 佐 藤 弓 嘉

此際何等かの方法にて合同する僚に進むべきことと意

見一致を見た。

①昭和17年 9 月2 R ，大阪倶楽部にて東京より小林政一

伊藤滋両氏協会側片- 岡安氏外13名出席

合併問題の索に付協議す。

合併に関する折径「棲員

t学会側) 田辺泰，武宮英一、浜回稔、松井清足、

吉田安三郎っ

( 協会倶1]) 谷民殿、竹腰健造、滝沢真弓 、WJ : 中一良

松久保敬三

( 建築連合協議委員会選出斡旋委員〉

伊藤滋、井上新二、小林政一、中沢誠一

郎、中西六自1¥

合併問題に関する両会協議経過大喪

①昭和18年 2 月13 1' 1- 東京、大東亜会館に於て第一回協

議会が開催され、同19年 3 月28日; 名前後八回に亘って

新大阪ホテノレ、 円本建築協会、丸ノ内会館等で開催さ

れた。

協 議 内 容

( 協会側意見) 資産問題法的研究要望、会名円木建築

界主張、関東支部設置要求( 関西と同絡〉。本部は支部よ

り維持する案。事業は会費主義。一方的解散考慮。支部

基金、寄附単独行為主張。全国支部設置要望。学を入れ

る事反対。学が絶対なれば進行不可。会名第三索円木建

築技術会提索。会名回答なくば中止主張。役員選挙、評

議会員制度。地方無視とならざること 主張、大阪 ・京都

・兵庫の如き独立性ある地区の運営につき希望。会名、

所管、走行団体の結成の順序、方法の二項を一括して斡旋

委員に於て務処されん事を希望。

( 学会側意見〉 資産一応木部集中主義但し関西特別

扱諒承。所管文部省主張。一方的解散希望。会員学会主

張。関東支部設立努力。無任所理事設置案。事業は会費

に重きを置かず寄附による索。学会定款を彩団体機備に

改め向協会の面白を保ち得る様声明其他方法を講ずる故

一方的解散を望主要。本部重点主義、学を入れる事不可な

ら取纏 め回答。役員選挙総会主義。

( 申合事項) 主務官庁文部省叉は技術院。建築会館

処置問題論議。双方より定款起草案提出すること。会資

額研究のこと 。資産、木部支部関係、主務省は学会設中

沢氏調査研究すること 占定款要綱案中目的及事業項目決

定。 会名は会長一任とす。会員、役員決定。会長、副会

長は正会員中より投票すること其他。同会 より本部7Jz関

東及関西支部の採構と財政吉|同iを"L宮廷の験旋委員に提出

し問委員にて適当取締高ること 。

( 協議したるうち決定事項)

( 会名〉保留( 会費〉正員年額18円、賛助員年額30円、7佐

員年額 9 円。( 名営員) 正員にして総会の推薦に依り名

営員を称することとする。( 役員〉理事10名の内 8 名は

役付2 名は無任所。( 支部〉九支部を予想、支部l会計は

特別会計とす。u他一部字句修正。

( 以ヒ 8 回にて一応協議打切、以後窃閣を以て両会委

員宛回答或は照会を発することを約し解散す。〉

①昭和19年 4 月 両会協議委員及斡旋委員出席のもとに

「両会合併に関する基礎要綱」を決定。

両会合併に関する基礎安綱。

1Q1 



主 旨
其管理乃至逮蛍は同支部に委任すべきf ものと認む。

皇国の重大時局に際し建築技術報国の突を挙ぐるため @ 昭和19年 7 月27円 斡旋委員より会名決定資料を添え

両会は合併し真に現下の要請に即応し得る新団体を結 白紙委任方申来る。

日比すべきものと認む。
I 問19年 8 月4 円 協会保IJ 委員斡旋員案に関し協議延期

新団体の組織
I  (不賛成) することに決定-。

別紙「定款要綱J Iこ依る。
I 問19年 8 月12 円 斡旋委員宛財局の定る迄協議保留方

新岡休の財政
|  適述。

別紙「予算要綱」に依る。
I 同19年 9 月6 日 佐野利器氏より片岡会長宛両会長と

新聞休の所管官庁
|  会見慾顔あり 。

書F潤休の立日ぎ同体は技術院の所管たるべきを理想と認| 同19年10月7 日 間会協議すること適法。

めらるるを以て将来右気迎致来の節は其措5交を講ずベ| ①同 ＲＰ ｾ 手 Ｑ 月 ＱＶ 円 正午北浜つるやにて、ノj、林学会長西

きも差当りは新団体; 結成の結果自ら決定せらるべきも |  下、片岡会長と会見懇談、中西斡旋委員、大和書記長

のと認む。
I 列席 ( 内容〉日 本建築学会とすること 。合併方法は法

新団体結成の順序、方法
|  律上手続に闘し尤も容易なる方法を執ること。既往申合

新同体結成のl順序 、方法は両会合併の精神に即しi商 会 | 決議事項及要綱は別に特設する突行委員に於て再審議を

が共に解散し同時に新団休を結成すべきものなるも法| 軍ねること、等々。

律上の手続に闘し最も容易なる方法として一方が解散| 昭和加年 2 月 8 日 斡旋委員宛公文発送、両会長会見

し一方が改組して新団体を結成するの止むを得ざるも |  内容に従て進行するも協会側より今後の進行方法につき

のとす、但し此の易拾には商会に於て内外に対し其の| 希望附記す。

理由を詳し、両会合併の精神を明かにすべく最ー善の処| 両会合併問題につき両会より突行委員二名を挙ぐ。

涯を採るものとす0 ・
I  ( 学会側) 伊藤滋、鳥井捨歳。

新団体の設置際に於ける建築学会正員及円本建築協会 I ( 協会側) 中西六郎、厳中一良。

員並地方会員の取占及。
I 昭策: 120年 常務会に於て

新聞休の正員は其定款に依り更めて詮衡せらるべきも |  建築学会との合併は戦時中、両会突行委員にて進捗を

のたる所、新団体設立の際に於ては建築学会正会員及 l 言「りつつあったが、終戦後に於ける社会状勢は万般に亘

日本建築協会会員並に地方会長は之れを正員として認| り符しき変化を来たし! 苦り従来研究されたるのは侠木的

むるものとす。
I に丙検討を要するものと認めらる 、就ては両会の合併の

同会の資産処分
|  儀は当分延期することが妥当なりとの意見に到達したる

両会の資産は全音s新団体に移設するものとす。 ， を以て実行委員より此の旨20年11月29回附にて佐野委員

但し円本建築協会の特殊基金に就ては其性質の特殊な 長宛文書を以って通牒を発す。

るに霊童み所有権は新団体に移すも関西支部基金として
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内 外 木 材 エ 業 株 式

d 会』
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社

本社及本社工湯 : 大 阪 市 大 正 区 千 島 田f 六 帯 地 電 話 泉 尾 @ 2434- 2438

東 京 出 張 所 : 東京都千代国区丸ノ内ーノコ三菱 仲28号 館 電 話 丸 / 内 @ j 3421- 3427

営 業 科 目 ・ 1 . 建 築 物 ・船 舶 の 造 作 工 事 及 室 内 装 飾 工 事

2 主 主 具 ・署 長 具 そ の 他 木 工 品

3.  l J ! 鱗 ・船 舶 m そ の 他 の 特 殊 合 板



…? と長今=J

懸 賞 募 集 間

創立以来本会が懸賞募集 したものは多柿多機に豆って

いるが、記録が縦められ ていないのと 、数度の転居で夫

等の経過程類も一貫したものがない。今次訓査に当り維

誌 やいろいろの手許残置 J H訴から抜諒したものが下の通

りである。記録洩れ不正1誕の点、読者の訪: 及を乞う次第

である。( カツコ内の数ヰニは賞金、単位門)

日本態築協会懸賞及び賞金調

大正 7年 12月 「建築と社会J 表紙図祭

特 選 (30) 浅ハー新一、入選 (20) 内 藤 太 郎、古賀網l実

松本儀八

大正 9年 2 月 桜ケ丘改良住宅設立i図案

一等 ＨＳ ∞ Ｉ油谷 ｾｪ 次 二 等 (2∞) 中村府二、房長原束

三 等 (100) 荊木由太郎、渋谷l唯男

大正 10年 9 月 市 街地に於ける一戸建住宅設計図案

一 等 谷 本 甲 子 三、二 等 永 月τ考 直、三 等 確 井 秀 隆

近藤兵四良1¥

大正LO月11日 市街地に於ける長屋住宅設計図案

一 等 中村ーヲ号、二 等 山本辰次郎、三 等 須 嫁 員 維

小 )11安一郎

大正 11年 2 月 郊外に於ける一戸建住宅設計図案

一 等 ( 5∞ ) 大原73安11 二等 (4∞〉 平 良 俊 夫 三 等

( 300) 松岡誠一

大正 12年 12月 | 建築と社会」表紙図築

一 等 ( 50) 権 政 要 吉 二 等 ( 30) 村上 文 郎 三 等( 20)

猪木真人

大正 13年 12月 「建築と社会J 表紙図案

一 等 ( 1∞ ) 山口芳春 二 等 ( 切〉 早 良 俊 夫 三 等

(20)  i出向極創t

大正 15年12月 「建築と社会J 表 紙 図 案

一 等 (100) 治以竜，太郎二等( 日 ) 今 村 亮 三 等 f

20) 高際栄治

昭 和2年 10月 論文「将来の日本の住宅」

一 等( 100)加 藤 善 吉 二 等( ω ) 岸 田 不 元 三 等( 30)

問 中進

昭和4年4月 サシマ ー・ ハウス設計図案

一 等 (30) 久 保 田 彦 総 二 等 ( 20) 商J ! l [ } 隆太郎、竺上

卓 一 三 等 (10) 石川蹟一郎、岸本登、 中村義氏

昭 和4年7月 貸家住宅設計図案

一 等 ( 田) ( 姻- t l二三郎、古谷線治、弘i K邸 維j 合作

二 等 (30) (柳本、鈴木久) 合 作 三 等 ( 15) 道田泰

三、浜田叉吉

昭 和4年 12月 「建築と社会」表紙図然

人 選 ( 30) 土 屋 昌 三 佳 作 ( 10) 字賀一郎、中村勇、

笹口芳雄

昭和5年7月 住宅室内設備設計図察

一 等 ( 50) 二 等 ( 30)

昭和5年 12月 「建築と社会」表紙図築

入 選 ( 50) 星 広 文 佳 作 (10) 荒川利一外 5 名

昭和6年6月 小住宅設計図案( 神戸鈴蘭台住宅〉

一 等 ( 1∞) 姻 武 雄 二 等 ( 印) 桜1111大 丈 夫 佳 作 (

15) 金 子 泰 夫 外10名

昭 和6年7月 香里閣改善住宅設計図案

一 等 ( 1∞ ) 長 野 三 二 二 等 ( 50) 桜問大丈夫、角田

政 一 三 等 (30) 福富昭児、梅田誇定、仁 木 謙 治

昭和6年 12月 「建築と社会J 表紙図案

入選Ｈ 印 〉守 ｾｪＡｬ 一自 Ｑ ｜ 佳作 ( 10) 伊東和維外 5 名

昭和7年2月 円本建築協会紋章図祭

入選 (30) 小清水似|之助 fJ 作 (5) 元本徳経外 2 名

昭和7年5月 メ{ トノレ法に依る突用小 住宅設計図策

一等( 回) 姻 武 雄 二 等 (20) 久保田信夫、久保田健勝

三 等 ( 10) 川部吉却j 外10名

昭 和7年7月 創 立15年記念事業住宅博住宅設計図案

1.  緑ケ丘保健住宅設計図案

一 等 ( 1 名 ) 山 口 正 雌 二 等 ( 1 名) 佃十俊 三 等

(. 2 名〉筑紫太郎、姻 武 雄 佳 作 3 名

2. 大美野田園市住宅設計図案

一 等 ( 1 名) )11部 吉 助 二 等 (21名) 楠田忠男

三 等 ( 2 名) 金子春犬、田 辺 由 次 佳 作 2 名

3. 突際に建てる住宅設計図築

一 等 ( 1 名 ) 角 田 政 一 二 等 ( 1名) 堵l武 雄 三 等 (

2 名〉久保田在住職、筑紫太郎 ( 1:1乍 3 名

4.  阪和上野芝住宅設計図案

一 等 ( 1 名 ) 村 知 鉱 一 二 等 ( 1 名) 久保田健勝

三 等 ( 2 名〕西国哲郎、金子春夫、佳 作10名

5.  千 里 Illfi 品光す住宅設計図案

一等( 氏名不詳) 二等( 氏名不詳〉三等( 氏名不祥〉

昭和8年9月 大阪市「シピックセ γ ター」計画理想案、

一 等 ( 3∞ ) ( 山n 潔、小島初三、奥 村敦 〉合作，

二 等 ( 1∞Wt 上雅男、小野武雄) 合作 三 等 ( 日)

ｾｊ 古渡

昭和8年 12月 「建築と社会」表紙図案

一 等 ( 30) 荒川利一 二 等 (20) 木 野寅縦 三 等 ( 10

) 滋原 自主

昭和9年3月 夏の家設言「図案

入賞 ( 1∞ ) 痢武維、三戸谷久和、 宮地米三

t  09 



昭和9年E月 都市武装促進に関する論文 昭和20年 4 月 半地下横穴 到S 急住宅( 防空綴) 設計図

一等 (2∞) 山 口 儀 三 郎 二 等 (100) 吉村辰夫、田中 祭空製烈しきため応募少く入選なし佳作小川安郎

進、三 等 ( 田〉横田実、平野一男、四方矯部、大井弘 西谷叔久、山恨豊子 3 名を選して￥50謝礼

治良11 ， 昭和22年 2 月 「建築と社会J 表紙図案

昭和9年6月 ポスター「都市武装促進」図案 |  入選氏名不詳、符号 ( 吉〉佳作星広文外 2 名

一等 (1∞) 商業美術社 二 等 ( 日) 武田十子男 |  昭和22年 2 月 「明日の者11市復興」論文と「区公館地区」

三等 (30) 浅井洋 |  復興設計索

昭和 9年12月 「建築と社会」表紙図案 |  論文準入選 ( 15∞) 伊藤甫、新回伸三 佳 作 ( 反則

一 等 ( 印〉福井i満 二 等 (20) 荒}II 利一 三 等(10) I  小 橋 前 乍 設 計 案 入 選 (3側 ) 石原正雄、西山卯三

尾亀万太郎 |  佳作 (1伎町 田村郁夫外 5 名

昭和10年 9 月 者11市肪空建築ト{ キー脚本 |  昭和周年 3 月 「建築 と社会」表紙図案

一等( 建設せよ 、3∞〉野原善一郎二等( 不燃都市、 | 入選( 不詳)

1∞) 注江1i 二 三等( 鉄筋ネL讃 50) 蔦井英地 ( 建 | 昭和25年 3 月 我が家の「家と庭」設計図案

築の秋〉沼田賢治 |  一等 (3α l OO) 滑 水 千 栄 子 二 等 (1α 削 〉今西茂雄、

昭和10年12月 「建築と社会」表紙図案 |  野 中 駒 吉 佳 作 (2α 町 岩本博行外 9 名

一等 (30) 新 井 満 佳 作 (10) 紺谷昌亮外 2 名 |  昭和25年 3 月 「伸びる家J 設計図案

昭和11年12月 「建築と社会」表紙図案 |  入選( 不詳) 消7 . k 千栄子、今西茂雄、岩本博行佳作(

一等 (30) 福井満 |  不詳〉池田光夫外 4 名

昭和16年3丹 市民防空壕展出品図案 |  昭和25年11月 「建築と社会」表紙図案

昭和16年8月 菖蒲池厚生住宅設計図案 |  入選 ( ω ∞) 田 村 郁 夫 佳 作 (10∞) 山本道生外 2 名

ス覚 (2∞) 大木千鶴子、音納喜久治、西浦重夫 |  昭和26年11月 「建築と社会J 表紙図案

昭和1昨 日 防火改修突物見本及考案図 |  入 選 ( 捌 〉 田 村 郁 夫 佳 作 (1側 ) 林健太郎外 2 名

入賞 (50) 竹原辰雄、友田講一、渡部節男 |  昭和26年11月 関西建材会会章図案

昭和1昨 日 日本建築協会会開策 |  一 等 ( 向 山 本 武 雄 佳 作 ( 捌 〉 石 井 一 間 5名

入選 (30) 安孫子三雄、石固定次、宇賀伸行、平尾敏| 昭和27年 4 月 新時代の小住宅設計図書室

也、星広文 |  一等 (30∞0) 小林盛太 二等 (10∞0) 岩木民事行、尾

昭和17年10月 家庭防空施設図案 iI ; ! . 暢維佳作 ( 5α ぬ) 今西茂雄

入賞 (1∞) 今西茂雄 佳作 (30) 井沢君主吉外 2 名

… … … … 一一、町一一… 一-

U 1 1竺F1hj

創立当時より 12年迄の分は記録不言半、 12年説、に於いて

判明せるものを掲げた。創立後本会の出版図書は相当あ

る。

大正12年桜ケ丘改良住宅博覧会懸賞図祭並博覧会記

録

。14年10 関東震災視察記 5∞部 ￥3. 日

昭和 4 年 8 月 サシマー ・ハウ λ 図案策 1，170部￥1. ∞

。5 年 8 月 婦 人 住 宅 知 識 1，0∞￥1 . 00

。6 年 7 月 世界最新建築図集 1，0∞ ￥ .50

/， /1 '1 市街地法規 1，印O ￥. 50 

"  7 年 6 月。。

法規は以下数年連続発行

。8 年12月 続 住 宅 図 集 ￥1. ∞ 

続 学 校 図 集 ￥1. 00 

昭和10年 6 月 都 市 武 装 記 録 非売品

。11年 建築材糾綜合型録( 陳列場関係)

建材資料集成

昭和23年 3 月1 日 建 築 便 覧 四六版 20∞部

"  6 年 学校図集 2，0∞0 ￥1. 00

。6 年 9 月 懸 賞 図 集 1，000 ￥.70 

。24年11月鋼構造テキスト 1，2∞ 部 ￥1 由

。25年 4 月25日 伸びる家と住い方 2，∞0部

11 7 年10月 住宅図主義 3，αぬ ￥10. ∞ 

。8 年 6 月 地 質 調 査 表 330 ￥3. 50 

ltQ 

￥2. ∞ 

。 " 5 月 1 日 地震知識バ γ ブレツト



建築講座 ( 各地講習会用〉

1，5∞部 ￥200

之か らの住宅図集( 羽衣佐宅懸賞

を含む) 1，α治部 ￥2∞ 

第 2 困地質図表( 京阪神、 大阪を

中心とした) 5∞部 ￥1，2∞ 

建設資斜便覧( 編集中)

27年 5 月

11 月2 日

28年 4 月25日

28年12月発行

昭和

11 

。

"  

基準法規特殊建築物バ γ フレツ ト

索引 1，α)() 部 ￥150 

プ ラ ス チ ツ P とピニロ γ

バ γ フレツ ト 1， ( 削部 ￥70〒08

ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事 と セ メ γ ト

防 水 工 事 1，0∞部 ￥60〒08

建築衛生設備 1， ( 胸部 ￥1∞ 

之からの住宅図集 1， ( 削部

￥2∞ 〒32

26年11月5 日

27年 6 月20日

10月 1 日

9 月30日

11月15日

"  

b  

"  

"  

"  
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セセセイ見 まえ カ1 き i::t 合 E宇古

会員諸子の参考に資するため、ここ に「建雫と社会」誌の3 5年間の記事内容の索引を?

千! することにした。 年別、 50音別等作成方法について色々と意見あるが、今回は 10年

前調査されたものに従って、つぎ の 5 部門 にわ けた。なお、月別、頁数は紙数の都合

上やu ' な〈割愛した。 したがって、下記の例にしめすように、題名、筆者、斡、号、

のみをかかげたものである。たとえば、題名は「シソケノレよりニーマイヤ { まで」を

引くときは、第33瞬 の 9 号をみればよい。すなわち 、昭和27年 9 月号をひりば所期の

題目の記事がのってある。

第 1 部 門 No.  1 歴 史

No.  2 意匠および装飾

No.  3 計画基太事項

No.  4 設計計画

第 Z 部 門 No.  5 各領建築

第 3 部 門 No.  6 材
料

No.  7 階 造

No.  8 緬 工

No.  9 設 備

第 4 部 門 No.  10 法 規

No.  11 者11市計画

No.  12 災 宮-

No.  13 座 談 会

No.  14 特 輯

第 5 部 門 No.  15 維

なお、参考まで終号、年月を記すと下記のとt " . ! J であ

る。 たとえば、第10斡 1 号は昭和 2 年 1 月号であ b 、告書

3日韓11 号とは昭和21年 11月に発行された色のでゐる。

斡 年 斡 年 斡 年

1  大 正6 - 7 1. 3  日目和 5  。“百u  昭 和17

2  。 守【 ｾＸ
14  。6

26 。18

3  It ¥) 15 It 7  27 。19

4  。10 16 。8
28 。22

5  。11
17 。9 29 。23

G  。12 18 。10 30 。21

7  。13 19 。11
31 。25

8  。11
20 。12

32 。26

9  。J 5 21 。J 3 3-3  。27

10 gH和 2 22 。14
31 。28

11 。3
23 。15

1. 2  11 4  24  。J 6

題 名 筆 者 輯 号 題 名 筆 者 総 号

天 児 民 恵 2  2  
シシケんよりニ ー マ イ ヤ ー ま で 浦 辺 鎮 太 郎 33 9  I  都市の衛生に就て

1t 2  



建 築 と 社 会 総 目 録 目 次

第 1 部 門

No . l 歴 史 ・0 ・6 ・0 ・ 114 

a 総 論 …・・ ー ・・ …  ー114

b  日 本 ー ・・ ・・・・・・・・… ー 114 

c  

*  

1芋 115 

d 商
f下ー ....... ・・・.... 115 

N o. 2  意 匠 及 装 飾 ・0 ・..・・ ・・ ・115

a  給 ;論・ー・ー e  ・・・ ・ 115 

b 建 築 怠 匠 ・ . . . 一. . . . 115 

c  室 内 装 飾 及 家 具 ー・ .. . .. . . 116 

d  色 彩・・・・ 0 ・・. . ・・… ー 116 

e  美術工芸・ -・ ー・. . . . 116 

f  主主の他 ・ ・ ー. . . . . ..・ 116

No . 3  計 画 基 本 事 項 ....・・ 116

a  総 論 . . . . . ......... . ..... 116 

b 気 象 ・ 一 . . . ... 117 

c 光 ー ー … ... . .. . ....... 117 

d 熱Jfz 湿気ー・・ ・ ....... 117 

e  音 0 ・・・・・・ ・ ・ー ー117

f  ｾ＠ 気 ・ ・・・・ぃ 117

g  1m挨 汚 染 物 0 ・・ 0 ・0 ・・.. . . . . . 117 

h  生 理 衛 生 及 能 率 0 ・・ ・ー・ 0 ・0 ・117

偽 装。. .. . . . . .・・・・ 0 ・・ 118 

No . 4  般計計画. . ・・ 0 ・118

a 総 論 . . . … .  118 

b  平面i Yf商 白・ ・・・・・・・・・・ ・・・・・ .. 119 

c  設汁基準。. . ・・・・・. . ・・ 0 ・.. ・ ・0 ・119

d 家 相 ・ ・.. . .. ・ 119

e  長I l : 築経営ー ・・ー・ー ー・ 119 

第 2 部 門

No . 5 各 種 建築 ー ー 120 

a  商 業 建 築 物 0  ・ー ・・・・ • 120 

b  住 居 0  ・ ........ .. .... 121 

C  工 業 。

自大正 6 年 至 昭 和27年 35年間

e  公 共 建 築 物 ・・ベベ。 1:! 8 h  幸Ａｾ . . . . . . . . . . . ・・・・… . ....... 140 

f  宗 教 0  ・・ … … . .  129 

g  其 の 他 ー .. .. . .・ 0 ・ 130 

第 3 部 門

No . 6 材 料 .... ......... 131 

a  給 前ー・一一・・・… 131 

b  名種材料・・・ 0 ・0 ・ ・・ 131 

c  各 部 材 料 ー . . ' …. . . . . ・ 132

d  寸法f o . 規符 ... . •••.. ・ 133

e  術給 ｝ｦｺ 統 ＱＱｾｊ ・・ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ 1;}3 

No . 7 構 造 ・・・ 133 

a  #: 主諭. . . . . . .... .... . …ー 133

b  外 j J ・… ーーーー…ー…ー 133

c  基本到論 ー ・・… ー・・・ 134

d  構造カ学. . . . . . . . . . . . . . . .. .. .. .. 134 

e  各組併造・・. . . .・ 0 ・・・・ ・・ ・134

f  各 部 併 進 - … …  ・・ 0 ・ 135

E  防災併進. . . ・ ... ・135

h 特 殊 併 造 ー … … ぃ ・ … 1;} 5

N o. 8 施 工 0 ・.......... 136 

総

仕

積

契

経

施

a

b

c

d

e

f

 

;倫 . ，. " . . ・ 0 ・ 136

4義一- ー・ ・・・・ ・・・・ 136

n...... ・・ ー 136 

［ｴ Ｈ ｾ Ｎ ＮＮ＠ .・ 0 ・0 ・・・・ ・ 1:';6 

営 . .. . . .. . .・ 0 ・ 136

ェ ・ 0 ・・・ 137 

g  工 市 報 告 e ・e ・・ ・e ・0 ・・・ ・ .. .. 138 

N o. 9 鮫 倫 ・・・・ 138 

a 総論. . . . ・ 0 ・・ 1;}8 

b  媛 房 、 冷 房 . 換 気 、 及

ｾ ｾ気調整 .... .......... .  .... 139 

c  給水、排水及衛生設備・ 139

d  照明言生側f..... .. ー ー 139 

e  機 械 及 電 気 設 備 ・・ー ー140

ー127 f  防音技術・・・ ・・・・ 0 ・0 ・…. . .. .. 140 

128 g  保安設備. . . . . . ..・ e ・・ ベ ー 140 d  段業 。

第 4 部 門

No. l O 法 規 0 ・・ぃ・一. 141 

a 法規論・・一. . . . . . . 141 

b  都市計画関係法令ー ・ ・ 141 

c  市 街 地 建 築 物 法 関 係 法 令 ー141

d  各種建築物関係法令一. . . . . . . 142 

e 共 の 他 ・ ー ー ー 143 

N o.ll 都 市 計 画 ー・.. ' 143 

a  殺と i論 ー ー・・ ・・.. .. 143 

b  ，i! 'nJij 王子論. . . . . . . .……. . ... ・ 145 

c  尖 例。 0 ・0 ・0 ・・ ・・0 ・・..・ ・ 147

d  其 の 他 ー . . 司 e …・・・・ 147 

No. 12 災 害ー・・・・・ 149

a 給 諭. . . . . . . .・ ・・ ・149

b  火 災 . .. ..・・・ 0 ・0 ・・・ ・・. 149 

C  風 水 害 0 ・ ・・・ー・… 150

d  地 震ーー ・ ・・・ ー・・・ 151

e  共 の 他 ー ・0 ・: 目・ ・・ 152 

No. 13 座 談 会 0 ・・...・・・ 1 ・ 152 

No. 14 特 輸 0 ・・・・…・ 153

第 5 部 門

7

7

8

9

0

0

1

1

2

3

 

ピ

o

r

u

k

U

F

O

ρ

b

p

o

p

u

p

u

n

h

v

p

u

噌

・

4

噌

E

晶

噌

E

ム

噌

E

4

吋
，

A
.

噌

目

企

噌

『

ム

噌

『

&

噌

'
A

吋
，
‘

雑

論

川

想

行

事

息

質

例

介

統

「

3

刈

ル

1

1

4

 

白山

評

ほ

μ

随

判

記

消

懸

笑

紹

N

 

a

b

c

d

e

f

E

h

-

-

113 



4  

10 

9  

11 

油田谷久吉

生図比左夫

湘居左五郎

池田谷久吉

11 

3  10 

11 

9  

6  

10 

2  

11 

6  

11 

1  

4  

5  

12 

11 

11 

12 

11 

11 

11 

11 

長 治

11 

原 因

11 

13 

11 

14 

11 

11 

11 

11 

11 

々

It 

俊 一

5  

0  

9  

10 

5  

11 

14 

11 

15 

11 

11 

11 

。

11 

期 越 三 郎

城戸 久

夫 沼 俊 一

池図谷久吉

披 戸 久

前 回 松 韻

天 沼 俊 一

葛野壮一郎

鶴 丸 呆二

天 沼 俊 一

池田谷久吉

天 沼 俊 一

It 

11 

天沼

法隆寺五霊塔と空洞の調査研

究

石造九輸の発見

石山城に就いて

南紀の古建築長保寺と浄妙寺

擬宝珠と建築

近畿古金燈絡に就いて

久安寺綾門に就いて

高是園田寺三宝院及五重塔に就い

て ( 上 )

( 下)

史

門

歴

a 総 論

シ γ ケ J レよりニーマイヤ{ ま

で

部

No.  1  

1  第

9  33 滑f辺鋲太郎

1. 2  

116. 8. 9. 10 

6 - 1 1  

1  悌うた

It .  

波 江

日 本

神殿建築と高天原

仏寺建築の将来

東大寺建築史

b  

最勝院五霊塔

洋風模倣建築六十年記

名古屋の郷土建築

桜井神社拝殿

烏坂寺¥u : 発期締尾 tヒ就て

史蹟崇広堂

宇治上神社本殿と上代佐宅

山口市に於げる国宝建築 ( 上)

旧府聴舎の主主築

与カ屋敷を捜す

山口市に於げる国宝建築( 下〉

信貴山と生駒山

吉祥山正伝寺 ( 上〉

。 ( 下)

岐阜、愛知両県下に於げる古

建 築 解 説 ( 上)

。 ( 下 )

大 原 三 千 院

万 徳三右エと明 jID寺

1. l 1l I{遺跡宴後ケ丘の石榔 と共

の追憶

栄 山 寺

古社寺建築に就て

鳳嵐掌の晩秋

根来の大塔

兵庫県下の古建築に就て

「門教寺」

「浄土寺」

「釣 林 寺」

「大山王寺」

「一乗寺」

明治大正に於げる建築観

1. 3  

6  3  

6  9. 11. 12 

7  1  

11 

(→(ヰ

( →(二車胸

( →~倒

的( 吋

法隆寺の古建築物に就て

( →( 斗( 三司補遺・天沼

江戸放の殿博! と大奥

当 麻 弓J'

古 王寺巡礼 一、二、ゴ

大阪府の務ｾ r無 釘 堂J

慈眼院堂塔建築

弘仁期の 美術「室生寺」の研 究

古 寺 巡 b

比 叡 山

古建築行脚

1 - 4  

9  

"  
d  

10 

11 

12 

2  

2  

4  

戸

υ  

It 

11 

11 

真 金

俊 一

大官員 事邦

池田谷久吉

池四谷久吉

It 

。

宮 飼 克二

黒 田 鵬 心

池田谷久官

官 飼 克二

11 

11 

須 藤

1  

。

“  

3  

11 

11 

8  

。

11 

11 

11 

沢野ｾ之介

池岡谷久吉

天 沼 俊 一

渋 谷 五 郎

天守閣の由来

泉 布 貌

住友旧本邸ff 館

神戸元居留地の一洋館( 岡崎ピソレ〕

鴻池板屋橋別邸

助絵本陣

比叡山延暦寺

桃山時代の城郭について

大黒屋菓子鋪

傍 11 ; 間

近代美術館に就いて

法隆寺問題の今昔

決隆寺の建築ー其の焼失論争

にJ l l て

治隆寺式伽藍配置に就て

飛鳥建築の特色

上代住宅建築幸柱。考一万葉集を

一 説 み て

良11商 家J<l.'i 構えの憾古

桃山時代の茶室遺傍

日:本式建築の反省

6  

8  

11 

3  

8  

7  

。

。

。

It 

。

。

11 

It 

16 

17 

11 

11 

11 

11 

。

11 

11 

11 

悌 夫

義 一

伸

一

夫

太

俊

悌

忠

It 

波 江

藤原

大 類

沼

江

東

天

波

伊

1  

8  

11 

11 

6  

8  

n

u

n

U

唱

i

噌

ム

噌

i

10 

11 

12 

7  

8  

11 

8  

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

11 

平年回登美総

矯山

It 

11 

新平

。

哲Z 回 登 英 雄

佐 藤 IJ 、背

伊 藤 清造

11 

一
一

一
一
一

11 

法隆寺雑感

奈良羽の文化

京都古建築観

11 

It 

11 

4  

11 

11 

18 

h

q

h

q

u

 

11 管 陵

藤島亥治郎

藤 原 義 一

浜 田

11- 14 

1 - ザ 11

2 - 1  

1  

4- 12 

1  

2  

4  

3  

11 

11 

人

技

閑

霊

U

0

 

.

屋

S

大

(→~ 側

同- ( 主)

。 有1 i 遺一、二、翠・

日本古城祉捗

日本庭闘47

11 

11 

5  

4  

7  

10 

18 

18 

19 

潟野壮一郎

佐 古 康三

沢ぬ英太郎

大 倉 三 郎

1. 2  

2  

。

3  

3  

4  

9  

11 

イア

熊 古

新平

熊吉

岸

鳩山

t手

(斗~ 刷

( 十) ( 土)

飛鳥時代の寺院建築 (→ 

大u : : 前期の建築、明治大正に

於 げ る 建 築 観 岡

飛鳥時代の寺院建築 (ヰ

114  



グ石工符牒。 の話

:JlG国に 於げ る都市 的伝統

我国者jldi 計画の変遷

神社建築様式の変遷

日本減郭の極華民及ぶ併進

民 家 制 炉l

飛鳥よ b天平へ

法隆寺修理の実際

法隆寺と桂離宮と

. ! l . : . 鎖ヨ喜寿庵I止 元 伏 屋 邸

方言と民家

古典に茨われた主主築の解沢

正倉院のことど色

古民家随筆

桂 雌 官

不l IW院焚鍬楼に就て

2

7

9

6

7

2

3

0

 

0

u

n

t

r

凋

宝

必

宝

n

b

i

，

w

。
“
。

“
句
。
“

。
戸
。
-

句吋

一

二

郎

一

雄

叫

ん

繁

消

忠

鍵

四

義

正

兼

J

H

M

 

勝

居

原

羽

口

熊

野

森

川

武

藤

鳥

山

狩

浅

谷口 ! A. 吉 。

i出国谷久吉 h  

宮崎秀l E . マ

f白 沢 真 弓 。

滋問徳太郎 。

i也悶谷久吉 28 

JflTi l反 主 主 - 29  

j払 源 義 一 30

橋 本 秀 夫 。

:t11歌浦東照宮の建築に就いて 今 津 古 書k // 

紀州古建築古談 栗本fか す ま 。

兵W! 呆下の古建築概観 野 地 修 正 31

和歌山披の記

紀州古建築めぐり

大和線の民家

地図国之助 32 

日比野道男 。

伊藤 J!: 文 。

大阪古建築，) 皇憶誌 池田谷久吉 32

広 島 減1立福山城石垣と滋; 磁石

橋 本 秀 夫 33

紋様

法隆寺五 Z立培修理且L

私たちの態築史 (1)  

。 (2)

// (3)  

林野 壬二孝 H  

It 3' 1  

It 3.1 

//  

c 東 洋

雲尚石 iム王寺 大 屋 徳 城 H

満州l古建築の展望 村 岡 治 丘1¥ 16 

満世H著名建築物グラフ( 解説) It It 

仏印建築物瞥 九 武藤 彪 24

ｾｇ 印 皮の建築に就いて

d 酋 洋

欧mi 商郁戦線に於け る歴史的谷本多事治訳 1  

建築の破必

古代希鰍城邑計画

近代建築の様式に就いて

新興建築への常議

近代建築; 形態への趨勢

欧洲 の新興建築概説

近代美術館に就いて

運動場建繁の発達と新傾向

欧米家具略. l >t

谷- ) . . k 24 

z . y 生 百

本 野 精 否 12

'r<尾 f呆 13

武田 子千ー 15 

jlGj 出 孝 男 1G

波江 悌夫 17

IJ 、 林 政 一 17

角尾 篤彦 18

6 - 8  

1  

8  

10 

11 

// 

第 1 部 門

過 ぐる 三世紀附の工芸品 伴野三千良 18

: 最近に現われたフ ァ

の傾向 F  新; t 続 夫 20  

。

“  

1  

ρ 石工M' 牒。の諮

ロ γ  ドy 士喜

ｾ忠Ｍ 20  

。
】

通事lゐ亥治郎 2 4  7  

No. 2  意 匠及装飾

々

a 総 論

建築美と自然美の調和 11 : . 就て大屋霊域 2  G  

美的対必としての建築ー~ 内 { 升厳 正文 5  1 - 4  

建築芸術l乙於げる歴史の問題 山崎万寿夫 7  2 - 4  

建築の真実と虚偽共の他 桜 木 生 8  3  

新らしき建築主主 山崎万舟夫 。 6

統 一原湖と建築批評 江 村 郊 世11 6  1  

新日本文化巡1 f ! 1J と日本工芸 上野伊三郎 20 G  

建僚に於げる円本的性J 名 長谷川iJ . n是 閑 20 7  

建築の日本的性絡 粉、口多塁 。 。

4  

11 

々

H  

12 

建築に於ける日本的性絡に対

伊藤 正 文

する基礎的観念

It 

5  

芸術、特に建築。の臼本的なも

棚橋

のについての走まずの考祭

建築に於げる r H本的性絡」 香野

問題の所在

々

々

.  ｗ ｾ＠ It //  

イシ

正世吉 。

10 

10 

城 戸 久 。

木 村 楽 街 26

4手長 3c掌 。

戦争と主主主主。芸 術

為l紙と建築

6  

8  
6  

n

u

t

A

0

7

u

n

ο

 

噌

A

b 建 築 意 匠

建築微式論 伊藤 清 池 2 1  

建築傑主主のぷ義金論争( →同校江 悌夫 。 3，4

様式のヒに ，ちれ

( 上) ( 中 ) CIミ) ( 結〉村野藤手干 /1 5- - 8 

10 

11 

'

η

a

噌

ム

庁

4

p

，o

'
E

4

噌

'
A

，
。

郎

一

介

夫

諒

郊

五

之

純

実

村

岡

部

名

橋

江

武

沢

新

棚

産

量

夫

可

以

内

〈

式

所

す

一

一

矧

行

様

の

は

務

る

ぴ

築

災

及

堕

た

仰

建

震

に

と

れ

と

と

j

w

然

成

わ

へ

徴

h

雄

先

制

弘

法

{

象

よ

式

の

の

に

は

の

か

綴

タ

式

築

築

惣

来

築

ツ

敏

雄

建

思

は

建

コ

他

築

新

い

会

光

る

-
フ

価

建

の

し

社

「

た

テ

的

新

近

新 It 

11 

9  

b  

4  

8  

3  

// 

4  

新大阪ホテノレの主主f前i : ! t . 匠につ

いて 笹川 慎一 18 3  

建築と絵繭について 堂島義 !J.J 21 1  

神社建築の性 絡 凶 辺 泰 2 4 G  

芸術の尺皮的効果と建築J儀式 41門 阿 志 猪 2G G  

2

9

7

1

6

8

9

 

1

 

南方建築様式の確立

装備; 蚊肢の文様的 1広義

京都の街頭建築

デザイ γ 50- 61年

街 のE買を美し〈

デザイ γ 随想

少

0

9

1

3

〔

唱

A

，

，

'

'

ム
白

Z

F

4

4

3

3

4

 

久

良

正

文

正

常

広

円

H

H

N

'

谷

鼓

小

昼

石川純一良11 // 

。

-
8  

115 



第 1 部 門

c  室内装飾及家具
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古宝物の格納庫に就いて 大江新太郎 17 8  

簡 易 断 熱 建築 試作 モ トノ・セイプ 21 It 

7有力共 栄閣内 の建築設計1 C ) j i，t

いて .，?，I; W . 畑謙三 24

内南 jf )ji 箇の建築家情 近藤 泰 I夫 25 2  

第 1 部 門
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Ho p per 悠 の 機 械 伊 藤 正 文 20 4  

A A J 氏料( キ ャリ ア主主気、伏態凶表) 33 9  

g  鹿 挨 及?壱主止物

大阪市の尿} j J<処分問題( 1:) (" F) 野別 泰男 1  6. 7  

都 Iti の下水辺に就て 大 井 消 - 2  3  

大阪市接続町村下水道調査繍

巣 (→~伺 大 阪府発表 。 7 - 1 1

。 ft 9 It 3  3  

11 

1  

// 

5  

9  

4

h

y

E
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子
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玄

ム

ゲ
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本

賀

川

会

処

叫

バ
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芥

態
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耐
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状

皮

の

J

q

J，

染

制

て

れ

れ

汚

る

し

h

w

川

す

と

法

制

問

題

内

に

問

物

置

健

て

築

措

保

就

h

v

建

の

山

に

市

其

て

都

館

抑

制

ぴ

き

。

“  

3  

6  

h  生理衛生及能率

衛 生 時 論 東 城 生 1 3  

悶民保健に凶する輿J命 。 G

衛 生 1: より J ! . . t こるイ主包建築 吉 岡 弥生 。 10

巴里 dl 衛生ち察令

巴H!_dl 衛生数l ll ll

。 12

↓

相

。 13

2  7，8  
// 

者fST打の衛生に就て 天 児民f . ! ' i : // 2  

家屋に対する衛生上の要求 法 山 棒古・ // G  

都 市 政策 と防疫( 上) ( 下〉 向井 章 。 10，11

市 民 の鎚 jおに .&1ます住宅難の

影 響 ( 上) C! ' )

戸 閏 正三 3  8，9  

事 ｾｉｓ￯ ti 改造と民衆保健 横 浜 勉 4 1  

都市の衛生に就て 宮島斡之I l I J // 8  

大限i I i の制民住宅の現状と保

健 状 態 (寸(斗 三 太 郎 G G，6  

結核治療上よ b 見t .: る 建 築 観 遠 藤 繁 清 11 11 

111 



第 1 部 門

病院建築と其の機械的設備、

特に其の設計上の 二三の 問 題 大 沢 一郎 17

に就いて

i 偽 装

於

削

に

想

江

市

感

阪

の

大

て

る

就

た

に

見

蔽

h

遮

よ

位

訳

機

偽

行

る

飛

川

町
17 8. 9 

最近の独泡に於げる助主主偽裟熊井 安 義 20 6  

工場及倉庫の防空偽装に就て 生国 五郎 25 2  

偽装に就て 古 塚 疋 治 25 7  

偽装及偽装塗料 木" " F " 武昌 11 /1 

No. 4 設 計 計 画

a 総 鎗

恵まれぬ我が高層建築

庭の言宣言十に対する一考察

建築殊にイ主宅と進国の関係

近代庭園のー伊j

横 浜 勉 9

大 屋 震 域 10

椎 原 兵 市 。

橋本八盆三 。

71 < に息まれた伊太事j の庭園と 古字国 実 。

噴7) <

子供の事: ぷ徒主主池

庭園の実用化と芸術

庭の建物に就いて

衛生上よ h観Tこる庭園

庭 簡 に於 11建築的る施設

我国庭園の位置

日本庭園の将来

方 米 治 郎 。

古 字 国 実 。

椎 原 兵 市 。

大 屋 鐙 披 9

1m藤 義 吉 。

J - 原 敬 二 12

図村 則 。

建築に対する庭聞と日本庭園 岨

古 字 問 実

の特色

日本庭園の植栽材料 篭 居 松 之 助 。

最 近欧米 l乞於げる庭園の傾向 関口童英太郎 。

公園よ1 ) 31' 1. 庭を見る 井下 清 。

庭園と花壇 野 間 守 人 。

大阪の庭園に就いて 椎 原 兵 市 。

庭 閣 の 行 進曲 11 米治郎 。

石燈錨の美 国津 E 11 

よき長はよき建築家によって 岡 本 彰- 11 

建築と庭闘 (1) 白川 泰 26

。 ( 2 ) ρ 。

庭 木 の 美 的 本 質 と そ の 選 び 方 方 米 治 郎 13

摩天閣には必十利用性を構成 レイモ γｾＺ 15 

せしむペし ・フット

ピルデ ィγ 〆に於け る損 失 防

止 法

f賢建築か高建築か

窓

118 
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ル
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ル

プ

ム

戸

ア

ダ

エ

エ

グ

ローレ γ ス ・コ{ チ ャア

アルパート ・プレ

10 

エステイディアムの設計要義 中尾

運動競技場の計画 (1) 吉田

保 17

信 武 。

自然損害法を中心とする結核療 新 名 種 夫 。 10

養所の計画

建築の 定要性を認識せよ 池 田 爽 18

新大阪ホテノレ計画案に就て 富士岡 l l t - 11 

新大阪ホテル計画概要 新 名 積 夫 。

禁 株 式 取 引 所 の 設 計 計 画 に 竹 腰 健 造 。

住宅施工の合理化

我 国 住宅様式の進展

矢 田 鉄 進 20

大 石 忠 夫 21

1  

1  

国民住居の標準 高 山 英 華 23

ま同住宅計釧 の技 術 的 基 礎 概 山 口 吾 郎 一

決 戦態制、工場管理、工場施設 ) 11喜田錬太郎 27

ある喫茶庖の試案 今 凶 茂 雄 30

京 都 府 に 於 げ る 観 光 施 設 整 備 長 沢 忠 郎 。

計画

京 平 和 郷 宝池公 閣 の 建 設 に 高 橋 正 典 。

江戸時代の庭闘を見直したい 竜居松之助 26 

観光喜代門旅館案計画に就て 布 袋 国 雄 30

新市l中 学 校 命 の 設 計 々 薗 に つ 富 田 清 31

いて

アメリカの新しい学校建築f L Mer r el l. Uori es.  

ついて Hi  t ot suyan gi 

It 

7  

9  

It 

10 

11 

"  

。 大阪スタデ ィア ム 設 計 に 関 す 岩 本 博 行 。

る覚書

10 

神戸市民スポーツセ γ ターの

計画について

建築設計はどうすれば良くな

るカ〉

寒地と建築

寒地建築について

寒地住宅雑考

今 昔 ・是 非

白 石 博 三 32

久米権九郎 。

津 村 盃- 11 

問中良太郎 。

滝 沢 真 弓 。

11 

三 国 一 男 。

11 

0

0

9

0

 

11 

平 凡・異常 石川純一良11 11 

志 摩 観 光 ホ テ ル の 企 画 と 設 備 十f 内 孝 32

設計について 村 野 藤 否 。

設計業務への私見 日 野 勝 好 。

此頃思うこと 竹 内 成 夫 。

建築事務所のあ b方 小 西 脚 。

建築設計業界に於げ る 昨 年 度 香 取 礼 三 33

の諸問題及今後の見透し

1/ 

11 

1/ 

。

“  

4  

4  

1/ 

N 板 硝子株式会社舞鶴工場に 梯

就て

朝日放送演奏所に就て

ラジオ京都演奏室設計覚欝

建築若' 人の座談会( 設計者の

立 場 よ り

産業会館ピルの設計々繭

弘 美 。

松 室 盆 束 。

矯 国 友 也 。

小 川 正 。

9  

11 

1  

3  

11 

6  
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第 1 部 門

b 平 面 計 画 e  建 築 経 営

建築敷地に就て 設 楽 貞雄 1  5  組織的に計画し野生的ならぎ A 林

1  2  

住宅問題と住宅敷地に関する 村 上 席 吉

る郊外住宅経営 、 ー

5  8  

米 国 に 於 げ る 職 工 住 宅 経 営 法 蕊 野 壮一郎 。考 察
9.  10 

/J、商盾建築の平面 11' 事 国煉七郎 18 9  

( →伺 抄 訳

11 同
11 h  12  

小住宅のプラシニシグーの教授 鷲 井 清子 20 
8  

米国に於ける住居経営( →- 0司 M ・T 生訳 。“  8- 1 0  法

労務者住宅計画に就て 致 問 基 次 23 6  

"  

伺
11 3  2  

アパートメ γ ト設計覚主宰 酒 井 清 一 24 2  住宅会社の経営者に望む 大 震 霊 披 4  10 

記念事業中 ・アバ ー トー建設に 重量中 一良
11 11 h  11 

11 

関する件の報告主主

マ 阪 北 港 会 社 経 営 の 住 宅 に 就 小 笠 原 銅

庶民住居の一試案 大下順三郎 。 4  

5  1  

神社建築雑考 弁 上 ー 雑 。 6  建築の経済的環境 村 野 藤 吾 9  1  

極問小題住，宅に於げる平面基準の 西山 卯三
イシ 10 

オフ ィス ・ピノレデ ィγ グ経営 栗山 克一
11 

に就いての経験二三

設計雑感 30 9  小貸事務所の経営 ｾ野壮一郎 13  11 

新函市I中学の教育計画 と平面計 池田 伝 競 31
10 一目で判る営業費の記録

ジョ Y ・ダ、プノレュ ー・

ポー リ{ 15 4  

C 般 計 基 準

計画と設計 波 江 悌 夫 1 14 

設 計数量の指示に就て 小 笠原 錦 3  10 

小笠原震の「設計数景の指示 設 楽 貞 雄 11 11 

に就て J ｾ続みて

建築設計と希隣建築に於ける

対称、及均勢の [ノ、 y ピ ッ チ 氏 伊 藤 E 文 7  10 

法則」

"  

11 。 11

建築設計に於ける強度計算報 増 田 清 // 11 

酬規定I t : . 就て

友人木7) <. 君の住宅設計に就て 小川安一郎 8  2  

部屋の大さぞ決定する 定規と 野地修左( 訳) 12 11 

しての人体 フラ γ ツ ・グラウゼ

気食動の関係に就いて 宮 飼 克 二 1; 11 

ヂ 放 送 会 館 の 設計計画 に 就 中 山 克 己 19 7  

「国民住居」の提案

家族の生長と佐宅基準

旗 暗長平 23 12 

Z束 早 信 夫 24 4  

住宅基本空間l lt:.対す る 一 考 察 西 山 卯三 11 "  

極 小 住 宅 に 於 げ る 平 面 基 準 の 西 山 卯三 "  10 

問題

鉄筋石進権法による 設 計

学校建築の主題

学校教室のゐりかた

d 家 相

家相問答( 上) ( 下〉

。
“

n

υ

h

F

1

a

・

，

9

1

y

 

。
“

q

u

A

，

諒

文

士

ロ

E

甚

橋

詰

牒

ロ

柵

伊

堀

ｾ野壮一郎 1  1. 2 

署 長 相 論

"  

。 14

訪問記 「家相凡」君 と僕 K ・S 生 3  1  

家相に対する疑問 葛野壮一郎 6  7  

家相流布の原因 と 英 本 質 原 理 事5野壮一郎 10 1  

住宅と 家相の問題 ( l X2)
11 12 5. 6 

ピルデ ィシグ管理人用務図表 。

何故家賃は物価に追随出来ぬか 。

住宅地経営 l乞就て 松 本 儀 八 16

住宅経営の種々相 矢 田 鉄 歳 。

土 地経営者の観たる住宅 篠 原 正 雄 。

土 地 経 営 に 於 け る 分 譲 住 宅 地 令 井 英 雄 16

のー現勢

都市に於ける公益企業として E本建築協 19 

の住宅経営 E  

大阪府下に於ける住宅経営地 都市計画 20 

調 査 大阪地方委員会

都市に於げる貸住宅経営の突

) ! i ( ( 岡基次 21

際

h

q

h

q

h

q

h

q

h

q

 

11 

11 

7  

1  

家賃よ b観 Tこる不動産価格構

成の二法則

景気変動の住宅企業に及ぼす

影響に就いて

最近の住宅政策

/J 、 村 勝 23 6  

/J 、 宮 資 - "  

大村己代治 24 

"  

4  

最 低 限 生 活 の 要 請 と 建 設 住 宅 西 山 卯 三 25 1  

の基準

大 会 株
合

防
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第 2 部 門

No. 5 各 種 建 築
最新のオフィスピ J レ三信 松井賞太郎 13 11 

事務所建築とその構造 黒田 茂 。 11 

a 商業建築物

東京 f<::. 於げる貸事務所建築の 木 村幸 一郎
1/ 

テーメ ー トメ γ ト ・ストア ーに 湾

近況

就て 国
重E 4  12  

構造上から、事務所建築の 7 青 柳 貞世
1/ 

中央市場ーに就て x . y 生 7  8  

ランを樹る人々に望む

ノレイ ・シ ュロ γ ネ

欧米の保護金庫に就て(2i 竹 腰 健 進 。 12 

巴里に於りる商庖の新傾向

12 9  米 国 に 於 け る 建 築 事 務 所 一、二 高 橋 栄 治 14 6  

小商盾の庖頭 宮 飼 克 二 。 // 

伊) 銀行、会社、事務所等

商后と広告 新 名 穏 夫 。 1/ 

大に，E戎Z株て式取引所新市場の建物 高橋 栄 治 18 
G  

我国百貨庖建築の特異性 中 村 伝 治 14 10 

百貨 盾建築の外観と内鵠 果 関 脇心 。 // 

大阪株式取引所( 写真〉 It // 

百貨 庖カアノレシ ュタット の新 石 川 純 郎

建 築

It 

五呈立式移動現場事務所につい 海 村 統 之 30

て
5  

ド イ ツ の 百 貨 底 二 三 蔵 国 周忠 。 。 察帝国ホテノレの建築に就ての考 本 野 来年寄
6  8  

百貨賠建築に就いて 毛手 リ 泰三
11 1/ 

帝国ホテノレに就て 伊 藤 正 文 It 1/ 

百貨庖 の建築 里見 純 音
。 It 

所謂帝大谷石の屍に対する私の 村野 藤吾

百貨庖 の平面計画に就 て 絹 JI' 豊m 1/ 
1/ 九 Tこ 国ホテノレ

9  

百貨庖の設計 木7 ] < 栄太郎 。 1/ 
市営長屋Zえ共同宿泊所 江 村 郊 郎 2  6  

商 庖 街と百貨庖建築 吉 田 享 二 。 11 ホテノレ建築の一考察 古 家 正 治 13 1  

欧米の底ノj、観 津田 襲 。 11 

ホテル ・プラシニシグ Ir . 就て It 11 3  

陳列窓の反挟現象に就て プトノキイ 1/ 11 

コ γ マーシャノレ ・ホテノレ計函 高 橋 栄 治

の下準備 。

1/ 

商底と広告 星 広 文 。 11 

改の例築でモダーソとなっ? こ商庖 宮 飼 克二

ホテルの附帯設備基本事項 桜 井 省 吾 11 1/ 

1/ 

望( ホむテル〉業者; トら建築家に 南 喜 三 郎
11 

商家庖構えの協古 佐 古 度 三 18 9  

1/ 

岸田 勉 。 1/ 

小売商庖の底頭 角 尾 篤 彦 。
1/ 

IJ、商庖建築の平面 JI ド事国際七郎 。

旅宿の ，患い出 八 洋 生 。 11 

、

ホテル瑞談 角尾 1竜彦 。 1/ 

商庖建築の家具l巴就て 小 JI' 安一郎 。
1/ 

伊 藤 和 夫 。

バ ー グ ・ホテノレ 「ハウス ・レツへ Y _I 1/ 1/ 

地下商広 街 11 

IJ 、ホテノレ 「ホワイト ・スタ ー」 1/ 1/ 

商庖照明の話 内 田 幸 夫 。 1/ 

静岡の東本陣跡 松 本 儀 八 14 5  

停車場と百貨盾 佐 竹 三 吾 18 11 

百貨脂に対するスプリダラ ー 永 野 貞 次 21
い) ホテノレ、旅 館、宿泊所等

4  

と自動火災警報装置

新大阪ホテノレの建築工事が社竹膝 健 造 18

活相十二支 JI' 喜多煉七郎 22 6  会に与え T二教割"

3  

近代都市の発展と事務所建築 片岡

安

新大阪ホテル計画案! こ就て 富士間: i l l : - 11 1/ 

9  1  

の勃興

新大阪ホテル計図概要 新 名 種 夫 。 1/ 

事務所建築の経済的考察 竹 腰 健 造 。 1/ 

都 大 阪 ホ テ ル の 家 具 装 備 に 就 長 谷 部 鋭 吉

ピノレデ ィング両面観 池 田 宮 彦 。 1/  

イシ 1/ 

て

ピノレディ Y グの構造とプラン 矯回
吉新大阪ホテノレの装飾意匠に 笹川 慎 一

.  
: 宿砂 1/ 

11 

ニング 1<::' 就いて ついて

米国現代のピ ノレデ ィγ グ 福永佐和吉 11 11 
新大阪ホテノレの併迄及強度計 竹内 政 治

1/ 

併進上よ b九たる高層建築の 周 辺 平 学

ｾ＠

変 遷

11 

新大阪ホテルの厨房に就て
上 田 清- 1/ 

1/ 

阪神 地方に於ける所語ピノレデ 古塚 正 治

ィシグの祝言平

1/ 
室 長 大 都 市 ホ テ ル へ の 基 礎 的 大 石 忠 夫 21

11 

かくゐ るべき明日の建築基朱に 矢尻徳 ｾ ｦＮＡｾ
オフィスピルデ ィシグのそれ 一

1/ 1/ 能欧 洲と設と倣日本のカップ ェー の筏 上野伊三郎 12  
3  

欧米の保護金庫に就て (1) 竹 腰 健 造 13 11 レストランとカフエ ー浸 誇 本 野 草青否 。 11 

米国の銀行建築 靖 国 清 。 1/ レストラ γ のキユツヘー 古塚 E 泊 。 1/ 

ウールウォ { スの凋 落 前 後 村 E号 藤 否 。 b  
レストランの厨房 松 村 次 郎 。 1/ 
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カフェーの照明雑感

カフェ ーと レストラシトの設

計及設備上の注 意点 宮 飼 克 二

石川 安 太 12

最も現代型の欧米のカップェ

【其他

建築家から見? こレストラシト

とカッ プ エ{ 観

同 料理席、飲食底、カフ ェー等

菊 水の綜合的裟剣1に就いて

ある喫茶脂の試室長

演芸と 建築 ( 上) ( 中) ( 下)

11 

1; It 

武 田 五 一 19 1  

今 商 茂 雄 30 4  

波 江 悌 夫 1  11- 13  

活動写真劇場の改良( 上) ( 下) 葛 野 壮 一 郎 "  2. 3  

市民劇場の建設を望む( 上) ( 下) 11 " 6 . 7  

大阪劇場の変遷 A . B  池毘 笑 3  1. 2 

公立大音楽堂の創設を望む・ 葛野壮一郎 4  1  

活動写真館の照明と観客の限

の衛生 宥川芳次郎

イーストマ γ 劇場及音楽学校 葛 野 壮 一 郎 6  

建築家と活動写真館 池田谷久吉 7  

戯 場 漫 筆 足 立 円 次 郎 。

舞台の変遷と其の周期

舞台照明に就て

木造最後の大劇場

劇場はエールへと趨< ( 訳文〉

近世劇場構造( →- ( 司( 訳文〉

うき世絵と業時代の劇場

池関谷久吉 8  

"  11 11 

池田谷久吉 9  3  

"  

11 

。 11 8- 1 0  

11 11 

道頓堀の劇場小史

新シェ グス ピア記念劇場に就

じて 木 村 克 一 11

池 田 谷 久 吉 12 4  

四つの劇場と舞台の提案 }II 事国煉七郎 14  11 

挟函館及劇場建築の様式 黒 田 鵬 心 。 。

最近映画劇場建築の動向に就

て

挟函館建築へ

映画劇場に於げる映写室の設

計に就いて

l;i ' 場建築と法規

持主予 久 々 砂

酒 井 清 - - 11 1/ 

ウヰリアム ・ダ プ リ ュ {

・ウイノレス γ "  11 

池田 突 。 12

経営者の見Tこる挟函館並に創

場 建 築 信 石 政 太 郎

劇場について漫筆 木村得三郎 11 /1 

大阪歌舞伎座新築設計につい

て 小 田 島 兵 吉 15 11 

( 剥劇場、挟函館、君主芸場、観物場、舞踏場、遊技場等

京都朝日会館

京都朝日会館( 写真〉

宝 塚 大劇場復興工事

日 本 万 博

石川純一郎 18 G  

々 々

鷲 尾 九 郎 18 8  

福 田 盆 義 20 11 

日本万国博覧会に於けるー .

三の問題に就いて 一 本 多 次 郎

京都競馬場馬見所の設計経過

と概要 安 井 武 雄 21 11 

13 室内及野外スボ{ ツ建築

新東亜建設と競馬場計画

会員劇場設計のまE準

劇 場 余 録

。

"  
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11 。 12

能舞台雑感 片 山 博 選 26 10 

巻問主主芸の仮設小屋に就て 図 師 嘉 彦 。 12

火災保険率協定案と倉庫建築 1  2  

貯蔵と建築

自動車々庫に就いて

倉 庫建築に就て

倉庫建築計図

格納庫建築 (lX2)

松 井 清 足 8  1  

菅 野 久 一 10 2  

山 本 五 郎 13 10 

北 村 勝 成 。 。

高橋梅太郎 。 10. 11

飛行機格納庫に就いて 柳 井 平 八 15 '  3  

謀 長 言 語 ね た 長 径 間 飛 行 青 柳 貞 世 19 11 
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飛行機絡納庫建設に要する欽

骨量の経済限度 高橋梅太郎

乗合自動車収容庫 大内秀一郎 20 3  

12 
灘 の 沼 倉

6  

b  住居建築物

位宅建築の改造

1/ 

阪下 圭 弥 31

本 野 精 吾 1  2  

我邦の住宅改良第一策

( 上) ( 中) ( 下〉片岡 安

11 

4- 6  

5  

大阪市の細民イ主宅に就て( →- (司 K ・U 生 。 4- 6

英国に於ける住居及都市計画

法令 (→- (:司 伊 藤 英 雄 /1 5 - 7  

改 良 住 宅

低廉なる磁工住宅建築

今林彦太郎訳。 。

牛 村 喜 男 。 8  

アメリカの回厨佐宅( →~伺 谷 本 多 喜 治 訳 。 8- 1 1

結核病と住宅改良問題 片岡 安 11 9  

米国に於げる磁エイ主宅経営法 葛野壮一郎

( →( 斗 抄 訳

。 回 。

都市住宅問題

。9 - 1 0

。 12

関 ー・ 11 14 

戦後に於ける倫敦の住居問題

( 上) ( 下) ' M・I 生 訳 2  1 - 2  

f命教に於げる住居問題委員会

の報告審 〈上) ( 下〉

都市と住居問題

東京市営住宅と其の一例

都市の細民住宅

細民住宅に就て

都市住宅政策

住宅問題の前途

"  

。3 - 4

阪西 由蔵官者 。 3

積回重義談 。 4

藤原俊雄グ // 11 

片岡 安 1/ 5  

関 ー 談 。 。

主主南 生 。 。

住宅問題解決に提供されたる

珍案 M ・T 生訳

住宅問題と田園都市 A - D  三 宅 勤- .It 7- 10 

最も非衛生的な我邦の住宅 古 瀬 安 俊 f/ 11 
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住 宅 改 造 上 . 下 葛 野 壮 一郎 2 10- 11 

都市住宅の建設に就て( 上) ( 下) 片岡 安 2  8 - 9  

米国に於げる住居経営( →~同 M . T生 訳 。 8 - 1 0

。 帥 / / :3 2  

生活改善と我国の住宅 片 岡 安 / / 1  

英 国に於けるイ主宅 政策(→~同 大 阪 市 発 表 。 3- 5

委 の 阪 に 映 じ た 彼 比 佐 宅 の 批 三 宅 毅 - // 6  

我国に於げる 寝 室 、便所及台 育 柳 主 主 - 4  2  

所 私 凡

都 市 生 活 と 佐 宅 上下 片 岡 安 / / 3 - 4  

英国の住居法( →~伺 石 原 憲 治 / / ; ] - 6 
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私はイ主宅問題 tf 新 う 考えます

米人 の観Tごる 欧洲組合住宅
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。 ( 下 〉

イ主宅問題発生の淵源

7 - 9  

// 
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S

4

司

S
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噌

E

。

紫安新九郎 5  

伊 藤 英 雄 。

ー 記 者 。

楠原祖一郎 。

。 6

江 村 郊 村 。 。

住 宅 政 策 論 ( 上) ( 下〉

独 i急に於けるイ主宅組合 として

記 者

のアノ〈ートとピノレ

楠原主E一郎 // 6 - 7  

長 本 に 於 け る 住 宅 の 変 遷 と 将 武 田 五 一 7  

住居間題の統計的研究 楠原祖一郎 8  2  

管繁の山住宅の諾

居 機 首 選 (→- (主〉

数字の物語る景気と住宅問題

字治伊之助 。 11- 12

( →同

新渡辺稲造 1  7  

子 供 本 位 の 佐 宅 上 下

デモグラチッグな住宅

吾が伝統の血潮と住宅観念

我 慢、辛房、風流ぞ徴象する

日本の住居

位裏表は家庭趣味の容器

住 宅 研 究 (→~伺

。 同

"  
// 

恒j

同

イ主み心地良き居宅

"  

葛野壮- J ' ! 11 3  1 - 1 2  

向井 主主 4  1 - 2  

安 部 磯 雄 11 2  

榎本春之助 。

窪 田 文 三 。

f中 小 路 廉 。

葛野ヰ士一郎 4  1- ザ 3

h

q

h

q

o

 
11 

竹 山 九 郎 。

イシ // 

住宅建築家は如何なる態度を 武田 五 - // 

執るべき乎

務 長 氏 の 「 佐 宅 問FJ) 園 都 文 雄 。
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7 - 8  

自分の家を建てて 凡 て 設 楽 貞 雄 。

木 崎 湖 畔 に 建 つ ペ 制 、 住 宅 の 武 間 五 - // 

計画 に戚て

私の頭に函かれつつある住宅 本 野 猪 否 。

日本畳を利用する和洋折衷式

日 高 B宇

佐 宅

山科郷のパ γ ガロ ー建 築 郊 屯s 生 。

和 洋 折 衷 か 欧 風 直 写 か 上 下 置 塩 章 。

西洋住宅と日本住宅

住宅と色彩 (→~伺

// 
同

を 阪 北 港 会 社 経 営 の 佐 宅 に 就 小 笠 原 詞 。

// 

// 

道路と住宅と建築家

新住宅を造る私の方針

文化村住宅の記事に就て

「性」と 「住宅」10 

山)11 逸 郎 5  

葛野壮一郎 5  
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津田 襲 。

横 浜 勉 。
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家 庭Tこるべき住宅に関聯して 問中 清志、 。

忘れられたイ主宅の半面 大 屋 霊 減 。

"  

文 化 住 宅 に 就ての一考察

新住宅1(. 相応しい庭樹

住宅の雰囲気に就て

婦 人 に必要な住宅の智識

住 宅 安 言

「イ主」

別 所 悌 一 7  

方 米 治 郎 。

安野二位夢 。

葛野壮- j ' ! f > 7  

大庭草太郎 。
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住宅改造と援房設備
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ず 室 と 其 の 家 具 類 の 一 考 絵 本 僕 八
5  9  

西 洋 風 に し か げ た 住 宅 の 失 左 近 ま つ 子

数

1  11 

住宅改造博覧会出品住宅一般

"  

。
名流の住宅観 1  12  

住宅建築と大阪都市

"  

11 
応 接間Tごげを洋風に 檎 瀬 幸 彦

1/ イシ

家とウィリアム ・モーリ ス 郊 郁 生
11 

入手主義を廃して /J 、山 温

"  

1/ 

の芸術観

経済衛生実用の見地から 内 田 嘉 吉

"  

1/ 

只今私の考えて居りますま 大 須 賀 厳 。
イシ

名流の住宅観

"  

13  
まに

改善を試み? こ室々 前田 秋 子 。 11 建てるまでと建ててから 中村歌右衛門。 。

イ主宅博覧会記事 11 11 夫婦で住宅の新工夫 桜田節弥子 1/ 1/ 

事き是邦乎現代の住宅を如上何下にす べ 小笠原 伺 。“  5 - 6  

事務所と私宅 とを閉じ家に 有沢きく子

して

h  
。

住 宅 改 進 上下 玉吉野壮一f . ! i > 11 10- 11  
女流の伎宅観 h  14 

我邦現代住宅改良の施工法 小 笠 原 鈎

良いと感じたこと 松岡都奈子

"  

点V

11 7 - 1 0  

( ー) - ( 四〉
肝要な室々の構造 井上 秀 子 h  1/ 

懸賞改良住宅設計案審査報告
1/ 4  

洋館に住んでよいと思うこ 木 村 永 子
h  11 

住宅改善の方針 一 記 者 3  9  
とは

住 宅 改 良 問 題 と 新 時 代 の 婦 人 横 浜 勉 4  5  
女流の住宅観 。・4 2  

第一回改良住宅応募図案審査
家の中でー呑大切な処は 足 立 民 子 h  1/ 

11 11 

概 評
御化粧室という色のは 原 きく子 h  1/ 

住宅改善の要諦 葛野壮一郎 11 12 
名土の佐宅観 h  3  

第 二回改良住宅応募図案審査

5  1  二窓生活と建築 JI[ 村 竹 治

"  

11 

概 評

所諸改良住宅案に就て 弁 原 百 介 。

味ゐ b色ゐる建築 林 市 蔵
11 11 

。“  

第三回改良住宅応募図案審査

女流の住宅観 11 4  

概 評

11 4  

家ｾｾつべき場合と建てな棚橋絢子
11 h  

社会として視たる住宅の改善 山岡 信 次 。 7  

くて よい場合

名土の住宅観 1  2  

理想的の家は住み心地のよ

山 脇 房 子 11 11 

い家

自分は西洋風住宅を好u ' 広 岡 恵 三 11 1/ 

名土の住宅観 2  5  

和洋イ可れもその一方 l乞備す 村山 竜平
11 

長所を利用して 赤司鷹一良11 11 1/ 

るは不可

今日の生活状態に照して 山脇 玄
11 1/ 

組級的に計画し野生的なら 小 林
11 11 

和洋折衷とする方が 柿 沢 信 義 。 11 
tCる郊外住宅 一

理想的の住宅 * 下 東 作 "11
11 住宅と生活

11 6  

成功した豊中の合宿所 池田経三郎

"  

11 旅館としての構造 大西光代子 1/ 々

名士の住宅観 11 3  体裁や産主味よ b も衛生的で 佐 多 静 子
1/ 1/ 

応接は洋風其の他 は 日 本 風 佐 多 愛彦 。 11 

便利な家

容和斉風をと女応子接むは洋風他は一切 本山 彦- 11 

果し て女の地位が進み思想 X  夫 人
11 

11 が向上しTこか

応接と 脅斉は洋風 他 は 和 風 平 賀

住宅と生活
11 7  

敏 。 h  

敷地の撰定f也が重大、設斉と 小 倉 正 恒 。

住宅観念の飲乏した婦人 大江寿美子 11 々

応 接は 洋 は 和

11 

掃除の手数を省く新工夫 f桑田みか子 11 4ン

郊外住宅は考えもの、我国 麻生 ー郎

の生活の簡易化 一

11 

凡て を自由に興味の動〈鐙 増田きく子

動作の便利な家

イシ 11 

女流 の住宅観 11 10 便利な家として の三つの裏 山本久栄子
11 11 

在来の住宅を改良して 西園寺新子 。

索

"  女流の住宅観
11 

8  

間取の註文 手塚かね子
。 11 

衛生上より見Tこ る 佐 宅 強 築 吉 阿 弥生 。 11 

何処かに温か球と柔い感じ 島成
図 。

"  
の家主?

女流の住宅観 11 11 子供と主婦の室 と台所の 科 竹原み ど b
1/ dシ

お台所中心、の私の家庭 入 沢 常 子 4シ 11 

学的な設備

縁む側の硝子障子は亡夫が創 鳩山 泰 子

女流の住宅観 11 9  

11 

新しく住宅を建てる人に 加 藤 常 子 。 1; 
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西洋かぶれの診し物喰いは 中 松 繁 子

考えもの

2  9  

食 堂 の 天 井 に 自 筆 の 洋 画 を 描 北 田 英 子

いて

5  。ｾ

女流の生活綴 。“  10 お客様本位の接待と洗面所 山下千代子 。 4  

和洋両様の形式を試みた生活 鵜 飼 i良江 。 5  
四季折 々の環境に調和する 吉崎季枝子

f f  

生活

時 代 の 伴 い た た 私 の 生 活 方 針 竹 原 み ど り
f/ 

6  

; f < J . . はノ、ツと思うて今夏周囲足立民子 。

を見廻す

f/ 
個性的に工夫する家の趣味 芦田きみ子 5  10  

女流の生活観 1; 11 

新婚の嬢に贈った家 高 安 や す 子 。 12 

女性よ b建 築 家 へ 美好野つね子 6 1  

今更新旧思想の相違がしみ 石井八重子
f / 

ものでしょう? 伊 藤 二 世 子
f; 3  

じみ感すも

住宅改良よ b先する生活の改 武 藤 千 世 子 感じの良いと思う住宅
f/ f/ 4  

イア

進

住宅を解放的に 石川しま子 々 6  

名流のイ主宅観 f / f / 

自然を背景として住宅 小 百 合 。 7  

イ主居に就て私は斯〈理想を 大 木 逮 吉
f / ff 

新聞記者として見7こる名士の 梅 谷 孫 吉
3  2- 3  

持 つ

邸 ( →~与)

女流の生活観 3  1  

( 三片刷 f / f/ 5 - 11 f/ 

今一入目醒ねばなりませぬ 平佐その子 。
// 

(十〉
f f  4  1  

女流の生活観 // 2  

弁護士として欲しい家 高 島 泰 雄 3  3  

日本家屋の長所と美点 下 回 歌 子 。 。

茶臼山と大長寺二男爵邸の閑 吉付美代子
4  2  天分ｾ充分に発揮する生活 高安やす子 。 f / 

地 物 語

女流の住居感 dア 3  
門 行 脚 梅 谷 孫 吉 5  3  

私の研 究 し た 台 所 の 構 造 亀 井 ま き 子 。 f / 

// 

一
1; // 4  

一

女流の建築感 // 4  
支那古代の民家に就いて 藤 田 元 春 9  2  

或 男 の 話 美 代 子 。 f / 

統計の上から見Tこ住宅建築の 松 本 犠 八
f/ 3  

新式の斯ういう旅館を建て 吉村美代子

傾 向

f / 

民家の研究 津 田 重E
イ少 4  

Tこらと思います

女流の建築観 f / 5  
住宅の美学 小 野 田 秀 作 。 7  

気 分 か ら 湧 い た 理 想 の 住 宅 美 代 子 。 f / 

住 宅 の 三 問 題
広 田 精_ f/ 10 

女流の建築観 f / 
6  

我国将来の住宅 片 岡 安 10 1  

広 い 家 狭 い 家 林 千 代 子 。 ノf

現代文化住宅の煩問 村 野 藤 否 。 f/ 

婦人の仕事が簡単に行かない 柳 瀬 光 子

ものでしょうか

3  7  英国に見る住宅の大変化 ノj 、) 1[ 市太郎 //  f / 

住宅進化の話 古 塚 治 正 。 f; 

生活の改造という事ども )fl 瀕ふみ子 。 8  

伊 藤 正 文
f/ f; 

二 上 山 麓 の 民 家

生活の改ー造として何よ b 色ロ 桜 根Tこか子

9  

住宅設計上の考察 松 本 儀 八
// // ー『字1 f

住宅建築の敷地選定に就いて 池 田 実 。 f; 
米国から帰って心付いた事ど 鍋田喜久子

11 

も

長屋建築に就いて 竹 田 延 朗 。 3  

料 理 と 台 所 的 場 英 子 。 。

育児上よ b観 7こる住宅 大 坪 徳 - // 5  

外国人の見? 二大阪 今 西 京 子 。 12 

庭園は住宅の延長 本 間 乙 彦 11 10 

都市と音楽及び衣 ・イ主の改良 内藤 周子 4  1  

現代の住宅とは 手韓国 重喜
// 11 

私の経験した郊外生活と購買 高原 時子
f; 2  

コ γ t7 リー ト建築と住宅の問 吉田徳次郎 11 
1  

走E合

題

改造と生活の格定 関 口 冬 子 。 6  

住 宅 の 工 業 的 製 造 11 3  

台所と流しと衣服 小 幡 き み 子 。 8  

追 分 の 民 家 津 田 撃
。

11 

手軽にして文化的な生活 葛野しの子 。 9  

京 都 及 び そ の 郊 外 の 民 家 藤 田 元 春 12 4  

風 呂 場 か ら 観Tこ生活 吉村美以子 。 11 

民 家 雑 信 津田 望E
// f / 

私共は如何にイ主いましょう 商事華 綾 子 。 12  

大 阪 と 郷 土 建 築 の 一 面 松 本 儀 入 。 // 

イ?
田 村 松 校 。 f / 

をちこちの民家 中 村 義 雄 12 4  

f; 
高 桑 文 子 。 // 

吉 村 邸 宅 調 査 概 要 松 本 儀 八 。 1; 

住むくふう 吉村美代子 5  1  

我国の住宅は如何にして改造 片岡
安 砂 5  

間 秀 鎖 談 M 記 者
//  // 

されるか
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米 異 公 営 小 住 宅 に 就 い て 並 び 権 藤 要 吉 12  戸。 妙脊庵と室寺 池田谷久吉 9  2  

に 菌 と の 比 絞

円 珠 庵 12 4  

小住宅にも必要なる耐震構造 土種目

の心得

清
1/ ， ｾ＠

桂離宮記( → 服 部 勝 吉
// 6  

沖縄の民家 〔上) 武 田 五 一 1，' 7  

浜離宮に就いて 中島卯三郎
// 10 

貸家建築の計画に就いて 小 笠原 飼
1/ 8  

芭蕉妻宅虫庵の庭園に就いて 城戸 久 々 1/ 

市営住宅をこころみて 大 須 賀 巌
// 1/ 

欧米住宅建築界の新傾向 岡 田 孝 男 17 3  

沖縄の民家 ( 下〉 武 田 五 一
11 。 海辺に建つ「夏の家」懸賞設

17 5  

計当選図案

我 が 住 宅 同
11 12  

盗賊と建築 青 柳 愈 五
// // 

我 が 家 竹 腰 健 造 13 2  

住 宅 写 真 17 6  

荒 壁 の 家 石 JII 電車一郎
// 1/ 

住 宅 と 防 湿 防 腐 に 関 す る 座 談 住 宅 委 員 会

最近住宅様式の傾向 上野伊三郎
// 5  会

/ /  。

住宅と庭園のー問題 ヌド野 精 吾 。 /1 神戸市改良住宅に就いて 奥田 談 。 1/ 

住宅の能率化と台所の設備 増 山 新 平
1/ 。

0 氏邸 ( 京都) 藤 井 厚 二 18 5  

住宅と地方色 松 本 儀 八
。 6  

米本氏邸( 南海高師浜〕 大林組住宅部
// // 

衛生住宅の目標 山 口 静 夫 14 3  
中島氏邸( 阪急 ・東豊中) 阪急電鉄地所 。 // 

鉄試筋案混凝土造住宅に於げるー 伊東 恒治 // /1 
課岡氏邸( 阪急 ・宝塚) 大林組住宅部

。
1/ 

佐藤氏邸( 阪急 ・新伊丹) 阪急電鉄地所 。 // 

小住宅の研究 葛野壮一郎
// 4  

裸今村氏邸( 阪急 ・南郷山〕 石川| 純一郎
// 1/ 

京阪神地方住宅の調査概況 酒井勇三郎 11 1/ 

黒正氏邸( 阪急、 ・夙 JII) 石川純一郎
// 1/ 

/J 、住宅と其の建築に就て 松 本 俄 八 // 1/ 

大森氏邸( 阪急 ・東豊中) 阪急電鉄地所謀。 1/ 

小住宅二案 藤 井 厚 二 14 4  

岩倉氏邸 ( 阪急 ・東豊中) 小 林 三 進 。 // 

小住宅三品 中 村 義 雄 。 。

私のノj、住宅試案

K 氏邸〈阪急 ・新伊丹) 阪急電鉄地所課
// // 

中 村 久 栄 It // 

大 阪 市 営 月 齢J、住宅に就て 佐々木荘一

水島氏邸( 阪急 ・新伊丹〉阪急電鉄地所謀 。 1/ 

It 1/ 

小貸住宅参考資料 岩 尾 保 衛

足立氏邸( 阪急、 ・東豊中〉阪急野鉄地所課
// 1/ 

。 1/ 

清E 沼 生

小川氏邸( 阪急 ・桜井谷) 小川安一郎 18 5  

モダー γ 九尺 二間
1/ 1/ 

実物洋風小住宅( ー) 同

都市発展に於りる交通機関の 和問 登

1/ 1/ 

地，位一住宅問題の準備的研 究 荒 木 正己
/1 1/ 

小イ主宅設備片餓 増 山 新 平 。 1/ 
としてー 西山 9P三

i筒洲の民家 村 田 治 郎 // 5  
住 宅 の 居 室 と 間 接 の 室 と の 比 松 本 儀 八

絞

// // 

後尾平野の農家 披戸 久 々 イア

台所の紙上展覧会 増 山 新 平
// 1/ 

床及び湖十種 藤井 ' 厚ニ 1/ 9  

庵 、茶 室 藤 原 義 一 18 7  

住宅の間取と構成に就て 川i喜国際、七良匹。 1/ 

兵庫県下に於げる古住宅 野地， 11彦左
// // 

住宅の間取に就て 柴 谷 邦 子 1/ 1/ 

大阪の古い型の村家二三 高 橋 栄 治
1/ 1/ 

組み合せ式台所 問 問 孝 男
1/ 11 

誤てる郷土建築の運用はやめ 笹川| 慎一

台 所 数 稜 松 本 儀 八

。 // 

。 1/ 7こい

我が農耕的小住宅 堀田献次郎 It 1/ 茶室建築と茶人 木 湾 宗 一 18 10 

小住宅図案五種 f回 十 Ｑｾ さ 1/ 1/ 織部貴子茶室の一考察 北 尾 泰 道 。 1/ 

メー トノレ法による住宅の設計 藤 井 厚一 15 

桃山時代の茶室遺構 沢島英太郎 // It 

6  

に就いて
松向軒妥庵 藤 原 義 一 // イシ

住宅主主地考 浅野 繁 。 1/ 

近代数寄屋住宅と明朗性 吉田五十八 // 1/ 

週米安念、の家の試作 松 本 儀 入 。 // 

護 慶 作 三 畳 大 目 数 寄 屋 指 図 解 佐 古 慶 三 。
1/ 

生活最小限度の住宅研究 中 村 義 雄 15 6  

実用安価小住宅の研究 渡辺鉄車露 。 1/ 
住宅構造座談会記録 住宅委員会 18 12 

小住宅の台所に就いて 新 名 種 夫 。 /1 

i筒洲に於げる住宅の採援法に 田中

就いて

進 19 1  

ノト住宅のプラ γ の研究 (1)  岡 田 孝 男 16 4  

乾構造小住居試作 モトノ ・セイゴ 19 3  

同 (2) 同 イア G  

第十四回住宅問題の都市計函 吉 田 信 武 。

住宅の門塀 住宅委員会 // 12 国際会議 湾 国 文 平

// 
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沖縄の表落と民家に就いて JII 勝 健 二 19 4  

都市計画と佐居問題 武属高四郎 19 5  

日本の都市計画と住居 高 橋 寿 男 。 。

我 国最初の都市計画一園地の

住宅経営 加 藤 義 吉 19

今日都市一明日の住宅

標準住居と我閣の住居水準

大阪長屋建築瞥見

茶 室

下詰雲 義 治 。

西 山 卯 三 。

松 森 修 太 19

沢島英太郎 20 

本邦都市住宅の改善の根本間

題 』 平 野 英 三 20

我国現存古住宅 藤 原 義 一 20 8  

現下のイ主宅問題と佐宅の質の

問題 西 山 卯 三

小 住宅のプラ γ ニシグの教授

法 驚 井 清 子 20

朝鮮のイ主宅 鳥 井 捨 歳 。

我等の生活に適する住宅様式 岡本新次郎 。

佐 宅 放 談 大 倉 三 郎 。

住 宅 片 近

主婦の感 想 として

/J 、住宅への課題

住宅の防護室

布施市に; 於げる長屋住宅

西村辰次郎 。

中 村 愛 子 。

伊 藤 正 文 21

住宅委良会 21  

JI I勝 健 二 21

松 森 修 太

時局に於げる大阪市の住宅施

設 新 名 種 夫 21

住宅に関する提言二つ

「壁」から

輪中に於ける7 . k 震にまtて

本年度住宅建築界の回顧

北 沢 五 郎 。

村 田 治 郎 21

披 戸 久 21

小 林 溶 21

上 海 の 住 宅 と 今 後 の 建 築 対 策 吉 村 辰 夫 22

台湾住宅と建築行政 中 村 綱 。

宮 田 秀 祝1

木造家改修方法試案 石 川 儀 有 22

奈良幸欠郎

主主地々区と貸家 伊 藤 甫 22

建築の思想 藤 原 義 一 22

台 湾 に 於 げ る 住 宅 の 質 の 問 題 中 村 綱 2 3

欽県の建築 11: . 就いて 木 村 美 雄 23

琉球の宅家 田 辺 泰 23

古建築巡礼(1) 願泉寺の茶室 岡 田 孝 男 24 

大阪の茶室(2)

豊公の席と淀屋の席 岡 田 孝 男 24 2  

大阪の茶室(3) 今宮の十万 堂 岡 田 孝 男 24  3  

家族の生長と住宅貌準 採 早 信 夫 24 4  

住 宅 基 本 空 間 に 対 す る 一 考 察 西 山 卯 三 f/ Ij 

庶民住居 の一試 案 大下順三郎 11 1/ 

これからの住宅と生活用具 豊口 克 平 11 11 

大阪の茶室仏) 一心寺八窓 の席 岡 田 孝 男 。 。
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大阪の茶室(5) 義 心 亭 岡 田 孝 男 2 - 1 5  

住宅と空襲対策 中尾 保 24 6  

大手口絡の茶室(1)… 八 窓 庵 岡 田 孝 男 。 。

グ (2) ・・長問堂と奄松庵 阿国 孝男 24 

南支の民家 太田伝太郎 24

大和路の茶室(3) ・慈 光 院 の 不

味宝と中の坊の茶席 岡 田 孝 男

茶室巡り第 9 回… 京阪沿線の

茶室市八幡の松花堂 岡 田 孝 男 24

5  

f/ 

。

9  

4  

5  
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木材後績と其の対政策 市 川 三 磁 8  6  
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竹 筋 「コγ グリ ー ト 」 学 術 的 岩 田 恒 25 2  

研究

今後のセメシト代用品に就て 永井彰一郎 26  
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和 国 友- 11 

高 橋 進 。
11 

9  

11 

ゴムタイ J レに就て
11 

11 リグノイド床

11 

波 観 ス レ ー ト の 高 圧 成 塑 に 就 佐 藤 亮- 11 
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坂 静 雄 。

6  

7  

11 

5  

4  

塔』容の構造と補強

7  

9  

11 

11 

政 問 基 次 22
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録型屋庄三誌日を有する工場建築物 小 谷 寛 之 亮 21 

の風 布に就て

2  
建の進築物の風荷Z立に関する最近 輔部

歩に就て

静 雄 17 11 
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1  

ポストシ市建築条例鉄筋コシ 伊 藤 正 文

計算図表

4  2  

梁成の変化する単純 支持梁に任意グリ ー トに関する研究
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佼設土留工事構法 災害強度委良会 。 // 
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合方線のトラス解法えの( 応1) 用 寺 門 四 志 猪 25
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新 し い 炊 事 竃 と 風 呂 釜 の 考 案 松 崎 甫 32 10 浄化裟涯に就て (→ 米 元 晋 ー 6  8  

ぞ 築 設 備 の 発 達 と 今 後 の 見 透 桜 井 何 33 1  

11 (斗 11 ノ/ 9  

ノf (司
ノ/ 11 12 

電気と* と管工事 棚 橋 元 治 11 11 

アドソ ーJ レ応用 山 本 栄 男 7  1  

建築と設備の新動向 大 倉 三 郎 11 2  

汚物処理法の; f t ; の併成 沢部; t ' ! 之介 8  5  

朝日放送演奏所に就て 松 室 Z豆真 ρ  4  

7 1 < 洗便所と汚物処王製稽の関係

ラジオ3友利;演奏室設計党税 増 田 友 也 11 11 及構造

11 I! 6  

N4 B 新日本放送スタヂオ綜 A 川
正 ノf 11 
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合著書測定報告 、

汚物処理檎及その他
ノ/ ノf 10 

建築芳人の座談会〈建材と設備の立場よ1 ) ) グ 5  

住宅 11 : . 於げる汚物処理法
ノ/ 10 1  

。家庭台所のゐ b方 野 田 義 夫 34 2  

住宅建築衛生の話 イ半 秀雄 ρ  11 

b  暖房、冷房、換気及空気認整
家庭用ポ γ 7 . の稜々 山田 官昆 11 11 
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1/ 9  

最近の; 夜房換気界 大 沢 一 郎 11 Jγ 
汚水浄化装置に就いて イｾ， 秀雄 H  11 

改 良 矩 縫
武 田 五 一 13 5  

衛生器具と扱い方 桜 芥 省 吾 14 3  
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1/ 

準備工作に就て

新大阪ホテル衛生設備 須賀族五郎 1/  1/ 

建築工事場仮設備に要する孟
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襲名ポ Y プ式殴冷房主主置と給湯 柳町J 政之助 ノノ
11 

主主ill:

工場換気に就いての 1 ・2 の 伊 藤 正 文
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7. 8 

知見 ( 其ノ ニ〉 縞 M 
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管工事界に於げる近年の発達
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沖縄の衛生設備工事に於て 斉 藤 光 夫 ρ 7  

装熱置ボ ' . /7・式暖冷房装置と給湯 柳田丁政之助 グ
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新設備一衛生設備の分野 /J 、 川 誠 耳 ρ 9  
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球 11: . 就いて
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整に就て

11 建築の洪光飾 工 藤 寿 男 11 11 

現代的照明

アγ ドレ ・
ノ/ 1/ 
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" } - ロモシ
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寄生活附をの主媛主房しくする為一円づっ 羽室まきゑ

住 宅 照 明 岩 崎 ｾ＠ 11 ノ/
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防空関係法規並防空建築まU l

に関する講演抄

11 

11 

21 

11  11 

21 6  

11 11 

11 11 

11 

11 

11 地方都市と建築行政

建就家と都市構築

電力制限の話

11 
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中 村 俊 一 2 3

笑 崎 靖 H

一本松勢五銭 2 3  

2  

11 

4  

。

“  

第 3 回全国都市美協議会に出 錦 田 直 一 ρ  

席して

者f >市住宅f去の制定 藤 岡 進 一 郎 グ 9  

防空建築規則! の改正、防火改 岡 田 達也 25 5  

修規則の公布

戦時立法と建築物法 岡本正次郎 11 11 

防火改修まUI の解説 中村吉太郎 11 10 

大阪市防火改修設計者提要と 小泉慕四郎 ρ  ρ  

その解説

大阪市防火改修基準図 ρ  ρ  

9  窓要都市に於げる建築物の防

火方策急施に関す る建議文

排 水装置築造内規

金属類回収令

防空法の改正

対務調整令について

労務調整令の解説

労務調整令についての質疑 応

答

大規模木造建物防火改修

11 

6  

3  

12  

3  

5  

H  

6  

11 

n

w

u

n

G

q
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8  

7  

11  12 

ノf ρ

2 4  11  

竹内佐平治 25 2  

松田徳太郎 11 3  

松 田 正 大 11 11 

係 官 松 田 正 大 、 玉 置 直

忠、 赤松在俊、橋 本卯

三郎 ノ'1 1/ 

7. K 原敏 - 25 3  
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築

整

法

物

建

融

情

去

作

木

機

防

工

土

刷刷

9  

10 

11 防空疎開の法的根拠

建築士法草案11 

ノ/

6  

7  

27 

30 

3  

11 

11 

建設業法について 浅野 弘 H

大阪府建築代理業条例 ρ  

大阪府建就代理業条例施行細員11 ρ  

11 

ノ/

12 

建築士法草案について

建築基準法草案

建築士法

3  

4  

7  

11  

日本建築協会 31 

建設省住宅局 グ

1  

2  

11 6  

建築基準法施行令の一部を改正する政令 部 2  

A A J 資料( 消防関係法規一覧表) 11 8  

No.  11 都 市 計 画

a 総 論

都市計画 (1)ベ3) ネルソ γ ・リュイス 1  3 - 5  

3主国者! I 市改良計画の将来 片岡 安 ρ 7 - 8  

(上) ( 下〉

都市計画と市民的訓練
葛野壮一郎 ρ  8  

3  

都市計画よ h見;tこる遷都 片 岡 安 11 10- 12  

( 上) ( 中) ( 下〉

都市計画と建築界の任 務〈上) 野村 一郎 11 13 

公安より見Tこる都市計画及者! I 岡田 草次 2  5. 6 

昔十立法 ( 上) ( 下〉

4  
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都市計画に就て (1ト (3)

都 市 計 画 の 財 政 観

吉村 哲 三 2  

関 - 3  

都 市 計 画 事 業 と 財 源(lX2)( 暴〉 池田 宏 グ

都市計画と文化的計画

広義の都市計図

武 田千代 三 郎 庁

江村 郊 電5 11 

11 

家賃 ｧｾｩ 首都市及 土 地増価税上戸田海市 ρ  

ノf下 11 

私は者f ，市計爾 l乞就て新う 思 ふ 山本 辰 五 郎 グ

都市計画と河川lの 改 修 及 運河

の関盤 横 浜 勉

都市計画事業と日本文化の 曙光 4  1  

者fi 計途上最初の一 つの 出来 事 大 川 多 磨 夫 11 11 

都 市 計 画 事 業 と 市 民 の 覚 悟 11 2  

特 別 賦 課 若 〈 は 受 益 者 負担 に チ ヤー ルス ・ェ ー

依 る 都 計 ・ピア ー ド 6 1  

都 市 計 画 の 根 本 的 設 置 田 中 清 志 11 12 

者I市 計 画 の 経 済 的 基 礎

チ ャー J レス ・エ {

・ピア { ド ! ρ

7

M

M

M

H
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成

商

市
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都

都

都 市 計 画 備 考 菅山しげき H  

大 阪 源 流 考 一 都 市 計 画 の 見 地

よ h一 回中清志、

愛なき者f ，市計画 大 屋 霊 域 8

者i市 計 画 思 想 の 推 移 問 中 渚 志 グ

市民の理解を基調とする都市

計画 伊 東 俊 雄

委人 ｉｾ 家無し安ぞ祖国ゐらむ 白井 和 夫 ρ  

誤解されたる都市計画と理解

され F る共の法制

都市計画に対する市民の理解

に就て田中氏に答ふ

都市計画の突際的施 設

続誤解された都市計画

都 市 生 活 の 動 的 考 察

都 市 観 念 の 訂 正

共同建築に就いて

問 中 清 志 グ

伊 藤 俊 雄 グ

K . S 生 グ

田 中 清 志 11 11 

宇 治 伊 之 助 9  2  

小野国秀作 11 11 

渡 辺 鉄 磁 11 3  

都市計商事業は何故進まなし

か 、 西 村 健 吉 11 11 

復興計画と残されたこつの門

題 :  佐野 ;fi J器

人形の者f ，市

核心に触れき' る住宅問題

独換地方の都市 (1)  

下 層 階 級 住 宅 政 策 の 確 立

観 て 来1: 欧 米 の 都 市

独換地方の都市

都市問題の一考察 (1) 

人間の都市 ( 上〉
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藤 田 進-)?f) 11 

平賀 周 グ

姪Ｎ ｾ 哀喜三 H  

紫 安 新 九 郎 11 9  

木 南 正 宜 11 11 

怪夢 君主主 11 11 

楠原祖ＭＩ＿ｾ 11 10 

藤 田 進 一 郎 ρ  グ

9
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渡 辺 鉄 蔵 グ

楠 原4且一郎 ρ  
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都市問題の一 考 察 (3)

共同建築から地方計画へ

都市計画の理論と突際

大 大 阪 を 一 瞥 し て

11 ( 下〉

滅び行〈者f ，市の樹木

7  

11  

。

“  

。
。

必
宝

n

u

u

11 

都市計画事業の一大危筏

都心地の土地の共同 利 用

交 通 機 関 と 建 築

都 市 周 辺 部 の 改 良 問 題

大阪湾頭を阻む都市計画

堺都市計画地域に就いて

都 市 美 と 法 律

私人の行ふベき都市計画

都 市 の 美 観

都市連絡主都市計繭

12  

4

5

 

6  

11 

9  

10 

楠 原 祖 一 郎 11 11 

笠 原 敏 郎 10 2  

松 室 怠 光 11 11 

松 室 温 光 10 3  

11 11 5  

方 米 治 郎 グ 11 

6  

11  

11  

11 

9  

10  

11 

(2)  11  12  

1  

11 

片岡 安 11

直木倫太郎 H  

八木幸、次郎 グ

藤 原 九 十 郎 グ

置塩 主 主 グ

磯 村 遼 H

溝 江 五 日 ρ  

岡崎早太郎 H  

片岡 安 12

溝 口 親 種 H

J  

11 

ノ/

11 

ノf

11 

3  

7  

11 

11 我固に於げる都市計画の現勢(1) 加藤善吉 12  7  

都市計画受益者負担に関する

玉 井 猛

若 干 の 考 察 (1)  

我固に於げる都市計画の現勢(2) 力日藤善吉 11 8  

都市計画受益者負担に関する 玉 井 猿

若 干 の 考 察 (2)  

都 市 の 震 火 災 と 防 火 都 就 波 江 悌 夫 11 12  

に

υ

n

t

。
。

大阪都市計画地域変更に就て 加 藤 義 吉 13  

住 宅 改 良 と 都 市 計 画 藤田進- f ! f > 14  

大阪の区御l統 制 の 過 去 と 現 在 玉 置 豊 次 郎 H  

6  

8  

ノノ

大 阪 都 市 計 画 地 域 一 部 変 更

( 第二回〉に就て

ノf

百日] 篠善吉 H  11 

ソグ ェー ト聯邦に於 げる新者!I エノレシスト ・マイ

市 建 設 15 4  

大 阪 市 と そ の 郊 外 地 の 展 望 矢 田 鉄 蔵 16 1  

大 阪 市 の 社 会 事 業 施 設 山口 正 ρ 5  

大 阪 市 に 於 げ る 社 会 事 業 建 築

に就いて 新 名 種 夫
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函ソグと建ェ築{ ト ・ロシヤの都市 計 藤田進一郎 16 
6  

都市計画の将来の為に 吉 村 辰 夫 20 5  

国家の更生を目標とする集団
都市の型 (Ci vi c pdtters)  

トーマス ・アダムス

亀井幸次郎訳 21 3  

生 活 機 構 と し て の 都 市 村 落 の 松 室 忠 光 グ 8  

分布統制 国家としての都市の位置 I! 5  

実際自題としての地方計画と 加 藤 議 官 H  

I! 

都市計画は教育機関計画をも ヱヌ ・エル ・エ γ グ

地域 包括すペきな b J レハ{ ト I! G  

大阪都市! の問題 ノj、111市 太 郎 ρ  I! 土地区11] 整理雑感 田 辺 右 門 22 4  

君事港都市神戸の片貌 宮 本 長 治 H I! 本邦都市の発逮の動向と其の 東京市政調査会

横浜市に於ける港就湾都市とし 丸山 照 一」

諸問題 23 1  

I! I! 

民聯族性性と現代都市構築との関 1 &井幸次郎 92 

て の 特 殊 計 闘 に て ハ

5  

奈良市に於げる遊覧都市とし ｾ宮市神栄七
I! 

25周年と都市計繭 片岡 安 部 11 
て特殆計画に就て

都市計繭よ b土地計画まで 石原 賀賢治 16 9  者l市 復 興 へ の 提 言 富田 清 28 3 - 5  

都市と都市計画 吉 田 信 武 ρ I! 
都市計画の現状と将来 宮 脇 表 - 30 6  

都市生活と国民保健 藤原九十郎 ρ  I! 
建築基準法と都市計画 伊 藤 通 経 31 11 

「王里想都市」 吉 田 信 武 グ I! 

都市雑考 北垣官民之介 グ I! 
b 計 flJ 各 論

都 人 岩 本 来 人 グ I! 

. 径背市の交通問題 (1)- :3) 伊藤正文訳 1  5- 2  

主主の都の建設 葛野壮-111; 17 3  

大阪市役所 A  

都 市 武 装 促 進 に 関 す る 対 策 案 池 宙 写ミ I! 7  

最近の大阪港 (1トベ4)

港湾都

8- ぜ 11

都市の武装構築に就いて 波 江 悌 夫 グ I! 運河 i乙就て ( 上) ( 下〉 石 川 文 苔 ρ 12. 13 

防さをと都市計画 伴野三千良 H  I! 大阪港の将来 直木倫太郎 2  。・4

都市武装に就きて( 懸賞論文 問中
進 ρ

街路舗接工事と市財政 武居高四郎 ノ/ 5  
ノf

第 2 等第 2 席〉

街道樹路論 (1)ベ3) 大屋霊主主 I! 7 - 9  

都市武銭計繭論( 懸賞論文第 4貧困

3 等第 1 席〉

実 I! I! 喜容城街樹私凡 衣 笠 滋 三 I! 8  

護れ1!! 我等の者1 ¥市を( 懸賞論平野一男
都市計画と河川改修及運河の 横 浜

勉 3  7  

文告書 3 等 第 2 席〉 四 方 靖 虫il "  
I! 関重E

都市武猿に就いて( 懸賞論文 也弁幸次郎

道路の整理と路面の改修 山本辰五郎 I! I! 

I! 

路面電気軌道に関する私見
佳作〉

花弁文太郎 グ 8  

「南海道沖地大塊地震の謎」迩及「 道路の改革事と木敷道路 志 賀 泰山 I! 9  

北(要西約大〉阪 の 慢 性 的 効」 今 村 明 恒 グ
I! 

都市計画の先決問題として地 問 中 清 志

4  3  

者1¥市計iilii の新方向と田園建築 大 須 賀 巌

域設定を諭す・

Jγ 

シてカプ貨物運搬用地下鉄に就'  清水
への国首

!照 5  8  

都市計画の再検討 片岡 安 17 11 

都市計画委員会

道路問題の一考察 大 藤 高 彦 5  10 

者f ，市環境と其の改善問題

法制l委員会 グ 12 右 ? 左 ? 田 辺 朔 郎 I! 11 

都市建築の窓大性 片岡 安 18 1  都市建就の発途と都市計画 片岡 安 6  5  

明朗都市の建設 鳥井 f言 グ I! 大都市の公間計画 崎 国 鵬 心 7  1  

地方計画に資して 吉 田 信 武 19 2  街路の拡援と惨害の緩和 関 一 I! 9  

都市美の問題 lt 野壮一良1; グ 3  都市計函 Il : 於げる地域$J 宮 本 長 治 I! 10 

日本の都市計画と住居 高 橋 好 男 I! 5  郊外の土地区f 1 ] 整理に就て 知恵喜 善告 I! 12 

都市計画と地方計函 片岡 安 19 8  

家屋と道路に就て

チ v ーノレス ・エッチ ・

タルポット 8  7  

都市計画よ h地方計画へ 中沢被一郎 ρ  ノノ

都市計画一地方計画一国土計 吉村年辰夫

都市計画絡符都市と其の区域 加 藤 義 吉
I! 8  

函

1/ 問題

地方針商「夜明げ前」 中村

街路樹Il : 就いての研究 方 米 治 郎 11 ノノ

綱 ρ I! 

者1 ¥市美について
国 中 弥- 11 9  

市営首困及街路樹の定植 1/ 11 9  

社会事象 と計画界 宮 田 秀 穂 20 2  

都市と現代的基地図 (1X2) 椎 原 兵 市 9  4. 5  

シピ { ・ノくー ダム
内容から丸7こ我国の公園 方 米 治 郎 I! I! 

衛星都市の意義

也弁幸二郎訳 ρ  I! 
都市と現代的墓地図 (3X4) 椎 原 兵 市 I! 6. 7 
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自由 ｾ池 関 10 6  大 阪 駅 前 整 怒 工 事 に 関 す る 建 法 制 委 員 会 15 
12 

大 阪市の道路瞥見 近 藤 博夫 ρ I! 

議 案

京阪神の交通に就いて 村 山客 一 郎 ρ  

都市 の防火 片 岡 安 16 8  

I! 

大 阪市高速鉄道に就 い て 清 水 !照 ρ

都市の防空施設 中 村 浜 作 ρ 11 

7  

不 良住宅地区の保健状況と改 藤原九十郎 ρ  

都市と不良住宅問題 新 名 種 夫 H 11 

良 問題

8  
大成を期すべき殺が都市公園 田村 開U 11  9  

不良住宅地区改良問題 岡崎早太郎 ρ  ノノ 都市の交通施設 伊 藤 和 文 グ 11 

工業地域内特別地区の こと 加 藤 善 吉 ρ 11 大 阪市の下水処理事業に就い 島 崎 孝 彦 17
1  

都市と住宅問題 磯 村 逮 グ

て

11  

ガルテシコ ロニーに就いて 大 量 室主城 11 

都市構築と新建築 加 藤 善 吉 I! 3  

ノノ

大阪の橋に就い て 橋 本 政 吉 グ 9  
大 阪市営公闘の沿革と将来

大 阪市公園課調査

I! 4  

街巷公園 弁 下 海 H 10 
集合住宅の将来 奥田 議 I! 6  

都市の広場施設 方 米 治 郎 グ I! 

神 戸市改良住宅に就い て I! I! 11 

都市の建築と国関 奄井松之助 11 11 

武猛者s市の建設 鳥井 {言 ρ 7  

高速鉄道者間7計画観 花井又太郎 11 1  
都市武裟( 懸賞論文第一等〉 山 口{ 義三郎 H  11 

都市院短より 丸Tこる港湾 松 田 健 作 ρ 11 

都市武接論( 懸賞論文第二等 吉 村 辰 夫
11 11 

大阪の大玄関に就い て K  &  11 3  
第一席〉

11 11 I! 4  
明朗都市の建設 鳥井 f言 18 1  

大阪の鉄道軌道 岡崎早大郎 グ 6  
通過交通路計図案( アメリカ〕 19 3  

道路の耐久力に就いて IJ、 山 九 市 ρ 11 
T V Aに依る悶f の改造計画案( アメリカ) 11 11 

震計災時の公簡の使命とその設 椎 原 兵i Ti 12 
資源委員会の分散計画促進案( アメリカ〉 11 4  

2  

都市計閣とイ主居問題
武居高四郎 ρ  5  

住宅問題の世界的動き 上野伊三郎 ρ  6  

工業大都市の都市構築法と経 E R IC H K A B E L  

新〈ゐるペき地区 (1)  
阿 木 彰- 11 

7  済 元吉勇太郎訳 グ 11 

21間it 路と建築の関係 (1)  岡崎阜太郎 グ 11 地方計画の思想的背景
免 弁幸次郎 ρ  B  

都市計商より見Tこる者f ，市の交 内山新之助

適 時 思 (1)  

11 

都市計画に対する施設及防火

地 区 に 於 げ る 耐 火 建 築 物 の イ 足 加 藤 善 吉
11 11 

交通の立体化 藤周進一郎 H  ノ/

進 、助 成

都市 lこ於げる公園新設と受益 構江 五 月

米国に於ける州計画 l乙就いて 尾 崎 祐 治 H  9  

者負担制度 (1)  

11 I! 

ジー ドJ レγ グ技術並 l乙都市計

斯くゐるべき地区 (2)  
阿 木 彰- 11 

函の観点よ H i Jこる大ベ J レリ 菅 隆二 20  4  

8  
シの区域

241町走路と建築の関係(2) 岡崎早太郎 ρ  I! 

新計画令の j反則とする都市

ドグノレ ・ュ γ グ ・

ウエンツエノレ

製 lこ於ける公岡新設 と受 益 構江 五 月
11 11 

拡 5 * 計画と主主地保存の問題

高橋寿男訳
ノ/ 5  

担制度 (2)  

商庖街と交通の問題

地方針闘の一分力としての鉄道計画
Jγ 9  

I! 9  

将来の防火地区に就いて 玉田昇次郎 グ 12 

自治銅j 五十周年を迎えて明日 加 藤 善 士 21
6  

の大堺市へ企図 回

都市計画と防火地区 内山新之助 。 11  

都市構築の基本形態 後 藤 典 夫 23 1  

防火地区建築の助成促進 光安梶之助 ρ  11 

ロー ド ・アイラ γ ド 州 南 海 岸 星 野 一 雄 H  
4  

都市と学校計画 加藤 義 吉 13 2  
地方に於 げる符開発計画

都心の風童文 藤田進一郎 ρ  4  
大府の将来性 菅野和太郎 25 11 

都市風景の構成 大 量 室主城 H  11 

満 州 iこ於ける都市計画 桑 原 英 治 ρ 11 

書 官 せ ら る る 大 阪 駅 附 近 の 新 鳩 義 吉 H

大学都市計画試案 塩 原 正 典 26 9  

3  

都市計商と建築取締 森 田 康 次 28 1  

都市小額収入生活 者の住宅問 JII 村組= 郎

題を中心として ー ρ

4  大阪港修理計画 堀 威 夫 30 1  

都市と住地とイ主宅 知E義 塾 吉 H  

復興公園計画について 棒 西 貞 世 ρ 11 

7  

濠 洲シドニ { 港 対 岸 連絡計 岡 宮 飼 克= 11 

大阪市の地域 伊 藤 甫 11 11 

に車t いて

ノf

京都都市計画の反望 キ冨林 点 三 31 9  

ラジオ ・シチ{ の計函 15 4  京都の広場 西 山 卯 三 H 11 

大阪波祉の公園計画 椎 原 兵 市 ρ 7  都市の不燃化について 高橋竜太郎 33 8  
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都市不燃化の思い出と将来 中沢誠一郎 33 8  

c 実 例

日本の者s市 日 高 酔 1 8  

東京市大改進論 (1トベ3) 片岡 安 2  ＱｾＵ＠

大阪市の電車交通に就いて 佐 竹 三 吾 5  12 

移 b行く大阪の偉観 内山新之助 6  1  

IJ 、都市の目覚め( ノJ、松島を凡て) 直木倫太郎 11 11 

大阪の橋築に就て 加 藤 善 吉 11 3  

中都市の計画( 堺都市計画) 田中 清志 11 4  

? の 運 河 と 橋 梁 の 腕 に 就 横 浜 勉 ρ 12 

セ γ トノレイス市に於げる地帯 伊藤正文訳 1  12 

式都計条例

i佳脊都市雑観 内藤多{ 中 11 13 

テームス河( 上) ( 中) ( 下) T N生 訳 2  ＳｾＵ＠

将来のシカゴ市 Z y 生 H  ρ  ＶｾＱＲ＠

ノ/ 11 4  ＱｾＹ＠

都市計画に於げる精神的方面 Z y 生 ilR 4  Ｑｏ ｾＱＲ＠
(1トベ3)

アメリカの都市計画 ＨＱＩ ｾ Ｈ Ｗ Ｉ ρ  5  ＱｾＷ＠

世界三大都市之制度 石 )11 東ー 5  Ｑｏ ｾＱＲ＠
( 上) ( 中) ( 下〉

欧米の都市計画 (!X2) 内山新之助 5  3. 4 

イ白林郊外の発逮に関する研究 四

( 上) ( 中) ( 下〉問

- 5  ＵｾＷ＠

i紐育市の人口

初めて丸Tこ倫敦 ( 上) ( 下〉

古代伊太o f I Jの都市計画

経育市歩癒都記

Z  Y 生 6 3  

IJ 、)11市太郎 11 () . 7  

山色 弘 ρ ρ  

吉 本 時 介 6  7  

北米の一都市から 山 邑 弘 グ

紐育の脅威されたる建築界 一 記 者 ρ  

シカゴ市の地域嗣j

英国に於りる者s市

1 m 藤義吉 T  

S ・I王 生 8

効果ある土地区画整理( アメリカ) 19 

我 国 最 初 の 都 市 計 画 一 団 地 の 加 藤 義 吉 グ

イ主宅経営

Wel vyn 岡国都市の宅地容j

種々相( イギリス〉

大阪都市計画地域迫力日褒夏 力日藤

Jγ 

義 吉 H  

大阪1 J R 附近都市計画事業につ福留並署j : 11 

いて

交 通 島
吉田 信主主 ρ  

国関都市 " Wel vyn" の成功 前向幹夫訳 20

大阪市地下鉄道新総 l乙就い て 伊 藤 和 夫 21

大阪府下に於げる都市計画 松井清之助 グ

St.  paul に於ける区l f l 1J整 理 進 ジョ ージ ・エ ッチ ・

捗する ヘロノレド グ ρ

メリ地方計画の概要 尾 崎 誠 治 11 10 

最大な近隣住宅地計画の工事着手さる 22 1  
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を阪市の防火改修事業に就 い 柄本 欄 25

神戸市の防火改修に就いて 吉 野 新 吉 H  

兵 庫 県 広 畑 新 興 工 業 都 市 計 画 長 沢 忠郎 グ

大阪市の区御j整 理 と 住 宅 問 題 井 上 新 二 28

岡山市の戦災復興 佐藤 2 夫 30

d' 其 の 他

一事一想「都市計画の観方」

税務行政の侭IJ から観Tこ 都 市 楠 木 正 隆 3  

計画

路面と公閣と交通; 後関 池 松 時 和 グ

保健関係から観 Tこ都市計画 岩 尾 次 郎 ρ  

消防方面から観Tこ 都 市 計 画 宮 田 警 視 グ

交通問題から観Tこ 都 市 計 画 岡 胤{ 言 グ

給水政策から観Tこ都市計画 沢 井 準- 11 

都市計画と電気軌道 清 水 深 グ

都市計画とヲミ物の保全 石 原 保 H

都市計画の基礎的問題 尾 中 勝 也 H

都市計画と基地 横 浜 勉 H

都市計函と採尿処分政策 上 林 慶 喜 6  

台北mの市区改正に就いて 野 村 一 郎 1  

東京市区改正条例の改正 ρ  

大阪市区改正に就いて 片岡 安 2  

我国大都市改善の必要 渡 辺 欽 綴 グ

都市改良問題 水 野 錬 太 郎 グ

市区改正委只任命 グ

大 阪 市 区 改 正 事 業 の 前 途 に 就 片 岡 安 3  

いて

大阪市区改正計画に対して 安 井 武 雄 N  
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A

大阪駅前都市計画事業に就き 本 国 長 決 18 11 

技術的一考察

森 忠一 19

新名 E重夫 ρ  

小 倉 併 グ

吉田 信主主 M 

津 田 文 平 M

南 雲 義 治 グ

井 上 新 二 H

都市と交通

「愛の設計図」の完成まで

都市と防空

第十四回住宅問題及都市計画

国際会議

今日の都市ー明日の住宅

漸〈躍進せむとする名古屋

都市計画欄

大阪昔時の地割を諭すも

米国に於 げる計画界最近の趨

向

緑地帯都市

。緑地帯都。市の敷地計画

アJ レパ ー ト ・マイヤ ー
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国土資源局に よる州計画に関す る緒言

郊外区l f 11J整理局による 。緑地帯都市。

案が無効を宣言さる

英国の帯状発展制限条例
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昭 和11<< 1 手度都市計画委員 会 調 都 市 計 画 委 員 会

査研 究 報 告 都 19 12 

都市計画に主主考 して都市 防拘

ｾ 塞 イじを提唱す ー 古 塚 正 治 20 1  

大 阪港拡 援計画 内山新 之 助 ρ  

次

三

訳

四

真

清

三山

野

口

横

平

森

問

就

本

に

根

作

の

成

義

図

学

改

地
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の

る

の

宅

よ

地

位

に

緑

市

最

と

都

測

市

邦

盆

て

都

本

題

航

い

元 鉄 道 構 内 敷 が Okl aho ma 市

の都市中枢地となる

被 洪 水 地 に 於 げ る 住 宅 地 開 発 と し て の 対 策 ρ  

I! 

第一回会園都市美協議会概況報告 グ

市域内及その周囲に於げる生 タマスアダムス

産 緑 地 20 

適 地 ・立 地 ・地 代

遊 園 地 小 感

国土計画家仕機関 Rこ就いて

中 村 絢 I! 9  

杉 江 直 巳 グ グ

I! I! 

都市計画に於げる王星論 西 山 卯 三 グ

第 四 回 全 園 都 市 計 画 協 議 会 情

報 鳥 井 信

大都市の保存地域に就て

ショ γ ・エス ・ラシシ J レ

ジ ャ コプ申 . i!J レ{ γ

I! 11 

高 橋 寿 男 グ 12  適 地 と そ の 限 界 性

近隣計画委員会の示唆による ウィリアム ・ハ {

斬新な土地 Ｈ ｒ ･ ｡ｬ Ｍ ｅｾ ｴ ｡ｴ ･Ｉ トウエノレハドロー

開発 。 。

適地論と地域制との関係 中 村 納 21 2  

都市計疑は何処へ行〈 右 JII 栄 耀 I! 5  

革新への波動と都市計画 吉 村 辰 夫 ρ ρ  

自治情l五十周年を迎えて明日

の大堺市へ企図 加 藤 書 官

Louisvil e 市 に 於 げ る 河 辺 地 エッチ ・ダブリウ ・アレ

区改良計画 キサ γ ダー グ グ

チュリツヒと郊外市町村に関 カーノレ ・ヒラペ γ .

する建設計四と緑地 メヤ ｾ 21  6  

武装者f ，市建設方法に就て

都 市 防 空 へ の 道

支郊の都市防空

ノj 、都市の産業的自覚 (1)

古 塚 正 治 ρ 7  

宮 田 秀 穂 ρ ρ  

11 I! 

アサ ・ェス ・

ノウルス グ グ

自動車の危険から安全なる住居地域 グ

よ b も質のよい計画へ H. Pハラノレグ

都市人口の計画に対する新しいグラフ方法 ρ  ρ  

リグアプ{ ノレの中央開発計画

小者11市 の 産 業 的 自 覚 (2)

I! ノf

アサ ・エス ・ノウ J レス

グ 8

Ｉｾドノレフ ・ ミユラ Ｍ

I! I! 

耕 作技 術 的 計 画

大都市区域の開発

ジ ョー ヂ ・ピ ・

ウオタ { ス グ 9  
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ニ ュー ヨ{ グ州事育法令による W ・D ・ハイデッカー

土 地区劃整王里の制限イちに就て 21  9  

軍事的見地よ ｾｊ も た る都市の
白川| 泰 I! 10 

緑地に就て

第 六 回全国都市問題会議報告 中沢誠一郎 11 12  

都市工学と防空の絡会の前支 宮 田 秀税1 22  

都 市 の 消 火 施 設 と 水 量 増 井 敏 克 。

有益な近隣計画 。

公益事室長 l乙於げる計画の有無 。

速 度、保安、美を求める高架国道の設計 。

3  

4  

5  

7  

I! 

I! コシグリートの街路標識

美観審査委員会とその運用に

就 て

公共的及商業的の価値を発揮

し得る土地用途別図

ノノ

8  

。

“  

11 

11 

11 

11 

11 11 

平 野 英 三 。 3  

色 井 幸 次 郎 。 5  

未開地よ b建築敷地となすま

での土 地 開 禿 費 後 藤 典 夫 必

10 

アメリカ都市計画家協会提供

の映画 T he Ci ty 

市街地価再増進へのー要素と

しての交通

中学生によって勧められた街

路 用 紙 屑 徳

I! 

9  

星 野 一 雑 。 10 

々 々 11 

11 11 

"  

緑手持者名市が直面した 1939年 の

出来事 色 井 幸 次 郎

農耕地帯システム

都市美の為にする建築表彰

都 市 美 と 自 然 美

都 市 美 と 建 築 ・道 路

12  

。 23
。

5  菊 池 慎 三 。

JII 路 柳 虹 。

今 井 音 。
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"  
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岡
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間村田
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の

市
都

目

見

11 

11 

島国 連事。

都市の綜合的調和と誇律的美

藤 井 英 透

の創造

者j ) 市美幸jt 感 新 名 程 失 。

者j ) 布美の骨主体性

11 

11 

宮 脇 泰- 1/ 11 

雲市の美観と風致に問する関 白川 泰 。

6  住 宅 論 の 社 会 的 性 格

11 

奥 井 復 太 郎 。
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都 市 防 空 の 貧 困
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防空的都市計画
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建築と郷土性
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大阪市の煤煙防止運 動
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大阪市の厚生施設
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これからの住宅
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No. 15 雑

a 評 論

大阪北区大火と倫教大火

(r都市と建築」大正7年2月1勝4号にあり)

安政元年の関西・同二年の江戸の地震

(r都市と建築J 大 正7年3月1瞬5号にあ b)

米国の火災損害高

f/ 

明暦 ・三年江戸大火の記

( r都市と建築」大正7年6月1斡8号に あ 9)

住宅問題と田園都市 A - D  三 宅 勤 - 2  7- 10 

都 市 住 宅 の 建 設 に 就 て 上 下 片 岡 . 安 "  8， 9  

大都市の建築物 ( A ) ( B )  佐 野 利 器 3  3， 4  

都 市 建 築 勃 興 の 大 勢 上 ， 下 片 岡 安 11 4， 5  

新都市の建設 江 村 郊 郁 11 1/ 

都 市 の 改 善 上 ， 下 片岡 安 4 6， 7  

都市改良の財源 渡 辺 鉄 磁 白11 8  

分散主主主の都市建築 関 - 5  1  

集中主義の都市建設 "  " .  2  

都 市 民 の 自 覚 を 望 む 上3 下 片 岡 安 11 4， 5  

進め週若手よ b花園へ 大 屋 霊主主 6  1  

将来の都市建築 武 同 五- 11 11 

国際市の実現 太 田 寛 苔 7 6 - 8  

都市美観の生産的価値 商 村 健 吉 8  1  
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都市惑の拒否

都市を巡る風、音、勾
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運動 中 尾 保 20 G  

4  

10 明主・本間乙彦氏

渋谷五郎、松本儀八、

鶴丸菊太郎、高橋栄治、

新名君重夫 。 9

波江悌夫、柳井平八、

中村琢治郎 21 2  

鳥井信、八木憲一、松井

清 之D)，人 吉 田 信 武

21 3  

片岡 安 21 4  

坂 静 雄 1/ 11 

村 田 治 郎 1/ /1 

11 

嘘・内藤太郎氏

// 

上海方面防空視察報告

// 

8  

武田君を憶』、

武田先生の恩仕l

先生の恩ひ出

防空展覧会開催 。 4

// 

12 

5  

本協会指導支那防護室模型出品 。 。

時局と建築界の諸国体 竹 腰 健 造 21 7  

7  
北支古建築の保存と中国営造

学 社 関野

"  
M 克 22
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8  

// 

故橋本勉君を偲ぴて

北山丸太の植林九学

永 瀬 狂 三 22

建築倶楽部室 。

12 

// 

3  

紀 元2600年 記 念 「 建 築 文 化 反 帽

覧 会J 踊

紀 元2600年記念事業委員会事長吉
It 

斡 24 1  

イシ

昭 和15年度会努幹事会事業報告 。 。

「亥性と住生活」反について小田島兵吉 26 5  

再 刊 の 辞 出版幹事会 28 .  1  

ホテノレ・ナニワ見学記 参加会員記 。 9 - 1 2

酉大寺赤膚見学記 岩 佐 信 也 / / 9 - 1 2  

建設大臣具申抜奉 29 3  

n
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4

「これからの佳宅展」について 30 

建築技術者の資格制度に関する要綱建議 。

目立造船所見学記 。

9

1

3
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ム

// 

神戸博の建設に就いて

アメリカ博とその企画
It 

野 図 清 三 31

働 秀 茂 。



「伸びる家」展覧会について

日本建築協会和歌山支部結成記

阪神パ ーク見学記

和歌祭に就て

建築を志す学生諸君え

日本学術会議報告

広島の平和大橋勾限! と慰霊碑

の設計不採用問題について

今手住 吉ヨft 32  

3 l t 畑謙三。

坂 静主義 33

吉 田 三 郎 。

ヒロシマ漫歩

沖縄通信

自然に帰れ( 講演〉

ノイトラを迎えて

ノイトヲ的、 ライト的

法隆寺復興 ・外 論

法隆寺復原問題

関西建材会の歩み

柴 田 斉 男 。 。

浅沼 主主夫 。 7

リヒアノレト ・ノイトラ 11 1/ 

上野伊三郎 。

村 野 藤 吾 。

滝 沢 真 弓 O

E草 原 義 一 今

関西i I l . 材会 34 

f  消 息

創立当時の模様( ー) ( ニ) 1  ｾ＠ 2  

建築業協会の消息 。 8

住宅及都市計画国際会議開催 20 5  

訪伊の片岡会長より会員諸君へ 23 (; 

3方欧の会長よ b会員諸君へ ! 23 7  

f中純だより 第 1 信 政 間 基 次 31 11 

。 告書 2 信

竹腰会長の N' R. A使 b

11 

g 懸 賞

議院建築意匠設計懸賞募集規程

明治神宮外苑記念建築物懸賞 。

懸賞改良住宅設計案春査報告 3  

大阪美術館新築設計図案懸賞募集規程 。

第一回改良住宅応募図案審査統評( 1- 3図) 4  

頭等に当選せる大阪府庁舎設計図案 6  

大阪者f ，計広絡橋梁設計懸賞当 C ' T  生 7  

選案審査評

罪 刑 事 国 関 住 宅 懸 賞 応 図 案 武 田 五 一 8  

ゼネパ国際聯盟建築に関する懸賞設計

綱領並に規定

懸賞論文募集( 課題、将来の日本の住居) 10 

党主山日返寺鈍楼建築設計図案懸賞募

集 裁 程

照明智識普及映画脚本懸賞募集

同一等当選論文( 課題、将 来 加 藤 義 吉 11 

の日本の住宅〉

国際聯盟会館懸賞設計図案選定の事情 。

懸賞募集日蓮寺銭楼当選発表 。

サシマ ーハウス設計図案懸賞募集規程 12 

31 

31 

。

。 12

33  7  

1  11 

9  

11 

11 
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吋

止

地下鉄「ピ J レディ γ グ」建築意意匠設

計図案懸賞募集

第三回建築展覧会作品図案募集

資家住宅懸賞入選図案発表

貸家住宅懸賞入選図案若手査評

住宅室内設備設計図案懸賞募集

12  2  

G  

「集合住宅」に関する懸賞募 集 婦 人 之 友 社 。

日本生命館新築懸賞図案 。

サ γ ・ドミ γ プ燈台設計入選案 。

大礼記念京都美術館建築設計懸賞入選図案 。

東京帝室博物館建築設計図案懸賞募集

11: 就て

軍人会館建築設計懸賞入選図案

改善住宅設計図案懸賞募集

小住宅設計懸賞図案当選者発表

日本建築協会紋意図案懸賞募集

メ F トノレ法に依る災用安値IJ 、住宅設計

図案懸賞募集

大美野田園都市住宅設計図案懸賞募集

11 

h  

8  

1/ 

11 

10 

1/ 

東豊中住宅設計図案懸賞募集 。

職 工 向 分 譲 住 宅 設 計 図 案 懸 賞 同 潤 会 。

若手什

第一生命保険相互会社本館建築設計図

案懸賞募集

朝鮮貯蓄銀行本盾新築意匠設許感覚当

選 図 案

阪和上野芝住宅設計図案懸賞募集 。 11

日本放送協会関西支部局舎設計競技 図案 16 2  

の

ん
M

凋

管

噌

ム

司

ム

司

A

第一生命保険相互会社本館設計懸賞競

技当選図案

政エ住宅素人設計懸賞当選図案

阪和上野芝住宅懸賞設計当選図案

建築防覧会住宅設計図案懸賞募集

大阪市「シピツグ ・セ γ ターJ 計画理

想祭懸賞募集

It 

11 11 

1/ 

電気スタ γ ド図案懸賞募集 照 明 学 会 。 7

エヂソ γ 翁記念碑設計図書長懸 同建設会実行委員会

3主募』位 。 。

表紙当選図案発表 17 1  

13  7  

1  

11 

4  
海 辺t己主主つ rI l の家」懸賞設計当選図集 17 

東京市庁舎新築設計懸賞当選 図 案 17 

第6図工芸意医図案募集lζ 就て 21  

第 12図建築展覧会規定 21 

大 速 市 公 会 堂 建 築 設 計 図 案 懸 大 連 市 佼 所 21 

1 ; ¥募集規定

小住宅設計図案懸賞募 集 22 

忠霊塔設計図案懸賞募集規定 22 

静岡市復計画懸賞募集規定 24  

11 

8  

It 

9  

14 1  

9  

5  

7  

1/ 

。

“  

1/ 

神戸市公会堂建築設計懸賞競技当選者図案 19 

段村住宅設計懸賞募集趣意及募集規定

( 福井県〉
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訪日; 宣詔記念建造物建築設計図案懸賞

競技募集規定

静岡市霊域懸賞当選図案

復興設計当選図案( 天王寺区〉

広島市平和記念公園及び記念館設計懸

賞募集要項

第一回建築サロ γ 懸賞競技募集規程

広島市平和記念公厨懸賞応募図案審査評

天理教東京会館競技設計一等当選図案

愛知県文化会館懸賞競技設計募集規程

1-9 11 

25 5  

28 3 - 5  

30 6  
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小豆島内海町章( マ{ グ) 懸賞募集 。 。

h 実 O l J

近代l ! l i 米: f ! J加に於けるオフィスピルデ

イ γ 夕、構造様式の傾向( 写真)

中国邸 ( 写真〉

9  

// 

電気大博覧会の建築物( 写真〉 。

同 ( 記事〉 松 室 重 光 。

野村証券株式会社( 写真) 設計一安井武雄氏。

株式会社宝塚ホテル( 写真〕 。一古塚正治氏。

同 ( 工事概要〕 。

イ主亥ピルデイシグ ( 写真) 。

同 ( 工事概要) 。

有隣小学校 、九条共同宿泊所( 写真) 。

同 ( 工芸: : r. 概要〉

八 馬 邸 ( 写真)

同 ( 工事絞要)

"  
// 

々

大阪市高速鉄道計画の概要 清水 照 。

江商ピノレディ γ グ ( 写真)

同 ( 工事概要〉

大阪電気軌道株式会社 ( 写真〉

同 ( 工事概要〉

。 9

11 1; 

。 10

/j  11 

朝日会館 。 11

同 ( 工事概要) // // 

大阪府新庁会 〈写真) "  12  

大阪府新庁舎 ( 工事概要) " 2  

大阪府新停舎が建つまで 八木幸次郎 1/ 1/ 

T 氏の邸宅 10 1  

大阪高等学校官会 。 。

不動貯金銀行大阪商支底 。 2

同 工事概要 。 。

大阪放送局 。 3

第一銀行大阪支庖 // 5  

同 工事概要 。 。

神戸東神倉庫 // 7  

同 工事概要 。 。

百瀬博士邸

同 工事概要

1/ 11 

1/ /j 

162 

大同病院

同 工事祝宴

同潤会アバートメ γ ト・ハウス

京都 ・共同火災支庖

同 工事概要

別府 ・白羽{ 家別邸

同 工事概要

芦屋・仏教会活

同 工事概要

10 7  

11 11 

// 8  

// // 

/1 

// 

// 

// 

// 

// 

"  
9  

// // 

1  

i 紹 介

建築材料陳列場出品者一覧表 23 

陳列場出品者一覧表 24 

米国に於げる貸金庫見聞記 村 野 藤 吾 11

( ー)

。 ( ニ ) // // G  

1  

11 

3  

。

“  

5  

3  

// 

補 遺 // 12 // 

4  

5  

。
// 

。

“  

// 
。

船尾の簡易イ主宅村 繁 盛 庵 主 6  3  

// 

米国に於げる炭坑夫の小住宅 そ れ が し 。

泉 南 の 富 豪 穂 子 島 氏 と 其 住 宅 江 村 郊 屯s "  

// 

6  

4

2

8

2

1

6

1

 

司

よ

// 

JII 図版氏の御彫邸 一 太 郎 。

7  

郵船ピルの新築 黒 田 鴎 心 6

大阪府知事新官邸に就て 沢 原 隆 失 7  

爪 珪の建築 柳 沢 彩 6

青島の住宅 対 ｬｾ 器官。

建築資料綜合陳列場出品者一覧表 25 

// 

8  

イシ

// 

/j  /j  2  

観光京都の古建築案内 村 国 治 郎 30 8  

大阪市立、職員厚生図体育錯 25 1  

日本電力修泰道場八紘苑 11 /1 

三1 x . 会武庫川運動場クラブハウス

日赤大阪支部病院分院

阿倍野勝景園

安宅商会天主幹支底長社宅及独身寮

第2 山水小学校

同 平面図

住宅営団、労務者イ主宅

神 戸 K 工場工員寄宿舎

同 平面図

絹人絹会館

甲 子 園 竹 亥 祭

11 // 

。 7

。 9

// 11 

1/ 11 

26 1  

11 2  

Ij 11 

。 3

// 4  

同 平面図 /1 11 

// 5  

// 8  

28 9 - 1 2  

菖蒲池厚生住宅展図諮 (1) 

。 (2)

大阪千日前 スパル座

大阪道頓堀 〆γ スホ { ノレ メト ロ 1/ 11 



ホテル ・ナニワ

大 阪 道 飯 沼 中 座

西成税務署

玉水会館

白雲ピノレ

愛知労働会館

喫 茶 プ ラ γ タ γ

大 阪 府 医 師 会 館

京 都 上 村 氏 邸

A 氏邸

スパノレ ピノレ

広島児重文化会館

人絹文化協会

大阪競輪場

事11戸茸合包話局

神戸木材会館

兵臨県繊維貿易問屋街

兵庫県教職員組合会館

兵時県教職民組合会館

。 剣料会館

西宮競輪場工事祝宴

大阪府営鉄筋共同住宅

神戸みなと会館

京者f ，自民問会館

京都女子大学

立命館大学文学部校品

某 氏 邸

北 税 務 署

日興物産株式会社大阪支后

B A R  S HAR K  

広島駅前郵便局

下関水産ホ{ ム

HT ROS HI WA  S T AT I ON 

鳥取電気通信工事局

広島鉄道郵便局 糸崎係員事務室

広島女学院高等学校講堂

ニュ ーオリエソタ γ ホテル改造

目立造船桜島会館

C LUB  :rOURI S T  

NI GHT  CL UB  CI SCO 

広島ガスピル

大 阪 警 視 庁 第 二 別 館

大阪南郵便局

日本毛織株式会社

日本板硝子株式会社仁川寮

タイガ ー計算器販売株式会社大阪支盾
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28 9 - 12  大 阪 蕊 乃 家
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々 々
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/1 /;  
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々 々
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々 々

。 5

11 11 
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30 6  

1/ 11 

々 々

// 7  

々 々
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// 

It 

// 
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// 

// 

。 10

々 々

1/ 1/ 

1， 11 

1/ 1; 

30 10 

。 11

11 11 

/1 11 

1/ 11 

1/ /1 

。 12

31 1  

々 々

々 々

0 ・ 2

31 2  

突例 アルミニウム建築作品集

名古屋包気通信管理所

名古屋包報局

名古屋港郵便局

千 歳 劇 場

竹中工務庖 名古屋支席

後林中央金庫名古屋支所

l妥協会館

名古屋栄町f 郊使応

既奴服会館

毛織会館

都 築 紡 織 大 垣 工 場

東洋倉路事務所

松坂屋栄町庖

JII 瀬古庖

東京銀行一宮支応

三和銀行ヒ前沖支庖

すみれ洋裁学院

大阪木村会館

日本生命新潟支社

三菱化成岐阜工場再建工事

名古屋市分譲住宅

S 氏f f J ' ¥

1/ 11 

// 3  

。 / /

々 々

々 々

。 / /

31 3  

/1 1; 

//  1/ 

i j  /1 
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。 / /

1;  1; 

。 4

。 / /

。 It

f/ 1; 

/ ;  1/ 

It 

S E 氏丘j ) It 

名古屋競輪場 31 

名古屋市立1 J 川、学筏 。

日本板硝子四日市工場事務所 。

I  K OB E  F A I R 建築作品 。

博 覧 会 風 景 小 磯 良 平 。

A ME R I C A  F AI R MOD E L  H OUS E  // 

// 

// 

// 

// 

// 

// 

9  

6  

// 

It 

// 

// 

福岡簡易保険支局

福岡競輪場

後林中央金庫福岡支所

福岡市南望書察若手

福岡建設会館

炭坑労務者住宅

型ザピエル記念館

中央信託銀行福岡支庖

福岡石炭局庁命

一菱商島鉱業所端島坑アバ ー ト

日発小 倉火カ発電所

長 崎 駅

佐賀県青年会館

日清製粉鳥栖工場本館

大分電報局

宮崎県町村会館
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第 5 部 門

熊本県信用農業協同組合連合事務所

熊本県会談所

塑ザピエル記念教会堂

大阪府工業奨励館本館

東邦ザスピル

日本興業銀行大阪支庖矯改築

京税務，署新庁舎

池国市役所

堺税務署

目撃プム株式会社大阪支庖

建築家の住宅

公楽会館

京都市交通局病院附属療養所

京都市瞥察本部庁舎

京都市消防局庁舎

京都府立精神病院

京都府庁舎( 税務課)

大阪星光学院

関西大学大学院

聖 心 女子大 学

豊中市立桜井谷小学校講堂

豊中市立第 4 中学校

布 施 第 6 中学校

名古屋市立笈瀬中学校

名古屋市立第 3 幼稚園

名古屋市立前津中学校

白百合女子専門学校

大阪球場

大 阪 プール

森の宮球場

松阪市競輪場

竹中工務脂神戸支脂

兵J i l I県社会事業会館

阪神バ- ! 7

西宮市民館

香港上海銀行神戸支庖

山- l ! i E 券杵、式会社神戸支広

有馬温泉観光ホテル「池之坊」附鳥観光会館 。

神戸市交通局庁舎 。

小野田セメシト神戸サーピスステーシヨ γ 。

坂 口 吉 阪 商 庖 舟 海E襲 。

兵庫県下に於げる新建築の動向 。

安田火災海上保険株式会社大阪支庖 32 

大日本紡績株式会社アバ ー ト

日芸会館

大阪モータ ース株式会社

高島屋新館
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大阪高等裁判所同心岡J アバ{ トルウ

Y 氏 邸

S 氏 邸

川 材 氏 邸

社 宅

神戸銀行協会

放送局和歌山支局

菜 料 亭

海南映画 1M場

サ 一 日ライ γ の遺作

伊藤忠商事鉢山 7 バー ト

O氏邸応接と玄関改装

志摩観光ホテル
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日本経済新聞社大阪支社

芦屋市宮}II 小学校

三洋電機株式会社

日端貿易株式会社大阪事務所

アポロ座

協和銀行船場支庖

阪急航空ピルデイ γ グ

自転車会館

三泰貿易株式会社

東京銀行宝塚倶楽部ハウス

金属会館

ロ{ マの停車場

市立池田病院

N H K池/ 上家族寮

アメリカの住宅

オーストラリアの住宅
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建 築 と 社 会

館 3 4輯 第12号

本 号 に 限 り 売 価 1 都200円〈送料共〉

昭和四年11月間日印刷 ・昭和28年 12月 1 日溌行
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// 

続集発行人 沖 回 誠
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。

発 行 所 社団法人日本: 建築協会
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和 銀 行 東 京 支 庖
一一-

___.... 

_ . .  

要

東京都千代同区丸ノドl一丁目二祈:J 也

起 工 昭和2i 年 8 月

竣 工 昭和28年 9 月

6 4 i . 8 5 坪

2 3 4 9 .  i i 坪

地 下 1 階 地 上 6 階

鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造

8  3 尺

三 和 銀 行 建 築 課

清 水 建 設 株 式 会 社

理E築

置

期

敷 地 面 積

建 築 面 積

陪 教

主 体 構 造

軒 高

設 計 監 理

主 体 工 事 施 工

新

位

工

気 ・衛生設備施工

須 賀 工 業 株 式 曾 枇

冷 暖 房 ・換



本 設 備 の 概 要

冷 暖 房 設 備

この設備は次の三系統に大別されます。

第 一系統

営業室の中央式冷暖房設備別館の機織室で洗機

調整された空気を壁面のレジスタ ーより吹込み一

年中を通じで主内の温湿度を快適に而も衛生的に

保持設 します。

第二系統

一階から四階迄のユ ニット式冷暖房設備各室に

設置された須賀式ヱヤーコンヂシヨナーにより一

年 中を通じ各室の温湿度を自由に調 整する事が出

来ます叉別に機械室で調整された新鮮な空気を送

気して換気を行ひます。

第三系統

五、六階及別館の直接暖房設備ぺ ースボー ドヒ

ー ター及び鋳鉄製ラヂヱ ー ターが各室の構造意匠

に適応 して配置され機械室から送らるスチームに

より冬の室温も快適に保 ちます。

換 気 設 備

右記の 7 系統に分けて強制換気を行ってゐます。

1  ) 地階機械室送風系統

2 ) 地階機械室排気系統

3) 東便所排気系統

4 ) 西便所排気系統

5 ) 書庫排気系統

6)  6階厨房排気系統

i ) 其他個別排気系統

衛 生 設 備

消火設備は5 . li' 館地階機械室l ' C25H>の消火ポンプが設

置され消火栓附属の押ボタンスヰッチを: j 1j 1 せば直ち

に起動致します、向建物外壁のサイヤミーズコネク

シヨンから消防隊のポンフ。に依て送7kを受ける事が

出来ると共に ウオー ルハ イドラン トより近隣の問火

に対応して放水する事が 出来ます。

給水設備は市7k及井水の二系統に分ち夫々地i待機械

室の送7 k ポンプが自 (動的に運転され、別館毘上の圧

力水槽を介して各使用個所に給水されます。
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の使 用
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1=1 

本 設 備 に

1  

冷 暖 房 設 備

ター ボ 冷 凍 機 180冷 凍 噸 x230馬力

ル ー ムヱヤ ー コンデイシヨナー
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空 気 洗 機 器
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憾
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。
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風 機 No. 5  X 15馬力

セクシヨナノレボイラー s- 515  

送

40ガロン/ 時 x 0 1;力

1. 4米 x 2.2米× 高3.8米

2.500米 2 X  3 馬ブ) ( 217) 1  

径0.65米 × 長2.0米
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口
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口
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M

1  4 吋 x25馬力
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備
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台
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径 6 尺× 高10尺
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空 気 圧 縮 機

圧 力 水 槽
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1  
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真空給水ホ・ンプ
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J L o ー ム エ ヤ ー コ ン デ イ シ ヨ ナ ー

の 主 要 工 事

衛 生 設 備

冷暖房、衛生設備

衛 生 設 備

衛 生 設 備

衛 生 設 備

冷 暖 房 設 備

冷 暖 房 設 備

衛 生 設 備

冷暖房、衛生設備

衛 生 設 備

衛 生 V;i l ' 設

平 和l 不 動 株 式 会 社

丸 ノ 内 日 活・ 劇 桜

飯 野 海 運 ピ ノレ デ イ ン グ

埼 玉 県 佐 . 舎

神 戸 銀 行 大 阪 支 出

紀 陽 銀 行 本 庖

滋 賀 県 公 会 堂

日 本 銀 行 金 沢 支 応

兵 庫 県 立 医 大 附 属 病 院

井 筒 屋 百 貨 応

博 多 会 館

現 在 施 工 中

東 京

東 京

横 浜

iiIJ 和

大 阪

和歌 山

滋 賀

金 沢

神 戸

小 倉

耐 岡

道・衛生工業設備房 ・ 水房 ・ 冷暖

祉
盆r

日

工

r 育園、

・h・・ ‘  

岨P

工 業 株

大阪市頑島区堂島浜通四丁目 ー0

筒 話福 島ｾ 1157.  1158.  2057.  2058.  6679 

式

8缶言十設:

賀須

庖

= f  7151. 7152.  7153 

蹴 之 l 7154.  7155 

理主本局 2784.  5453 

電 下 1989. 2255 

管 叢 合 5804. 5805 

篭 東 1279. 2749 

支

東京都降区芝閏村田I六丁関 七

名古屋市中医材木町一T e 六

京都 市 下京区烏 丸 通 ｩＱＵＱ 原 下Ｉｾ

神 戸市生田区北長 侠通二丁H

福岡市 千代栄町六番地 ノ ニ

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 庖

神 戸 支 底

福 岡 支 庖
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